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南東上空から見た三ツ木皿沼遺跡
（ほぼ中央の道路交差点付近）

A4区 1号土器埋設土坑出土の称名寺式深鉢

A6区平安時代畠の土層断面
洪水砂で埋まった畠の黒色の耕作土を掘り上げて、新しい畠の畝をつく

っていた。（白線は被災した畠の畝間）

A4区107号住居状遺構出土の銅製片□鍋



2号炉 炉壁上半部（内面から）

2号炉底部（内面横から）

2号炉底部（上から）

20号住居 送風口の細い羽口 60号住居上層遺構 椀形滓

62号住居出土羽□

2号炉 羽口の付着した炉壁

2号炉椀形滓

三ツ木皿沼逍跡A6区では10

~11世紀に操業したとみられる鉄

生産関連の炉と、廃棄物が多屈に

出土した。これらの遺物の観察分

類や金属学的調査結果から鋼精錬

操作が行われていたと推定された。



序

一般国道17号と一般国道354号バイパスが交差する上武道路尾島境立体

の工事が行われることになった平成 5年度に、工事区域内に埋蔵文化財が

包蔵されていることが確認され、発掘調査の実施について種々協議がなさ

れました。調査対象地域が佐波郡境町、新田郡尾島町、同新田町の三町に

またがる関係で当事業団に発掘調査が委託されました。

当事業団では、工事計画に従って平成 5年度、 7年度、 9年度の 3か年

発掘調査を行いました。縄文時代から平安時代にかけての集落、古墳時代

の方形周溝墓、平安時代の畠、鉄生産関連遺構等が調査され、本県東毛地

域の歴史を明らかにする上で、貴重な資料を得ることができました。

発掘調査した資料は、平成10年度、今年度の 2か年、報告書刊行のため

の整理作業を行い、この度それが終了し「三ツ木皿沼遺跡」と命名した発

掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

発掘調査着手から報告書刊行に至るまで、調査委託者である建設省関東

地方建設局、同高崎工事事務所には大変お世話になりました。また、群馬

県教育委員会文化財保護課、境町教育委員会、新田町教育委員会、尾島町

教育委員会、地元関係者等にも終始御指導を賜りました。これら関係者の

皆様に衷心より感謝を申し上げ、併せて本報告書が多くの方に利用、活用

されることを願い、序とします。

平成12年 3月24日

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 小野宇三郎





例 言

1.本書は、一般国道17号（上武道路尾島境立体）改築工事に伴う三ツ木皿沼遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告

書の第 1分冊《本文編》である。

み つ ぎ さ ら ぬ ま

2.三ツ木皿沼遺跡は、新田郡新田町・尾島町、佐波郡境町の三町が接する位置にあり、新田町大字小角田287• 

288番地他、新田町大字下田中20• 21・23番地他、尾島町大字世良田2839• 2840 • 2841番地他、境町大字三ツ

木72• 7 4 • 75 • 76 • 77番地他に所在する。遺跡名は、発掘した調査区が最も広い境町大字三ツ木字皿沼の地

名をとって付けた。

3.発掘調査は、建設省・群馬県教育委員会の委託により、平成 5• 7 • 9年度の三か年次にわたって（財）群

馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した。発掘調査の期間・体制は次の通りである。

第 1年次 第 2年次 第 3年次

期 間 平成 5年4月1日～

常務 理 事

事 務 局 長

副事務局長

管理部長

調査研究部長

庶務 課 長

調査研究課長

事務担当

事務 補 助

調査担当

平成 5年8月31日

中村英一

功近藤

佐藤

神保侑史

勉

斎藤俊一

能登健（第 2課）

井上

国定

船津

並木

剛（経理係長）

均（係長代理）

平成 7年12月1日～

茂高橋定義

綾子

平成 8年3月29日

中村英一

功近藤

蜂巣

今井もと子

北原かおり 安藤友美

小島敦子（主任調査研究員）

岩崎泰一（主任調査研究員）

高島英之（調査研究員）

深沢敦仁（調査研究員）

平方篤行（調査研究員）

津島秀章（調査研究員）

実

神保侑史

小渕淳

中束耕志（第 4課）
- - • - - - -―←  ----------

笠原秀樹（総務係長）

須田朋子（主任）

宮崎忠司 岡島伸昌（主事）

松井美智代

誠

吉田恵子

星野美智子羽鳥京子菅原淑子若田

吉田有光（主任）

大沢友治（非常勤嘱託）

塩浦ひろみ 内山佳子角田みづほ

佐藤美佐子本間久美子狩野真子

洞口正史（専門員）

斎藤利昭（主任調査研究員）

廣津英一（主任調査研究員）

平成 9年 4月1日～

平成10年3月31日

菅野清

原田恒弘

赤山容造

渡辺健

神保侑史

小渕淳

能登健（第 2課）

柳岡良宏（主任）

友廣哲也（専門員）

立澤綾子（主任調査研究員）

4.調査資料の整理事業および報告書作成は、建設省の委託により、平成10年・ 11年の二か年にわたって （財）



群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した。整理事業・報告書作成の期間・体制は次の通りである。

第 1年次 第 2年次

期 間 平成10年4月1日～ 平成11年4月1日～

平成11年3月31日 平成11年11月30日

常務理事 菅野清 菅野清小野宇三郎

事務局長 赤山容造 赤山容造

管理部長 渡辺健 住谷進

調査研究部長 神保侑史（第 1部） 神保侑史（第 1部）

庶務課長 坂本敏夫 坂本敏夫

調査研究課長 平野進一（第 1課） 真下高幸（第 2課）

事務担当 小山建夫笠原秀樹須田朋子吉田有光柳岡良宏岡島伸昌

大沢友治（非常勤嘱託）

宮崎忠司 片岡徳雄

事務補助 並木綾子吉田恵子今井もと子若田誠内山佳子佐藤美佐子本間久美子

北原かおり 狩野真子本地友美

整理担当 洞口正史小島敦子 小島敦子

整理補助員 小渕トモ子金子加代新井雅子池田和子中曽根貞子阿久津久子

新谷さか江宇佐美征子吉澤照恵

狩野なつ子岸 弘子田村恭子

田中富美子

5.本書の作成分担は次の通りである。

編 集 小島敦子（群馬県埋蔵文化財調査事業団主幹兼専門員）

本文執筆 能登健（同課長＊第 1 章— 1 、第 6 章ー 1) 洞口正史（同主幹兼専門員＊第 3章住居）

桜岡正信（同 主幹兼専門員＊第 6 章— 6) 深沢敦仁（同 主任調査研究員＊第 6章ー4)

小島敦子（＊上記他）

遺構写真 小島敦子岩崎泰ー（同主幹兼専門員） 洞口正史友廣哲也（同主幹兼専門員）

斎藤利昭（同 主幹兼専門員） 深沢敦仁（同 調査研究員）

津島秀章（同 主任調査研究員） 立澤綾子（同左）

高島英之（現群馬県教育委員会文化財保護課主任）

平方篤行（現藤岡市立西中学校教諭）

廣津英一（現境町立妥女小学校教諭）

遺物写真 佐藤元彦（群馬県埋蔵文化財調査事業団係長代理）

遺物観察 縄文土器：原雅信（同主幹兼専門員） 縄文石器：津島秀章

中近世土器：木津博明（同 主幹兼専門員） 施釉陶器：神谷佳明（同 主幹兼専門員）

埴輪：南雲芳昭（甘楽町立福島小学校教諭） その他の遺物：小島敦子

金属器保存処理 関邦ー（群馬県埋蔵文化財調査事業団 係長代理） 土橋まり子（同 非常勤嘱託）



小材浩一高橋初美（同整理補助員）

遺物実測・版下作成 左記整理補助員

6.石材同定については、飯島静雄氏（群馬県地質研究会会員）の手を煩わせた。

土壌調査およびテフラ同定、花粉分析、 14C年代測定は（株）古環境研究所に委託した。

黒曜石・胎土分析は（株）第四紀地質研究所に委託した。

鉄生産関連遺物および銅の金属学的調査は（財）岩手県文化振興事業団に委託した。

7.発掘調査および本書の作成にあたり、下記の機関ならびに諸氏よりご助言、ご協力を得た。記して感謝の

意を表したい。

（敬称略•五十音順）

建設省高崎工事事務所、群馬県教育委員会、境町教育委員会、新田町教育委員会、尾島町教育委員会

赤沼英男、新井喜昭、飯島静男、井上 厳、内山敏行、大川 清、亀田修一、河野一也、河野真理子、

菊池貴広、木下 実、小宮俊久、酒井清治、坂爪久純、杉山真二、須永光一、早田 勉、中村直美、

南雲芳昭、宮崎重雄

8. 出土遺物は一括して群馬県埋蔵文化財調査センターに保管している。

凡 例

1.調査区域には、国家座標に基づいて 4m間隔のグリッドを設定した。グリッドの原点A-0は日本平面直

角座標第IV系のX=30.496km、Y= -49.580kmである。南北方向には数字、東西方向にはアルファベットを

付して、南東隅の交点をそのグリッドの呼称とした。東西方向のアルファベットは、 Aから Yまでの100mで

区切り、さらに西のグリッドは 2A·•2Y 、 3A•·3Y 、 4A· · 4Y と繰り返すようにした。南北方

向の数字は 1から50までの200mで区切り、 1• • 50、 1• • 50と繰り返した。

2.発掘区は上武道路本線の両側に並行し、既存の道路や水路によって分断されている。発掘区の呼称は上武

道路に立ち、尾島町の方を向いて左側を尾島町側から Al、A2・・・A7区、右側をB1、B2・・B4

区とした。

3.本書における遺構番号は、整理作業時に付け替えたものがある。その対照は第 4章遺構一覧表に拠られた

し＼。

なお、発掘資料の保管にあたっては、報告書掲載遺物は報告書の名称・番号で、掲載外の遺物は調査時の遺

構番号でおこなっている。

4.遺構図中の北方位は座標北を示す。

5.本書で使用した地図は、 建設省国土地理院発行の2.5万分の 1地形図 「伊勢崎」 「上野境」、尾島町全図

(1/10000)、尾島町都市計画図(1/2500)、明治18年測量陸軍迅速測図「境町」「深谷騨」である。

6.遺構図・遺物図の縮尺は、各図中に表示してある。また、挿図中の「L=OOm」は、断面図の水糸標高

を示す。



7.遺構図で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。部分的に異なる場合があるが、その際はその

旨凡例を示した。

疇地山 焼土 灰 言 壁体粘土

8.遺物実測図で使用したスクリーントーンは以下のとおりである。

土器 ［口 灰釉陶器 □□］緑釉陶器 ロニ］ 羽口発泡部分 ー 羽口珪化部分

羽口還元部分 □□羽口鉄滓付着部分

石器 量直 磨り面 塁塁〗炭化物付着部分

9.遺物写真図版の倍率は、土器は原則として破片は 1/ 3、小型品は1/4、大型品は 1/8に近づけるように

した。土錘は1/2とした。石器は原則として、礫は1/4、剥片石器は1/ 4、石鏃などの小型のものは 1/ 1 

に近づけるようにした。また、部分的に特徴のある遺物については、近接写真を撮影した。

10.第 3章は以下のような点に留意して記述した。

住居は、個々の遺構ごとに記述した。位置は、その遺構が含まれるグリッドをすべて記載した。形状は、

方形 ・長方形 ・隅丸方形 ・隅丸長方形にほぼ分類して記載した。規模は、遺構確認面での上場で長辺 ・短辺

の長さを 1/20実測原図から計測した。なお、この規模には竃の部分を含んでいない。面積は、床の面積と

考え、住居の下場でプラニメーター 3回平均値を計測した。方位は、北方向に最も近い壁の方向を計測した。

柱穴 ・周溝 ・貯蔵穴については検出できた住居のみ検出された位置 ・規模 ・遺存状態を記述した。埋没土は、

埋没土の全体的傾向や特徴的な埋没土について記述した。確認最大壁高および壁の状況は確認できた壁のう

ち最も深いところの壁高を計測し、断面形状等の特徴を記述した。床面の状況及び床下施設等は、床面の傾

斜や凹凸の有無、硬化面の残存状況を記述し、床面下層の施設があった場合はその位置 ・規模 ・遺存状態を

記述した。竃は、それぞれの位置と規模を記載し、遺存状態を述べた。重複は、その有無と、重複する場合

はその新旧関係を述べた。遺物と出土状況は、住居全体の遺物の出土状態と、特徴的な遺物について記述し

た。その他では、各住居の調査から考えられることがらがあれば記述した。また、出土遺物 ・重複関係等か

ら見た遺構の時期を記載した。

土器埋設土坑、古墳や周溝墓、土器溜まり、鉄生産関連遺構は住居に準じて記述した。但し、鉄生産関連

遺構は遺構全体の様相を個別遺構の記述の前に述べている。また鉄生産関連遺物の一覧表は本文と関連する

ので第 3章に詳しく掲載した。第 4章の遺物観察表には重複している。

畠は発掘区ごと ・確認面ごとに平面図をつくり、付図とした。本文には検出された畠の位置や層位 ・畝の

規模や走向 ・上下層との関連を記述した。

土坑は円形 ・楕円形 ・隅丸方形 ・長方形 ・不定形の 5種に形態分類し、各形態ごとに発掘区順に平面図を

編集した。各土坑の位置（グリット） ・形態 ・規模 ・方位等のデータは第 4章の遺構一覧にまとめた。

溝は発掘区順に番号を付し、平面図を編集した。各溝の位置（グリット） ・形態 ・規模・走向等のデータは

第 4章の遺構一覧にまとめた。



目 次

第 1分冊本文編

ロ絵

序

例言

第 5節 遺構外の遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..340 

第 4章 遺構・遺物の一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 345 

第 5章 科学分析報告・ ・ ・・・・・・・ ・ ・・・ ・ ・・・ ・・ ・・ ・ ・・・・・・・・・• • 398 

1. 三ツ木皿沼遺跡の土層とテフラ分析…… 398

2.三ツ木皿沼遺跡出土の出土材樹種同定… 409

3.三ツ木皿沼遺跡の出土炭化材の

放射性炭素年代測定結果……………… 410

4.三ツ木皿沼遺跡における花粉分析……… 410

5.三ツ木皿沼遺跡出土黒曜石の理化学分析 412

6.三ツ木皿沼遺跡の植物珪酸体分析……… 419

7.三ツ木皿沼遺跡の土器胎土分析(1)… 432

8.三ツ木皿沼遺跡の土器胎土分析 (2)… 439

9.三ツ木皿沼遺跡出土鉄関連遺物の

金属考古学的調査結果……••…………•446

10.三ツ木皿沼遺跡出土銅製片口鍋．

銅合金塊の金属考古学的調査結果…… 481

11.三ツ木皿沼遺跡出土の炭化物…………… 483

第 6 章 三ツ木皿沼遺跡調査の成果と課題…•••495

1. 三ツ木皿沼遺跡の地形と遺構分布の変遷 495

2.三ツ木皿沼遺跡の黒曜石分析について… 502

3. コンパス文施文の須恵器について……… 503

4.竪穴住居出土の炭化物について………… 508

5.三ツ木皿沼遺跡の洪水被災畠とその復旧 511

6.平安時代の埴輪利用と小角田古墳群…… 520

7.三ツ木皿沼遺跡出土の

酸化焔焼成土器の胎土分析…………… 522

8.三ツ木皿沼遺跡における鉄生産関連遺物 523

報告書抄録

凡例

第 1章 三ツ木皿沼遺跡の概要…………………… 1

第 1節 調査に至る経偉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

第 2節 遺跡の位置と地形・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

第 3節 周辺の遺跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..4 

第 2章 発掘調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

第 1 節発掘調査の方法と経過..……………… •10

第 2節 遺跡の某本土層・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

第 3節 発掘区の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

第 3 章検出された遺構と遺物……………••…… •23

第 1 節縄文時代の遺構と遺物…••`…………… •23

l 住居...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23

2. 土器埋設土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31

3. 土坑・ •................................. . ..........··34

4. 遺物集中出土地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39

第 2 節古墳時代の遺構と遺物……•…………••45

1. 住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46

2. 土器溜ま り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •79 

3. 土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •81 

4 . 墓・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・82

第 3節 古代の遺構と遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・92

1. 住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・93

2 . 土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 261 

3. 祭祀址・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 286 

4. 鉄生産関連遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 288 

5 . 畠·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 306 

第 4節 近世と時期不明の遺構……………… 322

1. 竪穴状遺構及びその周辺…………••…•322

2 . 土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 324 

3. 溝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..326 付図

第 2分冊写真図版編



挿図目次

第 1図 三ツ木皿沼遺跡の位置・・・・•....... .. .. ........ .. ..... . . .. .. ..... 1 

第 2図 大間々扇状地と三ツ木皿沼遺跡……… •9 . .. , ………••…• 2 
第 3図 三ツ木皿沼遺跡周辺の地形変化………....• •… …•• . .. . .. . 3 
第 4図 周辺の遺跡分布図・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 5

第 5図 発掘された周辺の遺跡・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・ • •·· ·· ······· ··· ···· 8 

第 6図 発掘区の設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ••• ••••••••••• ••••• ••••• •••• lO 
第 7図 遺跡の基本土層・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・14 

第 8図 A 2区の遺構・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・15 

第 9図 A3区の遺構・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・16 

第 10図 A 4 区の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...••••••• ••• •••••••••••••••••• 17 
第 11図 A5区の遺構・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

第 12図 A6区の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19• 20 
第 13図 A7区の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・l9 • 20 
第 14図 B2区の遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21
第 15図 B3区の遺構・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・22

第 16図 108号住居と遺物分布．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．． ．．・・24

第 17図 108号住居の炉と土坑 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・25

第 18図 108号住居出土遺物(1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・26 

第 19図 108号住居出土遺物(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27 

第 20図 108号住居出土遺物(3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 

第 21図 108号住居出土遺物(4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29 

第 22図 108号住居出土遺物(5)・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・.・・・・・・・・・・30 

第 23図 l号土器埋設土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31

第 24図 1 号土器埋設土坑の埋設土器••…………•…•••••……… •32

第 25図 2 号土器埋設土坑と埋設土器……••………••••..……… •33

第 26図 147号・ 148号土坑と出土遺物・・・・・・・・..…•・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··34

第 27図 149号・ 150号・ 151号 ・156号土坑と出土遺物…………35

第 28図 152号・ 15,.3号土坑と出土遺物..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

第 29図 120号・ 123号 ・124号 ・157号・ 163号土坑と出土遺物…37

第 30図 8 母・ 10号・ 115号土坑と出土遺物…………..……… •38

第 31図 A3区の包含層出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39

第 32図 B2•B3 区の包含層出土遺物…………… •9. . ………••40

第 33図 A4区・ A6区の包含層出土遺物・・・……………………41

第 34図 A6区北部の縄文時代の調査・………………・ •……… •••42 
第 35図 A6 区ローム台地周辺の出土遺物・……••………………43

第 36図 A6区低地部の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

第 37図 低地部出土の土師器・須恵器…••……·……………… •••45
第 38因 110号住居竃．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・46

第 39図 110号住居 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47

第 40因 110号住居の出土遺物（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48 

第 41因 110号住居の出土遺物(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・49 
第 42図 111号住居．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・50

第 43図 111号住居竃と出土遺物… •..... . ...........................··51

第 44図 112号住居の出土遺物分布．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・52

第 45図 112号住居．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・53

第 46因 112号住居の出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54
第 47図 113号住居の遺物出土状態．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・55

第 48図 113号住居．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． •56

第 49図 113号住居の出土遺物（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・57 

第 50因 113号住居の出土遺物(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・58 
第 51図 114号住居．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・59

第 52図 114号住居竃と出土遺物（ 1) ・・・・・・・・・..…..・・・・・・・・・・・・・・・・・60

第 53図 114号住居の出土遺物(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・61 
第 54図 115号住居の出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・62

第 55因 115号住居 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63
第 56図 115号住居鼈．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・64

第 57屈 116号住居．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・65

第 58固 116号住居の出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・66
第 59図 117号住居竃．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．． ．．．．．． ．．．．． ．．．．．．．． ．．． •67

第 60図 117号住居と出土遺物 ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・68
第 61図 95号住居・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・• 69 
第 62図 95号住居竃と出土遺物・·… •............................ . .....··70

第 63図 100号住居．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・71

第 64図 100号住居の出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・72

第 65図 101号住居・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 73

第 66図 101号住居竃と出土遺物・・・・・・ ・ •..... ................ . .... .... .74

第 67図 103号住居と出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 75

第 68図 104号住居鼈．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 76

第 69図 104号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 77 

第 70図 104号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 78 

第 71図 A2区土器溜まりと土坑出土遺物 …… •9..., ……•… ••79 
第 72図 A2 区土器溜まりの出土遺物 (1) ……•••……..••… ••80

第 73図 A2 区土器溜まりの出土遺物 (2) ………………••…•81

第 74図 145号土坑と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 81 

第 75図 1号方形周溝墓の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 82 
第 76図 l号方形周溝墓（折り込み）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 83• 84 

第 77図 2 号方形周溝墓・·················· ······ ···· · · · ·····•·"· ··· ······ 85 

第 78図 1 号古墳・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 86 

第 79図 2 号古墳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・・・・・ ・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・•.. . ..... .... . 88 

第 80図 3号古墳と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..89 

第 81図 A 2 区凹地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..90 

第 82図 A2 区 l 号・ 2 号凹地の出土遺物·……·………………•91
第 83図 109号住居．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 93

第 84図 109号住居竃と出土遺物（ 1) ••••••••••••••••••• •• •••• ••••••• • 94 
第 85図 109号住居の出土遺物(2)....................................95 

第 86図 107号住居状遺構．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 96

第 87図 107号住居状遺構の出土遺物(1)•………… •. ..……… •97

第 88図 107号住居状遺構の出土遺物(2)•……………………••98

第 89図 1号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・""・・・・・"・0・・・・・・・・ 99 

第 90図 1 号住居・・・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100
第 91図 2号住居の出土遺物・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・101

第 92図 2号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・.................... 102 

第 93図 2 号住居竃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ •.. ... . .......... . .... ..··103

第 94図 3号住居と出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・104

第 95図 4号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•••••••••• l05 
第 96図 5号住居・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・106

第 97因 5 号住居鼈と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・ •·····107

第 98図 5号住居の炭化材出土状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・108

第 99図 6号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・109

第100図 7号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・llO 

第101図 7号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......................lll 
第102図 8号住居・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・ll2

第103図 8号住居竃と出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・ll3

第104図 9号住居と出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・ll4

第105図 10号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ll5
第106図 10号住居・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ll6

第107図 ll号住居の出土遺物（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ll7

第108図 ll号住居の出土遺物(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ll8

： ］ ］ ： ： ］］ごば：こ：．：．：．．．． ： ： ：．．．：．．．．．．．： ： ：．．： ： ： ： ： ：．．： ：．．： ： ：．．：．：．．．．：．］ ：： 
第lll図 12号住居と出土遺物(l)・..・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・..... 121 
第ll2図 12号住居の出土遺物(2).......................................122 

第113図 14号住居の出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..123 

第ll4図 14号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・124
第ll5図 15号住居と出土遺物・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・125

第ll6図 16号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・126
第ll7図 16号住居の出土遺物・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・127 

第118図 17母住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・128
第119図 18号住居と出土遺物・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・129

第120図 19号住居・・・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・130

第121図 19号住居竃と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・................…・・・・・・131

第122図 20号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・132
第123図 20号住居鼈と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・…,...................•133 

第124図 21号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・134 

第125図 22号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・135

第126図 22号住居の出土遺物 136 
第127図 23号住居と出土遺物：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：137

第128図 24号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・138



第129図 24号住居の出土遺物・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・139

第130図 24号住居鼈・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・140

第131図 25号住居と出土遺物・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・141

第132図 27号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・142

第133図 27号住居鼈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・143

第134図 28号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・144

第135図 29号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・145

第136図 29号住居鼈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・146

第137図 30号住居と出土遺物・・・・・・ ・・ ・・・・・・・........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・147

第138図 31号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・148

第139図 31号住居窟と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・149

第140図 32号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・150

第141図 33号住居・・・・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ••••••••• ••••• •••• •••• •••• ••••• l51 

第142図 33号住居窟と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・152

第143図 34号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・153

第144図 35号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....・・・・・153

第145図 36号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ •..... ... . .. .... . . .. ... .. .. . ... •154 

第146図 36号住居鼈と出土遺物・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・155

第147図 37号住居と出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・156

第148図 38号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・157

第149図 39号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・158

第150図 39号住居の出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・159

第151図 40号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・160

第152図 41号住居と出土遺物・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・161 

第153図 42号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・162

第154図 43号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・162

： ］ ： ： ： ： ：：ばば：：．．： ： ：．： ： ： ：．：．： ：．．．．．：．：．．： ： ：．： ： ：．：．：．．．：．．．．．．： ］:: 

第157図 45号住居と出土遺物・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・164

第158図 46号住居と出土遺物・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・165

第159図 47号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・166

第160図 47号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・167

第161固 48号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・167

： ］ば: :ばぢ:::::::: : :::::::::::::::::::: : :::::: : ::: : ::: : :::::::: : ::::::::~芯
第164図 50号住居鼈と出土遺物（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・170

第165図 50号住居の出土遺物 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・171 

第166図 51号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・173

第167図 51号住居竃・・・・・ ・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・174

第168図 51号住居の出土遺物・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・175

第169図 52号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・176

第170因 52号住居竃と出土遺物（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・177 

第171図 52号住居の出土遺物 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・178

第172図 53号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・179

第173図 53号住居鼈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・180

第174図 53号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・181 

第175図 54号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・182

第176図 54号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・183

第177図 83号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・184

第178図 55号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・185

第179図 56号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・186

第180図 56号住居竃と出土遺物 (1)・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・187 

第181図 56号住居の出土遺物 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・188 

第182因 57号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・189

第183図 57号住居鼈と出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．・・190

第184図 58号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・191

第185図 58号住居の出土遺物・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・192

第186図 60号住居と出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・193

第187図 61号住居・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・194

第188図 61号住居の出土遺物・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・195

第189図 62号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・196

第190図 62号住居の出土遺物（ 1)....................................197 

第191図 62号住居の出土遺物 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・198 

第192図 64号住居の出土遺物（ 1)....................................199 

第193図 64号住居と出土遺物 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200 

第194図 64号住居竃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・201

第195図 65号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・202

第196図 65号住居の出土遺物・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・203

第197図 66号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・204

第198図 67号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・205

第199図 68母住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・206

第200図 68号住居の出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・207

第201図 69号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・208

第202図 69号住居竃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・209

第203図 69号住居の出土遺物（ 1)....................................210 

第204図 69号住居の出土遺物（ 2)....................................211 

第205図 69号住居の出土遺物（ 3)....................................212 

第206図 69号住居の出土遺物 (4)....................................213 

第207図 70号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・214

第208図 70号住居の出土遺物：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：215
第209図 71号住居と出土遺物 216 

第210図 72号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・217 

第211図 72号住居の出土遺物・............................................218 

第212図 73号住居と出土遺物 (1)....................................219 

第213図 73号住居の出土遺物 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・220 

第214図 74号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・221

第215図 74号住居竃と出土遺物（ 1).................................222 

第216図 74号住居の出土遺物 (2)....................................223 

第217図 75号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・224

第218図 75号住居竃と出土遺物............ .. ..........…•・・・・・・・・・・・・・・ 225

第219図 76号住居・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・・・・・・•................. . ........226 

第220図 76号住居竃と出土遺物・ •······················· · ····· · · · ···· · ···227
第221図 77号住居...・・・・・・・..................................................228 

第222図 77号住居竃と出土遺物（ 1)・・...…,.......................•229 

第223図 77号住居の出土遺物 (2)....................................230 

第224図 77号住居の出土遺物 (3)....................................231 

第225図 78号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......232 

第226図 78号住居鼈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・233

第227図 79号住居・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・•....... . .. . ...... . ... .... . .. . .. . . . . ....234 

第228図 79号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・235

第229図 80号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・236

第230図 80号住居の出土遺物・・・・・ ・ •······························ · ·······237
第231図 81号住居・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..238 

第232図 81号住居の出土遺物• 239 

第233図 82号住居の出土遺物：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：239

第234図 82号住居・・・・・・・・・ ・ ・・・ ・ ・・・・・ •············ ·· ·········· · ···············240

：： ］こ： ：：：江ば．．．．．．：．：．．．．．．：：．：．．．：．： ： ： ： ： ： ： ： ： :::::::: :::::::::::::::~!~ 

第237図 86号住居・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・ ・ ・• .. ......... . . . .......... . ... . . . .... . .... .242 

第238図 86号住居の出土遺物 (1)....................................243 

第239図 86号住居の出土遺物 (2)....................................244 

第240図 86号住居の出土遺物（ 3)....................................245 

第241図 86号住居の出土遺物 (4) .................…・・・・・・・・・・・・・・・・246

第242図 87号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・247

第243図 88号住居と出土遺物・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..248 

第244因 89号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・249

第245図 90号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・250

第246図 92号住居と出土遺物.............................................251 

第247図 94号住居と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・251

第248図 98号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・252

第249図 98号住居の出土遺物 (1)............................….....253 

第250図 98号住居の出土遺物 (2)....................................254 

第251図 105号住居．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..254 

第252図 106号住居と出土遺物 255 

第253図 99号住居と出土遺物・・：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：256

第254図 102号住居と出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・256

第255図 96号住居・・・ •········· · · ·· ··· · ········· ··· ····················· · ·····257

第256図 96号住居鼈と出土遺物 (1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・258 

第257図 96号住居の出土遺物 (2)...... .... . . ............ . ..... … •··259

第258図 97号住居・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・260

第259図 97号住居の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・ ・ ・・・・ ・ ・ •261

第260図 A2区の円形土坑................................................261 

第261図 A4区・ A6区の円形土坑 （1) ・・・・・・..…•・・ ・ ・・・・・・・・・・・・ 262

第262図 A6区の円形土坑 (2).......................................263 

第263図 A6区の円形土坑 (3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・264 

第264図 A6区の円形土坑 (4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・265 



第265図 A6区の円形土坑 (5)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・266 

第266図 A6区 ．B2区の円形土坑 (6)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・267 

第267屈 A4 区・ A6 区の楕円形土坑（ 1) ・・·…..•…......… ···267

第268図 A6区の楕円形土坑 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・268 

第269図 A6区の楕円形土坑 (3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・269 

第270図 A6区の楕円形土坑（ 4) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・270 

第271図 A6区の楕円形土坑 (5)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・271 

第272図 A6区の楕円形土坑 (6)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・272 

第273図 A6区の楕円形土坑 (7) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・273 

第274図 A6区の楕円形土坑 (8)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・274 

第275図 A6区 ．B 2 区の楕円形土坑・・・・ •. ...... . .................. . •275 

第276図 B2区の楕円形土坑 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・276 

第277図 A6区の隅丸方形土坑（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・276 

第278図 A6区の隅丸方形土坑 (2) ....・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・277

第279図 A6区の隅丸方形土坑 (3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・278 

第280図 A6区の隅丸方形土坑 (4)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・279 

第281図 A6区の隅丸長方形土坑（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・279 

第282図 A6区の隅丸長方形土坑 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・280 

第283図 A 2 区の長方形土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・280

第284図 A6区の長方形土坑（ 1)..•• ••••••• •••••• ••••••••• ••• ・・・・・・・281 

第285図 A6区の長方形土坑 （2) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・282

第286図 A6区 ・B2区 ・B 3 区の長方形土坑（ 3)•• • ………283

第287図 A3 区・ A6 区の不定形土坑（ 1)•• …•…· •…•…… ···284 
第288図 A6区・ B 2区の不定形土坑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・285
第289図 A6区祭祀址・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・286

第290図 A6区祭祀址の出土遺物・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・287

第291図 A6区鉄関連遺構の分布・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・289

第292図 1 号炉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・290

第293函 l 号炉の出土遺物・・・・・・・・・・ •... . ........ . .......... . . . .. .......·· 291

第294図 2号炉と出土遺物（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・292 

第295因 2号炉の出土遺物 (2) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・293 

第296因 2号炉の出土遺物（ 3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・294 

第297図 60号住居上層遺構と出土遺物…••…••..•…...…•……•…296

第298図 83号土坑と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・298

第299図 84号・ 85号・ 97号土坑と出土遺物… • ..…···· · ···…....…299

第300図 畠検出発掘区の位置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・306

第301図 畠の畝と計測値.. .・ ・・・・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・ •307

第302図 A6区北区西壁の畠土層断面（付図2 A-A'部分） ・・・308

第303図 A6区北区の畠土層断面（付図3 C -C'部分） ••…… •309 

第304図 A6区北区北壁の畠土層断面（付図3 B-B'部分） ・・・311

第305図 A6区北区畠の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・312

第306図 A6区中央区の畠土層断面（付図5 G_G'部分） ••… •314 
第307図 6号溝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・317

第308図 A6区中央区畠の出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・318

第309図 A6区南区畠の出土遺物...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・319

第310図 B3区北区の畠土層断面（付図10 N-N'部分） ……320

第311図 竪穴状遺構と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・322

第312図 竪穴状遺構周辺の出土遺物 (1)•• • ……....…•……… •323

第313図 竪穴状遺構周辺の出土遺物 (2).. . ... …•• • … • •……… •324

第314図 162号土坑．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・324

第315図 162号土坑と出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・325

第316図 14号・ 15号・ 16号・ 17号溝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・327

第317図 12号 ・13号 ・18号溝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・328

第318図 7号 ・8 号溝・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・ ・・・・・・ ・・ ・・ ・・・・・ ・・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・ •329

第319図 9号溝と出土遺物・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・330

第320図 10号・ 11号溝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・331
第321図 1 号溝と出土遺物・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．． ． ．．．． ．．．． ．． • 333

第322図 2号 ・3号溝と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・335
第323図 5号 ・20号溝・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．・・336

第324図 19号溝と出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・337

第325図 21号 ・22号溝と出土遺物...・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・338

第326図 23号溝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・339

第327図 旧河道の出土遺物（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・340 

第328図 旧河道の出土遺物 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・341 

第329図 グリッド出土遺物（ 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・342 

第330図 グリッド出土遺物 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・343 

第331図 表面採集の出土遺物・・・・・・・・・・・・ ・ ・ ・・ ・・・・・・・・・ • •… •....... . ....··344 

第5章分析報告

1.三ツ木皿沼遺跡の土層と テフラ分析

第 1図 各地点の土層柱状固(1).......................................407 

第2因 各地点の土層柱状図(2).......................................403 

5.三ツ木皿沼遺跡出土黒曜石の理化学分析

図＿l Si02 -A]心図（原産地）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．"416

図ー 2 Na20 -Fe心図（原産地）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．．．"416

図ー3 k20 -Ca0図（原産地）．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..417 

図ー3_ 2 k20 -Ca0図（原産地）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．....417 

図ー4 Rb-Sr図（原産地） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 4 1 8 

第 1図 Si02_ Al心図（総合図）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 4 16 

第 2図 Na20-Fe心図（総合図）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．"416

第 3図 K20-Ca0図（総合図）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..417 

第4図 Rb-Sr図（総合図）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・• 4 18 

7.三ツ木皿沼遺跡出土土器の胎土分析（ 1)

第 1図 Mo-Mi - Hb三角ダイヤグラム・ ・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ ・・・・・・•... ..437 

第2図 Mo- Ch、 Mi -Hb菱形ダイヤグラム…．．．．．．．．．．．．．．．．． ••••437

第3図Qt-Pl図 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..437 

第 4 図 Si O, - Al心図．． ．． ．．． ．．． ．． ． ．． ．．． ．．．．．． ． ．．．．．．．． ． ． ．． ．．．．．．．．．．．．． •438

第 5図 Fe203- Mg0図．． ． ． ． ．． ．． ．．．．． ． ． ．． ．． ． ． ． ． ． ． ． ．．．．．． ． ． ． ．．． ． ．． ． ． ．．．． ．． •438

第 6 図 K,0 - CaO図．．．．．．． ． ．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．． ．．． ．． ．．．．． •438

8.三ツ木皿沼遺跡出土土器の胎土分析(2)

第 1図 Mo-Mi-Hb三角ダイヤグラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..444 

第 2図 Mo-Ch、Mi-Hb菱形ダイヤグラム …………•...........444 

第 3 図 Qt-Pl図 .... ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •444 

第 4図 Si02 -Al心図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・445 

:::贔°:-Ca烹ご： ： ： ： ： ： ： ： ::::: 塁

9.三ツ木皿沼遺跡出土鉄関連

遺物の金属考古学的調査結果

図 1 Nu203 不明鉄器の外観と組織観察結果…………•••…… •••462

図2 Nu401不明鉄器の外観と摘出した試料片の

組織観察結果．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・463

図3 金属考古学的調査を行った資料の外観と摘出した

試料片の組織観察結果（その 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・463 

図3 金属考古学的調査を行った資料の外観と摘出した

試料片の組織観察結果（その 2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・464 

図 4 金属考古学的調査を行った資料の外観と摘出した

試料片のマクロ組織（その 1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・465 

図4 金属考古学的調査を行った資料の外観と摘出した

試料片のマクロ組織（その 2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・466 

図5 Null 7 • Nu402不明鉄器の外観と摘出した試料片の
組織観察結果 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・466

図6 Nul4・Nu8 • Nu33 鉄滓の外観と摘出した試料片の
組織観察結果．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・467

図7 鉄滓の外観とマクロ ・ ミクロ組織（その 1).…………… ••468

図7 鉄滓の外観とマクロ ・ ミクロ組織（その 2)•• ……. .. . … •••469

図7 鉄滓の外観とマクロ・ミクロ組織（その 3) …………… •••470

図8 Nul7椀形滓の外観と摘出した試料片の
組織観察結果．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・471

図9 Nu 4 塊状滓 • Nu202 椀形滓の外観と摘出した試料片の

組織観察結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・472

図10 Nu26粘土状物質の外観と摘出した試料片の
組織観察結果．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・473

図11 粘土状物質の外観と組織観察結果（その 1) …………… • ••474

図11 粘土状物質の外観と組織観察結果（その 2) ………••••… ••475

図11 粘土状物質の外観と組織観察結果（そ の 3) • …………… ••476

図12 No.201羽口の外観と摘出した試料片の組織観察結果……477

図13 Nu 1 • Nu403羽口の外観と摘出した試料片の

組織観察結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・478

図14 推定される鋼の製造法．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・479

図15 出上鉄器のCu、Ni、 Co3成分比 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・479

図16 日本列島・中国 ・ 朝鮮半島に分布する主な鉄鉱山・・・… • • •480



10.三ツ木皿沼遺跡出土銅製片口鍋 ・銅合金塊の

金属考古学的調査結果

図 1 分析した資料の外観 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・482

11.三ツ木皿沼遺跡出土の炭化物

図 1 材組織とその名称・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・483 

図 2 1 号住居の炭化材出土状況とその樹種……•••……••••••…488

図 3 5 号住居の炭化材出土状況とその樹種…………………•••489

図版 l 三ツ木皿沼遺跡出土炭化材の電子顕微鏡写真……••… •490

図版 2 三ツ木皿沼遺跡出土炭化材の電子顕微鏡写真・・..…… ••491

図版 3 三ツ木皿沼遺跡出土炭化果実………••…………………•492

図版 4 三ツ木皿沼遺跡出上炭化物の灰像…・ •……..•……… ••• •493 

図版 5 三ツ木皿沼遺跡出土炭化物の灰像•…••…….... .……… •494

第 6章 三ツ木皿沼遺跡調査の成果と課題

1.三ツ木皿沼遺跡の地形と遺構分布の変遷

第 1図 三ツ木皿沼遺跡と周辺の地形 ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・496

3. コンパス文施文の須恵器について

第 1図 群馬県出土の長頸頸瓶と全国の波状文・コンパス文 ・・・507

5.三ツ木皿沼遺跡の洪水被災畠とその復旧

第 1図 三ツ木皿沼遺跡平安時代遺構の埋積模式図•… • ••…… ••511

第 2図 三ツ木皿沼遺跡畠の土層断面模式図……………•…… ••513

第 3図 三ツ木皿沼遺跡周辺遺跡の洪水層模式図 ………………516

第 4図 三ツ木皿沼遺跡周辺の平安時代の畠作耕地……………519

6.平安時代の埴輪利用と小角田古墳群

第 6図 埴輪利用の住居と周辺の古墳．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・521

7.三ツ木皿沼遺跡出土の酸化焙焼成土器の胎土分析

第 1図 三ツ木皿沼遺跡胎土分析試料のグループ………………523

付図目次

付図 1 三ツ木皿沼遺跡の遺構分布の変遷

付図 2 三ツ木皿沼遺跡A6区北区上面畠

付図 3 三ツ木皿沼遺跡A6区北区下両畠

付図 4 三ツ木皿沼遺跡A6区北区最下面畠

付図 5 三ツ木皿沼遺跡A6区中央区 1• 2面畠

付図 6 三ツ木皿沼遺跡A6区中央区 3面畠

付図 7 三ツ木皿沼遺跡A6 区中央区 4 面畠• 5面畠

付図 8 三ツ木皿沼遺跡A6区南区 I面畠

付図 9 三ツ木皿沼遺跡A6区南区II面畠

付図10 三ツ木皿沼遺跡A7区畠

付図11 三ツ木皿沼遺跡B3区畠

表目次

第 1表 三ツ木皿沼遺跡周辺の遺跡・・.................................. 6 

第 2表 鉄生産関連遺物出土遺構一覧表……• • …••••••………… •288

第 3表鉄生産関連遺物一覧表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300

第 4表 畠計測表 ・・・ ・ • •............... .. ....... ... .... .. . .. ...... . . . ........ . 321 

第 5表 三ツ木皿沼遺跡住居一覧表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..347 

第 6表 三ツ木皿沼遺跡土坑一覧表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..349 

第 7表 三ツ木皿沼遺跡溝一覧表・ ・・・• •... ....... ... . . ........ .. .... .. .. 351 

第 8表 三ツ木皿沼遺跡土器埋設土坑一覧表・・・・・ ・ ・ 9• …,... , …… •352

第 9表 三ツ木皿沼遺跡墓関連遺構一覧表…………… 9. . . , …… •352

第10表三ツ木皿沼遺跡鉄生産関連遺構一覧表・………•………•352

第11表 三ツ木皿沼遺跡畠一覧表・・・・・・・・・・・・ •··························352

第12表 三ツ木皿沼遺跡その他の遺構一覧表…•••………• •…… •352

第13表三ツ木皿沼遺跡出土遺物観察表・…•……· ••… ………… •353 

第 5章分析報告

1.三ツ木皿沼遺跡の土層とテフラ分析

表 l 三ツ木皿沼遺跡における重鉱物組成分析結果……..……•405

表 2 三ツ木皿沼遺跡における屈折率測定結果•…………•……•406

表 3 三ツ木皿沼遺跡におけるテフラ検出分析結果…………•••406

2.三ツ木皿沼遺跡出土炭化材の放射線炭素年代測定結果

表 三ツ木皿沼遺跡出土試料の放射性炭素年代測定結果…… •••410

5. 三ツ木皿沼遺跡出土黒曜石の理化学分析

第 1表 化学分析表・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..414 

6.三ツ木皿沼遺跡における植物珪酸体分析

表 1 三ツ木皿沼遺跡におけるイネ科栽培植物関係の

植物珪酸体の検出状況．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..420 

表 2 三ツ木皿沼遺跡A6区中央区の植物珪酸体分析結果……424

表 3~5 三ツ木皿沼遺跡A6区北区の植物珪酸体分析結果…425

表 6 三ツ木皿沼遺跡B3区の植物珪酸体分析結果……………428

7.三ツ木皿沼遺跡出土土器の胎土分析（ 1)

第 1表 胎土性状表 ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・435

: : : 9胃：一覧表 •• • : : ':  : : :. ]]: 

第 4表 成分分類表 ・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．． ．．・・436

8. 三ツ木皿沼遺跡出土土器の胎土分析 (2)

第 1表 胎土性状表 ・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・442

:::  ィ：言::一覧表 ： ： ::::::::::::::::::::::::: 悶
第 4表 成分分類表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・443

9.三ツ木皿沼遺跡出土鉄関連遺物の金属考古学的調査

表 1 分析資料．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・458

表 2 鋼製鉄器の分析結果．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．・・460

表 3 鉄滓の分析結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・460

表 4 粘土状物質の化学成分分析結果……………•• • • • ………… •461

表 5 羽口の分析結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・461

表 6 北海道・東北北部出土鉄器の分析結果……••……………•461

10.三ツ木皿沼遺跡出土銅製片口鍋・銅合金塊の金属考古学的調査

結果

表 1 銅製片口鍋・銅錫合金塊の化学組成………•………•……•482

11.三ツ木皿沼遺跡出上の炭化物

表 1 三ツ木皿沼遺跡住居跡から出土する炭化物……………•••487

第 6章 三ツ木皿沼遺跡調査の成果と課題

4. 竪穴住居出土の炭化物について

表 1 群馬県の平安時代竪穴住居出土の炭化物樹種の傾向•…••510

8. 三ツ木皿沼遺跡における鉄生産関連遺物

第 1表 三ツ木皿沼遺跡出土羽口と関連遺物一覧表……………526



写真図版目次

PL 1. 1.三ツ木皿沼遺跡空中写真（南か ら） 3. A 6区115号土坑全景（南東から）
2.大間々扇状地空中写真（南から） 4.同遺物出土状態（西から）

PL2. l.A6区4K-50グリッドローム層断面（西から） 5. A 3区南西隅ローム台地の落ち込み（東から）
2. A 3区2N-5グリッド土層断面（北から） 6. B 2区2号古墳遺物出土状態（北西から）
3. A 6区4A-6グリッド旧河道土層断面（南西から） 7.同遺物出土状態（北東から）
4. A 6区4I -2ライン畠下土層断面（東から） 8.同遺物出土状態
5. A 6区4K-8グリッド砂礫層内材出土（南から） PL 12, 1, A 6区4I -2ライン土層断面（東から）
6. A 6区4K-6グリッド礫層土層断面（北から） 2. A 6区4K-49 • 50グリッド東壁（北西から）

PL3. l.A2区南東部全景（北西から） 3. A 6区低地部トレンチ調査区全景（南から）
2. A 2区北西部全景（南から） 4. A 6区ローム台地部トレンチ調査区全景（南から）
3. A 3区南東部全景（北東から） 5. A 6区40-9グリッド遺物出土状態（南から）
4. A 3区北西部全景（東から） 6.同遺物出土状態
5. A 4区全景（北東から） 7. A 6区4K• 4H-llグリッド墳砂土層断面（西から）
6. A 5区全景（南から） 8. A 6区4I -2ライン土層断面（北東から）
7. A 6区北部平安時代住居群全景（北東から） PL 13, 1, A 2区110号住居遺物出土状態（南西から）

PL4, 1,A6区中央部平安時代住居群遠景（東から） 2.同全景（南西から）
2.同全景（北西から） 3.同鼈全景（南西から）
3. A 6区南部全景（北西から） 4.同竃土層断面H-H＇（南西から）
4. A 7区南東部全景（南東から） 5.同 鼈掘り方土層断面H-H’（南西から）
5. A 7区北西部全景（北西から） 6, A 2区111号住居全景（南東から）
6. A 7区旧河道検出状況（南東から） 7.同土層断面B-B＇（南東から）

PL5. l. B2区全景（南東から） 8.同 鼈遺物出土状態（南東から）
2. B 3区南東部全景（南東から） PL 14, 1, A 2区lll号住居竃土層断面D-D＇（南から）
3. B 3区畠跡（東から） 2.同 南東部遺物出土状態（南東から）
4. B 4区トレンチ土層断面（南西から） 3.同掘り方全景（南西から）
5.同土層断面（南西から） 4. A 2区112号住居全景（南から）

PL6. l.A6区108号住居全景（北から） 5.同遺物出土状態（西から）
2.同 上層遺物出土状態（北から） 6.同 ピット 1土層断面F-F＇（南西から）
3.同 上層遺物出土状態（北から） 7.同 ヒ°ット 2土層断面G-G’（南西から）
4.同炉跡遺物出土状態（南から） 8.同 ビット 3土層断面H-H’（南西から）
5.同炉跡遺物出土状態（南から） PL 15. 1. A 2区112号住居掘り方全景（南西から）

PL7. l.A6区108号住居炉全景（東から） 2. A 2区113号・ 114号住居全景（南西から）
2.同炉掘り方全景（東から） 3. A 2区113号住居遺物出土状態（南西から）
3.同 ピット 1（南西から） 4.同掘り方全景（南西から）
4. A 4区2号土器埋設土坑（北西から） 5.同竃土層断面H-H’（南から）
5. A 4区1号土器埋設土坑検出状態（南西から） 6.同貯蔵穴土層断面M-M’（東から）
6.同土層断面B-B’（南西から） 7.同 ピット 1全景（南から）
7.同 土器内側土層断面B-B’（南西から） 8.同 ピット 2土層断面 J-J’（南から）

8.同土器下面（南西から） PL 16. 1. A 2区113号住居ピット 3土層断面K-K'（南から）

PL8. l.A2区163号土坑全景（東から） 2.同 ピット 4土層断面L-L＇（南から）

2.同土層断面（西から） 3. A 2区114号住居全景（南東から）

3. A 3区147号土坑全景（南から） 4.同鼈全景（南東から）

4.同土層断面（西から） 5.同竃土層断面B-B’（北東から）

5. A 3区148号土坑全景（東から） 6.同竃土層断面c-c’（南東から）

6.同土層断面（北から） 7.同貯蔵穴全最（南東から）

7. A 3区150号土坑全景（北東から） 8.同掘り方全景（南東から）

8.同土層断面（北西から） PL 17. 1. A2区115号住居全景（南西から）

PL 9. 1. A3区151号土坑全景（北東から） 2.同竃全景（南東から）

2.同土層断面（北西から） 3.同竃土層断面E-E＇（北東から）

3. A 3区156号土坑土層断面（南東から） 4.同竃土層断面F-F’（南東か ら）

4. A 3区152号土坑遺物出土状態（南から） 5.同紡錘車（第54図ー 9)出土状態（東から）

5.同土層断面（西から） 6.同貯蔵穴全景（南東から）

6. A 3区153号土坑土層断面（北東から） 7.同掘り方全景（南東から）

7. A 3区157号土坑全景（南西から） 8.同竃掘り方全景（南東から）

8.同土層断面（南西から） PL 18. 1. A 2区116号住居全景（西から）

PL 10. 1. A 6区8号土坑遺物出土状態（南東から） 2.同遺物出土状態（北東から）

2.同土層断面（東から） 3.同 ピット 1土層断面E-E＇（南から）

3. A 6区8号土坑出土のチャ ート 4.同 ビット 2土層断面F-F＇（南西から）

4.同 黒曜石と黒色安山岩 5.同掘り方全景（西から）

5. A 4区123号土坑土層断面A-A’（南東から） 6. A 2区117号住居全景（南西から）

6.同土層断面B-B’（北東から） 7.同竃全景（南西から）

7. A 4区124号土坑全景（北西から） 8.同 土師器坪（第60図ー 1)出土状態（南から）

8.同土層断面（南東から） PL 19. 1. A 2区117号住居貯蔵穴遺物出土状態（北西から）

PL 11. 1. A 6区10号土坑遺物出土状態（南から） 2. B 2区95号住居全景（南東から）

2.同土層断面（北東から） 3.同竃全景（南東から）



4.同鼈周辺（北から） 8.同 焼土周辺竃前遺物出土状態（北東から）

5.同貯蔵穴全景（東から） PL 29. 1. A 6区1号住居全景（北から）

6. A 7区100号住居全景（南東から） 2.同遺物出土状態（南東から）

7.同鼈全景（南西から） 3.同竃遺物出土状態（西から）

8.同土層断面B-B’（北から） 4.同鼈土層断面c-c’（南東から）

PL 20. 1. A 7区100号住居竃支脚（南東から） 5.同掘り方全景（北から）

2.同 鼈遺物出土状態（南東から） 6. A 6区2号住居全景（西から）

3.同掘り方全景（南東から） 7.同全景（西から）

4. A 7区101号住居全景（北西から） 8.同鼈土層断面D-D＇（西から）

5.同鼈全景（北から） PL 30. 1. A 6区2号住居鼈土層断面c-c’（南から）

6.同竃土層断面D-D＇（北から） 2.同竃遺物出土状態（西から）

7.同掘り方全景（北東から） 3.同貯蔵穴土層断面E-E’（南から）

8.同 竃掘り方土層断面C-C＇（東から） 4.同 竃掘り方全景（西から）

PL 21. 1. A 7区103号住居全景（南から） 5. A 6区3号住居土層断面A-A＇（北東から）

2.同掘り方土層断面A-A’（東から） 6.同鼈全景（西から）

3. A 7区104号住居全景（南西から） 7.同竃土層断面（西から）

4.同竃全景（南西から） 8.同鼈土層断面（南から）

5.同窟土層断面（南から） PL 31. 1. A 6区3号住居掘り方全景（北西から）

6.同 ピット 1全景（南から） 2. A 6区4号住居全景（西から）

7.同 ビット 2全景（西から） 3.同竃全景（西から）

8.同 竃掘り方土層断面D-D＇（南西から） 4.同鼈土層断面（南から）

PL 22. 1. A 2区土器溜まり全景（南から） 5.同鼈土層断面（西から）

2.同遺物出土状態（東から） 6. A 6区5号住居全景（西から）

3.同遺物出土状態（南東から） 7.同竃全景（西から）

4.同遺物出土状態（南から） 8.同 鼈煙道部土層断面C-C’（南から）

5.同遺物出土状態（北東から） PL 32. 1. A 6区5号住居炭化材 ・焼土検出状態（南から）

6. A 2区141号土坑全景（北から） 2.同 炭化材・焼土検出状態（北から）

7. A 7区145号土坑全景（南西から） 3.同 炭化材・焼土検出状態（北から）

8.同土層断面（東から） 4.同 種子及び布出土状態

PL 23. 1. A 3区1号周溝墓全景（北東から） 5.同掘り方全景（西から）

2.同全景（南から） 6. 同鼈掘り方全景（西から）

3.同西周溝（南東から） 7.同 寵掘り方土層断面D-D＇（西から）

4.同 西周溝の遺物出土状態（北西から） 8.同 床下土坑土層断面B-B＇（東から）

5.同 西周溝の遺物出土状態（西から） PL 33. 1. A 6区6号住居全景（西から）

PL 24. 1. A 3区1号周溝墓南周溝（北東から） 2.同鼈全景（西から）

2.同 周溝土層断面D-D’（西から） 3.同鼈土層断面D-D＇（西から）

3.同 周溝土層断面B-B＇（南西から） 4.同竃土層断面c-c＇（南西から）

4.同周溝土層断面B-B＇（南西か ら） 5. A 6区7号住居全景（西から）

5.同周溝土層断面（西から） 6.同土層断面B-B’（西から）

6.同周溝底面（北西から） 7.同竃全景（西から）

7. A 3区2号周溝墓全景（南東から） 8.同鼈土層断面C-C＇（南から）

8.同土層断面A-A’（南東から） PL 34. 1. A 6区7号住居竃土層断面D-D＇（西から）

PL 25. 1. A 4区1号古墳全景（北東から） 2. A 6区8号住居全景（西から）

2.同全景（北から） 3.同竃全景（西から）

3.同土層断面A-A’（北東から） 4.同鼈土層断面D-D’（西から）

4.同土層断面B-B’（南東から） 5.同掘り方全景（西から）

5.同土層断面c-c＇（南西から） 6. A 6区9号住居全景（西から）

PL 26. 1. B 2区2号古墳全景（東から） 7.同竃全景（西から）

2.同土層断面A-A’（南西から） 8.同竃土層断面D-D’（西から）

3.同土層断面B-B＇（北東から） PL 35. 1. A 6区10号住居全景（西から）

4.同土層断面c-c’（北東から） 2.同土層断面A・B（南から）

5. B 3区3号古墳全景（北西から） 3.同竃全景（西から）

6.同顔料出土状態 4.同竃土層断面D-D＇（西から）

7.同土層断面A-A’（北東から） 5, A 6区11号住居全景（西から）

8.同遺物出土状態（南西から） 6.同土層断面A・B（南から）

PL 27. 1. A 2区1号凹地北半部全景（南から） 7.同鼈全景（西から）

2.同南半部全景（北東から） 8.同 鼈袖部埴輪出土状態（西から）

3.同南半部全景（南東から） PL 36. 1. A 6区11号住居竃土層断面D-D＇（南西から）

4.同 南半部土層断面（北東から） 2.同 南西隅貯蔵穴土層断面G-G＇（東から）

5. A 2区2号凹地全景（南から） 3.同貯蔵穴全景（北から）

6.同土層断面B-B’（南から） 4.同 ピット 1土層断面F-F’（西から）

PL 28. 1. A 3区109号住居全景（西から） 5.同 ピット 2土層断面G-G’（西から）

2.同竃全景（南から） 6.同 ピット 3土層断面G-G＇（西から）

3.同鼈土層断面c-c＇（北から） 7.同 ピット 4土層断面F-F＇（西から）

4. A 4区107号住居状遺構土層断面A-A’（北東から） 8.同竃掘り方全景（西から）

5.同全景（南東から） PL 37. 1. A 6区12号住居全景（南から）

6.同銅製片口鍋出土状態（東から） 2.同遺物出土状態（北から）

7.同礫出土状態（北東から） 3.同遺物出土状態（南から）



4.同 鼈掘り方土層断面A-A’（南から） 8.同鼈全景（南から）

5. A 6区14号住居全景（西から） PL 46. 1. A 6区31号住居鼈土層断面D-D＇（南から）

6.同鼈全景（西から） 2.同竃支脚土層断面c-c＇（西から）

7.同鼈土層断面c-c’（南から） 3.同貯蔵穴全景（東から）

8.同鼈土層断面D-D＇（西から） 4.同貯蔵穴土層断面（西から）

PL 38, 1, A 6区15号住居全景（南から） 5.同 鼈掘り方土層断面E-E’（南から）

2.同土層断面B-B＇（南から） 6. A 6区32号住居全景（北から）

3.同鼈全景（南から） 7.同土陪断面B-B＇（南から）

4. A 6区16号住居全景（西から） 8. A 6区33号住居全景（南から）

5.同鼈全景（西か ら） PL 47. 1. A 6区33号住居鼈全景（南から）

6.同窃土層断面B-B＇（南から） 2.同貯蔵穴土層断面B-B＇（南から）

7. A 6区17号住居全景（西から） 3.同鼈掘り方全景（南から）

8.同鼈全景（西から） 4. A 6区34号住居全景（東から）

PL 39. 1. A 6区17号住居鼈掘り方土層断面c-c＇（南か ら） 5. A 6区35号住居全景（南東から）

2. A 6区18号住居全景（西から） 6.同土層断面A-A＇（西から）

3.同鼈全景（西から） 7. A 6区36号住居全景（南から）

4.同鼈土層断面D-D‘（西から） 8.同鼈全景（南から）

5. A 6区19号住居全景（南から） PL 48. 1. A 6区36号住居遺物出土状態（北から）

6.同鼈全景（南西から） 2.同鼈掘り方全景（南から）

7.同鼈土層断面D-D＇（南西から） 3. A 6区38号住居全景（西から）

8.同 鼈土層断面C-C＇（南東から） 4.同鼈全景（西から）

PL 40. 1. A 6区20号住居全景（南から） 5.同窟土層断面B-B＇（南から）

2.同鼈 l全景（西から） 6.同商掘り方全景（西から）

3.同鼈 l土層断面c-c’（南から） 7. A 6区39号住居全景（西から）

4.同鼈 1掘り方全景（西から） 8.同鼈全景（西から）

5.同鼈2全景（南から） PL 49, 1, A 6区39号住居鼈土層断面A-A＇（南から）

6.同鼈2土層断面E-E’（東から） 2.同寵掘り方全景（西から）

7.同鼈2掘り方全最（南から） 3.同 床下土坑土陪断面（東から）

8. A 6区21号住居全景（西から） 4. A 6区40号住居全景（西から）

PL 41, 1. A 6区21号住居土層断面A-A＇（南から） 5.同鼈全景（西から）

2.同鼈土層断面C-C’（南から） 6.同鼈土層断面B-B＇（南から）

3. A 6区22号住居全景（西から） 7. A 6区41号住居全景（西から）

4.同土層断面B-B＇（西から） 8.同土層断面A-A＇（南から）

5.同鼈全景（西から） PL 50. 1. A 6区42号住居全景（南から）

6.同鼈土層断面D-D＇（西から） 2. A 6区43号住居全景（西から）

7.同鼈土層断面c-c＇（北から） 3.同竃土層断面C-C’（南から）

8. A 6区23号住居全景（西から） 4. A 6区44号住居全景（東から）

PL 42. 1. A 6区23号住居土層断面A-A＇（南から） 5. A 6区45号住居全景（西から）

2.同 鼈土層断面（南東から） 6. A 6区46号住居全景（西から）

3.同遺物出土状態（北から） 7.同土層断面A-A＇（南東から）

4. A 6区24号住居全景（西から） 8.同鼈全景（南西から）

5.同全景（拡張後西から） PL 51, 1. A 6区46号住居鼈土層断面c-c’（南から）

6. A 6区24号 ・25号住居土層断面B-B’（西から） 2. A 6区47号住居全景（北西から）

7. A 6区24号住居鼈煙道部（西から） 3.同土層断面B-B＇（北西から）

8.同 鼈煙道掘り方全景（西から） 4.同鼈全景（北西から）

PL 43. 1. A 6区25号住居鼈土層断面c-c＇（北から） 5.同鼈土層断面D-D＇（北西から）

2.同掘り方全景（西から） 6, A 6区48号住居全景（西から）

3. A 6区27号住居全景（南から） 7. A 6区49号住居全景（西から）

4.同鼈 l土層断面D-D＇（南東から） 8.同土層断面A-A’（南から）

5.同 鼈 l掘り方全景（南西から） PL 52. 1, A 6区49号住居土層断面A-A’（南から）

6.同鼈2全景（南から） 2.同竃全景（西から）

7.同鼈2土層断面B-B＇（西から） 3. A 6区50号住居全景（西から）

8.同鼈2掘り方全景（南から） 4.同土層断面A-A’（南から）

PL 44. 1. A 6区28号住居全景（西から） 5.同鼈全景（西から）

2.同鼈全景（西から） 6.同 床下土坑土層断面（南から）

3.同鼈土層断面A-A’（南から） 7. A 6区51号住居全景（西から）

4.同 窟掘り方全景（西から） 8.同鼈2全景（南西から）

5.同床下土坑全景（東から） PL 53. 1. A 6区51号住居鼈 1全景（南から）

6. A 6区29号住居全景（西から） 2.同竃 l土層断面c-c’（南から）

7.同鼈全景（西から） 3.同鼈 l土層断面E-E＇（西から）

8.同鼈土層断面c-c＇（西から） 4.同 竃 1袖部土層断面（西から）

PL 45. 1. A 6区29号住居貯蔵穴全景（南から） 5.同鼈 1煙道部土層断面D-D’（西から）

2. A 6区30号住居全景（西から） 6.同鼈 1袖部土層断面（西から）

3.同竃全景（西から） 7.同 北東隅貯蔵穴全景（南西から）

4.同鼈土層断面C-C＇（西から） 8.同 北東隅貯蔵穴土層断面H-H’（南から）

5.同鼈掘り方全景（西から） PL 54. 1. A 6区51号住居床下土坑 1土層断面（南東から）

6.同 竃掘り方土層断面c-c’（西から） 2.同 床下土坑 3土層断面（南東から）

7. A 6区31号住居全景（南から） 3.同掘り方全景（西から）



4. A 6区52号住居全景（西から） 8.同鼈前ピット（北西から）

5.同竃全景（西から） PL 63. 1. A 6区68号住居竃前ピット土層断面c-c’（南から）

6.同 鼈煙道部上層断面C-C＇（東から） 2.同貯蔵穴土層断面E-E’（西から）

7.同 鼈内支脚土層断面D-D’（南から） 3. A 6区69号住居遺物出土状態（西から）

8. 同遺物出土状態（西から） 4. 同全景（西から）

PL 55. 1. A 6区53号住居全景（南西から） 5.同寵土層断面D-D＇（西から）

2.同鼈全景（南西から） 6.同鼈遺物出土状態（西から）

3. 同竃土層断面D-D＇（西から） 7.同 貯蔵穴土層断面F-F’（南西から）

4.同竃遺物出土状態（西から） 8.同 掘り方全景（西から）

5. A 6区54号住居全景（西から） PL 64. 1. A 6区69号住居鼈掘り方及び貯蔵穴全景

6.同鼈全景（西から） 2.同 床下土坑土塊断面E-E＇（南から）

7.同竃土層断面B-B＇（西から） 3, A 6区70号住居全景（南西から）

8. A 6区83号住居鼈全景（南から） 4.同鼈全景（南西から）

PL 56. 1. A 6区83号住居鼈煙道部土層断面c-c＇（南東から） 5.同鼈土層断面D-D＇（南西から）

2.同竃土層断面D-D＇（南から） 6.同 南隅壁際礫出土状態（北西から）

3, A 6区55号住居全景（北西から） 7. A 6区71号住居土層断面B-B＇（西から）

4.同土 層断面A・B（北東から） 8.同土層断面B-B＇（西から）

5.同 鼈全景（北西から） PL 65. 1. A 6区71号住居鼈全景（西から）

6.同鼈土層断面D-D＇（北西から） 2.同鼈土層断面c-c’（南から）

7. A 6区56号住居全景（西から） 3. A 6区72号住居全景（西から）

8 . 同土層断面A•B （南東から） 4.同鼈全景（西から）

PL 57, 1, A 6区56号住居竃全景（西から） 5.同遺物出土状態（西から）

2.同鼈土層断面E-E＇（西から） 6. A 6区73号住居全景（西から）

3. A 6区57号住居全景（西から） 7.同鼈全景（西から）

4. 同鼈全景（西から） 8.同鼈土層断面c-c’（北西から）

5.同鼈袖部上層断面E-E＇（西から） PL 66. 1. A 6区106号住居遺物出土状態（東から）

6.同遺物出土状態（北西から） 2. A 6区74号住居全景（西から）

7. A 6区58号住居全景（北から） 3.同土層断面A・B（南東から）

8.同鼈全景（西から） 4.同 鼈全景（西から）

PL 58. 1. A 6区58号住居鼈土層断面D-D＇（西から） 5.同鼈土層断面D-D＇（西から）

2. A 6区60号住居全景（西から） 6. A 6区75号住居全景（西から）

3.同鼈土層断面C-C＇（南から） 7.同土層断面A・B（東から）

4.同 南東隅焼土検出状況（南から） 8.同鼈全景（西から）

5.同 南東隅焼土検出状況（西から） PL 67, 1, A 6区75号住居鼈土層断面E-E＇（西から）

6.同炭化材検出状態（西から） 2.同鼈土層断面D-D＇（西から）

7.同炭化材検出状態（西から） 3. A 6区76号住居全景（西から）

8.同鉄滓 ・炉壁検出状態（西から） 4.同竃全景（西から）

PL 59. 1. A 6区60号住居掘り方全景（西から） 5.同鼈土層断面c-c＇（北から）

2. A 6区61号住居全景（西から） 6. A 6区77号住居全景（北西から）

3.同鼈全景（西から） 7.同全景（北西から）

4.同鼈土層断面D-D＇（西から） 8.同鼈全景（北西から）

5.同遺物出土状態（西から） PL 68. 1. A 6区77号住居鼈土層断面C-C＇（西から）

6. A 6区62号住居全景（西から） 2. 同土層断面E-E’（北西から）

7.同 全景（西から） 3.同 鼈埴輪埋設状態（南西から）

8.同 鼈前遺物出土状態（西から） 4. A 6区78号住居全景（西から）

PL 60. 1. A 6区62号住居鼈確認状況（西から） 5.同鼈全景（西から）

2.同鼈土層断面c-c’（南から） 6.同遺物出土状態（西から）

3.同鼈土層断面D-D’（西から） 7. A 6区79号住居全景（西から）

4. A 6区64号住居全景（西から） 8.同鼈全景（西から）

5.同土層断面A-A＇（南から） PL 69. 1. A 6区79号住居鼈土層断面B-B＇（西から）

6.同鼈全景（西から） 2.同竃遺物出土状態（北西から）

7.同 鼈土層断面c-c＇（南東から ） 3, A 6区80号住居全景（東から）

8.同鼈土層断面D-D＇（西から） 4.同 全最（北から）

PL 61. 1. A 6区64号住居床下土坑土層断面（南西から） 5.同遺物出土状態（東から）

2.同 掘り方全景（西から） 6.同 縁釉陶器稜塊（第230図ー 5)出土状態（北東から）

3. A 6区65号住居全景（西から） 7. A 6区81号住居全景（西から）

4.同全景（西から） 8.同鼈全景（西から）

5. 同寵全景（西から） PL 70, 1, A 6区81号住居竃右前遺物出土状態（西から）

6. 同鼈土層断面D-D＇（西から） 2.同 須恵器坪（第232図ー 1)出土状態（南から）

7.同 床面炭化材検出状態（西から） 3. A 6区82号住居全景（南西から）

8. A 6区66号住居全景（西から） 4.同鼈全景（南西から）

PL 62. 1. A 6区66号住居全景（西から） 5.同 竃土層断面c-c＇（南東から）

2.同鼈全景（西から） 6. A 6区84号住居全景（北から）

3.同鼈土層断面D-D＇（西から） 7. A 6区85号住居・ llO号・ lll丹土坑全景（北西から）

4.同竃・貯蔵穴全景（西から） 8. A 6区85号住居土層断面（西から）

5. A 6区67号住居灰面確認状況（南西から） PL 71. 1. A 6区86号住居遺物出土状態（北西から）

6. A 6区68号住居全景（西から） 2.同鼈全景（南東から）

7.同鼈全景（西から） 3.同 竃土層断面B-B＇（北西から）



4. A 6区87号住居全景（北西から） 8. A 6区52号土坑全景（西から）

5.同竃土層断面A-A’（南から） PL 80. 1. A 6区52号土坑土層断面（東から）

6.同掘り方全景（北西から） 2. A 6区53号土坑全景（西から）

7. A 6区88号住居全景（西から） 3.同土層断面（東から）

8.同竃掘り方全景（西から） 4. A 6区62号 ・63号土坑全景（東から）

PL 72. 1. A 6区88号住居鼈掘り方土層断面B-B＇（西から） 5.同土層断面（北東から）

2. A 6区89号住居全景（北西から） 6. A 6区64号土坑土層断面（南東から）

3.同竃全景（北西から） 7. A 6区68号土坑全景（南東から）

4.同鼈土層断面A-A＇（南西から） 8.同土層断面（南西から）

5. A 6区90号住居全景（北西から） PL 81. 1. A 6区70号土坑全景（北東から）

6.同 床面遺物出土状態（北から） 2.同土層断面（南西から）

7.同 床面遺物出土状態（南から） 3. A 6区73号土坑全景（南から）

8. A 6区92号住居全景（北西から） 4.同土層断面（南から）

PL 73. 1. A 6区92号住居竃全景（北西から） 5. A 6区78号土坑全景（西から）

2. A 6区94号住居全景（西から） 6.同土層断面（北東から）

3.同竃全景（西から） 7. A 6 区81号 • 82号土坑全景（南から）

4.同竃土層断面（南から） 8.同土層断面（南から）

5. A 6区98号住居全景（西から） PL 82. 1. A 6区94号土坑遺物出土状態（北から）

6.同竃全景（西から） 2.同土層断面（北東から）

7.同竃掘り方全景（西から） 3. A 6 区92号 •96号土坑全景（南東から）

8.同 鼈掘り方土層断面A・C（南西から） 4. A 6区100号 ・101号土坑全景（北西から）

PL 74. 1. A 6区105号住居竃全景（北西から） 5. B 2区138号土坑全景（東から）

2.同鼈土層断面A-A＇（南西から） 6. A 6区9号土坑全景（西から）

3. A 7区99号住居全景（西から） 7.同土層断面（南から）

4.同竃全景（西から） 8. A 6区22号土坑全景（南から）

5.同 灰釉陶器皿（第253図ー 1)出土状態（西から） PL 83. 1. A 6区22号土坑土層断面（南から）

6. A 7区102号住居全景（西から） 2. A 6区24号土坑全景（北から）

7.同土層断面（西から） 3.同土層断面（南から）

8.同遺物出土状態（北東から） 4. A 6区26号土坑全景（南から）

PL 75. 1. B 3区96号住居全景（北西から） 5. A 6区27号土坑全景（南から）

2.同竃確認面全景（北西から） 6.同土層断面（西から）

3.同鼈全景（北西から） 7. A 6区28号土坑全景（南西から）

4.同掘り方全景（北西から） 8.同土層断面（南西から）

5. B 3区97号住居確認面（南から） PL 84. 1. A 6区30号土坑全景（南から）

6.同遺物出土状態（南東から） 2.同土層断面（南西から）

7.同掘り方全景（南西から） 3. A 6区33号土坑全景（南から）

8.同竃掘り方全景（北西から） 4.同土層断面（西から）

PL 76. 1. A 2区164号土坑全景（西から） 5. A 6区35号土坑全景（西から）

2.同土層断面（南から） 6.同土層断面（西から）

3. A 4区122号土坑全景（南東から） 7. A 6区47号土坑全最（南から）

4.同土層断面（南から） 8.同土層断面（東から）

5. A 6区1号土坑全景（西から） PL 85. 1. A 6区49号土坑全景（東から）

6.同土層断面（東から） 2.同土層断面（東から）

7. A 6区4号土坑遺物出土状態（南東から） 3. A 6区50号土坑全景（南から）

8.同土層断面（東から） 4.同土層断面（南から）

PL 77. 1. A 6区11号土坑遺物出土状態（南から） 5. A 6区51号土坑全景（南東から）

2.同土層断面（西から） 6.同土層断面（北西から）

3. A 6区13号土坑全景（東から） 7. A 6区55号土坑全景（南から）

4. 同土層断面（南東から） 8.同上層断面（南から）

5. A 6区14号・ 15号土坑土層断面（南東から） PL 86. 1. A 6区55号土坑と畠の土層断面（西から）

6. A 6区16号・ 17号・ 18号土坑全景（西から） 2. A 6区57号土坑全景（北から）

7. A 6区25号土坑全景（北から） 3.同土層断面（南から）

8.同土層断面（南西から） 4. A 6区58号土坑全景（東から）

PL 78. 1. A 6区29号土坑全景（西から） 5.同土層断面（北から）

2.同土層断面（東から） 6. A 6区59号土坑全景（北から）

3. A 6区32号土坑全景（東から） 7.同土層断面（南から）

4.同土層断面（東から） 8. A 6区66号土坑全景（南西から）

5, A 6区36号土坑全景（北から） PL 87. 1. A 6区66号土坑土層断面（南西から）

6.同土層断面（北東から） 2. A 6区69号土坑全景（西から）

7. A 6区38号土坑全景（東から） 3.同土層断面（南西から）

8. A 6区42号土坑全景（南から） 4. A 6区72号土坑土層断面（南西から）

PL 79. 1. A 6区42号土坑土層断面（南から） 5. A 6区76号土坑全景（北西から）

2. A 6区43号土坑全景（南から） 6.同土層断面B-B＇（南西から）

3.同土層断面（南から） 7. A 6区77号土坑全景（西から）

4. A 6区44号土坑全景（南から） 8. A 6 区87号・ 89号 •90号土坑全景（東から）

5.同土層断面（南から） PL 88. 1. A 6区88号土坑土層断面（南西から）

6. A 6区45号土坑全景（北西から） 2. A 6区91号土坑土層断面（南から）

7.同土層断面（南西から） 3. A 6区93号土坑全景（東から）



4. A 6区98号土坑全景（北西から）

5.同土層断面（北西から） 3.同土層断面（南西から）

6. A 6区101号土坑土層断面（北西から） 4. B 3区143号土坑全景（北西から）

7. A 6区105号・ 106号土坑全最（北西から） 5.同土層断面（南西から）

8. A 6区107号 ・108号土坑土層断面（西から） 6. A 3区158号土坑全景（南西から）

PL 89, 1. A 6区109号土坑全景（西から） PL 98. 1. A 3区158号土坑土層断面（南東から）

2. A 6区110号 ・111号土坑全景（南西から） 2. A 6区3号土坑土層断面（北西から）

3. A 6区110号土坑土層断面（西から） 3. A 6区12号土坑全景（西から）

4. A 6区112号土坑全景（北西から） 4.同土層断面（南から）

5.同土層断面（北東から） 5. A 6区41号土坑全景（南から）

6. A 6区113号・ 114号土坑全景（北から） 6. A 6区67号土坑全景（北東から）

7. A 6区118号土坑全景（南から） 7. A 6区116号土坑全景（南西から）

8.同上層断面（南から） 8.同土層断面（南西から）

PL 90. 1. A 6区127号土坑緑釉陶器稜塊出土状態（南東から） PL 99. 1. A 6区129号土坑全景（南西から）

2.同土層断面（北東から） 2. A 6区130号土坑全景（北東から）

3. A 6区128号土坑全景（北東から） 3.同土層断面（北東から）

4. A 6区131号土坑全景（南東から） 4. B 2区133号土坑土層断面（北東から）

5. A 6区144号土坑全景（北西から） 5. B 2区136号土坑土層断面（南西から）

6.同土層断面（南東から） 6. A 6区祭祀址上層遺物出土状態（東から）

7. B 2区137号土坑全景（北東から） 7.同土層断面（南から）

PL 91. 1. B 2区137号土坑土層断面（北東から） 8.同 下層遺物出土状態（北から）

2. B 2区139号土坑土層断面（南から） P LlOO. 1. A 6区1号炉確認状態全景（西から）

3. B 2区146号土坑全景（北から） 2.同土層断面B-B＇（北から）

4. A 6区39号土坑全景（南から） 3.同土層断面A-A＇（東から）

5. A 6区40号土坑全景（南から） 4.同底面全景（東から）

6, A 6区46号土坑全景（西から） 5.同遺物出土状態（東から）

7.同土層断面（西から） PL 101. 1. A 6区2号炉全最（西から）

8. A 6区48号土坑全景（西から） 2.同土層断面A-A’（西から）

PL 92, 1. A 6区48号土坑土層断面（西から） 3.同遺物出土状態（南から）

2. A 6区56号土坑全景（西から） 4. 同土層断面A-A＇（東から）

3.同土層断面（西から） 5. 同底断面（南から）

4. A 6区60号土坑全景（北から） P L102. 1. A 6区60号住居上層遺構確認状態（北西から）

5.同土層断面（北西から） 2.同確認状況（北から）

6. A 6区61号土坑全景（北西から） 3.同 上層遺物出土状態（南から）

7.同土層断面（北西から） 4.同土層断面A-A＇（南西から）

8. A 6区71号土坑全景（南から） 5.同土層断面D-D＇（南から）

PL 93. 1. A 6区79号土坑全景（南から） P Ll03. 1. A 6区60号住居上層遺構全景（南西から）

2.同土層断面（南西から） 2.同焼土部土層断面A-A’（南から）

3. A 6区87号土坑土層断面（南東から） 3.同掘り方全景（西から）

4. A 6区89号土坑土層断面（東から） 4, A 6区83号土坑土層断面B-B＇（北から）

5. A 6区99号土坑全景（西から） 5. 同土層断面A-A’（西から）

6. A 6区102号土坑全景（西から） P L104. 1. A 6区83号土坑全景（北から）

7.同土層断面（北東から） 2. 同全景（北西から）

8. A 6区103号土坑全景（南東から） 3. A 6区84号土坑全景（西から）

PL 94. 1. A 6区103号土坑土層断面（南東から） 4.同土層断面（南東から）

2. A 6区31号土坑全景（西から） 5, A 6区85号土坑全景（北西から）

3.同土層断面（西から） 6.同土層断面（南西から）

4. A 6区75号土坑全景（南から） 7. A 6区97号土坑全景（西から）

5. A 6区80号土坑全景（南から） 8.同土層断面（南東から）

6.同土層断面（南西から） P L105. 1. A 6区北区周辺空中写真（南東から）

7. A 6区92号土坑上層断面（南から） 2.同 上面畠西壁土層断面A-A＇（東から）

8. A 2区159号 ・160号 ・161号土坑全景（南から） 3.同最上面畠全景（南西から）

PL 95, 1. A 2区159号 ・160号・ 161号土坑土層断面（南から） 4.同下面畠土層断面C-C＇（東から）

2. A 6区2号土坑全景（北西から） 5.同土層断面C-C＇（東から）

3.同土層断面（北西から） P L106. 1. A 6区北区上面畠全景空中写真（北東から）

4. A 6区20号土坑全景（南から） 2.同 畝間の小道 ・ニ股畝（西から）

5.同土層断面（西から） 3.同 畝間の小道 ・ニ股畝（西から）

6. A 6区54号土坑全景（南から） P Ll07. 1. A 6区北区上面畠畝（西から）

7.同土層断面（西から） 2.同 畠から台地を臨む

PL 96. 1. A 6区86号土坑全景（北東から） 3.同 並行する畝列（北から）

2. A 6区90号土坑土層断面（北東から） 4.同 湾曲する畝列（西から）

3. A 6区125号土坑全景（南西から） 5.同二股畝

4.同土層断面（南西から） 6.同畝と畝間

5. A 6区126号土坑全景（南東から） 7.同 畠を横切る小道

6.同土層断面（北西から） 8.同 畝間を掘り残した小道

7. B 2区132号土坑全景（北東から） P L108. 1. A 6区北区上面畠礫出土状態（北から）

8. B 2区134号土坑全景（東から） 2.同畝の列（北西から）

PL 97. 1. B 2区135号土坑全景（北から） 3.同畝の列（南西から）

2. B 3区142号土坑全景（南西から） 4.同 据石部分裁ち割土層断面（西から）



5. 同北壁土層断面B~B ＇（南から） 5. A 6区5号溝全景（東から）

6.同 拡張区上面畠の畝（南から） 6.同土層断面A-A’（東から）

7.同 拡張区北面壁土層断面B-B＇（南から） 7.同土層断面c-c’（西から）

P L109. 1. A 6区北区下面畠（南東から）遠くに早川が見える 8. A 6区6号溝全景（東から）

2.同全景（東から） PL 122. 1. A 6区19号溝全最（北西から）

P LllO. 1, A 6区北区下面畠全景（西から） 2. B 2区22号溝全景（東から）

2.同西壁土層断面A-A’（東から） 3.同土層断面（南西から）

3.同 上面畠と同じように曲がる畝（東から） 4.同土層断面A-A’（北東から）

4.同二 股畝(PLl07-5の下層） 5. B 2区23号溝全景（南東から）

5.同斜面の畝間 6.同土層断面（東から）

6.同 北壁土層断面B-B'と畝の空白部（南から） PL 123. 縄文時代の出土遺物

7.同 斜面の畝間・拡張区上面畠（南から） PL 124. 縄文時代の出土遺物

8.同拡張区最下面畠（南から） PL 125. 縄文時代の出土遺物

P Llll. 1. A 6区北区最下面畠 PL 126. 縄文時代の出土遺物

PL112. 1. A6区中央区南半 1• 2面畠全景（南東から） PL 127. 縄文時代の出土遺物

2.同全景（南東から） PL 128. 縄文時代の出土遺物

3.同全景（北から） PL 129. 縄文時代・古墳時代の出土遺物

4.同土層断面G-G＇（南から） PL 130. 古墳時代の出土遺物

5.同 土層断面G-G'の畝の重複（南から） PL131. 古墳時代の出土遺物

PL 113. 1. A 6区中央区南半 3面畠全景（南東から） P L132. 古墳時代の出土遺物

2.同北半 3面畠全景（北西から） PL 133. 古墳時代の出土遺物

PL 114. 1. A 6区中央区南半 3面畠全景（北東から） P L134. 古墳時代の出土遺物

2.同全景（北西から） PL135. 古墳時代の出土遺物

3. A 6区中央区南半 4面畠全景（南東から） P L136. 古墳時代の出土遺物

4. 同全景（北西から） PL137. 古墳時代の出土遺物

5.同畝間溝の列（北から） PL138. 古代の出土遺物

P LllS. 1. A 6区中央区北半 4面畠全景（南東から） PL 139. 古代の出土遺物

2.同全景（北東から） P L140. 古代の出土遺物

3.同土層断面K-K'（東から） p L141. 古代の出土遺物

4.同調査風景 PL 142. 古代の出土遺物

5. A 6区中央区 5面畠と土層断面G-G（南から） P L143. 古代の出土遺物

PLll6. 1. A6区南区II面畠全景（北東から） P L144. 古代の出土遺物

2.同土層断面M-M＇（東から） P L145. 古代の出土遺物

3. B 3区北半畠全景（西から） P Ll46. 古代の出土遺物

4. B 3区南半畠畝（南西から） P L147. 古代の出土遺物

5. 同畝土層断面P-P＇（北東から） P Ll48, 古代の出土遺物

6. A 7区畠全景（南西から） P L149. 古代の出土遺物

PL117. 1. A4区竪穴状遺構全景（北西から） PL 150. 古代の出土遺物

2.同土層断面A-A’（西から） PL 151. 古代の出土遺物

3.同土層断面B-B＇（北東から） PL 152, 古代の出土遺物

4. A 2区162号土坑全景（南西から） PL 153. 古代の出土遺物

5. 同遺物出土状態（南西から） PL 154. 古代の出土遺物

P Lll8. 1. A 2区14号溝全景（西から） P L155, 古代の出土遺物

2.同土層断面（西から） P L156. 古代の出土遺物

3. A 2区16号溝全景（南西から） P L157. 古代の出土遺物

4. A 2区17号溝全景（南西から） PL 158. 古代の出土遺物

5. A 2区12号溝全景（西から） PL 159. 古代の出土遺物

6. A 2区13号溝全景（北から） PL 160. 古代の出土遺物

7. A 3 区 7 号• 8号溝全景（北西から） PL 161. 古代の出土遺物

8.同全景（南東から） PL 162. 古代の出土遺物

P Lll9. 1. A 3区7号溝土層断面（西から） PL 163. 古代の出土遺物

2. A 3区8号溝土層断面（西から） PL 164. 古代の出土遺物

3. A 3区9号・ 10号溝全景（南東から） P L165. 古代の出土遺物

4. A 3区9号溝土層断面A-A’（東から） P L166. 古代の出土遺物

5. A 3区9号・ 10号溝土層断面B-B＇（南から） PL 167. 古代の出土遺物

6. A 3区10号溝土層断面A-A’（東から） PL 168. 古代の出土遺物

7. A 3区11号溝全景（南東から） P L169, 古代の出土遺物

8.同土層断面B-B＇（南から） PL 170. 古代の出土遺物

P L120, 1. A 3区11号溝土層断面A-A’（北西から） P L 171. 古代の出土遺物

2. A 4区18号溝全景（北から） p L172, 古代・近世の出土遺物

3. A 6区1号溝全景（南東から） P L173. 近世の出土遺物

4.同全景（北西から） P L174. 近世の出土遺物

5.同土層断面A-A’（西から） P Ll75, 旧河道・遺構外の出土遺物

PL 121. 1. A 6区1号溝土層断面E-E’（北西から） P L176. 遺構外の出土遺物

2. A 6区2号溝土層断面A-A’（南西から） P L177. 表採の出土遺物

3. A 6区3号溝全景（南西から）

4.同土層断面A-A＇（南西から）
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第 1節調査に至る経緯

三ツ木皿沼遺跡の概要

尾島・境立体橋の事業は上武道路と交差する広域

幹線道路（国道354号線）の整備に伴って計画された

もので、上武道路の沿線での交通混乱の解消と道路

交通の安全を確保する目的で進められた。工事対象

地域は、新田郡尾島町世良田地先から佐波郡境町三

ツ木地先に至る延長2.2kmの上武道路連続立体橋の

建設地域であった。

この地域は、かつて上武道路の建設に伴って遺跡

の発掘が行われたところでもあったため、群馬県教

育委員会は試掘調査を実施した。その結果、工事対

象地域である上武国道の拡幅に伴う両側の帯状の範

囲に遺物包含層が確認され、発掘調査の対象である

こととなった。

尾島 ・境立体橋事業は平成 2年度から用地買収が

始められ、平成 5年度から工事に着手した。発掘調

査は平成 5年度に開始された。しかし、用地買収の

進捗がはかばかしくなかったために、調査は用地買

収の完了した地籍から逐次進められることになり、

平成 7年度と 9年度にもまたがったものになってい

った。

そのために、年次を替えて数多くの発掘担当者が

投入されることになり、統一した調査方針がとれな

かった。さらに、各年次の発掘区が狭小であったこ

とも相まって、発掘方法や地層名の統一性に欠けた

ものになっているところもある。

なお、一般国道354号線の工事に伴って発掘調査

が実施された下田中中道遺跡は、本事業で調査され

た三ツ木皿沼遺跡A6区に隣接した遺跡である。

第 1図 三ツ木皿沼遺跡の位置 （1: 25000) 
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第 2節

三ッ木皿沼遺跡の概要

遺跡の位置と地形
流している。扇端低地内には、渡良瀬川の侵食をま

ぬがれた木崎台地・由良台地がある。 これらの台地

三ツ木皿沼遺跡は、群馬県平野部の中央、佐波郡

境町と新田郡新田町・尾島町の三町が接する位置に

ある。発掘調査対象地は国道17号線（上武道路）が国

道354号線のバイパスと交差する地点から南東方向

に広がっていた。

この地域は、足尾山地と赤城山の間から南流する

渡良瀬川が形成した大間々扇状地の南西の一角にあ

たる。大間々扇状地は、大間々町を扇頂とし、伊勢

崎市と太田市を結んだ線を扇端とする、南北17km、

東西13kmの、日本で 3番目に大きな扇状地である。

大量の砂礫を山麓から運んできた渡良瀬川は、扇状

地を形成した後、今は扇状地の東側にある八王子丘

陵の東側に流路を変更している。河川のなくなった

扇状地地域は台地化し、乏水性の地域となっている。

しかし、扇端部には湧水池が並び、原始古代から人々

の生活に大きく影響を与えてきた。

大間々扇状地は、大きく I面と II面に分けられて

いる。 I面は赤城山南麓地域と早川で区切られる地

域で、桐原面とも呼ばれている。 この扇状地 I面に

は湯ノロ軽石以上のテフラが堆積しており、 5万年

ほど前に形成された段丘と考えられている。現在で

は、開析がすすんで樹枝状に多くの谷地が入り組ん

でいる。

大間々扇状地II面は、早川と八王子丘陵に区切ら

れた低位段丘である。段丘化した時期の順に岩宿面

（鹿沼軽石以上のテフラ・約 3万年前）・藪塚面（姶良

Tn火山灰以上・約 2万数千年前）・大間々面（板鼻

褐色軽石群以上・約 2万年前）の 3つにさらに分け

られている。 ローム層直下に堆積する扇状地礫層の

厚さは扇央で約20m、扇端で約10~15mに及ぶとい

われている。地下水はこの礫層下を流れているため

に、扇状地地表面は欠水性の乾燥地となっている。

I • II面ともに、伏流する地下水が湧き出し、扇

端部には数多くの湧水池が点在している。 そこから

はローム層が堆積している洪積台地で、旧石器時代

からの遺跡が分布している。台地の周辺には広大な

扇端低地が広がっており、小さな低い台地が低地内

に点在している。

三ツ木皿沼遺跡は、

低地内にある低台地とその周辺に立地する

＊印）。遺跡周辺は一見平坦に見受けられるが、微高

地状にやや高くなっている。現在は小角田の集落が

ある。

このような大間々扇状地扇端

（第 2図

ここには砂質の土壌が堆積しており、乾燥し

た畑地となっていた。この低台地にはAs-YP:板鼻

黄色軽石以上のローム層が堆積しているが、水性堆

• • • 四 ．。ぷ゜;_.

：・.:笠怠・::。象・予象ぶ。

；各唸唸・：蕊ぷが。・;:・・

員
0 I : 20000 500m 

（群馬県史1付図2を簡略化）

流出する湧水が小河川となり、扇端低地のなかを南

第 2図 大間々扇状地と三ツ木皿沼遺跡
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第 2節 遺跡の位置と地形

積の様相が顕著である。

遺跡の西方を流れる早川は赤城山から流下する小

河川である。 この河川は赤堀町より南側では、大間

々扇状地の新旧 2面の段丘の境になっている。早川

の西側が古期扇状地の I面、東側が新期扇状地のII

面である。

扇状地 I面の東縁を南流した早川は、新田町 ・尾

島町内に入ると、現在は上武道路に沿った南東方向

の直線的な流路となり、遺跡の北側で急に南へ流路

を変えている。明治18年陸軍が測量した迅速測図を

見ると、すでにこのときには三ツ木の北で流路が大

きく南に変わっている。しかし河道は蛇行が著しく、

曲流していたことがわかる。

後述するように、三ツ木皿沼遺跡の調査では、平

安時代の遺構を削平する旧河道をいくつかの地点で

検出した。各地点で検出された旧河道をつなぐと曲

流する河道を復元できる。 さらに南側の尾島工業団

地遺跡でも、早川の旧河道が検出されている。

がって平安時代以降のある時期には、早川は明治18

年の河道より東を蛇行しながら南東方向に流れてい

たのであろう。小角田の集落周辺の低台地に堆積し

ているのは砂およびシルトである。

した

これは早川の洪

• • - - ・ - ・ ・ ・ ・・-・・・・・・・ - ・ ・ ・- ・. ● • •• 』• • • • • • ` -'`~‘ ~ー· ‘ '`’` .'`―·_ • 

明治18年陸軍迅速測図 「境町」「深谷騨」 国土地理院1/2.5万地形図「上野境」

第 3図 三ツ木皿沼遺跡周辺の地形変化
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第 1章三ッ木皿沼遺跡の概要

水による堆積物と考えられる。以上のような旧河道

の検出状況や洪水堆積物の状況から、早川は洪水と

蛇行を繰り返しながら流路を東から西へ変えていっ

たと推定される。

また、小角田の集落のある低台地の東側には、北

方の扇端にある湧水池から石田川が南流している。

石田川の水源となっている矢太神沼湧水池の周囲に

は縄文時代の遺跡があり、古くから湧水池が人間生

活にかかわってきたことを示している。湧水池から

流れ出る河川は、狭いながらも帯状の低地を付随し

ており、小規模ながら安定した水田生産域となりう

る地形を呈している。

このような地形環境のなかで、三ツ木皿沼遺跡の

調査では、大間々扇状地や早川の動向と大きく関わ

った遺構が検出された。隣接するいくつかの発掘調

査成果や遺跡分布調査と考え合わせると、乏水性の

扇状地地域内における人間活動を明らかにすること

ができる地域である。

第 3節周辺の遺跡

三ツ木皿沼遺跡では、縄文時代の住居・土坑、古

墳時代の住居・墓、平安時代の畠・住居・土坑・鉄

生産関連遺構・祭祀跡等が検出されている。ここで

は三ツ木皿沼遺跡を理解するために、三ツ木皿沼遺

跡のおかれている歴史的環境について、周辺の遺跡

のあり方から述べる。なお、周辺の各遺跡の位置は

第 4図に番号で示し、遺跡の個別内容については第

1表にまとめた。

1.旧石器時代

大間々扇状地地域には、日本の旧石器研究の先駆

けとなった岩宿遺跡がある。岩宿遺跡は扇状地扇頂

部の岩宿面にある残丘上にあり、板鼻褐色軽石層下、

姶良 Tn火山灰層下の 2枚の文化層が確認されてい

三ツ木皿沼遺跡周辺では、扇状地端部や木崎台地・

由良台地といった洪積台地上に旧石器時代の遺跡が

分布する。これらはほとんど終末期の遺跡で、尖頭

器の出土が目立っている。

2.縄文時代

大間々扇状地地域に縄文時代の遺跡は数多く分布

する。縄文時代の全時期を通じて250遺跡ほどの遺跡

がある。これらの遺跡は、乏水性の高い扇状地II面

内部には分布しない。開析された帯状低地あるいは

扇端部の湧水池の周辺に分布している。このような

遺跡分布は、集落が狩猟・採集社会の居住域が飲料

水を得るための水場の近くにあることを示してい

る。このような自然地形に依拠した縄文時代の遺跡

分布から、逆にその地域の自然環境の本来の姿を知

ることができる。

三ツ木皿沼遺跡周辺では、隣接する尾島町小角田

前遺跡で堀ノ内II式の円形住居を調査している。ま

た三ツ木皿沼遺跡から北方 4kmにある扇端湧水池

「矢太神沼」の周囲に立地する新田町矢太神沼遺跡

では後期堀ノ内 I式の円形住居を調査している。新

田町一丁田遺跡では中期加曽利E4式の柄鏡形住居

を検出している。

3.弥生時代

東毛地域には、弥生時代の遺跡が少ないと言われ

ている。しかし、遺物が出土したり、遺構が検出さ

れている遺跡は確実に存在する。三ツ木皿沼遺跡周

辺では弥生時代前期終末と考えられている条痕文土

器が出土した阿久津宮内遺跡、中期前半の須和田式

土器が出土した長楽寺遺跡、中期の土器が出土した

歌舞伎遺跡がある。これらの前期末から中期前半の

遺跡の分布は、大間々扇状地南部の扇端低地内の微

高地や利根川自然堤防にやや偏ってみえる。また中

期後半の遺跡は検出されていない。しかし、今後の

調査の進展によっては、台地部の遺跡や中期後半の

遺跡が発見される可能性は残されている。

る。
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第 3節周辺の遺跡

第 4図周辺の遺跡分布図
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第 1章三ッ木皿沼遺跡の概要

第 1表 三ツ木皿沼遺跡周辺の遺跡 0は遺構検出△は遺物出土

旧石器 縄文時代 弥生時代 古墳時代 奈良 備考

時代 草創孵 前期 中期 前期 時代
平安時代 中世

早期 後期 晩期 中期 後期 中期 後期

池 遺跡名 市町村 住居 基 生産 住居 墓 生産 住居 墓 生産 住居 生産

1 三ツ木皿沼遺跡
境町 ・新田

゜ ゜ ゜゚ ゜゚
畠

町・尾島町

2 下田中川久保遺跡
境町・新田

町 ・尾島町

3 下田中中道遺跡
境町・新田

゜
町 ・尾島町

4 上淵名裏神谷遺跡 境町 △ 

゜ ゜゚
水田 時期不明畠

5 三ツ木遺跡 境町 △ △ △ 

゜ ゜ ゜゚6 北米岡遺跡 境町

゜ ゜7 明神遺跡 境町 △ 

゜゚8 下淵名塚越遺跡 境町 △ 

゜ ゜゚ ゜゚ ゜゚9 伊勢崎工業団地遺跡 佐波郡東村

゜゚ ゜ ゜
。
゜

製鉄炉

10 西林遺跡 境町

゜ ゜ ゜]I 出口遺跡 境町

゜゚ ゜ ゜ ゜゚
祭祀

12 島海戸遺跡 境町 △ 

゜13 上淵名古墳群 境町 △ 

゜
△ 

14 西今井遺跡
境町 ・

△ 

゜ ゜゚
新田町

15 女塚遺跡 境町

゜16 菌巻古墳 佐波郡東村

゜
角閃石安山岩使

用の横穴式石室

17 土橋遺跡第 3地点 境町

18 三室間ノ谷遺跡 境町 。 水田 橋 ・木製品出土

19 下淵名遺跡 境町

゜20 寺家前遺跡 境町

゜21 三ツ木越戸遺跡 境町 △ 

22 上矢島遺跡 境町

゜23 土橋 ・三ツ古屋遺跡 境町 B下溝

24 大国神社 境町 延喜式内社

25 東原遺跡 新田町

゜26 大通寺東遺跡 新田町

゜27 愛宕遺跡 新田町

゜28 台遺跡 新田町

゜ ゜ ゜゚29 中江田Al地点遺跡 新田町

゜゚ ゜
0樽

30 中江田All地点遺跡 新田町

゜゚31 中江田B地点遺跡 新田町

゜゚ ゜゚32 中江田C地点遺跡 新田町

゜゚33 梨子木遺跡 新田町

゜
。
゜ ゜

0•赤 瓦

34 重殿遺跡 新田町

゜ ゜
。
゜ ゜ ゜ ゜ ゜゚35 花園遺跡 新田町

゜
△ 

゜ ゜36 中江田原遺跡 新田町

゜ ゜゚ ゜
△ 

゜゚37 団蔵坊遺跡 新田町

゜ ゜38 長命寺裏遺跡 新田町

゜ ゜39 新屋敷遺跡 新田町

゜゚ ゜
。 △ 

40 一丁田遺跡 新田町

゜41 矢太神遺跡 新田町

゜゚
0赤

42 中江田本郷遺跡 新田町

゜ ゜
。
゜ ゜43 源六堰遺跡 新田町

゜゚
瓦

44 矢太神沼遺跡 新田町

゜45 東田遺跡 新田町 洟•戌

゜ ゜46 谷津遺跡 新田町

゜゚ ゜47 下田中遺跡 新田町

゜ ゜ ゜ ゜48 中道遺跡 新田町

゜ ゜ ゜49 大根南遺跡群 新田町 △ 

50 谷津遺跡 新田町 △ △ 

51 今井遺跡 新田町 △ △ 

52 下田遺跡 新田町 △ △ 

゜53 諏訪下遺跡 新田町

゜54 木崎中学校校庭遺跡 新田町

゜ ゜55 大通寺後遺跡 新田町

゜ 年代不明の長方

56 西田遺跡 新田町

゜ ゜
形土坑・住居か

ら轡出土

前方後円墳、角

57 矢抜神社古墳 新田町

゜
閃石安山岩使用

（ニツ塚） の横穴式石室
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旧石器 縄文時代 弥生時代

時代 庫創関 早期 前期 中期 後期 晩期 中期 後期

N 遺跡名 市町村

58 油田古墳群 新田町

59 西今井II遺跡 新田町

60 中江田宿通遺跡 新田町

61 上新田遺跡 新田町

62 中江田八ツ縄遺跡 新田町

63 上江田西田遺跡 新田町

64 江田館遺跡 新田町

65 新田館跡 新田町

66 尾島工業団地遺跡 尾島町

゜
0 

゜
0赤

67 長楽寺遺跡 尾島町

゜68 阿久津宮内遺跡 尾島町

゜69 歌舞伎遺跡 尾島町

゜70 小角田前遺跡 尾島町

71 大館馬場遺跡 尾島町

72 安養寺森西遺跡 尾島町

73 宝積院遺跡 尾島町

74 一本松塚古墳 尾島町

75 しどみ山古墳 尾島町

76 小角田古墳群 尾島町

77 小角田下遺跡 尾島町

78 二体地蔵古墳 尾島町

79 世良田諏訪下遺跡 尾島町

80 小角田遺跡群 尾島町

81 世良田上新田遺跡 尾島町

一方弥生時代後期の遺跡は、扇端湧水池の矢太神

沼から流下する石田川の流域や、木崎台地の縁辺に

確認されている。石田川中流域の新田町台遺跡では、

樽式土器を出土した住居と赤井戸式土器を出土した

住居が検出されている。また矢太神遺跡や東田遺跡・

中江田遺跡では樽式土器が出土している。

三ツ木皿沼遺跡では、約3000年前以前に谷の埋積

が始まったことが地形調査で判明した。縄文時代後

期から古墳時代までは砂・シルトが谷内に溜まる時

期であった。扇端低地全体がこのような状態であっ

たとすれば、弥生時代の遺跡が低地内に埋積されて

いることも充分考えられる。

3.古墳時代

古墳時代には農耕地の拡大がすすみ、農耕集落遺

跡の数が増加する。大間々扇状地地域でも弥生時代

後期終末から古墳時代前期の遺跡の数が増加してい

る。その立地をみると、谷地状の低地に面した台地

縁辺や、扇端低地に点在する低台地縁辺に 1～数km

の間隔で並ぶように立地している。これは自然小河

川を効率的に利用できる位置に各集落が分布してい

住居

゜゚
゜△ 

゜

第 3節周辺の遺跡

古墳時代 奈良 備考

前期 中期 時代
平安時代 中世

後期

墓 生産 住居 墓 生産 住居 墓 生産 住居 生産

゜ ゜゚
人面土器

゜

。
゜ ゜ ゜゚

畠

゜ ゜畠 畠

゜゚。
゜ ゜゚゜ ゜゚畠 畠

畠 畠

゜゚゜
△ 

゜゚
゜゚ ゜゚

木枠井戸

゜ 水田

゜田畠

゜

ることを示している。さらに古墳時代中期以降にな

ると人工の農業用井戸を掘ったり、用水路を回して

それまで水田開発が及ばなかった地点にも水田耕作

が可能になり、遺跡の数は増えていく。

古墳時代前期の遺跡では、境町の上淵名裏神谷遺

跡や、東村の伊勢崎東流通団地遺跡、新田町の重殿

遺跡、下田中遺跡、中道遺跡、尾島町の尾島工業団

地遺跡、小角田前遺跡などで住居群や墓域が調査さ

れて、古墳時代前期の集落の様子が判明した。

本地域には前期の大型古墳の分布はない。東村伊

勢崎東流通団地遺跡には全長25mの前方後方墳があ

り、有力者の墓と考えられている。しかし現状では

具体的な地域構造については不明であり、今後は

個々の集落群の分析を充実する中で解明される必要

があろう。

古墳時代中 ・後期の遺跡は、前期の遺構が検出さ

れた遺跡のほとんどで複合して検出されている。前

期の集落の大部分は中・後期に継続していくと考え

られる。その背景には農耕地の継続 ・保持があるの

だろう。また、三ツ木皿沼遺跡の近くにある尾島町

小角田下遺跡・世良田諏訪下遺跡や、境町三室間ノ
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谷遺跡、新田町西田遺跡等のように古墳時代後期か

ら始まる遺跡もある。これらの遺跡は耕地拡大に伴

った新しい集落の可能性がある。

尾島工業団地遺跡の発掘成果からは、 6世紀代に

竪穴住居数の激増があり、この背景には農耕地の飛

躍的な拡大があると指摘されている。この傾向は周

辺の歌舞伎遺跡や小角田前遺跡、世良田諏訪下遺跡

等の集落動向と連動し、古墳時代の地域構造を考え

る上で重要である。

古墳群は境町の淵名や、尾島町の小角田等に確認

されている。古墳群は 6世紀以降の小円墳による形

成が知られているが、境町下淵名塚越遺跡では古墳

群の始まりが 5世紀後半に遡ることが確認されてい

る。これらの古墳群には数10m規模の前方後円墳も

含まれている。

三ツ木皿沼遺跡のある低台地上には小角田古墳群

があり、現存しないが前方後円墳が発掘区に隣接し

て存在したことが『上毛古墳総覧』の記述にある。

それによれば世良田36号墳は72.0m、世良田37号墳

は90.0mの規模であり、豊富な形象埴輪や副葬品の

出土が知られている。

南に隣接する尾島工業団地遺跡では低地に埋まっ

た全長50mの前方後円墳鼠塚古墳が調査されている。

また、尾島工業団地遺跡内の水窪遺跡では 5世紀後

半および 6世紀初頭の豪族居館が調査されている。

また世良田諏訪下遺跡では72基の古墳が調査され、

5世紀後半から 7世紀代の古墳群と判明している。

4.古代

三ツ木皿沼遺跡の周辺は古代の佐位郡 ・新田郡に

当たる。概ね扇状地 I面が佐位郡、 II面が新田郡と

考えられる。扇状地の先端部には新田町東部や境町

十三宝塚遺跡で調査された 8世紀の東山道と推定さ

れる道跡をつなぐルートが推定されている。その周

辺には郡街、駅家、あるいは寺院と考えられている

十三宝塚遺跡や新田町入谷遺跡・天良七堂遺跡等が

あり、大間々扇状地扇端地域が奈良時代の中心的地

域のひとつであったことが推察される。

第 3節周辺の遺跡

奈良•平安時代の集落遺跡は、点在していた古墳

時代の遺跡が拡大している場合と、周辺の開発され

ていなかった地点の耕地開発を背景にして新しく集

落がつくられた場合の両方があり、さらに遺跡の数

は増加している。東村の伊勢崎東流通団地遺跡や尾

島町の尾島工業団地遺跡では数100軒におよぶ奈良・

平安時代の住居が調査されている。

これらの集落の生産基盤であった水田や畠も調査

されている。尾島町世良田諏訪下遺跡では弘仁九(8

18)年の地震災害に伴う洪水で埋まった水田とそれ

を復旧した水田が見つかっている。尾島町小角田遺

跡群では台地縁辺で洪水層下の畠、低地では浅間B

軽石下の水田が検出されている。この洪水層下の畠

は下田中川久保遺跡・下田中中道遺跡でも検出され

ている。尾島工業団地遺跡で検出されている畠も洪

水砂で埋まっており、三ツ木皿沼遺跡を含む周辺遺

跡に畠作耕地が広がっていたことが発掘調査で判明

しつつある。

5. 中世

本地域は12世紀にはいると、古代佐位郡は淵名荘

へ、新田郡は新田荘に継起していく。淵名荘は文献

が少なく成立の過程は明らかになっていないが、

1130（大治 5)年に仁和寺の法金剛院領の荘園として

成立したと推定されている。新田荘は1157（保元 2)

年の文献によって、この年新田義重の寄進によって

成立したとされている。群馬県地域は1108（天仁元）

年の浅間山噴火によって甚大な火山災害を受ける。

三ツ木皿沼遺跡周辺は、 1172（仁安 3)年の 『新田義

貞譲状』に「空閑の郷々」と記された郷にあたる。

「空閑の郷々」は浅間山の火山災害を受けて荒廃した

土地で、その再開発によって荘園化が進められたと

推定されている。

新田町には中世館の地割りを残す館跡が点在

し、発掘調査でも新田町東田遺跡等で有力農民の屋

敷跡が調査されている。中世村落の発掘例はないが、

平安時代の遺跡分布は中世郷の分布と重複してお

り、一般農耕集落は継続していたものと推定される。

， 
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第 1節 発掘調査の方法と経過

1.発掘区の設定

今回の発掘調査は、上武道路と国道354号線との立

体橋建設工事に伴って実施されたので、発掘対象地

域は上武道路本線の両側に沿う細長い地域で、さら

に既存の道路や水路で分断されていた。また、用地

買収状況も一様でなかった。そこで既存道水路での

区画が最も今後の調整および調査の単位となること

が予想されたため、発掘調査区もこの既存の道水路

の区画によることとした。第 2図に示したような発

掘区を設定し、調査・記録した。

各発掘区の名称は、平成 5年度の調査当初に、次

のように付けた。まず上武道路の前橋方面を向き、

右側をA区、左側をB区とした。さらに尾島町方面

からそれぞれAl区、 A2区・・・A7区、 Bl区・・・

B4区とした。

Al区およびB1区は最も南東隅の発掘区である

が、端部が鋭角な三角形で細く狭くなっている。平

成 9年度に調査可能地域となったが、発掘調査は困

難と判断され、調査は断念された。

区． B1区の調査記録はない。

したがってAl

以下に調査年度・調査区別に発掘調査の方法と経

過を述べる。

2.調査の方法と経過

（l)平成 5年度

平成 5年度は本事業の当初年度にあたり、まず調

査対象地域を明確にするために道路巾杭の確認をお

こなった。当初は上物が撤去されていない地点や買

収契約の済んでいない地点があり、平成 5年度の調

査は、 A6区の一部、 A3区、 A2区の一部、 B3

区の一部と分断されることになった。

A 6区
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まず、重機により A6区の北部の表土を剥
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いで調査に入った。表土下の面ではローム台地部分

に平安時代の住居や縄文時代の土坑を確認した。砂

やシルトが堆積した低地部では溝数条を確認した

が、その時期を明確にすることはできなかった。こ

のうち 2号溝や 3号溝は下層で検出される旧河道が

埋まってから掘り込まれていた。低地部のこの面で

は、平安時代の住居は確認できなかった。

最初の遺構面調査終了後、低地部の下層の遺構を

確認するために、重機で試掘溝を設けた。その結果

砂質土層中に平安時代の遺構確認面と、それらの遺

構に切られる 2面の畠が存在することが明らかとな

った。

平安時代の遺構確認面まで重機で掘り下げ、平安

時代の住居や土坑の調査を実施した。住居や土坑の

平面図・断面図は 1/20で、鼈等の部分図は 1/10

で記録した。写真は、 6X 7および35mmカメラでモ

ノクロとリバーサルを撮影した。遺構の記録の方法

は、 3次にわたる調査でほぽ同様である。平安時代

遺構の調査終了後、全景空中写真を撮影した。

次に畠の調査にはいった。畠の調査にあたっては

グリッドにそって、畝にほぼ直交する土層観察用の

ベルトを残した。その後、手掘りで洪水砂を剥がし

て遺構面の精査をおこなった。畠は空中写真を撮影

し、航空測量で畝および畝溝の上場・下場と等高線

を記録した。下層の畠の存在は確認済みであったの

で、同じ位置に土層観察用のベルトを残して、手掘

りで掘り下げた。下層の畠も空中写真を撮影し、航

空測量で畝および畝溝の上場・下場と上層の畠の痕

跡溝そして等高線を記録した。また、発掘区の壁の

土層を観察して畠の重複や、住居等の遺構との関係

に留意した。土層は 1/20で断面図を記録した。

畠調査が進んだ段階で、 4D~4F-6~13グリ

ッドの一部が委託者の理解を得て発掘対象地になっ

た。ここは国道354局線の改良工事に伴う調査の時に

未買収で調査できなかった地点である。平安時代の

住居の調査は同一に実施できなかったので、写真や

図面の記録が分断されたものもある。報告書ではそ

れらを合成して図面とした。畠は、最上面が新しい

第 1節発掘調査の方法と経過

発掘区で確認できるなど成果があった。この新たに

発掘区に加わった部分は畠の確認面では地形が大き

く下がっているところで、面のつながりの確認が困

難であった。

下層の畠の直下には畝の存在は確認されていなか

ったので、次に堆積している土層の色調が大きく変

わる高さまで重機で掘り下げた。やや黒色のシルト

質土上面で平安時代の住居 3軒と、 3群の畝間の溝

群を検出した。この面では東半分には古い旧河道の

砂が堆積していた。住居は個々に調査・記録をおこ

ない、畠は空中写真を撮影し、航空測量で畝間の溝

の上場・下場と等高線を記録した。

黒色シルト質土層の下位は、 2mX2mの試掘溝

を8か所設定し、黒色シルト質土および下部の灰褐

色砂層を掘り抜いた（第34図）。 4K-10グリッドで

縄文土器が出土したが、遺構は検出されなかった。

南東部のローム台地裾部には古墳時代土器および縄

文土器の包含層があり、グリッドごとに取り上げた。

また、ローム台地の試掘を実施し、旧石器の出土が

無いことを確認した。

A 3区 A3区はA6区と同様に表土下の面で、東

西方向の溝を数条確認した。また中央部では 1軒だ

け平安時代の住居を検出した。 A3区は北西隅がや

や削られたローム台地で、ローム台地上面まで下げ

て古墳時代や縄文時代の遺構を確認した。北西隅の

低地にはA6区と同様に砂・シルトが埋まっていた。

ローム層中には浅間起源の軽石層があり、旧石器の

出土も予想されたため、試掘調査を実施したが、遺

物は確認されなかった。

B 3区 B 3区は県道太田境線との交差点の南にあ

たる。平成 5年度はB3区のうち交差点に近い北西

部を調査した。ここはA3区の低地部の続きの地点

にあたる。ここも表土下の面で遺構を確認作業を行

ったが遺構はなかった。さらに低地に堆積する砂・

シルト層を掘り下げて、畠を確認した。その下層に

ついては確認調査をおこなったが、旧河道を確認し

たにとどまった。

A 2区 A2区は南半分を調査した。この区は表土

11 
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を剥いだローム層上面で遺構を確認した。近世以降

と思われる直線志向の溝をまず調査し、それらに先

行する古墳時代の住居群を続けて調査した。住居は

大型で深いものが多く、遺物の残存も良好であった。

遺物を取り上げてから床面の精査を実施した。一部

に黒色土で埋まる弧を描く凹地があったが、性格を

明確にすることはできなかった。古墳時代の遺構の

調査終了後、旧石器時代の遺物の有無を確認する試

掘調査をおこなったが、遺物は検出されなかった。

(2)平成 7年度

平成 7年度は、 A4区・ A5区・ A6区の一部を

調査した。

A 6区 平成 7年度に調査したA6区は、 5年度調

査区の南東に隣接するところである。遺構の写真や

図面の記録は 5年度に準じておこなった。表土下で

平安時代の住居・土坑群を検出した。狭い範囲に多

くの住居や土坑が重複して確認されたのに加えて、

地山が砂質であったこともあり、住居の輪郭や床面

の認定に手間取った。また、鉄生産関連遺構が 2か

所で住居に重複して検出された。炉壁や鉄滓が散乱

して集中して出土したので、 1 /10の遺物分布図を

作成した。平安時代の遺構全景を空中写真で撮影し、

下層の畠の調査に移った。

畠は当初、 5年度調査地点の畠が連続して確認さ

れると思われたが、 5年度と 7年度の調査区の間に、

削り残されたローム台地が東方向に伸びており、畠

は直接連続しないことが判明した。 7年度調査区で

確認された畠も洪水砂で重層して埋没しており、一

部で 5面の畠を断面観察で確認できた。二つの面を

同時に掘り下げた地点もあったが、面の異なる畠は

分けて掘り下げるように努めた。写真は各面ごとに

空中写真を撮影し、畝および畝溝と等高線を航空測

量をおこなって図化した。

畠の下層は、重機で遺構の有無の最終確認をおこ

なった。一部で縄文土器がまとまって出土したが、

遺構は確認できなかった。

A 5区 A5区は表土下で遺構を確認したが、検出

12 

されなかった。全面にやや粗い砂・シルト質の土が

堆積し、旧河道部にあたったものと判断した。地表

面下1.2mで浅間B軽石の水平堆積が認められたの

で軽石直下面の調査をおこない、写真撮影および平

面図を記録した。

A 4区 A4区は表土を剥いで、北西部が旧河道、

南東部がローム台地であることが判明した。旧河道

部には旧河道埋積後に掘り込まれた溝が確認された

のみである。台地は近世•平安時代・縄文時代の遺

構がローム層上面の一面で確認され、それぞれの調

査をおこなった。

(3)平成 9年度

平成 9年度は調査の最終年度であり、残された発

掘区の調査をおこなった。写真および図面の記録は

5年度・ 7年度にほぼ準じておこなった。

A 2区 A2区は 5年度に南東部の調査をおこなっ

たが、隣接する中央部の調査を 9年度におこなった。

表土下のローム層上面で遺構確認をした。中央部に

浅間B軽石の堆積した凹地と、上武道路に接した部

分で住居竃と推定される遺物集中を調査した。遺物

の出土状態の微細図を作成した。

なお、 A2区の北西部は用地買収が進まず、 9年

度でも調査を実施することができなかったが、整理

事業をおこなった平成11年度に県文化財保護課が試

掘調査をおこなった。この試掘調査では、遺構面の

後世の攪乱が著しく、遺構が確認されなかったので

本調査には至らなかった。

A 6区 A6区は平成 5年度・ 7年度に調査事務所

のあった南東部の調査を実施した。土層観察をおこ

ない、 3面の遺構確認面で調査をおこなった。表土

下の面では平安時代の住居群を確認し、下層の砂層

中で平安時代の住居と畝間溝を検出した。さらにそ

の下層で畝間溝と溝 1条を検出した。住居は個別に

写真・図面の記録をおこない、畠は全景写真を撮影

し、溝とともに 1/40の平面図、 1/20の土層断面

図の記録をした。

A 7区 A7区は平成 7年 6月に、試掘調査を実施



し、調査区の確定がおこなわれた。 A7区は旧河道

に削り残された地形が複雑に入り組んだ地点で、南

東部と中央部にローム台地が残っていた。ここでは

ローム層上面で古墳時代と平安時代の住居を確認

し、個別に調査 ・記録した。 A7区北西部では砂 ・

シルト質土が堆積する地点で、一部で畠の畝間溝を

検出し、全景写真および 1/40の平面図 ・1/20の

断面図で記録した。

B 2区 B2区は遺跡南東部のローム台地の地点で、

表土下のローム層上面で遺構確認をおこなった。こ

こでは古墳時代の遺構が検出された。また、縄文土

器や石器の出土も多かった。

B 3区 B3区は平成 5年度に畠を調査した地点の

南東部を調査した。砂質 ・シルト質土が堆積する北

西部からローム台地が残る南東部へ、中央部で地形

が変わる地点である。北西部では、 5年度調査した

畠につながると思われる畠が砂質土中で検出された。

南東部ではローム層上面で遺構確認をおこない、古

墳の周堀、平安時代の住居等を調査した。両地区と

も個別遺構を調査 ・記録し、全景写真を撮影した。

また、 1/40の平面図 ・1/20の土層断面図を作成

した。

B 4区 B4区は調査区の土層断面から洪水砂が互

層に堆積していることが判明した。そこでトレンチ

による試掘調査を実施したところ、遺構・遺物はま

ったく検出されなかったので、トレンチ調査にとど

まった。

第 2節遺跡の基本土層

第 2節遺跡の基本土層

三ツ木皿沼遺跡は、台地と低地と旧河道という、 3

つの地形に大きく分けて考えることができる。

台地部は、おもに水性堆積と考えられる黄褐色や

褐灰色砂・シルトで構成されている。今回の調査で、

この水性堆積物の中にいくつかのテフラが確認され

た。分析の結果、図示した 2N-5グリッドの土層

断面では、 lO•ll層が浅間板鼻黄色軽石 (As-YP: 約

1. 3-1.4万年前）に、 8層がAs-YPに伴う火山泥流と

同定された。また、 4L-50グリッドではAs-YP下

層で浅間大窪沢第 1軽石(As-OPl:約1.7万年前）が

確認された。台地部ではローム層上面で縄文時代か

ら近世にいたる遺構が確認できた。ローム層中の遺

物は確認されなかった。

低地部は、台地を切る古い谷に砂やシルトが堆積

した部分と考えられる。この谷は早川による侵食に

よって形成されたと考えられるが、現状では確定的

でない。第 7図4K-7グリッドの土層断面は、低

地部の標準的な土層である。表土直下で中世以降と

考えられる溝が確認でき、その下層10~20cmのシル

ト層中で平安時代の住居や土坑が確認できた。その

下位には洪水砂に埋まった畠が検出された。畠は地

点によって異なるが、 2~5面の畠作付け面が埋没

していた。この畠の下層にも砂やシルトが厚く堆積

しているが、 A6区北部だけ遺構が確認された。 A

6区北部では、畠の下位に黒灰色砂層が堆積してお

り、これを除去した黒色シルト質土面で奈良時代後

半の住居と、畠の畝間の溝群を確認した。

黒色シルト質土はやや粘質で、白色軽石を含んで

いる。これの軽石はテフラ分析によって、榛名ニッ

岳火山灰 (Hr-FA:6世紀初頭）と浅間 C軽石 (As

-c: 4世紀初頭）と同定された。これらのテフラを

含む土層は、 A6区中部やB3区の低地部でも確認

された。

4K-7グリッド (A6区北部）では、黒色シルト

質土の下位には灰褐色やにぶい黄燈色・灰色の砂が

堆積し、黒色砂質土面から1.2m下で砂礫層（谷の基

13 



第 2章発掘調査の概要

底と）なる。その上部の灰色砂層中で出土した材は

コナラで、その年代は3270土90年の測定値が出てい

る。したがって谷の砂層はおよそ3300年前以降に堆

積したと考えられる。この砂層中で、 8層の灰褐色

砂層は厚く堆積しており 、第36図に示したような縄

文土器や石器が出土した。

旧河道は、平安時代の遺構を切って、蛇行する河

40.00m 

道を示している。円礫や砂のラミナ堆積が見られる。

A5区では、この旧河道の中央部に浅間Bテフラ

(As-B: 1108年）が堆積している。また、 A6区では

中世以降と考えられる溝が、旧河道が埋積してから

掘られていた。したがって調査区内で確認した旧河

道は平安時代以降中世以前の地形と考えられる。

台地部 (2N-5グリッド）

1表土。現代の耕作土。

2黄褐色土層（10YR5/8)白色パミス (10mm程度）を少量含む。しまり

強。ロームの再堆積の可能性あり。

3黄褐色土層(lOYR5/8)白色パミス(10mm程度）を少量含む。オリ ー

ブ黄色の砂質土を部分的に含む。

4黄褐色土層(10YR5/6)5層起源の褐灰色砂質土を多く含む。ロー

ムを主体とする層。

5褐灰色土層（10YR6/l)ロームを部分的にラナミ状に含む。

6灰白色土層（10YR7/1)ロームを部分的にラナミ状に含む。粘質、

しまり強。

7褐灰色土層（10YR6/l)ラナミ状の堆積が認められる。部分的に赤

褐色に酸化している。白色パミス粒（10mm程度）を部分的に含む。

7a層は 7層と基本的には同じであるが、赤褐色に酸化している

度合いが少ない部分。

8橙色土層 (7.5YR6/6)砂質土、粘土質土のラナミ状堆積が認めら

れる。ピンク色の火山灰がラナミ状に認められる。

9にぶい褐色土層 (7.5YR6/3)火砕流堆積物の再堆積土層。白色パ

ミス粒(10mm程度）を部分的に含む。

10浅黄色土層（10YR7/4)Y P。粒度の小さい部分。

11浅黄色土層(lOYR7/4)YP。粒度の大きい部分。

12灰オリーブ土層(7.5YR6/2)粘土質。しまり非常に強い。

12aは赤褐色に酸化している部分。しまり非常に強い。

13灰色土層(7.5YR6/l)粘土質。層全体に酸化部分が認められる。

14灰色土層(7.5YR6/l)粘土質。

40. OOm 

39. OOm 

7+8' 

11 

12 

13 

低地部 (4K-7グリッド）

1黒褐色砂質土 (7.5YR3/2)表土。

2暗褐色シルト質土（10YR3/4)

3灰黄色シルト質土 (7.5YR4/2)

4層上面上面畠耕作面。

5層上面 下面畠耕作面。下層は黒灰褐色粘質土。

6黒色シルト質土 紫黒色(5RPI. 7 /1)に近い。粘質。 FAおよび

As-Cとみられる白色軽石小粒を多量に含む。部分的には、 FAが

堆積する層とAs-Cが集積する層に分けられる。

7黒色粘質土 紫黒色(5RPI. 7/1)に近い。粘質。軽石を含まない。

8灰黄褐色土(10YR6/2)砂質。

8'3層に相当すると考えられるが、色調が暗く、やや粘質。

(10YR4/3) 

8"灰黄褐色粘質土(10YR4/2)

9にぶい黄橙色砂（10YR7/2)固く締まっている。

10褐灰色土(lOYR4/l)シルト、凹地部分のみに堆積しているとみら

れる。

11にぶい黄橙（10YR4/3)やや粗い砂。

12灰色砂(N4/l)

13砂礫層。

゜
1 : 40 2m 

第 7図遺跡の基本土層

14 



第 3節発掘区の概要

第 3節発掘区の概要

1. A 2区

A2区は、ローム台地に立地する発掘区で、表土

下のローム上面ですべての遺構を確認した。調査し

た遺構は、縄文時代の土坑 l基、古墳時代の住居 9

軒、土器溜まり 1か所、浅間Bテフラが堆積する黒

色土の凹地 2か所、近世の土坑 1基、近世以降と考

えられる溝13条、時期不明の土坑 5基である。

縄文時代の163号土坑は、遺物が無く時期は不明で

あるが、埋没土の特徴から縄文時代の遺構とした。

他に縄文時代の遺構は無い。北西部のローム台地縁

辺に縄文時代の遺構の中心はあると思われる。

古墳時代の遺構は住居が重複あるいは近接して検

出された。 112号住居と110号住居は、一辺がそれぞ

れ6.5m、5.8mと大型で、 111号住居は一辺2.5mと

小型である。他の 6軒は 4~5mで中型である。時

期は概ね 6世紀初頭から後半と考えられる。

W-37•38グリッドで検出された土器溜まりは、

発掘区南西壁に 6世紀初頭の完形の土器が多数出土

したが、調査時には遺構の性格を確定することがで

きなかった。整理作業時に隣接して発掘調査した小

角田前遺跡の遺構全体図と対応・照合したところ、

232号住居の竃の可能性が高いことが判明した。土器

溜まりに隣接して調査した141号土坑も住居北東隅

に位置する貯蔵穴と考えられる。

A2区北西部では、黒色土で埋まる凹地が検出さ

れた。117号住居の埋没土を切って弧状に北西方向に

掘られている。北西部中央には浅間Bテフラが堆積

していた。出土遺物は縄文時代および古墳時代の土

器で、古墳時代の遺構と考えられる。Q-33グリッ

ドで出土した須恵器長頸壺の破片には、コンパス文

が施されており、注目される。

近世の土坑は112号住を切って検出された。石製骨

蔵器や板碑の破片が出土した。

他の溝や土坑の時期は、古墳時代の住居より新し

いという所見以外は得られなかった。なお、 2Aラ

／
 

。
I : 400 10m 

第 8図 A 2区の遺構
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インから西は、試掘調査の結果、本調査とはならな

かった。

2. A 3区

A3区は、県道太田境線との交差点の南東部にあ

たる発掘区である。ここもローム台地部分にあたる

が、南西隅に低地部への傾斜変換点が確認できた。

遺構はローム層上面で確認した。調査した遺構は、

縄文時代の土坑 9基、古墳時代の方形周溝墓 2基、

平安時代の住居 1軒、近世以降と考えられる溝 5条

である。

縄文時代の土坑は 9某確認された。形状は細長く

やや不定型なもの (147号～151号・156号）と、円形の

もの(152号・ 153号・ 157号）がある。土坑はローム台

地の縁辺に点在していた。時期は概ね縄文時代後期

で、称名寺式から加曽利 b式の土器が出土した。ま

た同時期の土器が 1号方形周溝墓の周辺および周堀

内で多数出土した。これらは、遺構に伴わない遺物

として縄文時代の最後にまとめて報告した。

古墳時代の方形周溝墓は 2基確認されたが、とも

に発掘区域外に遺構が伸びており全掘できなかった。

これらの周溝墓も台地の縁辺に主軸をあわせるよう

に並んでいた。時期は 1号方形周溝墓の周溝の出土

土器から古墳時代前期と考えられ、 2号方形周溝墓

も遺物が出土しなかったので確定はできないが、同

様な時期と考えられる。南東部の上武道路本線部分

の発掘区でも台地縁辺に周溝墓が検出されており、

古墳時代前期の墓域が台地縁辺に展開していたと理

解される。

平安時代の住居は 1号方形周溝墓の南周溝に重複

して 1軒のみ確認された。周辺には同時期の住居は

確認できなかった。上武道路本線部分の発掘区では

台地縁辺部には平安時代の住居は分布しないので、

本住居は居住域の中心とはやや離れた住居と考えら

れる。

溝は 5条が確認されたが、時期は明確にできなか

った。古墳時代以前の遺構とはすべて後出する関係

16 
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第 9図 A3区の遺構

にある。一部、上武道路本線部分で調査された溝に

つながる溝も確認された。

3. A 4区

A4区は、ローム台地と旧河道に立地している。

ほぼ 2Yラインに旧河道の東端が位置している。 A

4区の西側1/3は旧河道で砂・シルトのラミナ状堆

積になっていた。後述する西側のA5区では、旧河

道の洪水堆積物の間に浅間 Bテフラ (As-B:1108 

年）が堆積していたが、 A4区では確認できなかっ

た。旧河道の中にもいくつか時期の違う堆積単位が

あると考えられる。また、この河道が埋まった後に

掘り込まれた溝 1条を検出した。

その他の遺構はローム層上面で確認した。調査し

た遺構は、縄文時代の土器埋設土坑 2基、土坑 3基、



第 3節発掘区の概要

古墳の周堀と考えられる円形に巡る溝 1条、平安時

代の住居 1軒、土坑 2基、近世の竪穴状遺構 1基で

ある。

縄文時代の土器埋設土坑は称名寺式の大型深鉢土

器をそれぞれ 1個体ずつ埋設した楕円形の土坑であ

る。他の縄文時代の土坑は、小型の120号土坑、楕円

形の123号土坑、円形 ・フラスコ状の124号土坑であ

る。すべて図示できなかったが、いずれも縄文時代

後期の土器を多数出土している。また、これらの遺

構の周辺では、遺構確認作業時に遺構に伴わない形

で縄文土器が多数出土した。

古墳時代の遺構は、 1号墳の周堀である。周堀の

下半部が確認できただけで、盛り土および主体部は

確認されていない。周堀埋没土からは古墳の時期を

示すような遺物は確認されなかった。

平安時代の住居は攪乱が著しく、住居の平面形を

調査で明らかにすることはできなかった。調査では

完形に近い多くの土器や、竃の構造材として使用さ

れたと考えられる整形軽石や礫の出土位置を記録し

た。遺構の掘り方も調査したが住居の輪郭はつかめ

なかった。ここでは銅製の片口鍋が出土している。

121号・ 122号土坑は時期は明確でないが、形態は

円形 ・楕円形であり、他の調査区で検出した平安時

代の土坑と同様であるので、平安時代のものと考え

ておきたい。

竪穴状遺構は、染付磁器や軟質陶器火鉢などの出

土遺物の年代から18~19世紀の遺構と考えられる。

火中の遺物も多いことから、家財道具を一括廃棄し

た穴と考えられよう。なお、中世および近世の遺物

が竪穴状遺構を中心としたA4区東半部に多数出土

した。

4. A 5区

A5区は旧河道部の調査区である。ほぽ北から南

に抜ける旧河道の西半が発掘区にあたったものとみ

られる。

発掘調査では、表土下および浅間Bテフラ直下で

／
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第11図 A5区の遺構

遺構確認をおこなった。表土下では堅く締まった砂

壌土がほぽ水平に堆積していたが、遺構は確認され

なかった。その下層の地表下1.2mで浅間Bテフラ (As

-B: 1108年）が全域に堆積して、旧河道埋積途中の

面を確認した。浅間Bテフラ直下では西が高く、東

に傾斜する面になっていた。遺構は確認できなかっ

たので、調査では浅間Bテフラ面の全景写真と土層

断面図を記録し、ともに写真を撮影して終了とした。
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5. A 6区

A6区はわずかなローム台地とその周辺に展開す

る広大な低地部に立地する。北西端と中央やや北側

には蛇行する旧河道が遺構面を侵食していた。低地

部は砂 ・シルト質土が堆積しており、それが遺構の

埋没土や地山になっているために、遺構の確認や形

態の把握が困難であった。

調査した遺構は、縄文時代の住居 1軒、土坑 3基

土器包含層 5か所、古墳時代の遺物出土地点 4か所、

平安時代の住居91軒、土坑112基、祭祀跡 1か所、鉄

生産関連遺構 2基、鉄生産関連土坑 7基、畠 3~5

面、溝 1条、近世以降と考えられる溝 5条である。

縄文時代の遺構は中央やや北側に東西方向に帯状

に残るローム台地上に確認された。住居は台地東端

に検出されたが、平安時代の住居と重複していたた

めに攪乱が著しく、住居の掘り込みは確認できなか

った。ローム上面に残された炉と柱穴の調査および

記録を行った。時期は炉から出土した土器等から称

名寺式期と考えられる。

確実に縄文時代と確定できる土坑は、 8号、 10号、

115号の 3基である。特に 8号土坑は石鏃製作にかか

わる複数の石材の剥片がまとまって出土しており注

目された。ローム台地上には縄文土器を出土する他

の土坑もあるが、平安時代の遺物と一緒に出土して

いる。また埋没土の特徴も縄文時代と即断しがたい

ものであったので、本書ではこれらの土坑は平安時

代の遺構として扱った。

A6区では古墳時代の遺構は確認されなかったが、

低地部に堆積する黒色シルト質土のなかに、榛名ニ

ツ岳火山灰(Hr-FA:6世紀初頭）と浅間C軽石(As

-c: 4世紀初頭）の降下層準を確認している。 4K-

4 Gリッドでは榛名ニツ岳火山灰を混在する層中

で、 4I -4グリッドでは榛名ニツ岳火山灰を混在

する層の上層でイネのプラントオパールが検出され

ている。この地点の稲作は古墳時代から行われてい

た可能性が高い。また、平安時代の畠下層のシルト

質土中とローム台地裾の黒色土中の 4か所で、古墳

18 

時代の遺物が遺構に伴わずに出土した。

平安時代の畠は第12図には範囲を示していない

が、低地部にあたる A6区の全域で検出された。畠

は地点により埋没の層序が異なるので、 3か年に亘

る調査区の層位を厳密に対応させることができなか

った。そこで畠は調査区年度ごとに分けて報告する

こととした。 A6区の中央部やや北側に東西方向に

残るローム台地より北側の平成 5年度調査区をA6

区北区、ローム台地より南側の平成 7年度調査区を

A6区中央区、その南側の 6号溝より南東部をA6

区南区と呼ぶ。（第300図）

A6区北区では 4面の畠作付け面とそれより下層

の畝間群を検出した。いずれも平安時代前半の洪水

砂で埋まった畠で、洪水常習地域に重層してつくら

れた畠の実態が明らかとなった。 A6区中央区では

部分的ではあるが 5面の畠を確認し、畠作耕地の広

がりを明らかにした。 A6区南区では 2面の畠が検

出された。これでA6区の低地全域に畠が広がって

いたことが確認されたことになる。

平安時代の住居91軒は、畠を埋めた砂・シルト層

の中で確認できた。住居の確認面は、低地が砂やシ

ルトで埋まり、ローム台地とほとんど高低差がないく

らいに平坦になった層位である。住居はA6区の旧

河道部を除くほぼ全域で検出されたが、分布の中心

はA6区南西部、上武道路本線部に近い方にある。発

掘区内で最も古い住居は 9世紀末、最も新しい住居

は11世紀前半である。一部の住居の重複状態から、こ

の間ほぽ継続して居住域となっていたと思われる。

土坑112基は、出土遺物があって時期を確定できる

ものは少ないが、埋没土の特徴や形態の類似からす

べて平安時代として扱った。大型円形の土坑のなか

には土器を多数出土するものがあり、注目される。

住居が分布しない空白部(4H -5グリッド）に

は、砂に埋まった土器群が検出された。これらの土

器は10世紀後半で居住域に伴う祭祀跡と考えられる。

鉄生産関連遺構は、鋼精錬をおこなっていたとみ

られる炉跡が 2基と操業に関連するとみられる土坑

が7基検出された。炉の時期は、伴出土器がないの







第 3節発掘区の概要

で確定できないが、いずれも 10世紀前半の住居を切

って構築されていた。一方、 10世紀中葉過ぎの住居

の竃の支脚に羽口が転用されていたり、 10世紀後半

から11世紀にかけての住居の埋没土に鉄滓や羽口の

破片が多く出土することから、炉の操業は10世紀中

葉以降から11世紀の住居が埋まる頃まで、この発掘

区周辺で行われていたものと考えられる。

A6区で検出された 7条の溝のうち、 6号溝は平

安時代の 4面畠(A6区中央区）に伴って検出された。

この溝はA6区南区にもつながっており、 2面畠の

面で調査 ・記録された。他の 6条の溝は、表土下で

確認した新しい溝で、 A6区1~3号溝は旧河道が

埋まった後に掘られていた。掘削の時期を近世とは

確定できないが、 A4区では浅間Bテフラ (As-B:

1108年）が水平堆積する旧河道を切っているので、そ

れ以降の溝と考えられる。

6. A 7区

A7区は南東隅と中央部にわずかに残るローム台

地とその周辺の低地部と旧河道に立地する。南東部

の旧河道は大きく蛇行し、ローム台地を扶り込んで

いる。調査した遺構は、古墳時代の住居 4軒、土坑

1基、古墳時代の遺物出土地点 1か所、平安時代の

住居 2軒、畠 l面、時期不明の溝 1条である。

古墳時代の住居や土坑は南東隅の調査区で密集し

て検出された。 104号住居は一辺4.8mの大型住居で

遺物も多数出土した。145号土坑は土器が完形に近い

形で出土したが、 20号溝と重複して形状が不明確で

あった。全体図で検討すれば、古墳時代住居の南東

隅の可能性もあろう。北側のローム台地の北縁(5G 

-23グリッド）では古墳時代の土師器高坪や須恵器

大甕が台地裾の黒色土から出土した。

平安時代の住居は南東のローム台地と中央部のロ

ーム台地に 1軒ずつ検出された。いずれも10世紀の

住居である。最北西の調査区（低地部）では平安時代

の砂に埋まった畠が狭い範囲で検出されている。

（第300図）

7. B 2区

B 2区は、尾島町よりのローム台地に立地する。

調査した遺構は、古墳の周堀 l基、古墳時代の住居

1軒、時期不明の土坑10基、溝 3条である。

／
 

。
1 : 400 10m 

第14図 82区の遺構
（畠は付図11参照）
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第2章発掘調査の概要

B2区は南端の調査区で巾が狭かったため、古墳

の周堀や古墳時代の住居は、発掘区域内で全掘でき

なかった。古墳は方墳の可能性もある。住居はA2

区の古墳時代の住居の分布のつながりと考えられる。

土坑10某は、出土遺物がなく時期を確定できるも

のはない。埋没土の特徴や形態の類似からすべて平

安時代として扱った。

溝は確実に共伴している遺物がなく、時期を確定

することができなかったが、表土が落ち込んでいる

ので比較的新しい遺構と考えられる。

8. B 3区

B3区は南東半部のローム台地と北西部に傾斜す

る低地と北西端の旧河道に立地する。調査した遺構

は、古墳の周堀 1基、平安時代の畠 1面、平安時代

の住居 2軒、土坑 2基である。

古墳周堀は北東側の一部が調査できただけであ

る。周堀内や周辺から多量の縄文時代後期の遺物が

出土した。ローム台地縁辺の縄文時代の遺構が近く

にあることを示唆している。また、北西の低地部で

平安時代畠の下層のシルト質土から、古墳時代の土

器が出土した。

平安時代の畠は第15図に示さなかったが、北西の

低地部で検出された。（第300図）西部は旧河道で切

られている。畠は洪水砂に埋まった 1面がみつかっ

た。一部に盛り上げた砂が部分的にあったり 、畝間

の間隔が狭くなっているところもあることから、 A

6区で確認されたような畠作耕地の復旧がこの地点

でも行われた可能性がある。

平安時代の住居は、いずれも畠を埋めた砂 ・シル

卜質土の上面で検出され、時期は10世紀である。こ

のような遺構の検出状況は、A6区と同様である。

土坑はいずれも長方形で、時期は明確には決めら

れないが平安時代の遺構として扱った。

/ 

9. B 4区

トレンチ調査で遺構は確認できなかった。
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第 1節縄文時代の遺構と遺物

第 3章検出された遺構と遺物

第 1節縄文時代の遺構と遺物

三ツ木皿沼遺跡で検出した縄文時代の遺構・遺物

は後期称名寺式から加曽利B式にかけてのもので、

ローム台地と低地部に分布していた。

ローム台地には住居、土坑 9基、土器埋設土坑 2

基の遺構が確認された。 108号住居は、 A6区の中央

よりやや北側に東西方向の帯状に残るローム台地に

検出されたが、平安時代の住居が重複していたので、

遺存状態が悪く炉と柱穴の痕跡を記録したにとどま

った。住居周辺には土坑があり、特に 8号土坑は石

鏃の製作にかかわる土坑と考えられる。

A3区・ A4区のローム台地上にも台地縁辺に集

中して縄文時代の土坑が検出された。特にA4区に

は大型深鉢形土器を埋設する土坑が 2基検出されて

いる。土器はいずれも堀ノ内式である。また、 B2

区•B3 区の台地上には遺構はみつからなかったが、

2 号墳• 3号墳の周辺に縄文時代の遺物が多数出土

する地点があり、縄文時代の遺構があったことを推

定させる。

一方、低地部にも縄文時代の遺物が出土した。 A

6区台地裾部の黒色砂質土中には遺物包含層が形成

されていた。さらに 40-9グリッドや 3V • 3W 

-37グリッドでは、低地部を埋めている砂・シルト

層の下位に、称名寺式や堀ノ内式の粗製深鉢土器等

が遺存していた。これらの土器が出土した下位の灰

色砂層中で出土したコナラの年代は3270土90年B.P.

であった。

1．住居

A6区のローム台地上で後期称名寺式期の住居を

1軒検出した。

108号住居

（第16~22図 PL 6 • 7 ・123~125 遺物観察表P.353)

位置 A6区4D~4F-44~46グリッド

形状 本住居には平安時代の77号住居等の遺構が重

複しており、遺存状態が悪かった。そのため壁や床

面が検出できなかったので、本住居の形状は不明で

ある。調査では平安時代の遺構周囲の黒色土中から

縄文時代の遺物が 4E -45 • 46グリッドを中心に多

量に出土した。この時点で下層の遺構の有無や形態

は不明であったので、遺物はグリッドごとに位置を

記録して取り上げた。遺物取り上げ後、黒色土を除

去してローム層上面を精査したところ、炉 l基と大

小合わせ22本の柱穴群を検出した。

規模南北の柱穴外側の距離 7.23m

炉 柱群の中央やや北側に炉が検出された。炉は長

軸0.85m、短軸0.79m、確認面からの深さ0.43mの

隅丸方形の掘り込みをもっていた。炉穴の中央には

土器の破片が、底面に貼り付けられるように置かれ、

さらに上位には、土器破片が立て並べられたように、

出土した。また、西側の周囲には細長い円礫が炉壁を

巡るように並んで出土した。この礫は東縁には残っ

ていなかった。炉壁は石の下位から焼土化していた。

柱穴 柱穴は大小合わせて22本が検出された。確認

面はローム層上面であり、床面からは下がった位置

である。柱の配置は炉の長軸を中心にほぼ対象に並

んでおり、規格性を看取できる。柱穴の規模は下記

のとおりである。

長軸短軸深さ 長軸短軸深さ

p 1 0.46 0.40 0.38 P2 0.38 0.32 0.28 

p 3 0.39 0.34 P4 〇.36 0.33 0.06 

p 5 0.68 0.62 0.33 P6 0.28 0.28 0.15 

P7 0.76 0.40 0.19 P 8 0.80 0.44 0.24 

pg 0.40 0.30 0.24 P 10 0. 26 0. 26 0.12 

Pll 0.36 0.31 0.18 Pl2 0.55 0.50 0.15 
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<̀(| ＜` 

B
 

B' 

B
 吋

B' 

吋

1焼土。

2焼土粒を含む暗褐色土。

3ローム崩落土。

L =39.70m 

土坑l 土坑3

ニコ39冨 ］冒``／950m

土坑4

E' 

疇疇L-3950m 

1褐色土 ローム粒を多く含む。

2褐色土焼土細粒、炭化物粒、ローム

塊(,/,20mm)を含む。

3暗褐色土 少量の焼土粒、炭化物粒を

含む。土器、石類はこの層中にのみ含

まれる。

1褐色土中にローム塊を含む。

2黒褐色土中にロ ーム粒を多く含む。

3ローム塊を主体として、黒褐色土が混入。

4褐色土中にローム粒を多く含む。ローム塊(</,20mm)を含む。

5黒褐色土中にローム粒を含む。固くしまる。

6黒褐色土中に焼土粒、炭化物粒を含む。 YPの崩れた破片を含

む。ローム粒を含む？

7暗褐色土中にローム粒を含む。

゜
I : 40 lm 

第17図 108号住居の炉と土坑
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第18図 108号住居出土遺物(1)
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゜
1 : 4 10cm 

第19図 108号住居出土遺物(2)
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゜第20図 108号住居出土遺物(3)
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第21図 108号住居出土遺物(4)

0 I : 3 10cm 
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I I 

I I 

30 

ミごータ玄

螂？｀謳｀

゜
I : 3 10cm 

第22図 108号住居出土遺物(5)

長軸短軸深さ 長軸短軸深さ 名寺II式が中心で、石鏃や打製石斧も出土している。

P 13 0. 63 0. 54 0.19 P14 0.60 0.44 0.10 炉から出土した土器と包含層の土器は接合する例が

P 15 0. 33 0. 26 0. 20 Pl6 0.38 0.32 0.28 多く、包含層の土器は住居の遺物と考えられる。

P17 0.40 0.33 0.14 Pl8 0.57 0.55 0.25 所見本住居は、柱の位置や数からは 2軒の住居で

Pl9 0.21 0.18 0.07 P20 0.20 0.16 0.21 とも考えられるが、炉が 1基しか検出されていない

P 21 0. 40 0. 35 0.12 P 22 0. 30 0. 28 0. 29 ことや柱の配置から見ると、その可能性は低いよう

床面 P3の東側に長軸0.65m、短軸0.58m、深さ に思われる。出土遺物が柱穴群北半分に偏在してい

0.50mの楕円形の土坑が検出された。上層に小礫が ることや出土遺物の時期からは柄鏡形住居の可能

あった。 性がある。最近では、柄鏡形住居の入り口部の外側

遺物と出土状況 出土遺物は炉の中からと、上層の の柱穴から諸施設を復元する報告もある。本住居の

黒色土中に包含されて多量に出土した。包含層出土 P 17~P21はその外側施設の柱穴とも考えられよ

の遺物は柱穴群の北半分に集中していた。土器は称 う。
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2.土器埋設土坑

第 1節縄文時代の遺構と遺物

深鉢形土器の胴部破片が 1片出土した。

土器埋設土坑はA4区に 2基検出された。

1号土器埋設土坑

（第23・24図 PL 7 ・125 遺物観察表P.354) 

位置 A4区 2W-12グリッド

形態 平面形はやや口縁部側に広がる楕円形で、断

面形は箱形で上方に広がる。底面は平坦。

規模長径0.93m 短径0.7m 深さ0.37m

長軸方位 N-117°-E 

埋没土 ローム粒やAs-YP粒を含む褐色土で埋ま

っていた。土器の内部を埋めた土の中には一部に焼

土・炭の粒が混在していた。

遺物出土状態 土坑の楕円形の長軸に正位で堀ノ内

II式の大型深鉢形土器が横位で出土した。土器は底

面に接していた。埋没土中から同じく堀ノ内II式の

＼
 

吋

B
 

2号土器埋設土坑

（第25図 PL 7 ・125 遺物観察表P.354) 

位置 A4区 2W-14グリッド

形態 東端が発掘区外になり、確認できなかったが、

楕円形で、底面には少し凹凸がある。

規模長径0.75m以上短径0.8m 深さ0.08m

長軸方位 N-10°-E 

埋没土 ローム粒やAs-YP粒を含む褐色土で埋ま

っていた。土器内を埋めていた土は不明。

遺物出土状態 土坑の楕円形の長軸に正位で、堀ノ

内II式の大型深鉢形土器が出土した。 1号ほど残存

状況は良好でなく、上半部は破壊されており土器は

残っていなかった。埋没土中から同じく堀ノ内II式

の深鉢形土器の胴部破片が 1片出土した。

叶

B' 

吋 叶

B_ 

B' 
1褐色土 ローム粒、 YP粒含む。サラサラした層。

2褐色土（やや暗い）僅かに焼土、炭粒が見られる。やや粘性あり。

3 a褐色土（やや橙色）ロ ーム粒、 YP粒含む。

3 b褐色土 ローム粒、 YP粒含む。

4褐色土（やや緑色）ロ ームを僅かに含み、 YPも少ない。やや粘

性があり、しっとりしている。

L =40.00m 

0 I : 20 

L ,  1 mー
ー

第23図 1号土器埋設土坑
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凡 t>

第24図 1号土器埋設土坑の埋設土器
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第 1節縄文時代の遺構と遺物

＼‘ □ヽ
2<ヨ

B
 

｀

込

令
硲
：叉

祉

冗］

如

吋 吋

゜
1 : 40 2m 

＼
 

□) 
／二 □
ハ

）

1褐色土 ローム粒小塊含む。 YP粒含。

2くすんだ黄褐色土 ローム塊、暗褐色

塊を含む。

3黄橙色土 ローム粒、 YP粒含む。

一
゜

I : 3 10cm 

(2) 

10cm 

(1) 

第25図 2号土器埋設土坑と埋設土器
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第 3章検出された遺構と遺物

3. 土坑

（第25~30図 PL8~11 ・ 126•127 遺物観察表P.354)

縄文時代の土坑は、 A2区に 1基、 A3区に 9基、

A4区に 3基、 A6区に 3基、合計16基が検出され

た。形態は不定形な長楕円形と円形、楕円形のもの

に大きく分けられる。

A3区にはローム台地縁辺に不定長楕円形の土坑

が多く分布していた。遺物はあまり多く出土しない

が、縄文時代の遺構を埋める大粒のローム粒や軽石

粒が含まれた褐色土で埋まっていた。遺物の時期は

堀ノ内II式から加曽利B式の土器である。

また円形の土坑はA2区・ A3区 ・A6区で検出

された。これらの土坑は定型的で、直径 lm前後の

大きさで土器を多く出土した。出土する土器は称名

寺式から堀ノ内式にかけての時期である。特に124号

土坑は断面がフラスコ状を呈していた。

また、 A6区 8号土坑からは石鏃が 3点出土した

が、その他に石鏃の未製品と石鏃をつくる際に特徴

的に出る微細剥片がまとまって出土した。石材には

黒曜石(178片） ・チャート (223片） ・黒色安山岩 (203

片）の 3種があり、母岩の違いでさらにいくつかに分

類ができた。

115号土坑は楕円形の土坑で、 108号住居の南側に

ある。土器が破片で多数出土したが、図示はしなか

った。

147号土坑

A
 

A

l

 

~ 1黒褐色土層（10YR2/3)ローム粒、白色

パミス粒(5mm程度）を少量含む。しま

り強。

2暗褐色土層（10YR3/3)ローム粒(5mm 

程度）を多く含む。

3暗褐色土層（10YR3/4)ローム粒(5mm 

程度）を少量含む。

4黒褐色土層（10YR2/3)ローム粒(1mm 

程度）を少鼠含む。しまり強。

5暗褐色土層（10YR3/4) ローム粒(10

mm程度）を少量含む。しま り弱。

6黒褐色土層（10YR3/2)ローム粒、白色

パミス粒（10mm程度）を多 く含む。

7暗褐色土層(lOYR3/4) ローム粒、白

色パミス粒 (10mm程度）を多く含む。

しまり強。

A' 

“ 4000m 

148号土坑

A 上
l 

瓢 ，4000m 

0 l 40 lm 

1にぶい黄褐色土層(IOYR5/4)ローム

(</J 5 mm程度）を少鼠含む。しまり弱、

粘性弱。

2褐色土層（10YR4/4)ローム(</J5 mm程

度）を 1層より多く含む。粘性弱。

3にぶい黄褐色土層（10YR5/4)シルト

質。しまり中、粘性弱。

1: 4 10cm 

(I) 

第26図 147号・ 148号土坑と出土遺物

諷n
1 

゜
1 : 3 10cm 

(I) 
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第 1節縄文時代の遺構と遺物

A
 

A
 A

 
A' 

2 3 3 

149号土坑

9溝

L =40.00m 

A
 

A
 

I :150号土坑~,,5~ ·~ 

□ 1：ロニ::;1;cm

2褐色土層（10YR4/4)ローム粒、砂粒

(5 mm程度）を多 く含む。しまり強。

3暗褐色土層（10YR3/4)粘性中。

4暗褐色土層（10YR3/3)口＿ム粒、砂粒

(20mm程度）を多く含む。

5にぶい黄褐色 OOYR5/4)砂粒(1mm程

度）を多く含む。しまり弱。

6褐色土層（10YR4/6)白色パミス粒、ロ

＿ム粒(5mm程度）を多く含む。しまり L ~40 . !0m 

強。

7暗褐色土層OOYR3/4)口＿ム粒、白色

パミス粒（10mm程度）を多く含む。しま

り弱。

8オリープ褐色土層 (2.5Y4/6)白色バミ

ス粒00mm程度）を多く含む。しまり弱。

［ 

A
 

151号土坑

A' 

A' 

9/ 

誓

A' 

1暗褐色土層（10YR3/4)ローム粒(10mm

程度）を少量含む。粘性弱、しまり強、

シルト質。

2暗褐色土層（10YR3/4)ローム粒(10mm

程度）を 1層より多く含む。パミス粒

(10mm程度）を少最含む。シルト質。

3褐色土層（10YR4/4)ロームを塊状に

多く含む。しまり強、粘性弱。

4暗褐色土層 00YR3/4)ローム粒(1mm 

程度）、白色パミス粒(10mm程度）を少量

含む。

A' 

156号土坑

` A 
L =40.00m 

1暗褐色土層 (10R3/4)ローム粒(5mm程

度）を少量含む。しまり強。

2暗褐色土層（10YR3/4)ローム粒(5mm 

程度）、白色パミス粒(10mm程度）を少量

含む。焼土粒(1mm程度）をごく少最含。

3暗褐色土層（10YR3/3)ローム粒、焼土

粒(1mm程度）をごく少量含む。しまり

強。

4黒褐色土層(10YR3/2)ローム粒、焼土

粒(5mm程度）を少且含む。

5暗褐色土層（10YR3/3)ローム粒、焼土

粒(5mm程度）を少黛含む。しまり弱。

6褐色土層（10TR4/4)ローム粒(5mm程

度）を少量含む。しまり強。

7暗褐色土層（10YR3/4)ローム粒、焼土

粒(5mm程度）をごく少旦含む。

8褐色土層（10YR4/4)ローム粒(10mm程

度）をごく少星含む。しまり弱。

9褐色土層(lOR4/4)ローム粒 (5mm程

度）を少量含む。しまり弱。

A' 

ー
A
 

A' 

l褐色土層（10YR4/4)ロームを

塊状に多く含む。

2黒褐色土層（10YR3/2)ローム

粒(10mm程度）を多く含む。灰

白色の氾濫土層粒(10mm程度）

を多く含む。

3褐色土層(lOYR4/4)ロームを

塊状に多く含む。しまり強。

冒

゜
L =39. 70m 

第27図 149号・ 150号・ 151号・ 156号土坑と出土遺物

l : 40 lm 
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152号土坑

／ 

A
 

上

153号土坑

A' 

土 9_’,

L =40.00m 

1褐色土層（10YR4/4)白色パミス (10mm

程度）を少量含む。しまり強。縄文土器

（晩期？）を多く出土。

2褐色土層 (10YR4/4)白色パミス (5mm 

程度）をごく少量含む。

3褐色土層(lOYR4/6)白色パミス (5mm 

程度）を少量含む。ローム粒(1mm程度）

を非常に多く含む。しまり強。

:
/
z

―
 

し

J

I

2
 

ー
し

ー

し

A
 

A A' 

2¥l̀ L=4000m 

。
I : 40 lm 

1褐色土層 (7.5YR4/4)ローム粒 (5呻

程度）を多く含む。白色パミス粒(10mm

程度）を少量含む。縄文土器（時期不明）

を多く包含する。

2褐色土層(lOYR4/6)口＿ム粒(5皿程

度）を多く含む。白色パミス粒(50皿程

度）を少量含む。しまり強。

3褐色土層 (7.5YR4/4)ローム粒 (5皿

程度）、白色パミス粒(5皿程度）を少量

含む。

4褐色土層 (10YR4/6)ローム粒(5mm程

度）、白色パミス粒（10mm程度）を少量含

む。しまり強。

5黄褐色土層（10YR5/6)白色パミス粒

(10皿程度）を少量含む。しまり弱。

第28図 152号・ 153号土坑と出土遺物

。
I : 3 10cm 

(I~5) 

゜
I : 3 10cm 

(1 •2) 

。
I : 4 10cm 

(3) 
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第 1節 縄文時代の遺構と遺物

摩
A
-ロ

坑土号7
 

5
 

A
 

＼ 

A
一

A' 

1暗オ）言三L: ，；0m

(1~1cm大）、炭化物(1~5mm)を多く含

む。粘性弱、堆積はやや緻密。

A
 

1にぶい黄橙色土(lOYR4/3)しまりの

ない、ごく少量のローム粒を含む。

A' 
2黄褐色土(2.5Y5/3)しまりがない。

- 3黄褐色土 (2.5Y 5/3) 6層の小塊（</:,1

~2cm)を含む。

4オリーブ褐色土(2.5Y4/4)6層の小塊

(</:, 1~2cm)を含む。

5黄褐色土(2.5Y5/6)しまりがない。

6暗灰黄色土(2.5Y4/2)オリープ褐色土

(2.5 Y 4/4)の小塊 (</:,2~5cm)、軽石

(</:, 1~2cm)と、少量の焼土粒を含む。

7黄褐色土 (2.5Y5/4)6層の小塊(</:,1 

~2cm)を含む。

上 5 3 よ̀ 上

` L 3 9  80m 

120号土坑

“ぐ

ーロ
A
_
 

A' 

123号土坑

£ 

｀ □/ 
A' 

A
 

A' 

に］90m

1黄褐色

2 4 号土坑ー 可
乏i
L'..:‘J9 / ¥ 

1 

B
 

．
 

．．
 ．
 

．．． 

．
 

.

.

.
 
... ．
 

2
.
 

．
 

．．． ．．
 

．．．

．
 

7

.

.

 

．
 

．
．
．
．
 
.
.
.
 

B
 

吋

ローム塊混じり。

B' 

叫

B'-,:I 

...... 

．．．． 

... ," 

.. 

-． 

．．
 .

. 

.

.

.
 

．．
 
．
．．．． 

A
 

L 3990mグ／ロニ（勾□三重
2暗褐色土 ローム粒 1層より細かい。

3明褐色土 ローム漸移層に似る。ロー

ム粒混入。

4黒色土 ローム塊混入。粘着質の土。

ヽ

9/,  

1暗褐色土 ローム塊 • YR を含み、土

器片の大半はこの層より出土。炭粒僅

かに含む。

2くすんだ黄褐色土 くすんだロームと

暗褐色土の混土。ローム塊•YR含む。

3くすんだ黄褐色土 ローム粒 •YR含

む。僅かに焼土、炭化粒含む。

4くすんだ黄橙色土 ローム主体。塊混

じり。

5暗褐色土 ローム小塊、灰褐色粘土塊

混じり、粘性強く、ベタつく。

6橙色 ローム、白色粘土の混土。壁崩

落土。

7灰褐色土 暗褐色粘質土、灰白粘土塊

の混土。しまり、粘性強。

L ~39.90m 

゜
1 : 40 lm 

゜
10cm 

第29図 12D号・ 123号・ 124号・ 157号・ 163号土坑と出土遺物
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8号土坑

心

e

A

一塁

ぷ

A' 一人』人
<--

゜
I
 

2
 

A
 

A' 
4坑

1黒褐色(7.5YR2/2)シルト、しまり中。粘性弱。 ¢,lOmm以下の黄

色粒を少量含む。

2暗褐色（10YR3/3)シルト 、しまり中。粘性弱。大粒の黄色粒(50

mm程度）を少量含む。

3暗褐色(7.5YR3/4)シルト、しまり中。粘性弱。 ¢,5mm以下の黄色

粒を含む。

゜
I : 4 10cm 

こ

0
ロ ゜

I: I 2.5m 

(I~4) 

(5) 

10号土坑

A_ 115号土坑 吋
ー
、
―

．
 

v̀ 

-tE¾ 

B' 

A' 

B
 

吋 B ’ ＜ 

` =3970m 

゜
I : 40 lm 

賃：：

L 40  10m冒□□冒冒曇
A
 

A' 

1暗褐色土(10YR3/4)黄色砂質土塊（II層、 5~10mm)を混入。

2暗褐色土(10YR3/3)1層より若干暗い色調を呈す。

◇ 
I: 1 2.5cm ◇ 

゜
第30図 8号・ 10号・ 115号土坑と出土遺物
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4.遺物集中出土地点

ローム台地縁辺 A3 区 • B2 区 •B3 区

（第31・32図 PLll・127・138 遺物観察表P.355)

縄文時代の遺構が偏在しているローム台地縁辺に

は遺構に伴わない形で縄文土器や石器が多数出土し

た。周辺に縄文時代の遺構が分布していたことを示

唆している。上武道路本線の調査でも付因 1のよう

にローム台地縁辺に縄文後期の住居と遺物の分布域

が確認されている。

A3区の 1号方形周溝墓の遺構確認作業や周溝掘

り下げのときに、周辺のローム台地上面や埋没土の

なかに縄文時代後期を中心とした土器が550点も 出

第 1節縄文時代の遺構と遺物

土した。本書ではその一部を図示した。土器は称名

寺式から堀ノ内式、加曽利B式のものであった。土

器に比べて石器は少なく、 二次加工ある剥片が図示

できたくらいである。図示はしなかったが、隣接す

る2号方形周溝墓の調査時にも同様な時期の土器が

40片ほど出土した。

B 2 区 • B 3区でも古墳の周堀の調査時に、埋没

土中から多くの縄文土器が出土した。 B2区の 2号

古墳からは407片、 B3区の 3号古墳からは459点も

の土器や石器が出土した。土器は一部を図示したが、

称名寺式から加曽利B式期のものである。石器は土

器に比べて少なかったが、打製石斧や石錘、敲石が

出土した。

り
リ
仏一霞

。
I : 3 10cm 

9,1 •一l
(I~8) 

，
 

゜
I : I 2.5cm 

(9) 

第31図 A 3区の包含層出土遺物
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- ―  
で 1]

9,  ¥&. ¥¥¥ 

一
言

ー：
- - 9 

・,  •• :̀ /,.o 
1•9- ¥ 

0 1 : 3 10cm 
I I 

こ三三
L, 1 

(1~10) 

I 1_______,.---.._- _ I 

こ
こ 1 2 ' ロー10cm

こ 16 O I : 2 5cm 

(12 • 14~16) 

第32図 B 2 • B 3区の包含層出土遺物
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A4区(2U~2 Y-12~14グリッド）

（第33図 PL128 遺物観察表P.355)

A4区でもローム台地の縁辺で、縄文土器が多量

に出土した。 A4区では土坑や埋設土器を検出して

いる。周辺にも縄文時代の遺構が存在していること

を推定させる。調査の結果、遺構に伴わない土器は

746点にのぽった。時期は称名寺式・堀ノ内式・加曽

利B式がほとんどである。また表採資料であるがA

4区で石鏃が出土した。

A 4区
'I  マ

第 1節縄文時代の遺構と遺物

A6区(3T~3W-37グリッド）

（第33図 PL128 遺物観察表 P.355•356)

A6区中部の畠の調査が終了した段階で、下層の

遺構の有無を確認するためにトレンチ調査を実施し

た。その際に、遺構は確認できなかったが、縄文土

器が多量に出土し、その総数は735点にのぼった。土

器の時期は他の遺物出土地点と同様で、称名寺式・

堀ノ内式・加曽利B式である。石剥片や礫も20点ほ

ど出土しているが、図示した二次加工ある剥片のほ

か図示しうる石器は無い。

A-~LA 
＜ニニニ:> 2 

゜
I : 4 5cm 

゜
I I 2.5cm 

(!) (2) 

A 6区

41,-p 
//, 
／ 

ロ
｀ 

l 6 

斤 こ
゜

1 3 10cm 

゜
1: 1 2.5cm 

(I~5) (6) 

第33図 A4区・ A6区の包含層出土遺物

41 



第 3章検出された遺構と遺物

A6区北部およびB3区低地部

（第34~36図 PL12・129 遺物観察表P.356)

A6区北部では、平安時代の遺構の調査が終了し

た段階で、ローム台地・ローム台地周辺・低地部の

3地点でより古い時期の遺構確認調査を実施した。

ローム台地上には縄文時代の土坑があり、遺構確

認作業時に縄文土器や石器が出土した。土器は土坑

に伴って出土したものと同様の型式のものであった

のでここでは図示していない。また、図示した 3点

の石器が遺構に伴わない形で出土した。なお、 6か

所の lm四方の試掘トレンチで旧石器の試掘調査を

実施したが、旧石器は確認できなかった。

ローム台地周辺の台地裾部では、縄文土器300点以

上が台地上から落ち込んだような形で出土した。台

旧河道

12 口

I 0 口 口 口

l
l
¥、一

口 口 口

口 口
旧河道

亡

2
 

灰褐色砂層を掘り抜いたトレンチ

口図

□l 灰褐色土砂層の縄文土器確認トレンチ 図
□ 縄文包含層調査区

囮 ローム層試掘トレンチ

口“< 4Q 40 4M ゜
1 : 400 10m 

第34図 A 6区北部の縄文時代の調査
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地の北および東の裾部に集中していた。出土した土

器は台地上の土坑と同様の時期のもので、称名寺式

を中心とする。

低地部には各グリッドに 4mおきに lm四方の試

掘トレンチ16か所を設定し掘り下げた。低地部を埋

めている土は基本土層で示したように、上方から、

Hr-FAやAs-Cを含む黒色粘土・軽石を含まない黒

色粘土・灰黄褐色砂質土・堅く締まったにぶい黄燈

色砂・褐灰色シルト・にぶい黄燈色砂・灰色砂•砂

礫の順に堆積している。褐灰色シルト上面まで掘り

下げたところで、 40-10グリッドで堀ノ内 I式の

粗製深鉢形土器（第36図 l)が出土した。周囲を広げ

たところ、図示したように 2か所にまとまって大き

な破片が出土した。なお、この土器の北西で馬歯が

第 1節縄文時代の遺構と遺物

出土しているが、これは上層からの掘り込みに埋め

られていた可能性もあり、縄文土器に伴う確証はな

い。宮崎重雄氏の同定によれば、この馬歯は 3歳程

度の若い個体で、左下顎の前後臼歯の一部であるこ

とが判明している。

他の15か所のグリッドも褐灰色シルト上面まで掘

り下げたが、ほとんど遺物は出土しなかった。また

遺構も検出できなかった。

さらに16か所のトレンチのうち12か所のトレンチ

を砂礫層上面まで0.5mXlmの範囲で掘り下げた。

一部のグリッドで灰褐色シルト中で土器や二次加工

ある剥片や磨り石が、 4I -6グリッドでは砂礫中

から称名寺II式の土器片が出土した。遺構は検出で

きなかった。また、 4K-8グリッドでは砂礫上層

｀

屋
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第 3章検出された遺構と遺物

にコナラと同定された材が出土した。年代測定を行

ったところ3270士90B.P．の値を得ている。

また、 B3区でも畠調査後、下層の遺構の有無を

確認するため掘り下げた。ここでも褐灰色砂層や灰

色砂層が堆積し、上位にはHr-FAやAs-Cを含む黒

fヽ ，ー ／一ヽ （ —--- 、 /- /―¥ 
いで ー 、 し ） （ ＼）  ＼ 、） （ ——·- --—· ） し一 ＼ I /―`  ） （ ＇ 
ヽ／ヽ／‘-一—プー、—_.. --

色粘土も確認できた。一部に河道の位置単位を示す

ような落ち込みが見られたが、畠以前の遺構は確認

できなかった。ここでも炭化材が確認されており、

14c年代を測定したところ、 2630土100B.P.、2200

土80B.P．の値を得ている。
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第 2節古墳時代の遺構と遺物

三ツ木皿沼遺跡の古墳時代の遺構は、ローム台地

の縁辺に検出された。検出された遺構は、住居13軒、

土器溜まり 1か所、土坑 2基、古墳の周堀 3基、方

形周溝墓 2基である。また、低地部には 5地点で古

墳時代の遺物を包含する層を検出した。

住居はA2区で 8軒、 B2区で 1軒、 A7区で 4

軒が調査された。住居の時期は 5世紀末から 6世紀

後半である。 A2 区 •B 2区の住居はローム台地の

やや内部にあたる位置に分布し、 A7区の住居は削

り残されたローム台地に集中して検出された。古墳

3基と方形周溝墓 2基は住居群より台地縁辺に近い

｀ こ冒

第 2節 古墳時代の遺構と遺物

ところに分布している。このような遺構分布の傾向

は上武道路本線部分と同様である。

A2区の土器溜まりは上武道路本線の調査成果と

照合した結果、小角田前遺跡232号住居の鼈周辺であ

る可能性が高い。また141号土坑もその位置からして

同じ232号住居の貯蔵穴である可能性がある。

低地部にはHr-FAやAs-Cが含まれる黒色シルト

質土が堆積している。この層位から 5地点で第37図

のような遺物が出土した。いずれも住居の時期と一

致する。一方、低地部のHr-FAやAs-Cが含まれる

層にはA6区と B3区でイネのプラントオパールが

検出されている。古墳時代にも何らかの形で低地部

での稲作が行われていた可能性も考えられよう。

ロ

二，
ーロ］心;:::=,10 

0 1:4 10cm 

第37図 低地部出土の土師器・須恵器
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第 3章検出された遺構と遺物

1.住居

110号住居 （第38~41図PL13・129• 130遺物観察表P.356・357)

位置 A2区k~M-28,29グリッド

形状 整った横長長方形。四隅はわずかに丸みを持

って屈曲する。鼈煙道部は調査区外となる。

規模長辺 5.68m 短辺 5.00m 面積 24.83m'

方位 N-45'-E 

柱穴 4本。 l-2:2.4m 2-3:2.9m 3-4:2.4m 

4-1: 3.0m 

周溝 鼈部と北西壁中央を除いて全周するが、貯蔵

穴付近で乱れる。確認深 1~7cm。

貯蔵穴竃右にある。深さ30cm。

埋没土 基本的にはローム粒を含む黒色～黒褐色土

で埋没している。北東方向からはローム塊を含む暗

灰黄褐色土が流入している。鼈付近にのみ焼土粒が

混じる。

残存壁高及び壁の状況 40cm。南西辺はわずかに鈍

H
一

叶

H' 

叶

H
 

H' 

叶
O

l

 

い立ち上がりを示すが、他の三辺はほぽ垂直に立ち

上がる。

床面の状況及び床下施設等 ほぽ水平。中央部に黒

色の灰層が広がる。掘り方では西半部中央近くが深

く、 2か所にやや大きな窪みが見られる。

鼈 北東壁の中央やや南寄りに設けられるが、煙道

部は調査区外となる。袖は褐灰色～灰黄褐色の粘質

土を用いて構築され、住居内にハの字状に張り出す。

遺物と出土状況 土器、礫共に北東から南東部分を

中心に散在する。一方、西隅部からの出土遺物はご

く少ない。土器はほとんどが破片であり、復元可能

なものは少ない。土師器の、いわゆる須恵器模倣坪

が主体で、図示したもの以外も甕片少量のほかは坪

の破片で占められる。土器以外では石製模造品片が

12点出土しているが、全体の形状が把握できるもの

は双孔の円盤状品のみである。また、棒状礫や敲打

痕のある偏平な円礫が出土している。

その他 古墳時代後期 (6世紀後半）

llO号住居鼈 G-G' H-H'

1黒褐色土(lOYR3/2)ローム粒(1~5mm)炭化物、焼土を多量に含

む。褐灰色土粒(1~30mm)を少量含む。粘性はやや緻密な土。

2灰黄褐色土(lOYR5/2)炭化物、焼土をごく少量含む。 4層と同

様の土。粘性は強く鉄分の凝集が著しい。

3灰黄褐色土(lOYR5/2)炭化物をこく少量含む。鉄分の凝集が著

しい。粘性は乏しくもろい。

4褐灰色土(lOYR6/l)ローム粒(1~10mm)を少量混入。粘性は極

めて強い（竃袖部材）。

5黒褐色土(lOYR3/2)ローム粒(5~20mm)を多く含み、焼土、炭

化物を少量含む。粘性はやや緻密でなくもろい。

6褐灰色土(lOYR4/l)ローム粒少量含む。黒色灰と焼土を多量に

含む。粘性はきわめて強い。

7褐灰色土(lOYR5/l)ローム粒少ない。焼土が多量に混入、粘性

はごく強い。

8にぶい黄褐色土(lOYR4/3)ローム粒 (5~10mm)焼土を少量含

む。黒色灰が多量に混入。粘性はやや弱い。

9褐灰色(lOYR5/l)ローム粒極少量含む。褐色の粘質土が多く混

入。粘質はやや強い。

10褐灰色土(lOYR5/l)ローム粒(5~10mm)を少量含む。粘性はご

く強し％。

11暗褐色土(lOYR3/4)ローム粒(5~10mm)焼土と炭化物を少し含

む。粘性はやや弱い。

12褐灰色土(lOYR5/l)ローム粒(5~10mm)を極少量含む。粘性は

ごく強し）。

13 ll層と同様の土、鉄分の凝集が著しい。

14灰黄褐色土(lOYR5/2)ローム粒(5~10mm)炭化物を ごく小量含

む。粘性はごく強い。

゜
1 : 40 lm 

第38図 110号住居竃
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llO号住居 A-A' D-D' 

1黒色土(2.5Y2/l)黄色ローム粒(1~2mm)を2層より多く含む。

2黒褐色土(2.5Y3/l)黄色ロ ーム粒(1~2mm)をやや多く含む。

3暗灰黄色土(2.5Y5/2)黄褐色ローム粒、灰白色粘質土粒(1~2

mm)を多量に含む。

4オリープ褐色土(2.5Y4/3)黄色ローム粒(0.5~3mm)をやや多く

含む。

5明黄褐色土(2.5Y6/6)灰白色粘質土塊(5~10mm)、焼土塊(4~5

mm)、黒褐色土塊(2~8mm)をそれぞれ若干含む。

6灰黄褐色土(lOYR5/2)ベースとなるのは灰黄褐色土であるが、

黄褐色ローム粒・ローム塊(20~40mm)をやや多量に含。

7にぶい黄褐色土 (10YR4/3)黄褐色ローム粒(0.5~5mm)を多量

に含む。

8灰黄褐色土(lOYR5/2)黄褐色ローム粒(1~10mm)をやや多く含。

9にぶい黄褐色土(10YR4/3)黄色ローム粒(1~5mm)をやや多く含。

10灰オリープ色土 (7.5Y5/2) 黄色ローム粒 (0.5~3mm)、 赤褐

色焼土粒(1~4mm)を若干含む。明緑灰色粘土の塊(5~10mm)を多

く含む。

ll黒褐色土(2.5Y3/l)黄色ローム粒(0.5~5mm)を多く含む。

12暗灰黄色土(2.5Y4/2)微細なローム粒(1mm以下）を少量含む。

13暗灰黄色土(2.5Y4/2)黄色ローム塊、ローム粒(0.5~10mm)を多

量に含む。

14ローム塊。

15暗灰黄褐色土(2.5Y 5/2)黄褐色ローム粒・黄褐色ロ ーム塊（1

~20mm)を大量に含む。

16灰黄褐色土(lOYR4/2)黄色ローム粒、灰白色粘質土粒(0.5~

2mm)をやや多く含む。

17灰黄褐色土(lOYR4/2)黄褐色ローム塊(0.5~5mm)をやや多く含。

18暗灰黄色土(2.5Y4/2)黄色ローム粒(1~5mm)を少量含む。

19オリープ褐色土(2.5Y4/4)黄色ローム粒(0.5~20mm)を多量に含。

20黒褐色土(2.5Y3/l)黄褐色ローム粒(3~15mm)を少量含む。

110号住居内貯蔵穴 I -I' 

1黒褐色土（lOYR2/3)ローム粒(5~10mm)を極多量に含む。堆積

もろく脆弱である。

゜
I : 80 4m 

第39図 110号住居
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第 3章検出された遺構と遺物

111 号住居 （第42図 • 43 PL13・ 14'130 遺物観察表P.357)

位置 A2区N,0-29,30グリッド

形状 わずかに横長だがほぽ方形。四隅はわずかに

丸みを持って屈曲する。

規模長辺 2.54m 短辺 2.49m 面積 5.25m'

本遺跡の古墳時代住居としては最小規模の住居であ

る。

方位 N-9°-E 柱穴 なし。

周溝 東半部では明瞭に確認できる。西半部では平

面的な形状が確認できない。しかし、土層断面には

これが現れていることから、本来はほぽ全周してい

た可能性が高い。

貯蔵穴 なし。

埋没土 ローム粒を含む黒褐色土～暗褐色土が壁際

に堆積し、ローム粒、焼土粒、炭化物粒を含む黒褐

色土が床面を覆う。覆土中位にも炭化物粒、焼土粒

が含まれる。

残存壁高及び壁の状況 38cm。ほぼ垂直に立ち上が

る。

床面の状況及び床下施設等 均平でほぽ水平。中央

西寄りにゆがんだ円形状の平面形で焼土が広がり、

その南に炭化物の集中部がやはりゆがんだ円形に広

がる。これからやや東に離れた位置にも、細長い楕

円形の平面形で炭化物の広がりがある。北西隅部に

は床下土坑がある。

鼈 北壁やや東寄りを壁外にU字状に掘り込んで燃

焼部が作られている。煙道は確認できない。袖は住

居内に、短く平行に張り出す。袖、天井ともに白色

粘土を用いて構築されている。確認長64cm、焚き口

幅32cm。燃焼部中央から土師器の長胴甕（第43図ー5)

が、口縁をやや焚き口側に傾けるものの、ほぽ正位

の状態で出土した。土層断面の観察では、この土器

の底面は鼈底の灰層以下に位置する。また、焚き口

部には土師器のやや小型の甕（第43図4)が横位で

残されていた。

重複 112号住より新しい。 15号溝より古い。

遺物と出土状況 破片は住居内全体に散在している

が、住居東半部に比較的大型の破片が目立つ、また、

東半部やや南寄りの位置から完形遺物が出土してい

る。鼈部の甕のほか、土師器のいわゆる須恵器模倣

坪、小型甕などがある。図示できない破片資料でも

坪が少なく、甕類が多い。

その他 古墳時代後期 (6世紀後半）

I <I 

溝

吋

叫
112住

B' 

<l 

B“ ”“[  L B 3 9 70m 

、4
111号住居 A-A' 

1炭化物

2暗褐色土 (7.5YR3/3)ローム粒 ・ローム小塊

(1~2cm)・焼土粒を含む。

3黒褐色土(7.5YR3/2)ローム粒を含む。

4黒褐色土 (5YR3/l)炭化物小塊(2~4cm)・焼

土小塊(0.5~1cm)・ローム粒を含む。住居中

央部では下層に炭化物の層が 1cmほど堆積し

ている。

5黒褐色土(5YR3/l)ローム粒・炭化物粒 ・焼土

粒を含む。

6黒褐色土(5YR3/l)ローム粒 ・ローム小塊(2

~4cm)を多紘に含む。鉄分でやや赤っぼい部

分もある。

゜
I : 80 4m 

第42図 111号住居
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可
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111号住居鼈 C-C' D-D'

1黒褐色土(2.5Y3/l)ベースとなるのは炭化物層で、黄褐色ロー

ム粒(0.5~2• 3mm)を少量含む。

2黒色土(lOYR2/l)ローム小塊(1~2cm)・ローム粒含む。

3黒色土(lOYR2/l)ローム粒・焼土粒を含む。

4灰層

5黄灰色土（2.5Y4/l)ローム粒 ・焼土粒 ・炭化物(0.5~2• 3mm)等

を多く含む。

6暗褐色土(10YR3/3)ローム粒 ・白色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒

を多量に含む。

7白色粘土

8灰黄褐色土（10YR5/2)ローム粒・焼土粒(0.5~2• 3mm)をやや多

く含む。

9褐色土(7.5Y4/3)焼土粒 ・ローム粒 ・炭化物粒を含む。

10黒褐色上 (10YR3/l)ローム粒を多輩に含む。(112号住居埋没

土）

゜
l : 40 2m 

ー

。
゜

I: 4 10cm 

第43図 111号住居竃と出土遺物
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第3章 検出された遺構と遺物

112号住居（第44~46國 PL14・15・ 130・ 131遺物即苓表P.357)

位置

形状

A2区M,N-29~31グリッド

北東側の壁が発掘区外となり、鼈が不明瞭で

あるため確定できないが、ほぼ方形あるいはわずか

に横長の長方形の平面形と考えられる。西南隅は111

号住居に切られる。北を162号土坑に切られるが、こ

の部分が隅部に近いものと思われる。

規模

方位

柱穴

周溝 南西隅部で不明瞭になるが、ほぽ全周するも

のと考えられる。幅20~30cm、深さ2~5cm。

貯蔵穴

埋没土

なし。

ローム粒を含む暗褐色土が床面を覆う。東

壁中央やや南寄りに炭、焼土の集中がある。覆土上

位はローム粒、

残存壁蔵及び壁の状況 38cm。ほぽ垂直に立ち上が

る。

長辺確認長

N-29° -E 

6.58m 

（東壁）

床面の状況及ぴ床下施設等

短辺

確認数 3本。 1-2:3.9m 

6.51m 

2-3:4.lm 

ローム塊を含む暗褐色土。

小さな凹凸があるが、

ほぼ水平に作られる。東壁際がわずかに高くなるか

に見え、掘り方も西壁際がやや深い。地山の傾きを

反映したものと思われる。

鼈 明確ではない。北部の調査区界の中央部に組ま

れたかに見える石があり、

重複

遺物と出土状況

その他

この前に当たる部分から

甑が出土している。調査時点ではこの石を竃と想定

したが、壁の推定線からは 2m近くも内側にあたり、

この時期の竃としても異例に大きなものとなってし

まう。石は焼けているが焼土や炭化物の堆積は見ら

れず、鼈として確定することはできない。東壁の南

寄りには部分的に焼土塊や炭化物の集中が見られ

る。しかしここには壁を掘り込む構造はなく 、壁周

溝も連続する。従って、調査範囲内には鼈はなく、

北壁部の調査区外に作られていたものと想定せざる

を得ない。

111号住居、 162号土坑、12号溝より古い。

住居南半に多い。柱穴 2• 3周辺

に土師器甕の大破片が集中し、東壁際では須恵器、

土師器の坪が完形で出土している。北部では鼈周辺

に土師器甑があり、坪、甕の小片が見られるが、 他

はごく散在的で量も少ない。

古墳時代後期 (6世紀中葉）

x
 

＼
 

C

)

 

．` 
゜

゜

o
b
o
o
o
 

3

C

 

e
 Q 

。
° 6 

｀ ゜o勺

゜.o 
o.  

゜
゜

0
吋

金一：0 14 

ヽ

。ぬ゚°で
O, 
C 12 
守
15 ＼ 111住 ＼

------

怜

3

d
 q

d
 

() 13 ．、
ヽ 。気゜゜

゜ 0"  

,:心疇`
g〕

第44図 112号住居の出土遺物分布 ゜
1 : 80 4m 

52 



第 2節 古墳時代の遺構と遺物
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112号住居 A-A' D-D' 

lにぶい黄褐色土(lOYR4/3)ローム粒を含む。しまりない。

2灰黄褐色土OOYR4/2)ローム小塊(10mm)と炭化物を多量に含む。

3暗褐色土(lOYR3/3)ローム粒を含む。

4灰黄褐色土(lOYR4/2)ローム粒を含む。

5黒褐色土(lOYR3/2)ローム粒 ・ローム小塊(5~10mm)を含む。

6焼土塊

7灰黄褐色土（10YR4/2)ローム粒 ・焼土粒を多量に含む。

8黒褐色土(lOYR3/l)ローム粒 ・ローム小塊(5~10mm)を少量含

む。砂質。

9黒褐色土（掘り方埋没土）ローム塊 ・焼土粒を含む。

112号住居柱穴 F-F'G-G' H-H' 

l褐色土

2褐色土

3黒褐色土

゜
I : 80 4m 

第45図 112号住居
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113号住居（第47~50図 PL15・16・ 131・132遺物観察表P.358~)

位置 A2区N~P,31,32グリッド

形状 各隅がやや丸みを持つ方形。北東壁の鼈煙道

部が調査区外となる。

規模長辺 4.80m 短辺 4.72m 面積 19.49m'

方位 N-43° ~E 

柱穴 4本。 1-2:2.5m 2-3: 2.8m 3-4: 2.8m 

4-1: 2.8m 

周溝 深さ 5cmほどで、南隅部及び南西辺の中ほど

にある。

貯蔵穴 鼈の右手にあたる東隅部にある。柱穴 2に

接する。直径60cmほどの円形の平面形を呈し、深さ

は30cm。

埋没土 床面は黒褐色土とローム塊のしまりのない

混土で覆われる。中位はローム粒、焼土粒を

含む黒褐色土、上位は砂質の黒褐色土。
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113号住居鼈 G-G'H-H'

1黄灰色土(2.5Y4/1)黄褐色粒(5~30mm)が多鼠に混入する。粘性

は弱いが緻密な堆積である。

2黒褐色土(2.5Y3/19黄褐色粒・焼土・炭化物(5~30mm)を多量に

含む。緻密な堆積の土。

3黄色土(2.5Y8/8)ローム塊。

第 2節 古墳時代の遺構と遺物

残存壁高及び壁の状況 70cm。やや上位が開くよう

に立ち上がる。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが、

ほぽ水平。掘り方では柱穴部分が大きく掘り取られ

て、住居中央がやや盛り上がるかに見られる。

鼈 北東壁の中央近くやや東南寄りに作られるが、

煙道部は調査区外にかかるため、全容は分からない。

右袖部のみが残っていた。黄褐色粘土を用いて構築

されている。焚き口部は土師器の甕を組み合わせて

作られている。

遺物と出土状況 鼈周辺から住居北東半にかけて遺

物が多い。南隅部からは棒状礫がまとまって出土し

ている。土器は土師器のいわゆる須恵器模倣坪、長

胴甕、小型甕などがある。覆土からは須恵器甕の小

片が出土している。

その他古墳時代後期 (6世紀後半）

叫

o| 

H' 

叶

H
 

H' 

4黄灰色土(2.5 Y 5/1)黄褐色粒(0.5~1• 2mm)を少量含む。

5暗灰黄色土(2.5Y5/2)黄褐色粒・炭化物(0.5~2・3mm)を若干含。

6明オリープ灰色土(5GY7/l)黄褐色土・赤褐色土粒(0.5~1・2mm)

をやや多く含む。

7灰色土(5Y4/1)灰オリーブ色土塊（1~3mm)・黄褐色土塊(1~3

mm)を少量含む。

゜
1 : 80 4m 

。
1 : 40 lm 

第47図 113号住居の遺物出土状態
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113号住居 A-A' D-D' 

1黒褐色土（10YR2/3)とローム塊(30~40mm)の混土。しまりない。

2黒褐色土(10YR2/3)ローム粒を少量含む。

3暗褐色土(10YR3/3)ローム粒・焼土粒を少量含む。

4黒褐色土(10YR2/3)ローム粒 ・焼土粒・ローム小塊(20~50mm)

を含む。

5灰黄褐色土(10YR5/2)ローム粒 ・ローム小塊(20~60mm)を多量

に含む。

6黒褐色土（10YR3/2)ローム大粒(5mm)を多く含む。

7灰黄褐色土(10YR5/2)ローム粒・ローム小塊(10~20mm)を含む。

8黒褐色土（10YR3/l)砂質。ローム粒 ・ローム小塊(10~20mm)を

少量含む。

9暗褐色土(lOYR3/4)

113号住居柱穴 1 I -I' 

1黒褐色土(lOYR3/2)ローム粒(5~10mm)を多量に含む。堆積も

ろい。

2黄灰色土(2.5Y4/1)黄色ローム塊(1~5mm)を若干含む。

113号住居柱穴 2 J -J' 

1褐色土(10YR4/6)ローム土が極めて多量に混入。堆積もろい。

2黒褐色土(10YR3/2)ローム粒(5~10mm)を多量に含む。堆積も

ろい。

3黒褐色土(10YR3/2)ローム粒(5~10mm)を多量に含む。炭化物

を少量含む。もろい。

113号住居柱穴3 K-K' 

1褐色土(lOYR4/6)ローム土が極めて多負に混入。堆積もろい。

2褐色土(10YR4/4)ローム粒(5~20mm)・ローム塊(20~30mm)を

多量に含む。堆積もろい。

3黄褐色土OOYR5/6)ローム塊(20~40mm)が多量に混入。堆積も

ろい。

4黒褐色土(10YR3/2)ローム粒(5~10mm)を多量に含む。堆積も

ろい。

113号住居柱穴 4 L-L' 

l褐色土(lOYR4/6)ローム土が極めて多量に混入。堆積もろい。

2褐色土OOYR4/4)ローム粒(5~20mm)・ローム塊(20~30mm)を

多量に含む。堆積もろい。

3黒褐色土(10YR3/2)ローム粒（5~10mm)を多量に含む。炭化物

少量含む。堆積もろい。

第48図 113号住居
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114号住居（第51~53図 PL15• 16 • 132 謝勿観察表P.359)

位置 A2区P,Q-30~32グリッド

形状 南西辺が調査区外となるため確定できない。

東隅がやや開き、台形に近い形状と思われる。

規模 長辺 4.26m 短辺 3.78m

方位 N-135° -E 

柱穴なし。

周溝 鼈部から貯蔵穴付近にかけて切れるが、他の

確認部分は全周する。幅20cm、深さ2.5~10cm。

貯蔵穴 竃の右横にあたる北隅部にある。幅70cm、

長115cmの隅丸長方形から楕円形の平面形を呈し、深

さ15cmほどの掘り込みの北部に、幅30cm、長さ55cm

ほどの部分をさらに15cmほど一段深く掘り込む。

埋没土 炭化物、焼土粒を含む黒褐色土～黒色土で

可

016 0 9 吋
C’ 
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吋
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第 2節古墳時代の遺構と遺物

埋まる。

残存壁高及び壁の状況 32.5cm。ほぽ垂直に立ち上

がる。

床面の状況及び床下施設等 小さな凹凸はある

が、ほぼ水平。掘り方にも大きな窪みは見られず、

床貼りも薄い。住居中央部に直径24cm、深さ46cmの

ピットがある。鼈前部にも不整形の落ち込みがある。

鼈 北西壁の、調査範囲内では中央近くにあたる部

分の壁を掘り込んで作られている。袖は灰白色粘土

を用いて構築される。

重複 14号溝より新しい。

遺物と出土状況 全体に散在するが、住居南半にや

や多い。

その他 古墳時代後期 (6世紀後半）

m
 。

5
 ，

 

3
 

＝
 

L
 

ビ

鱈
E
-

D
 

疇 旦=3960m 

114号住居貯蔵穴 D-D'

1黒褐色土(10YR3/2)ローム粒 ・ローム小塊(10mm)を含む。

114号住居 ピット E-E' 

1黄灰色土(2.5Y4/l)ローム塊(5~10mm)をやや多く含む。

114号住居 A-A' 

1黒褐色土(2.5Y3/l)ローム小塊（5~10mm)を多く含む。

2黒褐色土(10YR3/l)ローム粒・ローム小塊(10~20mm)・焼土粒・

炭化物粒を含む。

3黒色土(10YR2/l)ローム粒 ・炭化物粒を含む。砂質。

。
I : 80 4m 

第51図 114号住居
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114号住居竃 B-B'C-C'

1灰白色土(7.5Y7/2)ローム粒・炭化物を若千含む。鼈袖粘上材。

2灰と焼土粒と灰色粘上粒の混土。

3灰白色粘土(2.5Y7/l)

4褐灰色土(lOYR4/l)ローム粒・ローム小塊（10~40mm)・焼土粒・

炭化物粒を含む。

5灰黄褐色粘質土(lOYR5/2)焼土粒・ローム粒 ・炭化物粒を多黛

に含む。

6灰黄色粘質土(2.5Y6/2)白色粘土粒・白色粘土小塊(10~30mm)・

焼土粒・炭化物粒を多量に含む。

7黄灰色土(2.5Y5/l)ローム粒 ・ローム小塊(10~20mm)を含む。

8黄灰色土(2.5Y6/l)焼土粒 ・白色粘土粒を含む。
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第52図 114号住居寵と出土遺物(1)
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第 3章 検出された遺構と遺物

115号住居（第54~56図 PL17・132・133遺物観察表P.360)

位置

形状

A2区Q,R-33~35グリッド

やや縦長の長方形。南西壁の南東寄りに半円

形のステップ状の張り出しが付く。

規模

柱穴

方位

周溝

貯蔵穴

長辺

なし。

N-138° -E 

竃部を除き全周する。深さ 3cm~10cm。

鼈の右手にあたる北隅部にある。 56cmX58 

cmの横長の隅丸長方形の平面形を呈し深さ30cm。

埋没土

る。

3.88m 短辺 3.54m 面積 12.51m' 

ローム粒を含む黒褐色から黒色土で埋ま

る。

床面の状況及び床下施設等

央部がわずかに盛り上がる。掘り方では壁際がやや

深めに掘られている。

鼈 北西壁中央に作られる。煙道が壁外に長く掘り

込まれ、袖は灰黄褐色粘質土を用いて構築される。

燃焼部、煙道部ともによく焼けている。確認長2.0m、

焚き口幅37cm。

重複

ほぽ均平だが、住居中

16号 ・17号溝より古い。

遺物と 出土状況 鼈右袖の右側と貯蔵穴との間に集

中する。他は、住居中央部に散在する。

その他 古墳時代後期 (6世紀後葉）

残存壁萬及び壁の状況

｀ ミ

｀ 口
＼こ尼／7／

52cm。ほぽ垂直に立ち上が

ご9

□_[7 

□10 
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第54図 115号住居の出土遺物
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115号住居 A-A' D-D' 

1黒褐色土(10YR2/3)ローム粒(1~10mm)・焼土が少址含まれる。

堆積はもろい。

2黒色土(lOYR2/l)ローム粒(1~5mm)が少蘭混入する。粘性はや

や強い。

3黒褐色土(lOYR3/2)ローム粒(1~20mm)が少祉含まれる。堆積

はもろい。

4黒褐色土(10YR3/2)ローム粒(1~5mm)が少量含まれる。堆積は

もろい。

5黒褐色土(lOYR3/2)ローム粒(1~30mm)が多祉含まれる。粘性

はやや強い。

6黒色土(10YR2/l)ローム粒(1~5mm)が多旦に混入。焼土が少鼠

含まれる。 堆積はやや強い。

7黒褐色土（10YR3/2)ローム粒(5~20mm)が少屈含まれる。堆積は

強堅である。粘性はやや強い。

8褐色土(lOYR4/4)ローム土が極めて多祉に混入。 堆積は硬い。

9黒褐色土(lOYR3/2)ローム土粒(5~30mm)を多旦に含み、黒色

土粒(10~20mm)・焼土が少旦含まれる。堆積はやや強い。

10黒褐色土(lOYR2/3)ローム粒(1~5mm)が少鼠含まれる。堆積は

もろい。 19土坑。

11黒褐色土(10YR2/3)ローム粒(1~5mm)少旦含まれる。堆積はも

ろい。 20土坑。

115号住居貯蔵穴 G-G'

1褐色土(10YR4/6)ローム塊(20~40mm)が多位に混入。焼土が少

益、堆積はもろく脆弱である。

2暗褐色土(lOYR3/3)ローム粒(5~20mm)が多鼠に含まれる。堆

積はもろいが粘性はやや強い。

3黒色土(lOYR2/l)ローム粒(5~20mm)が多く含まれる。炭化物

少旦、堆積はやや緻密である。

゜
I : 80 4m 

第55図 115号住居
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2黒色土(lOYRZ/1)黒色灰 ・焼土を多量に含み、ローム粒(5~20

mm)を少量含む。粘性は強く 脆弱である。

3黒色土(lOYRZ/1)焼土 ・黒色灰を多量に含み、ローム粒(5~10

mm)を少量含む。脆弱な堆積である。

4赤褐色(5YR4/8)焼土。

5黄褐色土(10YR5/6)7層・ 15層と同様の粘土粒が少量混入し、

ローム粒(5~10mm)が多量に混入する。堆積は緻密である。

上面は燃焼により著しく硬化、赤色を呈する。

6黒褐色土(lOYRZ/3)ローム粒(5~20mm)を多量に含み、焼土を

少量含む。堆積はやや緻密である。

7灰黄褐色土(10YR5/2)竃の袖を作る粘性の極めて強い粘土。内

側が赤く 硬化する。

8焼土

9黒色土(lOYRZ/1)黒色灰がごく多量に混入する。焼土粒が少量

混入する。極めて脆弱な層である。

10黒褐色土(10YR3/2)焼土・黒色灰が極めて多量に混入する。ロ

ーム粒(5~10mm)が極少量混入する。 堆積は極めて脆弱である。

11暗褐色土(10YR3/3)焼土粒が多量に混入し、黒色灰ローム粒(5

~10mm)がごく少量含まれる。堆積はややもろい。

12黒褐色土(10YR3/2)焼土が多量に混入する。堆積はやや緻密。

13黒褐色土(10YR3/l)焼土・黒色灰・ローム粒(5~30mm)が少量含

まれる。堆積はやや緻密である。

14黒褐色土(10YR3/2)ローム粒(5~10mm)が多量に含まれ、焼土

粒・炭化物がごく少量含まれる。堆積はやや緻密である。

15灰黄褐色粘土(10YR5/2)竃部材・上面部材が崩落したものと思

われ、上部が硬化し、赤色を呈する。

16黄灰色土(2.5Y4/1)ローム粒・ローム塊(0.5~3・4mm)を若干含。

lm l7暗褐色土（10YR3/3)ローム粒(5~40mm)を多量に含み、焼土・炭

化物 ・灰黄褐色土塊を少量含む。堆積は緻密である。

18暗褐色土(10YR3/4)ローム粒(5~20mm)を少量含み、灰黄褐色

粘土粒を ごく 小量含む。堆積は緻密である。

19暗褐色土(lOYR3/3)焼土 ・灰黄色粘土塊が多量に混入する。堆

積は緻密で硬い。

115号住居竃

E
o
o
・o
r
=
 1
 

0 1 : 40 

115号住居竃 E-E' F-F'

1褐色土(10YR4/6)ローム土が多量に混入する。堆積はやや緻密。

第56図

116号住居（第57•58図 PL18·133・ 134 遺物観察表P.360)

位置 A2区P,Q-33,34グリッド

形状 南西部のみを確認した。他は調査区外となる

ため、全体の形状は把握できない。検出された両隅

部は丸みを持たずにほぽ直角に曲がるため、方形ま

たは長方形の平面形と思われる。

規模長辺 5.75m 短辺 (3.98)m 

柱穴 2本。 1-2:3m 

周溝西隅部のみL字形にめぐる。

貯蔵穴 東南隅部の土坑が貯蔵穴に相当すると思わ

れる。長さ86cm、幅58cmの隅丸長方形の平面形を呈

し、深さは70cm~80cm。底部は平坦にならずにU字

形に近い断面形である。

埋没土 床面は焼土及びローム粒を含む暗褐色土で

覆われる。部分的に二次堆積のロームが認められる。

64 

残存壁高及び壁の状況 53cm。残存が悪いが、基部

では垂直に近く立ち上がる。

床面の状況及ぴ床下施設等 壁際でやや低くなる傾

向があるが、全体としてはほぼ均平に仕上げられる。

掘り方には中央近くに比較的大きな凹凸があるが、

土坑的な施設は見られない。

窪 調査区内には認められない。東壁の発掘区際で

は炭化物や灰を含む灰白色粘土が見られ、竃用材の

痕跡と考えられる。したがって、東壁のやや南寄りに

鼈が設けられ、その右方に貯蔵穴があることになる。

重複 16号溝より古い。谷状地より古い。

遺物と出土状況貯蔵穴の北に完形品や大型破片が

集中する他は、全体的に散在する。調査区際の礫は

谷状地に伴うものと考えて良い。

その他 古墳時代後期 (6世紀前半）



第 2節 古墳時代の遺構と遺物

ぶ

I ► 

＼□心．
~A 

L=S4伽E瓢,39 E‘ 

上i『ら＠_£_;((三霊‘’ ° F F' 

L 39 :̀  

逗：／

C H H ¥,,,-¥ ¥‘‘=. ／＼応'.'>. t1 
£ 

し

゜
I 80 4m 

＼ァ＿ し
6 14 9 12 13 1 r 

|)>̀ 
I 

I I ~\ I I B' 
II 

B - ／ 15 ゜u 

詈

」 C' 

D
 

L =39.SOm 

D' 

L =39.80m 

116号住居 A-A' 

1暗灰黄色土(2.5Y4/2)ローム粒(0.5~3• 4mm)を少量含む。

2浅黄色土(2.5Y7/4)ローム粒・灰白色粒(0.5~2・3mm)を多く含。

3明黄褐色土(2.5Y7/6)ローム塊。

4にぶい黄褐色土(2.5Y6/4)ローム粒(0.5~l• 2mm)・ローム塊(5

~10mm)を多く含む。

5暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)ローム粒(0.5~2• 3mm)・ローム塊

(5~20mm)を若干含む。

6オリープ褐色土(2.5Y4/3)ローム粒(0.5~2• 3mm)をやや多く含。

7 黒褐色土 (2 . 5Y3/2) 黄褐色粒・暗褐色粒(0 .5~2•3mm) を少量含。
8暗灰黄色土(2.5Y5/2)黄色粒(1~2mm)を若干含む。

9黒色土(2.5Y2/l)灰雑物をほとんど含まない。

10暗灰黄色土(2.5Y4/2)黄色粒（1~2mm)をごく少蜃含む。

116号住居 B-B' 

l灰白色粘土(lOYR7/l)焼土小塊（10~20mm)・灰 ・炭化物粒を含

む。（竃崩落の粘土と考えられる）

2明黄褐色土(2.5Y7/6)2次堆積ローム。

3暗褐色土(10YR3/4)焼土粒・ローム粒を含む。

4明黄褐色土(2.5Y7/6)2次堆積ローム。

5にぶい黄橙色土(10YR6/4)ローム粒（5~10mm)を含む。

6にぶい黄褐色土(10YR5/3)ローム小塊(5~10mm)を多最に含む。

7黒褐色土(10YR3/2)ローム塊(10~30mm)を含む。

8凹地。

9黒褐色土(10YR2/3)ローム塊を多童に含む。凹地。

10凹地。

11黒褐色土(10YR2/3)やや砂質。上半部に礫を含む。凹地。

12黒色土(lOYRl.7 /1)砂質、 一部に粕川テフラが残っている。

13ローム塊。

14 12層と15層の混土。

15表土 a暗褐色土(lOYR3/3)耕作土。

表土bにぶい黄褐色（10YR5/3)耕作土。

116号住居柱穴 1 E-E' 
1黄褐色土(10YR5/8)ローム土中に上層 2の土が塊状に少旦混

入する。堆積はやや緻密である。

2褐色土(lOYR4/4)ローム粒(5~10mm)を多く含む。ローム土が

多量に混入する。堆積はもろいがやや粘性は強い。

3暗褐色土(10YR3/4)ローム粒(5~10mm)を多く含む。ローム土

が多量に混入する。堆積はもろい。

116号住居柱穴2 F-F' 

1褐色土(lOYR4/4)ローム粒(5~10mm)を多く含み、ローム土も

多塁に混合し、ローム塊(20~40mm)が少量混入する。堆積はも

ろくやや上層より粘性ある。

2暗褐色土(10YR3/4)ローム粒(5~10mm)を多く含む。ローム土

が多黛に混入する。堆積はもろい。

第57図 116号住居

65 



第 3章検出された遺構と遺物

二□三三三こ□こ□ここ／I/

こニニニ曇量言竺3ヽ ｀ク

8`□□ロニ三 ／

ニロロロ
I I 

18 

’’ 

□
ロ

-

4

 0、
2

□
 

0 1 : 2 2.5cm 
| l 1 

(24) 

O 1:4 10cm 

第58図 116号住居の出土遺物 (I~22 • 25) 
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117号住居（第59 • 60図 PL18 • 19 • 134 遺物観察表 P.361)

位置 A2区R,S-33,34グリッド

形状 わずかに横長の隅丸長方形の平面形を呈す

る。南壁の西半部が一部調査区外となる。

規模長辺 4.02m 短辺 3.58m

方位 N-46° -E 

柱穴なし。

周溝 竃部を除いて、調査範囲内では全周する。深

さ1.5cm~4.5cm。

貯蔵穴 竃の右手にあたる北東隅の、壁からやや離

れた位置にある。 1辺40cmの、比較的整った隅丸方

形の平面形を呈し、深さは32cmある。底面は平坦で、

断面形は上部の開いたコの字状を呈している。

埋没土 覆土上位は焼土をごく少量含む黒褐色土

で、中位にはローム粒、ローム塊が混じる。床面は

ローム粒子を含む黒褐色土で覆われる。
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第 2節 古墳時代の遺構と遺物

残存壁高及び壁の状況 44cm。80゚ ほどの角度で立ち

上がり、上方ではやや開く。

床面の状況及び床下施設等 緩やかに波打つ。南東

方に向かってわずかに傾斜する。

鼈 北東壁のやや東寄りを壁外にU字形に掘り込ん

でいる。袖は灰黄褐色粘土を多く含む褐色～黒褐色

土を用材として作られ、住居内に平行に張り出して

燃焼部を囲んでいる。確認長1.35m。焚き口幅32cm。

燃焼部は良く焼けている。

遺物と出土状況 出土遺物数は少ない。貯蔵穴内か

ら土師器の長胴甕がまとまって出土しているが、貯

蔵穴覆土の中位ないし上位からの出土である。竃の

左手にあたる北東壁の西寄りの壁下からは土師器の

須恵器模倣坪が完形で、床面にほぽ接した状態で出

土している。他は小破片で散在する。

その他 古墳時代後期 (6世紀後半）

゜
I : 40 lm 

117号住居竃 G-G'H-H'

1黒褐色土(10YR3/2)ローム塊(20~40mm)を多量に含む。堆積は

あまり緻密でなく、粘性弱い。

2黒色土(lOYRZ/1)黒色灰・ローム粒(5~20mm)が多贔に含まれ

る。堆積はもろく粘性は弱い。

3黒褐色土(lOYR3/2)灰黄褐色粘土塊粒(5~20mm)・ローム粒(5

~10mm)を少械含む。堆積は緻密であるが、粘性は乏しい。

4暗褐色土 (10YR3/3)灰黄褐色粘土 (lOYR4/2)塊が混入する

土・ローム粒(5~20mm)が多量に混入。堆積は緻密。粘性は強い。

5 黒色土(lOYRZ/ 1) ローム粒 (5~10mm) • 黒色灰が少最含まれる。

脆弱な土層。

6暗褐色土(10YR3/3)ローム粒(5~10mm)・灰黄色粘土粒(10~30

mm)が少量含まれる。堆積は緻密。

7暗褐色土(10YR3/3)ローム粒(5~10mm)・灰黄褐色土粒(5~40

mm)が多量に含まれる。堆積は緻密。

8灰黄褐色粘土(lOYRS/2)部材。

9暗褐色土(lOYR3/3)焼土・ローム粒(5~10mm)を少鼠混入。灰黄

色土粒(5~20mm)が少量含まれる。堆積は緻密。

10黒褐色土（10YR3/2)ローム粒(5~20mm)が少量、灰黄褐色土粒

(10~20mm)が多鼠に含まれる。堆積はやや緻密。

11黒褐色土(lOYR3/2)ローム粒(5~20mm)が多籠、灰黄褐色土粒

(5~10mm)が少量含まれる。堆積はややもろい。

12黒褐色・土（10YR3/2)ローム粒(1~5mm)・灰黄褐色土粒 (5~10

mm)が少量含まれる。堆積はややもろい。

13黄橙色土（10YR7/8)ローム土（汚れたロ ーム土）堆積は緻密。粘

性は弱い。

14黒褐色土(lOYRZ/3)ローム粒(5~20mm)が多量に含まれる。堆

積は緻密。

第59図 117号住居竃
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117号住居 D-D' 

1黒褐色土（10YR3/l)ローム粒(10~20mm)を少量含む。ローム土

が多量に含まれる。しまりはやや強い。

2暗褐色土(10YR3/3)ローム粒(1~30mm)を多量に含む。ローム

土が多量に含まれる。しまりはやや強い。

3黒褐色土(10YR3/l)ローム粒（1~5mm)・ローム塊(5~10cm)を

多量に含む。しまりはやや強い。

4黒褐色土(lOYR3/2)ローム粒(1~5mm)をごく少量含む。しまり

はやや強い。

5黒褐色土OOYR3/2)ローム粒(5~20mm)を少量含む。しまりは

やや強め。

6黒褐色土(10YR3/l)ローム粒(1~3mm)・焼土を少旦含む。しま

りはやや強い。

7黒褐色土(lOYR3/l)ローム土(1~5mm)・焼土をごく少量含む。

しまりはやや弱い（砂質土を含む）。
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117号住居 E-E' 

1黒褐色土(10YR3/l)ローム塊(10~50mm)を少量含む。

2黒褐色土(10YR2/3)やや砂質、上半部に礫を含む。凹地。

3黒色土(lOYRl.7 /1)砂質、一部に粕／1|テフラが残る。凹地。

117号住居貯蔵穴 I -I' 

1黒褐色土(lOYR3/l)ローム粒(5~10mm)をご く少量含む。粘性

はやや強い。

2黒褐色土OOYR2/3)ローム粒(5~10mm)を多量に含む。堆積は

もろい。

3黒褐色土(lOYR2/3)ローム粒(5~10mm)・ローム塊(30mm)を少

量含む。堆積はもろい。
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95号住居（第61・62図 PL19・134 遺物観察表P.361) 

位置 B2区X• Y-25~27グリッド

形状 南北が調査区外となり、上部の削平も激しい

ため、全体の形状は分からない。想定的に復元する

と、方形ないし南北にやや長い横長長方形の平面形

を呈するものと考えられる。

規模東西確認長 4.20m 南北確認長 2.90m

方位 N-65° -W（竃）

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 鼈右手にあたる北西隅近くにある。東西80

cm、南北60cmほどの長方形状の平面形を呈する。深

さは床面から74cmほどある。底面は緩やかに窪み、

上部がやや開いたU字状の断面形態を示すが、深い

ために、壁面はほぽ垂直に近く掘り込まれたように

見える。覆土の下層はローム塊混じりの暗褐色土で、

上層はローム塊混じりの黒色土で埋まる。貯蔵穴の

東に、西壁と平行するように幅15~20cm、深さ7~12

cmほどの溝が掘られている。北は調査区外となるた

め、北壁との関係は把握できないが、南端は貯蔵穴

の南辺の延長部で止まっている。竃右袖と東壁、北

壁を合わせて貯蔵穴を囲むように施設されたもので

第 2節古墳時代の遺構と遺物

ある可能性を考えたい。

埋没土 ローム粒、ローム塊を多量に含む黒褐色土

で埋まる。

確認最大壁高及び壁の状況 18.5cm。残存が悪いた

め部分的な観察にとどまる。わずかに上方に開くが、

やや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立する。

床面の状況及び床下施設等 小さな凹凸が激しい。

東側がわずかに低くなる。

鼈 西壁のほぼ中央にあたると思われる部分にあ

る。削平が著しい部分にあたり、非常に残存が悪い。

壁外に75cmほど、半円形に張り出すように掘り込み、

住居内にもこれとやや食い違うような形でU字形の

掘り込みを作っている。両者を合わせて長径2m、短

径95cmほどのゆがんだ楕円形の掘り方となるが、こ

れを黒褐色土やローム塊を多量に含む暗褐色土で埋

めて竃を構築する。袖はハの字状に住居内に開いて

燃焼部を囲む。

重複なし。

遺物と出土状況 竃と貯蔵穴の間に大型の土器破片

が集中し、小破片が住居全体に散在する。

その他古墳時代後期 (6世紀前半）
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95号住居 A-A' 

1黒褐色土層 ローム粒 ・塊多量に含む。

95号住居貯蔵穴 D-D'

lローム塊混じり暗褐色土。

2黒色土 ローム塊混じり。
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第61図 95号住居
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第 3章検出された遺構と遺物
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95号住居 鼈 B-B' C-C'

1焼土混じりの暗褐色ローム塊混じり。

c
 

吋
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L ~ 39 . 80m 言冒言冒冒疇
0 I : 40 l m 

95号住居鼈掘り方 B-B" C-C" 

1暗褐色土層 黒褐色土ローム塊多量に含む。
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゜
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第62図 95号住居寵と出土遺物

100号住居（第63•64図 PL19·20·134・ 135遺物観察表P.361)

位置 A7区4V,W-10グリッド

形状 平行四辺形に近い方形の平面形を呈する。各

隅はわずかに丸みをもって屈曲するが、北東隅と南

西隅がやや広く、北西隅と南東隅がやや狭い角度を

もつ。

規模長辺 3.3m 短辺 3.3m 面積 10.14m'

方位 N-34° -W 

70 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 ローム粒、火山灰粒を含む褐色土で埋まる。

確認最大壁高及ぴ壁の状況 28cm。わずかに上方に

開くが、丸みを持たずに立ち上がり、直立する。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぼ平らに仕上げられる。掘り方は比較的深く、粗

い凹凸が目立つ。

鼈 北壁のほぽ中央にある。住居内に粘土で構築し



たもので、壁外への掘り込みはない。確認長68cm、

外側最大幅75cm、焚き口内側幅26cm。焚き口部底面

は浅い窪みとなり、燃焼部は一段深く掘られて中央

に土製支脚が埋め込まれる。燃焼部には甕が掛けら

れた状態をとどめて出土し、焚き口部には別の甕が

倒れ込むような形で出土している。
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~ L=40.50m 
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100号住居 A-A' B-B' 

l褐色土層 ローム粒・火山灰（粒）混じり。灰色土なし。

2褐色土層 ローム粒・火山灰（粒）混じり。灰色土混じり。

3掘り方埋没土
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第 2節古墳時代の遺構と遺物

重複なし。

遺物と出土状況 竃内から甕、支脚が出土した他、

住居南半部から大型の土器破片が出土している。特

に南西隅近くでは甕 2個体がほぽ完形で出土し、南

東部には完形の坪があった。

その他古墳時代後期 (6世紀前半）
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100号住居内 ピット E-E' 

1黄褐色土 ローム粒・ローム塊含む。

2黒褐色土層 ローム塊含む。
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100号住居鼈 C-C' D-D'

1暗褐色土層 ローム塊含む。灰層。

2粘土（袖）

3袖の一部 粘土主体。ローム塊含む。

4粘土・焼土塊混土。

5暗褐色土層 ローム粒含む。

~L= 40.30m 

゜
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第63図 100号住居
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第64図 100号住居の出土遺物
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IOI 号住居（第65•66図 PL20·135 遺物観察表P.361) 

位置 A7区4U,4V-9,10グリッド

形状 南隅に竃を持つ北東—南西に長い長方形の平

面形を呈する。

規模 長辺 4.14m 短辺 3.50m 面積 15.03m'

方位 N-158° -W（西壁） N-163° -E （鼈）

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 ローム粒、火山灰粒を含む褐色土で埋まる。

確認最大壁高及び壁の状況11cm。わずかに上方に開

くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立する。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぼ平らに仕上げられる。住居中央部に、南北約lm、

東西45cmほどの楕円形状の範囲に焼土が広がってい

る。掘り方は小さな凹凸が激しく、北壁中央部は深

く掘られる。

鼈 住居の南隅にある。住居内を扇形に一段深く掘

／／／ ぶ／、吋
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2ー一言疇L=4040m 

101号住居 A-A' B-B' 

l褐色土層 火山灰（粒）混じり。ローム塊混じり。

2掘り方埋没土。

第 2節 古墳時代の遺構と遺物

り込んで、これを灰白色粘土やローム塊を混じた暗

褐色土で埋めて、竃を構築している。確認長1.lm、

袖内側幅65cm。検出時の状態は隅部の壁を隅切り状

に屈曲させ、燃焼部から煙道にかけてを壁外に設け

るかに見えるが、竃残存部の全体を含めて一連の住

居掘り方の中にあり、壁外への掘り込みはない。袖

は平行ないし弱くハの字状に開いて燃焼部を囲む。

覆土には構築材に用いられたと考えられる灰白色粘

土が見られる。竃残存部の南端に比較的大きな方形

礫と円礫があるが、構造材かどうか判断できない。

重複なし。

遺物と出土状況 竃及びその周辺に遺物が多い。ま

た、住居の南北隅を結ぶ対角線上に土器破片が集中

し、この線より東側にも散在するが、西側ではほと

んど遺物が出土しない。

その他 古墳時代後期 (6世紀前半）
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101号住居鼈 C-C' D-D'

1焼土ローム塊・（灰白色）粘土混じり。

2ローム小塊、白色鉱物含む（赤城山）。

3暗褐色土 赤城山軽石 ・灰白色粘土ローム塊混じり 。

4ローム、暗褐色塊混じり。

5暗褐色土 ローム塊混じり。

6暗褐色土焼土塊 ・灰白色粘土塊 ・ローム塊混じり 。

7灰白色粘土

8ローム・ローム塊暗褐色土混じり。
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103号住居 （第67図 PL21・135 遺物観察表P.362)

位置 A7区4U -11, 12グリッド

形状 上部の削平が著しく、北東隅部は平面形状を

把握できない。また、西壁から北壁西部にかけてを

104号住居に大きく切られるため、全体の形状は分か

らない。南壁はほぼ全形が把握できる。北部がやや

不鮮明だが東壁には竃が設けられていない。104号住

居に切られた西壁に竃をもつものと考えれば、南北

にやや長い、横長長方形の平面形を呈するものと考

えられる。

規模長辺 3.30m 短辺 2.80m

方位 N-11° -E （東壁）

柱穴・周溝・貯蔵穴・鼈 確認できない。 104号住居

が本住居より深い掘り方をもっため確認できない

が、西壁に竃が作られていた可能性はあろう。
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104住＼ I 
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103号住居 A-A' ..J 

1灰褐色土層 炭化物・焼土粒含む。

2暗褐色土層 ローム塊大含む。
3暗褐色土層 ローム小塊含む。

゜
1. 80 4m 

第 2節古墳時代の遺構と遺物

埋没土 大小のローム塊を含む暗褐色土で埋まる。

確認最大壁高及び壁の状況 12cm。残りの良い南壁

では、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立する。

北壁の一部ではわずかに上方に開きながら立ち上が

る。西壁、東壁は明瞭でない。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぼ平らに仕上げられる。掘り方は床面下 7cmほど

にあたり、小さな凹凸が多い。南壁際では掘り込み

が深く、この部分では炭化物・焼土粒を含む灰褐色

土で床が貼られる。

重複 104号住居より古い。

遺物と出土状況 南西隅部から土師器甕の大型破片

と口縁片が出土しているのみである。

その他古墳時代 (6世紀前半）
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第67図 103号住居と出土遺物
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104号住居（第68~70図 PL21• 135• 136遺物観察表P.362-363)

位置 A7区4U,4V-11~13グリッド

形状 わずかに北東—南西に長いが、ほぼ方形の平面

形を呈する。各隅は丸みをもたずに屈曲する。

規模長辺 4.82m 短辺 4.72m 面積 23.49m'

方位 N-58° -E 

柱穴 4本。床面では確認できず、掘り方調査時に

検出した。 1-2:2.02m 2-3: 2.12m 3-4: 2.02 

m 4-1: 2.20m 

周溝 床面では確認できないが、掘り方では全周す

る。

貯蔵穴 竃右手にあたる東隅部にある土坑が位置的

にはふさわしいものと思われるが、床面下にあたり、

貼り床土と連続する、ローム塊を含む黒褐色土で底

面まで埋まる。覆土の最上層も貼り床土である。 1

辺35~40cmのゆがんだ隅丸台形状の平面形を呈し、

深さ42cm。底面は緩やかに窪み、 U字状の断面形態

を示す。

埋没土 比較的大きなローム塊を含む暗褐色土で埋

まる。

確認最大壁高及び壁の状況 23cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立。

叫

--D]]口 D' 

叫

床面の状況及び床下施設等 ローム塊を多量に含む

黒褐色土で貼り床される。わずかに波打つがほぽ平

らに仕上げられる。掘り方では小さな凹凸が激しく、

壁際には周溝状に溝が掘られる。西壁部では北端と

南端近くを除いて幅広く掘られる。貯蔵穴のある南

西隅部は丸みをもって掘られ、竃部ではやや乱れる。

柱穴2の北西に床下土坑がある。直径50cmほどの円形

の平面形を呈し、深さは20cmほどある。

鼈 北東壁のほぼ中央にある。住居内に粘土を用い

て構築したもので、壁外への掘り込みはない。左袖

の長さ48cm、袖内側幅32cm。燃焼部中央やや手前か

ら伏せた状態の用（第70図ー13)が出土している。

重複 103号住居より新しい。

遺物と出土状況坪をはじめ、小型の甕、鉢など大

型破片や比較的完形に近い土器が多い。住居全体に

散在して、まとまった状況はみられない。竃および

その周辺には比較的遺物が少なく、上記の用のほか、

左袖と壁との接点近くで坪が出土しているのみであ

る。土器以外では北隅部近くから剣形の石製模造品

が出土している。覆土からは石鏃が出土した。

その他 古墳時代後期 (6世紀初頭）

104号住居竃 C-C' D-D'

1粘土塊（袖）

2褐色土 ローム粒混じり。

3焼土 ローム塊・ローム粒 ・焼土混じり 。

掘り方［褐色土 ローム粒・ローム塊混じり。
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第68図 104号住居竃
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104号住居 A-A' B-B' 

1暗褐色土層 ローム小塊・炭化物含む。

2暗褐色土層 ローム塊大含む。

3暗褐色土層 ローム小塊含む。

掘り方］黒褐色土層 ローム塊多量。

掘り方II暗褐色土層 ロームなし。
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第69図 104号住居
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第70図 104号住居の出土遺物
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2. 土器溜まり

（第71~73図 PL22・ 136・ 137 遺物観察表 P.363•364)

A2区のW-36• 37グリッドで、 3mX2mほど

の範囲で土器が集中して出土する土器溜まり地点が

検出された。発掘区の境で遺構の詳細はつかめなか

ったが、完形の土器が多く出土し、周囲の埋没土中

に焼土が混じっていることから、調査時には鼈の部

分と考えられたが、住居の床面や壁等を検出するこ

とはできなかった。

遺物集中区の南側には141号土坑が検出された。平

面形は隅丸長方形で、規模は長軸1.04m、短軸0.82

m、深さ1.08mである。底面近くから土師器坪形土

器が 2個出土した。土坑出土の土器は、遺物集中地

点の土器と同時期であると考えられる。

第 2節古墳時代の遺構と遺物

A2区の発掘区の境は上武道路本線部分の調査区

に接していることから、整理作業時に上武道路本線

の遺構全体図と合成してみたところ、付図 1のよう

に小角田前遺跡の232号住居の北東部にあたること

が判明した。土器溜まりの北側には掘り込みが確認

できたが、これが232号住居の北壁に連続するような

位置にある。さらに141号土坑は、小角田前遺跡232

号住居の北東隅にあたり、長軸方向が北壁に平行す

ることから、竃脇につくられた貯蔵穴の可能性が高

し％

小角田前遺跡232号住居からは遺物が出土してい

ないので、遺物から検証することができないが、遺

構の位置関係から、 A2区土器溜まりは小角田前遺

跡232号住居であると考えておきたい。
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1 : 4 10cm 

l耕作土。茶褐色。中程度の粘質。細粒。

2ローム塊混じりの茶褐色土。土質は 1

層と同じ。

3ローム塊混じりの細粒粘質土。

4黒色土ローム塊混入。

5ローム塊、焼土混じりの茶褐色土。

6白色粘土、黒色土、ローム塊混じりの

茶褐色土。

7ローム塊、焼土混じりの茶褐色土。粘

性少ない。

8焼土混じりの暗茶褐色土。

9 7層に焼土混じり 。

L =39.60m 

。
I : 40 2m 

第71図 A 2区土器溜まりと土坑出土遺物
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第2節 古墳時代の遺構と遺物

18 

＼
 

゜
l: 4 10cm 

第73図 A 2区土器溜まりの出土遺物(2)

3.土坑

145号住居（第74図 PL22・137 

遺物観察表P.364)

A7区の住居群の北西部に、時

期不明の20号溝と重複して検出さ

れた。形態は円形で、直径0.64m、

深さは0.43mである。周囲の掘り

方は方形で、その内側の土坑のす

ぐ脇から図示した土師器坪形土器
A 

と甕形土器が出土した。土層から

は溝とも重複関係は確定できなか

った。出土した土器はA7区の他

の住居と同様の 6世紀前半のもの

である。

土坑周辺の掘り方は角張ってい

て、住居南東隅の可能性もある。

とすれば現道部分で調査できなか

った部分にもう 1軒住居があった

ことも考えられるだろう。

゜
I : 40 Im 

L =40.40m 

1黒褐色土 火山灰、微量に混じる。

2暗褐色土 ローム塊、ローム粒、火山

灰混じり。

3黄褐色土焼土、火山灰混じり 。

ロ

。
1 : 4 10cm 

第74図 145号土坑と出土遺物
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第 3章検出された遺構と遺物

4.墓

1号方形周溝墓

（第75・76図 PL23・24・137 遺物観察表P.364)

位置 A3区2K~2M-2~6グリッド

形状 東半分は発掘区域外のため未調査。全体形状

は不明であるが、調査した西半分の形状からすると

方形と考えられる。

周溝内側は直線的な方形に掘られているが、外側

は中央部が少し膨らむような形状になっている。遺

構確認面は表土直下のローム層上面であったので、

全面には盛り土を確認することができなかったが、

発掘区壁にそった土層断面A-A'を精査したとこ

ろ、 7層がロームを主体とする土層なので、盛り土

の可能性も考えられる。

規模方台部長 9.6m

北西周溝幅 2.56m 同深さ 0.63m 

南西周溝幅 2.8m 

南東周溝幅 3.5m 

長軸方位 N-18°-W 

主体部検出されなかった。

周溝 北西周溝と南東周溝の半分と、南西周溝を調

同深さ 0.82m 

同深さ 1.26m 

査することができた。北西周溝は最も狭く、浅い。

近世以降と思われる11号溝が北東隅を切っている。

南西側の周溝は南にいくにしたがって広くなってい

た。底面は平坦ではなく、各周溝とも中央部が深く

なる傾向が見られた。特に南東周溝の中央部は北側

の2倍の深さがあった。さらに南東周溝の発掘区際

のところには、部分的に深く掘れる長方形の掘り込

みがあった。これが周溝墓に伴う掘り込みなのか、

別の遺構であるかは確定できなかった。

埋没土 周溝を埋めていた土は、白色パミスやロー

ム粒を含む褐色土・黒褐色土である。南東周溝中央

発掘区際の不明落ち込みは、それより上位の埋没土

とは少し異なった砂質のローム塊を含む黄褐色土・

褐色土で埋まっていた。この上下で埋没土の堆積状

況が異なるので、下位の掘り込み部分60cmほどが埋

まった後、周溝が埋まった可能性がある。

82 

遺物と出土状況 南西周溝中央部の底面から土師器

小型広口壺形土器が、南周溝底面上10cmで大型の坦

形土器の上半が出土した。周溝埋没土からは土師器

破片26点が出土した。小型広口壺形土器は口を上に

してやや斜位の位置で出土した。大型用形土器は周

辺で出土した破片が接合した。

また、周溝墓の遺構確認面や周溝埋没土から縄文

土器の破片が550点余り出土している。これは、本周

溝墓周辺に縄文時代の遺構が多く分布していたため

と考えられる。実際縄文時代後期の土坑が、方台部

に3基、周溝周辺に 6基検出されている。周溝掘削

に伴って壊された縄文時代の遺構があったことを示

していよう。

その他古墳時代前期

゜
I: 4 10cm 

第75図 1号方形周溝墓の出土遺物



Im 

A-A' 

1にぶい黄褐色土層 OOYR5/3)白色パミス (10mm程度）を非常に

多く含む。粘性弱。

2褐色土層（10YR4/6)ローム粒(5mm程度）、白色パミス (5mm程

度）を多く含む。

3褐色土層（10YR4/4)ローム粒(5mm程度）、白色パミス粒(5mm 

程度）を多く含む。

4暗褐色土層（10YR3/4)白色パミス粒(5mm程度）を少旦含む。

5暗褐色土層（10YR3/3)白色粒(5mm程度）を少星含む。

6黒褐色土層 OOYR3/2)白色パミス粒(10mm程度）、ロ ーム粒(20

mm程度）を多く含む。

7褐色土層（10YR4/6)白色パミス粒(10mm程度）を少泣含む。粘性

弱。ロームを主体とする土。盛土の可能性あり。

8暗褐色土層（10YR3/3)ローム粒(5mm程度）を多く含む。白色パ

ミス粒(5mm程度）、焼土粒(5mm程度） ？を少虻含む。

9暗褐色土層（10YR3/4)白色パミス粒(20mm程度）、ローム粒(5

mm程度）を多く含む。焼土粒(5mm程度） ？を少批含む。

10黒褐色土層（10YR2/3)白色バミス粒(20mm程度）を少屈含む。ロ

ーム粒(5mm程度）を多く含む。

11褐色土層(10YR4/4)白色パミス粒(20mm程度）を多く含む。ロ

ム粒(5mm程度）を非常に多く含む。

12暗褐色土層(10YR3/3)白色バミス粒(10mm程度）を少蚊含む。ロ

ーム粒(5mm程度）を多く含む。

13暗褐色土層（10YR3/3)ローム粒(5mm程度）を多く含む。

14暗褐色土層(lOYR3/4)白色バミス粒(5mm程度）を少紐含む。ロ

ーム粒(5mm程度）を多く含む。しまり弱。

15にぶい黄褐色土(10YR4/3)ローム粒(5mm程度）を多く含む。

16褐色土層(10YR4/4)ローム粒(5mm程度）を多く含む。白色パミ

ス粒(5mm程度）、褐灰色粘土粒(5mm程度）を少址含む。

17褐色土層(10YR4/4)ローム粒(5mm程度）を非常に多く含む。白

色パミス粒（10mm程度）を少凪含む。しまり弱。

18にぶい黄褐色土層 (10YR5/4)白色パミス粒(10mm程度）を少鼠

含む。ローム粒(5mm程度）を多く含む。褐灰色粘土を塊状に多

く含む。

19にぶい黄褐色土層（10YR4/3)ローム粒(5mm程度）を非常に多

く含む。褐灰色粘土を塊状に多く含む。しまり弱。

20にぶい黄褐色土層（10YR5/4)ローム粒(10mm程度）、白色パミス

粒(10mm程度）、褐灰色粘土塊(20mm程度）を多く含む。

21黄褐色土層(2.5YR5/4)砂質塊、しまり弱。部分的に酸化してい

る。

22黄褐色土層(2.5YR5/ 4) 15層と同じ。

23暗褐色土層(lOYR3/4)ローム粒(10mm程度）を多く含む。褐灰色

粘土粒(20mm程度）を少屈含む。しまり弱。

24黄褐色土層 OOYR5/6)ローム塊、黄褐色(2.5YR5/4)、砂質塊を

多く含む。

25にぶい黄褐色土層（10YR5/4)ローム粒(10mm程度）、白色パミ

ス、褐灰色粘土粒(20mm程度）を多く含む。

第76図 1号方形周溝墓（折り込み）
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B-B' 

1暗褐色土層(lOR3/3)ローム粒(5mm程

度）を多く含む。白色パミス粒(10mm程

度）を少拭含む。砂(10YR6/l)を塊状

に少凪含む。

2暗褐色土層(lOYR3/4)ローム粒、白色

パミス粒(5mm程度）を少屈含む。焼土

粒(1mm程度）をごく少輩含む。

3黒褐色土層(10YR2/3)ローム粒、白色

バミス (5mm程度）を多く含む。

4暗褐色土層（10YR3/4)ローム粒(5mm 

程度）を非常に多く含む。白色パミス粒

(20mm程度）を少籠含む。しまり強。

5暗褐色土層(lOYR3/3)ローム粒(5mm 

程度）を多く含む。

6暗褐色土層 (7.5YR3/3)ローム粒、白

色パミス粒(5mm程度）を少屈含む。

7にぶい黄褐色土層（10YR4/3)ローム

を塊状に、非常に多く含む。

8暗褐色土層（10YR3/3)ローム粒、白色

パミス粒(5mm程度）を少屈含む。

I : 80 4m 

B
、

L =40.50m 
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第 2節 古墳時代の遺構と遺物

2号方形周溝墓 、
（第77図

位置

形状

PL24) 

A3区2K~20-6• 7グリッド

遺構の主要部分は発掘区域外のため、東周溝

外縁部のみの調査にとどまった。全体形状は不明で

あるが、東周溝外側の形状からすると方形と考えら

れる。

周溝内側の形状は不明である。外側は中央部が少

し膨らむような形状になっている。中央部に大きな

攪乱があり、中央部の底面は失われていた。また、南

東隅で近世以降と思われる11号溝と重複していた。

規模 規模は部分的な調査にとどまったので、方台

部長および周溝幅は計測できなかった。外形形状か

ら比較すると 1号方形周溝墓より大型であると推定

される。確認面からの周溝の深さは、完掘できた南

東隅で40cmであった。

周溝 東周溝の一部を調査することができた。南東

隅は近世以降と思われる11号溝に切られている。

埋没土 周溝を埋めていた土は、白色パミスやロー

ム粒を含む褐色土・黒褐色土である。

遺物と出土状況 周溝墓の遺構確認面や周溝埋没土

から縄文土器の破片38点、土師器破片 5点、陶器破

片2点が出土した。

1黒褐色土層(lOYRZ/3)ローム粒(5mm程度）をごく少量含む。し

まり強。

2黒褐色土層（10YR2/2)ローム粒、白色パミス粒(5mm程度）を少

量含む。しまり強。

3暗褐色土層OOYR3/3)ローム粒(20mm)を多く含む。白色パミス

(5 mm程度）を少量含む。

4黒褐色土層（10YR2/2)ローム粒(5mm程度）、白色パミス粒(10

mm程度）を少量含む。

5褐色土層（10YR4/4)ロームを塊状に非常に多く含む。
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第77図 2号方形周溝墓 吋
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第 3章検出された遺構と遺物

1号古墳 （第78固 PL25•137)

位置 A4区2V~2X-ll~13グリッド

形状 南西部は発掘区域外のため未調査。全体形状

は不明であるが、円墳の周堀が遺存したものと考え

られる。

規模直径 23.8m

周堀幅 1.68m 同深さ 0.32m 

主体部検出されなかった。

周堀 周堀の北東部半分を調査することができた。

周堀の断面は隅の丸い箱形で、底面は平坦である。

一部北東部にやや深く、断面が皿状になったところ

があった。

埋没土 周溝を埋めていた土は、ローム粒やローム

塊を含む暗褐色土である。

遺物と出土状況 周堀北東部の埋没土中から縄文土

器の破片15点と磨り石 1点が出土したのみである。

縄文土器の出土が多いのは、縄文後期の土器埋設土

坑等の遺構が重複しているからと考えられる。

《ー王」3

ー、―

賃Z

A
 

疇
＇疇上

A' 

c冑鋼LC 40  00m 

三

A-A' 

1黒褐色土 As-B混土が混じり、根痕の腐食土が多い。

2黒褐色土ローム粒が混入。

3暗黄色土ローム塊と暗褐色土の混土。

三

2+  

B-B' 

1黒褐色土 As-Bが混じる。固く引きしまっている。

2黒褐色土 l層と同様の土壌に肌色の砂状土がまだらに混入。

3黒褐色土 l層と同様の土壌にロ ーム粒が混入する。

C -C' 

1黒褐色土

2黒褐色土

3暗黄色土

゜
I : 80 4m 

第78図 1号古墳
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2号古墳 （第79図 PLll・26)

位置 B2区2F~2I -33 • 34グリッド

形状 北東隅と南西隅は発掘区域外のため未調査。

全体形状は不明であるが、調査した北西部や南東部

の形状からすると方墳の周堀が遺存したものと考え

られる。方形周溝墓とも考えられるが、周堀内側の

墳丘部の角の形状が丸くなっており、方形周溝墓の

直角に曲がる形状とはやや異なっている。

規模 墳 丘 長 14m

南東周堀幅 3.27m 同深さ 0.26m 

長軸方位 N-27°-W 

主体部検出されなかった。

周溝 北西周堀と南東周堀の一部を調査することが

できた。断面皿状の周堀で、底面は平坦である。北

西隅と南東隅にやや深くなる地点がある。北側には

23号溝が重複している。

埋没土 周溝を埋めていた土は、ローム粒やローム

塊を含む暗褐色土・黒褐色土である。

遺物と出土状況周堀の遺構確認面や周堀埋没土か

ら縄文土器の破片が420点余り出土した。周堀内から

出土した土器はいずれも周堀底面より上で出土して

おり、周堀掘削土が盛りあげられた墳丘が崩落した

際に流れ込んだものと考えられる。本古墳周辺には

縄文時代遺構が分布していたことが推定される。な

お、その縄文土器は本章第 1節B2区包含層の出土

遺物として第32図に掲載した。

3号古墳（第80図 PL26・137 遺物観察表P.364)

位置 B3区20~2R-39~41グリッド

形状 北東部の一部を調査したのみで、他はほとん

ど発掘区域外のため未調査。全体形状は不明である

が、調査できた部分の弧状からすると円墳の周堀が

遺存したものと考えられる。

規模直径計測不可

南東周堀幅 2.38~3.03m 同深さ 0.68m

主体部検出されなかった。

周溝 北東周堀の一部、全体の1/4を調査することが

できた。断面皿状の周堀で、底面は平坦である。周

第2節古墳時代の遺構と遺物

堀内側は比較的なだらかで、外側は立ち上がってい

る。

埋没土周溝を埋めていた土は、ローム粒やローム

塊を含む暗褐色土・茶褐色土である。

遺物と出土状況北東部周堀中央で土師器坦形土器

が底面直上で出土した。これは正位で胴部があり、

隣に口縁部が破損して横たわっていた。この坦形土

器は古墳に伴う出土遺物と考えられる。

一方、周堀の遺構確認面や周堀埋没土から、土師

器・須恵器の破片431点、縄文土器の破片460点余り、

石片・礫が41点出土した。周堀内から出土した土器

はいずれも周堀底面より上で出土しており、周堀掘

削土が盛りあげられた墳丘が崩落した際に流れ込ん

だものと考えられる。 B2区の 2号古墳と同様に、

本古墳周辺にも縄文時代遺構が分布していたことが

推定される。なお、その縄文土器は本章第 1節B3

区包含層の出土遺物として第32図に掲載した。

5. その他の遺構

凹地

A2区の平成 5年度調査で、住居群より新しい黒

色土の帯状の凹地(1号： O~T-31~33グリッド）

を確認した。またU-34グリッドで 1号凹地とは方

向の異なる凹地を確認していた。これは平成 9年度

に調査した浅間 B軽石の堆積する帯状の凹地(2

号： U~X-34~40グリッド）につながる位置にあ

った。これらの凹地は遺構としての性格を確定する

ことができなかったが、特に 1号凹地からは遺物が

多量に出土しているので、本項目で報告する。なお、

いずれの凹地も上武道路本線の発掘区には確認され

ていない。

1号凹地（第81・82図 PL27•137 遺物観察表 P.364)

位置 A2区0~T-31~33グリッド

形状 やや南側が膨らむが、北縁はほぼ直線的に掘

られた凹地。

規模調査長 23m
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A-A' B-B' 

1黒褐色土 粘質のない黒色土。

2褐色土層 ローム粒混土。ロ ーム塊少量含む。

3暗褐色土層

4暗褐色土層 ローム粒含む。

5黄褐色土層 ローム粒、塊を含む。

C-C' D-D' 

1耕作土

2黒褐色土 ローム含まず。

3黒褐色土 ローム少量含む。

4黒褐色土 ローム粒含む。

5暗褐色土 ローム混土。
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1茶褐色土耕作土。

2茶褐色土黒色土混じり。

3暗茶褐色土 ローム塊、ローム粒混じり。

4灰暗褐色土 ローム細粒混じり。

5ローム
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第80図 3号古墳と出土遺物
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幅 7.0m 同深さ 0.48m 

東壁方位概ねN-12°-W

埋没土 ll7号住居の埋没土層断面をみると砂質の

黒い土が堆積している凹地が住居の埋没土を切って

いる。凹地を埋めていた土は、上半部に小礫を含む

砂質黒褐色土、ローム塊を多量に含む黒褐色土であ

る。

遺物と出土状況 凹地の遺構確認面や埋没土から縄

文土器の破片16点、土師器坪・塊類破片346点、壺・

甕類破片810点、須恵器破片49点等が出土した。凹地

は113号・ 114号・ 116号・ 117号住居を壊しているの

で、その住居の遺物を混じていると思われるが、明

らかに時期の新しいものが含まれており、凹地の時

期を示唆している。

図示した須恵器長頸壺（第82図 8)は、116号住居の

埋没土内と周辺の凹地から出土した破片が接合し

た。 7世紀後半と考えられる遺物である。また、こ

の須恵器長頸瓶と同一個体と考えられる破片（第82

図 7)が凹地のQ-32グリッドの埋没土から出土し

た。この須恵器片の外面には直径 6mmのコンパス文

が 4個施文されている。これらの須恵器については

第 6章ー 3で詳述した。

＼
 

゜
l : 400 20m 

13 12 10 6 2 3347 

B
 

A-A' 

1茶褐色土層耕作土（現代）。

2暗褐色土層 耕作土（現代）。

3黒褐色土層 B軽石が少量混じる。

4 B軽石

5暗褐色土層 粘質あるが水田耕土ではなく、自然堆積。

6黄褐色土層 ローム塊混入。

7暗褐色土層 ローム粒混じる。

B
 

B-B' 

1表土 a暗褐色土(lOYR3/3)耕作土。

bにぶい黄褐色土(10YR3/3)耕作土。

2 1と3の混土。

3黒色土(lOYRl.7 /1)砂質、一部に粕川テフラが残っている。

4ローム塊。

5黒褐色土(lOYRZ/3)やや砂質。上半部に礫を含む。

6黒褐色土(lOYRZ/3)ローム塊を多量に含む。

7暗褐色土。

8にぶい黄褐色土。

9暗褐色土(lOYR3/2)¢, 1~3血のローム塊を含む。

10にぶい黄褐色土(lOYRS/3)¢,0.5~1cmのローム小塊を多量に含
む。

11明黄褐色土(2.5Y7/6)2次堆積ローム。

12にぶい黄橙色土(10YR6/4)¢,0.5~ 1cmのローム粒を含む。

13明黄褐色土(2.5Y7/6)2次堆積ローム。

14暗褐色土(lOYR3/4)焼土粒、ローム粒を含む。

15灰白色粘土(10YR7/1) ¢, 1~2cmの焼土小塊・炭・炭化物粒を含

む。（カマドの崩落の粘土と考えられる。）

上 ＿ ＿二ニ二三三三ロニニニ□三二言上

一゜ I : 100 5m 

第81図 A 2区凹地
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2 号凹地（第81•82図 PL27・137 遺物観察表P.364)

位置 A2区u~X-34~40グリッド

形状 掘り方の平面形は不安定で北側がやや膨らん

でいる。

規模 調 査 長 17.5m

幅 6.5~11.8m 同深さ 0.72m 

北壁方位概ねN-90°-W

埋没土 凹地を埋めている土の主体は粘質の暗褐色

土とその下位のローム塊を混じる黄褐色土である。

第2節 古墳時代の遺構と遺物

北側では、これらの上位に浅間B軽石がほぽ水平に

堆積していたが、南部では明瞭に浅間B軽石は確認

できなかった。

遺物と出土状況 凹地の遺構確認面や埋没土から縄

文土器の破片 2点、土師器坪．i宛類破片676点、壺．

甕類破片1076点、須恵器破片23点等が出土した。図

示した須恵器題（第82図9)は、 U-35グリッドの底

面直上で出土した。
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第82図 A2区 1号・ 2号凹地の出土遺物
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第 3章 検出された遺構と遺物

第 3節古代の遺構と遺物

三ツ木皿沼遺跡で検出された古代の遺構は、発掘

区のほぼ全域で検出された。検出された遺構は、住

居97軒、平安時代と考えられる土坑130基、祭祀跡 1

か所、鉄生産に関連する炉 2基、鉄生産関連土坑 7

基、畠 3か所、溝 1条である。

これらの遺構の立地は、ローム台地上だけではな

く、低地部にもおよんでいる。古墳時代以前の遺構

がローム台地に分布していたのに対して、奈良時代

以降は、低地部にも遺構の分布が拡大しているので

ある。

ローム台地上ではA2区で土坑 3基、 A3区で住

居 1軒、土坑 1基、 A4区で住居状遺構 1基、土坑

2基、 A7区で住居 2軒、 B2区で土坑10基が調査

された。いずれも台地縁辺の立地であるが、後述す

るような低地部の住居や土坑の分布につながるもの

と考えられる。 A4区の住居状遺構からは銚子（さ

しなべ）と考えられる銅製片口鍋が出土している。

低地部ではA6区で91軒、 B3区で 2軒の住居が

調査された。このうち、 A6区の低地部北部の下層

には 8世紀後半の住居が 3軒検出された。その周囲

には少なくとも 3方向の畠の畝間溝の列が検出され

ている。これらの住居は砂・シルトに埋まり、耕作

面等の旧地表面は検出できなかったので、畠と住居

との新旧関係は確認できなかった。

この時期以降、 A6区と B3区の低地部は全面畠

地に変わる。 A6区の多い地点で 5回もの洪水に埋

まりながら、被災以前の畠を復旧して耕作を続けた

農民の姿をかいま見ることができる。復旧の方法は、

砂に埋まった畠の畝の中央をサク状に掘り、砂の上

に盛りあげて新しい畠の作付け面をつくる方法をと

っている。これは天地返しとサク切りを同時に行う

効率的な方法であるといえよう。

またA6区南部に、唯一平安時代と確定できる溝

が検出された。畠の畝の単位の境に掘られており、

畠と同じ砂で埋まっていた。

畠の上層には 9世紀末以降の住居が検出された。

92 

住居はA6区で88軒、 B3区で 2軒が調査された。

住居の時期は 9世紀末から11世紀前半である。住居

の分布はA6区に集中している。 A6区には中央や

や北側に削り残されたローム台地があるが、台地上

にも連続して平安時代の住居が88軒検出された。こ

れらの住居の分布にはやや偏在が見られる。 A6区

中央のローム台地の北西部と南東部には住居が著し

く重複していた。

また、 A6区には112基の土坑、 B3区には 2基の

土坑が検出された。これらの土坑は平面形から円形

・楕円形・隅丸方形・長方形・不定形 5種に分類で

きる。時期が明確な土坑は少ないが、ここでは平安

時代の遺構として扱った。出土遺物の時期は概ね 9

世紀末から10世紀の頃で、住居と基本的に同じであ

る。

一方、 A6区には住居や土坑が分布しないか分布

が薄くなる地点があった。そのうち、 4H-22グリ

ッドには砂に埋まった10世紀後半の土器祭祀跡が検

出された。土坑等の掘り込みはなかったが、上層に

小型平底鉢形土器 5点、下層に坪形土器 5点が埋ま

っていた。これらの土器の位置や埋設状況から、地

鎮等に関わる祭祀跡と考えられる。

さらにA6区の中央部では、 10世紀と考えられる

鉄生産に関連する炉2基と、その操業に関連する土

坑 7基を検出した。炉はいずれも10世紀前半の住居

より新しいことが調査で判明した。しかし、周辺で

は10世紀前半の住居の埋没土に鉄滓が出土したり、

鼈の支脚に羽口が転用されていたりしていること

から、 10世紀前半には周辺で何らかの操作が行われ

ていたと考えられた。ただし畠から居住域に転換さ

れた 9世紀末までは遡らない。鉄生産関連遺構の遺

存状態は悪かったが、鉄滓等の分析から鉄生産活動

を想定することができた。

三ツ木皿沼遺跡の古代の集落は 9世紀末を境に、

畠作耕地から鉄生産を伴う居住域へ大きく変貌して

いたのである。



1.住居

109号住居（第83~85図 PL28•138 遺物観察表 P.365)

位置 A3区2k,2L-2,3グリッド

形状 ゆがんだ台形状の平面形を呈し、東辺が短く

北辺が東部で南に傾く。南辺の構成する両角はほぽ

直角で、北東コーナーが鈍角となる。

規模長辺 3.0m 短辺 2.8m 面積 7.62m'

方位 N-90° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 上部は耕作により攪乱される。中・下位は

焼土粒やパミスを含む暗褐色土～黒褐色土に埋没し

ている。

確認最大壁高及ぴ壁の状況 32cm。東西辺の壁はほ

ぽ垂直に立ち上がる。南辺は周溝墓の周溝埋没土中

にあたるため、明確にはとらえられない。北辺もは

つきりしないが、やや丸みをもって立ち上がり、や

や上方に開く。

床面の状況及ぴ床下施設等 南北方向はほぼ水平だ

が、中央から西より部分では東から南に向かってわ

第 3節古代の遺構と遺物

ずかに下がる。

鼈 東壁南寄りに、地山を壁外にC字形に掘り込ん

で燃焼部を形成し、煙道を延ばしている。上位を耕

作により失い、天井部はわからない。袖を住居内に

短く張り出す。左袖部には袖石が残っている。燃焼

部内には小礫が多いが、構造材としては認められな

い。埋没土中に白色粘土塊がみられるが、量的には

さほど多くない。確認長1.65m、焚き口幅40cm。

重複 周溝墓の周溝より新しい。

遺物と出土状況 鼈燃焼部内から鼈前面にかけて土

器破片がまとまって出土している。また、住居南半

部から比較的多く出土し、北西四半からはごくわず

かな小破片しか出土していない。土器は還元焔焼成

の高台付境、酸化焔焼成の甕、小型甕、羽釜片、瓦

質の小型甕などが出土している。また、東壁北端近

くと中央東寄りの床面から棒状礫、石皿状の石など

が出土している。埋没土には縄文土器片が含まれて

いる。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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109号住居 A-A' B-B' 

1黒褐色土層（10YR2/3)ローム粒(5mm程度）を多く含む。粘

性強。

冒 2:9』1；ロニこ言：;;軽。石粒(10mm程度）を多く

3黒褐色土 (10YR3/l)地山起源のローム粒(10mm程度）を多

く含む。しまり強い。

4暗褐色土(lOYR3/3)軽石粒(10mm程度）を多 く含む。 しまり

弱い崩落土。

4 a黒褐色土(10YR2/2)焼土粒(5mm程度）を少量含む。 しま

り弱い。

4b黒褐色土(10YR2/3)地山（古墳周溝の埋土）の崩落土層。

5暗褐色土(10YR3/4)軽石粒(10mm程度）焼土粒(5mm程度）を

少量含む。

5 a暗褐色土(lOYR3/3)軽石粒(5mm程度）少量含む。5層よ

りしまり強い。

6黒褐色土（10YR2/3)地山起源の軽石粒（10mm程度）、焼土粒

(5mm程度）を少量含む。シルト質土、しまり強い。

6 a黒褐色土（10YR2/3)6層より軽石粒をより多く含む。

7現代の耕作土。7aは7層より地山起源の軽石粒を多く含む。
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第83図 109号住居
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109号住居鼈 C-C'

1黒褐色土層(lOYR2/3)炭化物（10mm程度）を非常に多 く含む。ロ

ーム塊を (5mm程度）を少量含む。

2暗褐色土層(7.5YR3/3)白色粘土を多く含む。焼土粒、炭化物(5

mm程度）を多く含む。ローム粒（10mm程度）を少量含む。

3赤褐色土層(5YR4/8)焼土粒(1mm程度）を非常に多く含む。

4ローム塊。

5黒褐色土層(7.5YR3/2)炭化物(5mm程度）を多く含む。焼土粒(1

mm程度）を少量含む。

5 a黒褐色土層（7.5YR3/2)白色粘土粒(10mm程度）、焼土粒(10mm

程度）、炭化物(5mm程度）を多く含む。

6暗褐色土層（10YR3/4)ローム塊(5mm程度）を多く含む。炭化物

(5mm程度）を少量含む。

7黒褐色土層 (10YR2/3)ローム塊(10mm程度）を少量含む。しまり

強い。

8暗褐色土層(7.5YR3/4)焼土粒(5mm程度）を非常に多く含む。炭

化物(5mm程度）を少量含む。

8 a暗褐色土層(7.5YR3/3) 8層より焼土粒が少ない。

叶 o| 
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第84図 109号住居竃と出土遺物(1)
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第3章検出された遺構と遺物

107号住居状遺構

（第86~88図 PL28・162・163 遺物観察表P.365・366)

位置 A4区2T,2U-9,10グリッド

形状 不明。表土掘り下げ後、遺構確認作業中に土

師器坪形土器と銅製片口が出土したために、周囲を

確認調査した。その結果、南方に遺物の分布が広が

り、鼈のような焼土の出土があったので、発掘区を

少し拡張して調査した。しかし、住居の掘り込みは

確認できず、遺物の広がりを記録するにとどまった。

したがって、遺構の形状や規模は不明である。

柱穴・周溝・貯蔵穴 確認できなかった。

埋没土 ローム塊 ・焼土粒 ・青灰色粘土粒を含む黒

褐色土で埋まっていた。

確認最大壁高及び壁の状況 壁は確認できなかった。

床面の状況及び床下施設等 明確な床面は確認でき

なかったが、完形に近い遺物がほぼ同一レベルで出

土していることから遺物が出土した面を床面と考え

た。遺物を取り上げた後、床面を精査したところ、

床面より 5cmほど下面で大小の土坑群を検出した。

複数の角礫が出土したことや焼土があったことか

ら、鼈の掘り方とも考えられる。

鼈 床面下の遺構確認作業で大小の床下土坑を確認

したが、前述したように鼈の掘り方の可能性もある。

しかし、その方向や規模は明確にできなかった。

重複なし。

遺物と出土状況比較的多くの遺物がまとまって出

土した。数片の遺物は接合する。遺構の全体像は判

明しなかったが、鼈の周辺を確認したと想定できる。
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107号住居 A-A' 

1耕作土

2黒褐色土 ローム塊 ・焼土粒含む。青

灰色粘土粒含む。

3黒褐色土 ローム粒含み、暗褐色土と

黒褐色土塊の混土。

4暗褐色土 白色軽石粒含む。

107号住居 B-B' D-D' 

1暗褐色土 灰白色粘土小塊・ローム塊

含み、僅かに焼土 ・炭粒含む。

2暗褐色土 灰白色粒 ・ローム粒含む。

3黒褐色土焼土小粒 ・炭粒 ・灰白色粘

土塊含む。粘性しまりあり 。

4黒褐色土焼土小粒 ・炭粒含む。

5暗褐色土 ローム粒含む。

。
I : 40 2m 

第86図 107号住居状遺構
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3の土師器坪と13の銅製片口鍋は並んで出土した。

坪は伏位、片口は正位である。鍋には片口部から見

て直角方向に 3個の小孔が三角形にあいている。柄

を取り付けるための止め金具がつく孔と考えられる。

この鍋は銚子（さしなべ）と考えられる。詳細につい

ては第 6章一 1で詳述した。

4~8の土師器甕や須恵器羽釜は完形ではなく、

第 3節古代の遺構と遺物

大型の破片であった。前述の坪や片口鍋と同層位で

出土している。

また、角礫や円礫が多く出土したが、 10や12のよ

うに炭化物が付着しているものがあった。 11は円盤

状の石器で用途は不明であるが、側面に敲打痕があ

る。

その他平安時代 (10世紀前葉）
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第87図 107号住居状遺構の出土遺物 (1)
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第 3章検出された遺構と遺物
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第 3節古代の遺構と遺物

1号住居 （第89・90図 PL29 遺物観察表P.366)

位置 A6区4I,4]-47,48グリッド

形状 西半部は調査区外となり、北壁の一部と東壁

に囲まれた部分のみの調査にとどまったため、全体

の形状は分からない。北東隅部も攪乱され、隅部の

屈曲状態も不明であるが、方形ないし長方形の平面

形を呈するものと考えられる。

規模北壁確認長 3.2m 東壁確認長 4.0m

方位 N-78°-E （北壁）

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 炭化物粒、ローム粒、小礫を含む黒褐色土

が床面を覆う。床直上には炭化物などが残る。

確認最大壁高及び壁の状況 18cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

る。北壁は32号住居を切る部分に当たり、やや崩れ

た状態で検出された。

床面の状況及び床下施設等 やや波打つような凹凸

があり、全体として南から北へわずかに下る。床上

には北部を中心に炭化物が多いが、床自体が焼けて

いる部分はない。貼り床される。掘り方は、凹凸が

激しく、各所に不整形の落ち込みが見られる。

鼈 東壁の調査区界近くにある。東壁のほぽ南端に

近い位置にあたるものと考えられる。壁外に地山を

半円形に掘り込んで燃焼部の半ばを作っている。煙

道は分からない。袖はない。確認長0.78m。燃焼部

は良く焼けている。

重複 32号住居より新しい。

遺物と出土状況 炭化物に混じて土器片が住居全体

に点在するが量は少ない。酸化焔焼成の甕の小破片

が多く、高台付境もある。完形ないしこれに近いも

のはない。

床面直上の炭化物は住居北部を中心に多量に見ら

れるのだが、南部の鼈周辺には比較的少ない。クヌ

ギ節樹木の丸材、割材などに混じてササ類や草本が

束状に出土する場所も認められる。北壁東部際では

炭化物の間に、きめの細かい焼土が挟まれた状態が

見られる。この焼土中にはカヤなどの炭化物が含ま

れている。なお炭化物の詳細については第 5章及び

第 6章を参照されたい。

その他平安時代 (10世紀後葉）

宣言 口ロ
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第89図 1号住居の出土遺物
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第 3章検出された遺構と遺物

ヽ 吋
匂
l

B
_
 

l 。
• i, ． 

灼 2 0 

必 9 3、
0ノ・ 』。"'R
”0..  2 

0 :'!. . •、 ゜゚ ＼ 。

:・ a, Qうし：ホ

B' 

吋

．
ヽ
ヽ

·
-

9
-
~

】
a
-
•

＇ 

i

v

v

 

王48 王48

'麟疇麟冒：010m ゜
I : 80 4m 

1号住居 A-A' B-B' 

l炭化物。

2にぶい黄橙色土(10YR6/4)炭化物粒なし。焼土粒少麓、ローム

塊60％含む。しまり・粘性なし。ポロボロ。粒やや粗。

3暗褐色土(10YR3/4)炭化物粒・ローム粒少量含む(4層より多

い）。しまり・粘性なし。粒やや密。

4褐色土(lOYR4/4)炭化物粒・ローム粒少鼠含む。しまり・粘性

弱い。粒やや密。

5黒褐色土(10YR3/l)炭化物粒・ローム粒 ・小礫 (5mm)を少量含

む。焼土粒僅かに含む。しまり ・粘性ややあり。粒やや密。

6焼土。

7灰黄褐色土（10YR4/2)10層に類似。炭化物含む。焼土粒が10層

より強い。

8灰黄褐色土(lOYR4/2)10層に類似。炭化物含む。

9 3層に類似。焼土わずかに含む。

10灰黄褐色土（10YR4/2)炭化物粒なし。しまり ・粘性ややあり 。

粒やや密。焼土粒少星含む。ロームなし。

可 ul

:_Q_  : 

u| u| 
D D' 

言 L・40.00m O 

1号住居竃 C-C' D-D'

1暗褐色土(lOYR3/3)しまり ・粘性ややあり。粒やや密(II層を含

む）。炭化物粒20%、焼土粒10％含む。

2焼土（よく焼けている）

3黒褐色土(7.5YR3/2)しまり ・粘性あり。粒やや密（シルト質）、

炭化物10%、焼土10%、灰をわずかに含む。

4灰黄褐色土(10YR4/2)しまりややあり。 粘性なし。粒密（砂質）。

炭化物粒わずかに含む。焼土なし。

5灰褐色土(7.5YR4/2)しまり・粘性あり、粒密（シルト質）、炭化

物なし、焼土塊40％含む。

6灰褐色土(7.5YR4/2)しまり ・粘性ややあり。粒やや粗（II層を

含む）。炭化物粒10%、焼土粒10％含む。

7炭化物。

1 : 40 lm 

第90図 1号住居
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第 3節古代の遺構と遺物

2号住居

（第91~93図 PL29•30· 138・ 139 遺物観察表P.366)

位置 A6区4I, 4 J -48, 49グリッド

形状 南北に長い横長長方形の平面形を呈する。北

東隅部は比較的丸みが少なく屈曲するが、他の三隅

は丸みを持って屈曲する。

規模長辺4.07m 短辺 3.13m 面積 11.14m2

方位 N-99° -E 

柱穴なし。

周溝 床面では認められないが、掘り方では北半部

にのみコの字状にめぐる。

貯蔵穴 北東隅にある土坑が相当するかと思われる。

長径l.lm、短径0.8mほどのゆがんだ楕円形の平面

形を呈し、深さは36cmほどある。しかし、出土土器

は住居出土土器より新しい様相を呈するように見え、

住居に伴う貯蔵穴として断定することができない。

口
口

埋没土 地山である黄色の砂質土を多く含み、 Hr

-FPかと思われる白色軽石粒や、焼土粒を少量含む

暗褐色土の単一層でほぽ埋まっている。北壁際の埋

没土には白色粘土が少量混じる。

確認最大壁高及び壁の状況 32cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

る。

床面の状況及び床下施設等 全体にわずかな凹凸が

ある。東側から西側に向けてわずかに低くなる。掘

り方上に黒褐色土を乗せて貼り床としており、貼り

床土は良くしまっている。掘り方では、北半部にコ

□ 
4
 

＼亡三：

、ー一仁＝ジ＇
6 

ー 8 

0 I : 4 10cm 

第91図 2号住居の出土遺物
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第 3章検出された遺構と遺物

の字状にめぐる周溝状の掘り込みがあり、南西隅に

も不整な L字形に掘り込まれた部分がある。鼈手前

にも円形の掘り込みがあって、この中から土器片が

出土している。西南隅の掘り方のうち、西壁際には

焼土と炭化物の層が見られる。

鼈 東壁南寄りを壁外に半円形に掘り込んで燃焼部

を作り、煙道を延ばす。袖部はあまり良好な状態で

残っておらず、左側では地山をわずかに袖状に削り

残したかに見えるが、右袖はほとんど破壊されてお

り、はっきりしない。燃焼部左壁の一部と右奥部に

は白色粘土が貼られ、埋没土にも構築材に用いられ

たと考えられる粘土が含まれる。煙道部からは、羽

釜の比較的大きな破片が出土している。確認長1.25

m、燃焼部幅40cm。

重複 4号住居・ 1号土坑より新しい。 119号土坑よ

り古い。

遺物と出土状況 鼈内およびその周辺に集中する。

竃内からは羽釜片がまとまって出土した。その他、

住居全体に坪、塊類の土器片や棒状礫、角礫が散在

しているが、特定の分布傾向を読みとることはでき

ない。掘り方では、竃前部の土坑状掘り込み中と南

壁中央部に土器破片がまとまって出土する部分があ

った。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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'麟言疇量

疇 4010m

2号住居貯蔵穴 E-E' 

1軽石塊（20~50mm)を多く含む黒褐色土。

2軽石塊(20~40mm)・軽石粒(2~5mm)を多く含む茶褐色土。

3塊(10~30mm)・軽石粒(2mmほど）を含む暗褐色土。

4塊(10~20mm)・軽石粒(2~5mm)を少量含む暗褐色土。

5軽石(10~20mm)・軽石粒(2~5mm)を含む茶褐色土。やや砂質。

ロv̀
 

2号住居西壁際セクション F-F' G-G' 

1軽石粒（10~20mm)・炭化物粒・少量の焼土粒を含む。

叶

量
叶 u..l

G G' 

疇し40.!0m

2号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(10YR5/l)地山塊(II層）をわずかに含む。しまりあ

り。粘性なし。

2灰黄褐色土(lOYR5/2)地山塊（II層）を全体に含む。軽石(5mm)

を含む。

3暗褐色土(10YR3/4)竃構築材の粘土を少し含む。

4褐灰色土(10YR5/l)地山塊（II層）をわずかに含む。粘性はあま

りないが、よく固まっている。

5暗褐色土(10YR3/4)黄色砂質土塊(5~30mmll層）を多く含む。

白色軽石・焼土粒を少し含む。全体に下層ほどしまる。

。
l : 80 4m 

第92図 2号住居
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2号住居鼈 C-C' D-D'

1黒褐色土 しまりやや強く、粘性弱い。焼土塊を含む。地山(II

層）も少量含む。

2暗褐色土 地山粒(II層）が多くそれ自体が焼けている。しまり

やや強く、粘性弱い。

3黒褐色土炭化物主体、灰を含む。火床への堆積、しまりなく、

フカフカしている。

4暗青灰色土炭化物と粘土（構築材）が主体、混在している。

3号住居（第94図 PL30•31 ・ 139 遺物観察表 P.366)

位置 A6区4G,4H-45,46グリッド

形状 やや南北に長い、ゆがんだ横長長方形の平面

形を呈する。南北両壁はわずかながら膨らみを持っ

ている。上部の削平が著しい。

規模長辺 3.16m 短辺 2.56m 面積 6.73m' 

方位 N-122° -E 

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 竃右手にあたる、南壁東端近くにある。直

径70cm、深さ27cmほどの規模で、ゆがんだ円形の平

面形を呈する。

確認最大壁高及び壁の状況 9 cm。

床面の状況及び床下施設等 わずかな凹凸はあるが、

ほぼ平らに仕上げられている。掘り方では、南東部

5焼土塊。

5'焼土粒を混入する暗褐色土。

5’'地山(II層）と暗褐色土の混土層。鼈袖？

6暗褐色土粘土粒・焼土粒少量混入。 7層よりしまり弱し。

7暗褐色土 粘土塊(5mm)混入・地山塊（15mm)少量混入。粘性強し。

7'地山塊(20~30mm、最大50mm)をベースに堆積。鼈の崩落層。

7" 7層より粘土塊をより多く含む。

8暗褐色土地山粒（II層）・焼土粒が少量混入。

9焼土粒（10mm)・粘土粒(5mm)少量混入。

10 2号住居を切る。浅い落ち込みの埋土と考えられる層。地山塊

(15mm)少量混入。

゜
1 : 40 lm 

第93図 2号住居竃

を中心に広い掘り込みがみられ、全体に細かい凹凸

も多い。東壁際と北西隅、西壁中央に溝状の掘り込

みが残っている。

鼈 東壁のほぽ中央を、壁外に半円形から U字形に

掘り込んで燃焼部を作っている。煙道は残存が悪く、

はっきりと分からない。左右の袖は地山を掘り残し

て、短く、やや燃焼部に向けてすぽまるように作ら

れている。確認長 0.8m、焚き口幅 38cm。

重複 2号土坑、 3号土坑より古い。

遺物と出土状況遺物数は少ない。鼈左手と南西隅

部に土師器の甕などの土器片が少数ながらまとまる

部分がある。

その他平安時代 (10世紀前葉）
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第94図 3号住居と出土遺物

4号住居（第95図 PL31・139 遺物観察表P.366)

位置 A6区4H,4I -49,50グリッド

形状 上面が削られ、全体の形状を把握することは

できなかった。東壁の鼈周辺と、北東隅にあたるか

と思われる貯蔵穴の調査にとどまったが、埋没土の

分布範囲から見て、南北に長い横長長方形の平面形

であろうと思われる。南西部は 2号住居に切られて

いるものとみられる。

規模 南北辺推定長 2.9m 東西辺推定長 1.9m 

方位 N-102° -E （鼈）

柱穴なし。

周溝確認できない。

貯蔵穴 東壁北端にある土坑が貯蔵穴に相当するも

のと思われる。直径44cm、深さ38cmほどの規模で、

円形ないし隅丸方形の平面形を呈する。

埋没土 ローム粒、白色粘土粒を多量に混入する黒

褐色土が住居範囲を示すものと考えられる。この下

位に焼土粒を含む部分がある。

確認最大壁高及び壁の状況 6 cm。鼈周辺を除き、

104 

明確にとらえられない。

床面の状況及び床下施設等 緩やかに波打つ。貼り

床はないものと思われる。

寵 住居埋没土の分布範囲から見ると東壁のほぼ中

央にあたる。壁外に向けてU字形に掘り込んで燃焼

部を作っている。煙道部は削平されて確認できない。

袖も確認できない。

重複 2号住居より古い。

遺物と出土状況竃前部から羽釜、甕、坪などの破

片が比較的まとまって出土している。

その他 平安時代 (10世紀前葉）
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4号住居 A-A' B-B' 

1黒褐色土(10YR3/l)ローム粒を極めて少量含む。粘性しまり弱。

2黒褐色土(10YR3/l)ローム粒を少量含む。粘性しまり弱い。

3黒褐色土(10YR3/2)ローム粒を少鼠含む。粘性しまり弱い。

4黒褐色土(10YR3/2)ローム粒・焼土が少輩含まれる。粘性しま

り弱い。

5褐色土(lOYR4/6)ローム塊。

6黒褐色土(lOYR3/2)ローム粒 ・白色粒を多量に混入する。粘性

しまり弱い。
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第95図 4号住居と出土遺物

5号住居

（第96~98図 PL31 • 32 • 139・140 遺物観察表P.367)

位置 A6区4N,40-4,5グリッド

形状 南北に長い横長長方形の平面形を呈する。南

東隅部を大きく土坑状の攪乱に切られているため、

南辺は正確に把握できない。北東部で14号住居を切

る。北壁の両隅はやや丸みを持って屈曲し、南西隅

は緩やかな丸みを持つ。

規模長辺 3.76m 短辺 2.92m 面積 9.42m'

方位 N-97°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土全体として炭化物を多く 含む褐灰色土で埋

没する。壁際も水平に近い堆積状態を示す。

確認最大壁高及び壁の状況 40cm。わずかに上方に

開くが、丸みをあまり持たずに立ち上がり、ほぽ直

立する。

床面の状況及び床下施設等 ほぼ平らだが、壁際で

やや低くなる。シルト質の灰黄褐色土で床が貼られ
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第 3章検出された遺構と遺物

る。掘り方は細かい凹凸はあまりないが、鼈前が広

＜窪み、南半中央部に土坑状の掘り込みが 2基重な

る。南側の掘り込みは深く、埋没土の中～上位に炭

化物、焼土を含む。

鼈 東壁南寄りを壁外にV字形に掘り込んで燃焼部

を作り煙道を延ばす。煙道は壁外に長く張り出す。

袖は地山を掘り残したもので小さく短い。左袖部に

は袖石が残り、燃焼部中央にも亜角礫がある。埋没

土には構築材に用いられたと考えられる灰白色粘質

土塊が多く見られる。

重複 14号住居より新しい。

遺物と出土状況 鼈内及び住居北半に羽釜、小形の

坪が散在する。焼失住居であり、多量の炭化した植

物質遺物が見られる。土器は出土量が少ない。炭化

物、土器ともに鼈中軸線より北側に集中する。炭化

物にはコナラ節、クヌギ節の材とササ類や草本など

が見られるほか、ケヤキ材や編物に入ったかに見え

るシソ近似種の種子などがある。炭化物の詳細につ

いては第 5章及び第 6章を参照されたい。

その他 平安時代 (11世紀前葉）
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5号住居 A-A' B-B' 

1灰黄褐色土(lOYR5/2)炭化物 ・焼土含まない。土器片含む。粘

性弱く、しまり強い。

2褐灰色土(7.5YR5/l)炭化物 ・焼上を細かい粒で含む。粘性弱

く、しまりやや強い。石 ・剥片を多く含む。

3灰黄褐色土(10YR6/2)炭化物 ・焼土含まない。粘性弱く、しま

りやや強い。シルト質。

4褐灰色土(10YR6/l)炭化物を多量に含む。粘性・しまりやや強

い。焼土わずかに含む。シルト質。

5褐灰色土(lOYR4/l)炭化物を多量に含む。粘性・しまりやや弱。

6褐灰色土(10YR4/l)炭化物を多量に含む。粘性・しまりやや弱。

7褐灰色土(lOYR5/l)炭化物(3~5mm)をやや多く含み、下部には

灰を若干含む。粘性やや強い(8層よりはかなり劣る）。

8褐灰色土(10YR5/l)非常に均質な粘質土、炭化物(1~3mm)をや

や少なく含む。黄橙色粒・黄褐色粒(1~3mm)を少最含む。粘性・

しまり強い。

9褐灰色土(10YR6/l)10層とよく類似するが、炭化物の混入量が

大きくなる。粘性 ・しまり強い。

10褐灰色土(10YR6/l)炭化物(1~2mm)を少星含む。黄褐色粒(1mm

以下）を少量含む。粘性 ・しまり強い。

11褐灰色土(10YR5/l)炭化物(1~10mm)をやや多く(12層よりさ

らに多く）含む。黄褐色粒(1~5mm)・焼土を含む。粘性 ・しまり

やや強い(12~14層より弱い）。

12褐灰色士 (10YR5/l)炭化物(l~3mm)をやや多く、黄褐色粒（l

~2mm)を14層よりさらに少なく含む。粘性 ・しまり 14層よりや

や強い。

13褐灰色土14層よりやや暗い色調を呈する。砂粒 ・黄褐色粒(0.5

~2 • 3mm)、焼土粒(1~3mm)を14層よりやや少なく含む。粘性 ・

しまり強い。

14褐灰色土(lOYR6/l ) 炭化物 (0 . 5~15mm) ・黄褐色粒(1~3mm) • 砂

粒(0.5~1mm前後）をやや多く含む。粘性・しまり強い。

゜
I : 80 4m 

第96図 5号住居

106 



叶 ul 

D
 

゜
c
 

D
 

叫 (.)| 

w

)

 

冒 L=4000m

D' 

゜
I : 40 lm 

5号住居竃 C-C' D-D'

1褐灰色土(10YR4/1)炭化物塊含まない。赤褐色焼土粒を ごく少

量含む。粘性やや強く、しまり弱い。粒やや粗。

2褐灰色土(7.5YR4/1)炭化物塊(1~5mm)やや多く含み、焼土塊

を多く含む。この層より支脚と思われる石が検出されている。

焼土がかなり固くしまっている。土器片含む。粘性弱く、しま

りやや強い。粒やや密。

第 3節古代の遺構と遺物

3炭化物。

4灰。

5褐灰色土(10YR4/l)焼土・灰白色粘質土塊(5mm前後）をやや多

く含む。炭化物・灰をを多量に含む。

6褐灰色土(10YR5/l)灰白色粘質土塊(0.5~5mm)・赤褐色焼土粒

(0.5~2mm)をやや多く含む。炭化物(1~2mm)を少星含む。

7褐灰色土(10YR5/l)黄褐色粒(0.5~1・2mm)、炭化物(1~2mm)を

微量含む。

8明赤褐色土(5YR5/8)赤褐色焼土粒を多量に含む。炭化物がラ

ミナ状に含まれている。粘性やや強く、しまりやや弱い。粒や

や密。

9褐灰色土(10YR4/l)炭化物塊(1~2mm)ごく少鼠、赤褐色焼土粒

を微量含む。灰がラミナ状に一部含まれている。粘性ややあり。

しまり弱く、粒やや密。

10灰白色土(lOYRS/2)灰白色粘質土の大きな塊と炭化物・焼土塊

(1~5mm)の互層。粘性・しまり弱い。

11褐灰色土(10YR4/l)炭化物塊(3~30mm)をやや多く含む。粘性・

しまり強い。

12褐灰色土(10YR4/1)灰白色粒・赤褐色焼土粒・炭化物(1~3mm)

を少量含む。粘性、しまりやや強い。

13にぶい褐色土（7.5YR5/3)炭化物塊（1~2mm)ごく少擾、焼土塊

を多く含む。粘性なし。しまりやや強い。粒密。

14褐灰色土 (10YR5/ l) 赤褐色焼土粒 (O.5~2•3mm) を少量、炭化物

(1~2mm)をごく少量含む。

15褐灰色土(10YR4/1)灰白色土塊(1~3mm)・赤褐色粒（1~2mm)を

少量含む。炭化物・焼土の粒(1~3mm)を若干含む。粘性・しま

り強い。

15'15層に類似、 15層よりはりがない。

16褐灰色土(10YR5/l)炭化物塊(1~2mm)・灰をごく少量、赤褐色

焼土粒を少量含む。粘性なし。しまりやや強い。粒密。

17褐灰色土(10YR5/l)炭化物塊(10~20mm)を少量含む。微細な砂

粒(0.5~1mm)をごく少量含む。粘性・しまり強い。

18褐灰色土(10YR5/1)炭化物塊(1~2mm)極少量、黄褐色粒(0.5

~1mm)、赤褐色粒(1mm前後）を少量含む。粘性・しまりやや強い。
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第98図 5号住居の炭化材出土状況

6号住居（第99図 PL33• 140 遺物観察表P.367) 

位置 A6区40,4P-5,6グリッド

形状 東西に長い縦長長方形の平面形を呈する。北

西隅から南東隅にかけて試掘調査時のトレンチが入

るため、この両隅部は失われているが、他の 2隅は

丸みを持たずに屈曲する。

規模長辺 3.6m 短辺 3.15m 面積 10.02m'

方位 N-102° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 細かい砂礫や焼土、炭化物粒を含む褐灰色

土が床面を覆う。埋没土上位は央雑物の少ない均質

な褐灰色土である。

108 

確認最大壁高及び壁の状況 24cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

る。

床面の状況及び床下施設等 ほぼ平らに仕上げら

れ、凹凸はほとんどない。貼り床はない。

鼈 東壁中央部を壁外に丸みのあるコの字状に掘り

込んで燃焼部を作り、煙道を延ばす。左袖部は地山

を掘り残したかに見えるが、右袖はない。埋没土に

は構築材に用いられたと考えられる白色粘土や灰白

色シルト質土塊が混じる。確認長0.9m、燃焼部幅

0.8m。



重複なし。

遺物と出土状況 出土遺物数は少ない。竃内に甕破

片があり、竃左側では坪、高台付塊各 lがほぽ完形
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第 3節古代の遺構と遺物

で出土している。住居南西部には甕の小破片が散在

する。

その他平安時代 (10世紀前葉）

O 1 : 40 1 m 

゜
I : 80 4m 

6号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(lOYR5/l)炭化物・赤褐色粒(0.5~1mm前後） •砂礫（1

mm以下）を少量含む。粘性4層より強く、しまりは 4層と同程度

である。

2褐灰色土(lOYR6/l)4層によく似るが、央雑物さらに少なく、

粘性・しまりともにさらに強い。

3褐灰色土(lOYR5/l)1層よりやや明るい色調を呈し、ややさら

さらした砂質土、炭化物(1~2mm)を若干含む。粘性は 1• 2 • 

4層に比べれば弱く、しまりも同様に弱い。

4褐灰色土(10YR6/l)非常に均質な土で、砂礫・炭化物(0.5~2.

3111111）をごく少量含む。粘性やや強く、しまり強い。

5褐灰色土(10YR6/l)微細な砂粒(1mm以下）を少量含む。

6号住居竃 C-C' D-D'

1黒褐色土（10YR3/l)炭化物の純層。

2炭化物(0.5~1mm)を多量に含む。

3焼土。

4にぶい黄橙色シルト質土(10YR7/2)焼土粒(5~10mm)と炭化物

粒を含む。

5焼土粒を含む灰層。

6灰白色シルト質土(5YR8/2)焼土粒(4~6mm)・炭化物粒(5mmほ

ど）・白色粘土粒(5mmほど）を多量に含む。

7焼土塊。

8焼土小塊(5~10mm)・白色粘土粒(2~3mm)の混土。

9にぶい黄橙色シルト質土(10YR7/2)焼土粒(2mmほど）を含む。

10灰白色シルト質土(5Y8/2)焼土粒(5~10mm)を少量含む。しまり

がある。

11にぶい黄橙色シルト質土(10YR7/2)焼土粒・白色粘土粒(5~10

mm)を含む。

12灰白色シルト質土(5Y8/2)焼土粒(2~3mm)・白色粘土粒(1~2

mm)を少量含む。

13灰白色シルト質土(5Y8/2)焼土細粒、白色粘土細粒を極少蜃含。

口 二
⑥

／ロニロ］
0 1 : 4 10cm 

第99図 6号住居と出土遺物
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第 3章検出された遺構と遺物

7号住居（第100・101図 PL33-34・140 遺物観察表P.367) 

位置 A6区40,4P-7グリッド

形状 東西に長い縦長長方形の平面形を呈する。南

北両壁の中央部やや西よりは、わずかながら内側に

くびれている。東辺の両隅はやや丸みを持って屈曲

しているが、西辺の両隅はほとんど丸みを持たずに、

ほぼ直角に屈曲する。

規模長辺 3.34m 短辺 2.30m 面積 6.90m'

方位 N-92° -E 

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 住居西南四半の中央部にある土坑が貯蔵穴

に相当するものと思われる。長径42cm、短径30cm、

深さ 15.5cmの規模で、底面は皿状に窪み、平坦では

ない。隅丸長方形の平面形を呈する。

埋没土 床面は炭化物や焼土粒を含む褐灰色土で覆

われる。壁際の埋没土には灰白色土塊が混入してい

る。

確認最大壁嵩及び壁の状況 24cmと比較的深い。ゎ

ずかに上方に開くが、やや丸みを持って立ち上がり、

ほぽ直立する。

床面の状況及び床下施設等 床面の凹凸は少なく、

ほぽ平らに仕上げられている。鼈の周辺部は、やや

砂質がかった浅黄色土で床貼りされる。

鼈 東壁の南寄りを、壁外に半円形に掘り込んで燃

焼部を作り、煙道を延ばす。右袖部でわずかに地山

を掘り残したような突起部がみられるが、左袖は認

められない。埋没土に混入している、褐灰色粘質土

や、黄褐色土塊が構造材に用いられたものと考えて

よいだろう。燃焼部中央近くに円礫があるが、これ

は構造材として用いられたものか否か判断できな

い。底面の焼土面は 2面認められ、作り替えがあっ

たものと考えられる。

重複なし。

遺物と出土状況 出土遺物数は少ない。比較的深い

残存状況でありながら、覆土からの出土土器もごく

少ない。床面近くでは、竃内及びその周辺と、貯蔵

穴内及びその周辺に坪、塊、甕などの破片が散在し

ているにとどまる。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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第100図 7号住居の出土遺物
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7号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(10YR5/l)炭化物(0.5~1• 2mm)、焼土粒(0.5~1mm)、

灰白色土塊(5~10mm)を微鼠含む。粘性・しまりやや強い。

2褐灰色土(10YR5/l)6層よりも若干明るい色調。央雑物も多

い。黄橙色粒(0.5~3mm)を極少量含む。粘性・しまりやや強い。

3褐灰色土(10YR4/l)炭化物・黄橙色粘質土塊(0.5~2• 3mm)、焼

土粒など(1~3mm)を含み、灰白色土塊(0.5~3• 4mm)を少量含む。

粘性・しまりやや強い。

4褐灰色土(10YR4/l)焼土粒・炭化物(0.5~3mm)を若干含む。粘

性・しまりやや強い。

5褐灰色土(lOYR4/l)炭化物・焼土粒(1~3mm)を少量、灰を若干

含む。粘性強いが、しまりやや弱い。

6褐灰色土(lOYR5/l)炭化物・焼土粒(0.5~2• 3mm)、砂粒・黄褐

色粒(1~2mm)を若干含む。粘性・しまりやや強い。

7褐灰色土(10YR6/l)微細な砂粒(0.5mm以下）を少量、焼土・炭化

物(1mm以下）の粒をごく少量含む。灰白色土の塊（1~3• 4mm)を

若干含む。粘性・しまりともに強い。

8褐灰色土(10YR6/l)灰雑物多くボソボソしている。粘性・しま

りやや強い。

9褐灰色土(lOYR6/l)微細な砂粒(0.5~2mm)・焼土粒(1~2mm)を

極少量、炭化物 (0.5~1•2mm) を微量含む。粘性・しまり共に強。

10褐灰色土(lOYR5/l)9 • 11層よりもやや暗い色調を呈し、炭化

物粒・焼土粒(0.5~1mm)をごく少量含む。鉄分の沈着多し、粘性

•しまり ともに強い。

11褐灰色土(lOYR5/l)微細な砂粒(1mm以下）及び炭化物を含む。

粘性・しまりともに強い。

7号住居貯蔵穴 E-E' 

1灰黄褐色土（10YR4/2)焼土粒 ・炭化物(1~3mm)をやや多く含

む。粘性強く、しまりやや弱い。

2褐灰色土(10YR5/l)炭化物(3~5mm)をやや多く含む。粘性・し

まりともに強い。

3褐灰色土(10YR5/l)炭化物(0.5~2• 3mm)を若千、砂粒(0.5~1

mm)を少量含む。粘性やや強く、しまりやや弱い。

4褐灰色土(lOYR4/l)炭化物(1~3mm)、焼土粒を少量含む。灰

を少量含む。粘性は強いが、しまりはやや弱い。

7号住居竃 C-C' D-D'

1灰黄褐色土(lOYR4/2)焼土粒(0.5~3• 4mm)・炭化物(1~2mm)を

かなり多く含み、特に炭化物は一部でラミナ状に堆積している。

砂礫(0.5~1• 2mm)をごく少量含む。（第一次使用面以前の竃使

用の痕跡）

2オリープ黄色土(5Y6/4)焼土粒(5mmほど）を含む。

3浅黄色土(5Y7/4)やや砂質、固くしまっている（貼り床）。炭化

物粒を少量含む。

4黒褐色土（lOYRZ/2)炭化物の層、焼土粒(0.5~2• 3mm) を少最

含む。

5橙色土(2.5YR6/6)焼土塊・炭化物を若干含む。

6灰オリーブ色土(5Y5/2)多量の灰と焼土粒を含む。

7橙色土(5YR7/6)焼土の塊。

8黒褐色土(lOYR3/l)炭化物・灰の層。

9灰黄褐色土(lOYR5/2)焼土・炭化物(0.5~3mm)をやや多く含。

10灰黄褐色土(10YR6/2)焼土・炭化物(1~2mm)を多量に含む。

11褐灰色土(lOYR4/l)ベースとなるのは、褐灰色土であるが、焼

土塊・炭化物(1~5mm)を多量に含む。

12褐灰色土(10YR5/l)焼土(1~3mm)を少量含む。

13褐灰色土(10YR6/l)褐灰色粘質土の塊、黄褐色土の塊を交互に

含む。粘性・しまりやや弱い。

14褐灰色土(10YR5/l)黄褐色粒(0.5~1mm前後）を含む。

15灰黄褐色土(lOYR6/2)砂礫(1~3mm)、黄褐色粒(1~5mm)をやや

多く含む。

16褐灰色土(10YR4/l)焼土粒・炭化物(1~5mm)を多量に含む。

17褐灰色土(10YR5/l)炭化物(1~2mm)、焼土(1~4mm)をごく少量

含む。粘性・しまりやや強い。

18褐灰色土(lOYR5/l)17層とよく類似するが、若干暗い色調を呈

し、焼土(1~3mm)、炭化物(1~4mm)少量含む。粘性・しまり強。

19橙色土(5YR7/6)焼土の塊。

20褐灰色土(lOYR6/l)炭化物(0.5~3mm程度）、焼土粒(0.5~1mm)

を極少量含む。粘性・しまり強い。

21黒褐色土(lOYR3/l)炭化物を多量に含み、焼土粒(1~3mm)を若

干含む。

第101図 7号住居
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第 3章検出された遺構と遺物

8号住居（第102・103図 PL34•140 遺物観察表 P.367)

位置 A6区4P,4Q-8,9グリッド

形状 東西に長い縦長長方形の平面形を呈する。東

南隅はやや丸みを持つ。他の隅はわずかに丸みを持

って屈曲する。

規模長辺 3.8m 短辺 3.0m 面積 10.47m'

方位 N-101°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 炭化物を含む褐灰色土で埋まる。埋没土下

位には部分的に炭化物をやや多く含む部分がある。

確認最大壁高及び壁の状況 22cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立す

る。

床面の状況及び床下施設等 ほぼ平らに仕上げられ

る。最終床面下にさらに一面の床があることを確認

した。作り替えが行われたものと見られる。
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8号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(10YR4/l)砂粒・炭化物(0.5~2• 3mm)をやや多く含

む。粘性・しまり 4層より強い。

2褐灰色土(lOYR4/l)1層よりきめ細かい土。粘性・しまり 1層

と同程度。

3灰黄褐色土（10YR4/2)砂粒 (1mm以下）を多量に、焼上粒(1~2

mm)をやや多く含む。煙道。

鼈 東壁ほぽ中央をU字形に掘り込んで燃焼部を作

り煙道を延ばす。竃前の壁より内側の部分に幅70cm、

長さ54cmほどの平面形が楕円形の窪みがあり、炭化

物に焼土を混じた層が厚く堆積する。壁上端から1.3

m外に直径20cmほどの煙道口がある。残存全長1.9 

m、燃焼部幅55cm。埋没土には構築材に用いられた

と考えられる灰黄褐色粘質土が混じる。この鼈の南

隣にもう一つ竃状の掘り込みが認められ、床面とと

もに作り替えられた古い鼈と見られる。

重複なし。

遺物と出土状況 鼈内及び住居南半に破片が散在す

る。甕、坪、高台付境、羽釜などがある。一次床面

上にも小破片が散在し、緑釉の水注は竃前と住居中

央近く、及び 8号住居、 5号住居の覆土等からの出

土片が接合したものである。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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4褐灰色土(10YR5/l)砂礫・黒褐色粒(1~5mm)、黄橙色粒・赤褐

色粒(0.5~2・3mm)をやや多く含む。炭化材(1~3mm)を若干含む。

粘性・しまりともにやや強い。
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第102図 8号住居

112 



第 3節 古代の遺構と遺物

ul o| 

IQI
Iー〔，|

 

|
 

D
 

叶

D
 

w

)

 

L・40.00m 

8号住居鼈 C-C' D-D'

1黒褐色土(10YR3/l)炭化物の堆積層（ほぽ純層に近い）。焼土や

や多く混入する。

2炭化物。

3焼土。

4灰黄褐色土 OOYR4/2)砂粒 (1mm以下）を多量に、焼土粒(1~2

mm)をやや多く含む。煙道。

5褐灰色土(10YR5/l)シルト質土、焼土粒・炭化物粒(0.5~2• 3 

mm)をやや多く含む。煙道。

6灰黄褐色土(10YR6/2)シルト質土、焼土塊(1~5mm)を若干含

む。砂粒（1mm以下）をやや多く含む。

7灰黄褐色土 (10YR6/2)粘質土、焼土塊(1~3mm)をやや多く含

む。黄褐色粒(0.5~2• 3mm)を若干含む。

8褐灰色土(lOYR6/l)11層よりさ らにきめの細かい粘質土をベ

ースとし、焼土粒(1~3mm)を少量含む。

9にぶい黄橙色土(10YR6/3)黄褐色粒 ・砂粒(0.5~1• 2mm)を若

干、暗褐色粘質土の塊(1~5mm)を少量含む。

10灰黄褐色土(10YR6/2)シルト質土、焼土塊(0.5~3・4mm)をやや

多く含む。黄褐色粒 ・赤褐色焼土粒(0.5~1• 2mm)を若干含む。

11褐灰色土(10YR6/l)粘質土、微細な焼土粒(0.5~l・2mm)を少量

含む。

12褐灰色土と焼土塊の混土。

12'焼土粒を多量に混入。

13褐灰色土(lOYR5/l)14層より やや暗い色調を呈す。焼土の混入

は14層より少ない。

13'13層より暗く、焼土粒を混入する。

14褐灰色土(10YR5/l)焼土粒微星混入。
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第103図 8号住居寵と出土遺物
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9号住居（第104図 PL34 遺物観察表P.367)

位置 A6区4P,4Q-10,11グリ ッド

形状 北半を旧河道に切られ、南半のみを確認した。

方形ないし長方形の平面形を呈するものと思われる

が、南西及び南東の隅部は丸みを持っている。

規模南壁長 2.76m 西壁確認長 2.12m

方位 N-105° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 炭化物を少量含む粘性のある褐灰色土で埋

まる。

確認最大壁高及び壁の状況 8.5cm。埋没土が薄く、

十分に観察できない。やや鈍角で立ち上がる。
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床面の状況及ぴ床下施設等 やや波打つような起伏

がある。鼈前部のみ炭化物を多く含む褐灰色土で貼

り床される。

寵 東壁の南端近くをV字形に掘り込んで燃焼部を

作り、煙道をのばす。地山を掘り残して左右の袖を

作る。竃前部の貼り床土下にも灰層があり、鼈を作

り替えている可能性がある。

重複 l号溝より古い。

遺物と出土状況 出土遺物数は少ない。小片が散在

する。竃内からは甕の口縁片が出土している。

その他平安時代 (10世紀代）
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9号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(lOYR5/l)粘質土、炭化物(3~4mm)を少量含む。

2褐灰色土(lOYR4/l)炭化物を多く含む（貼り床土）。

3炭化物層。

4褐灰色土(lOYR5/l)爽雑物が多く、ややボソポソしている。砂

礫•黒褐色粒 (0.5~3 • 4mm)を若千含む。粘性・しまりやや弱。

5褐灰色土(lOYR6/l)非常に均質な土で砂礫・焼土粒・炭化物

(0.5~2 • 3mm)をご く少量含む。粘性・しまりともに強い。

ロ］ロ

9号住居鼈 C-C' D-D'

1灰層（少星の粘土を混入する）。

2褐灰色土(10YR6/l)3層より明るい色調を呈する。床面と同じ

氾濫層起源の土をそのままの状態で使う。全体にしまりが強く、

一度床面を作り替えている可能性がある。下層には灰層が存在

する。

3褐灰色土(lOYRS/1)焼土塊・粘土粒・炭化物を多く混入（崩落

土）。

＼ 三一
゜
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第104図 9号住居と出土遺物
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10号住居（第105・ 106図 PL35•140 遺物観察表 P.368)

位置 A6区4L,4M-4,5グリッド

形状 南北に長い横長長方形の平面形を基本とする

ものと思われるが、北壁が南壁よりやや短いため、

鼈以北の東壁が西に傾き、変則的な台形状を呈して

いる。東壁の両隅はやや丸みを持って屈曲するが、

西壁の両隅はほとんど丸みを持たずに屈曲している。

規模 長辺 4.42m 北壁 3.70m 南壁 3.40m

面積 14.88m' 

方位 N-92°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。西壁の中央よりやや北

寄りに三角形の平面形を呈するピットが 1基ある

が、構造上の位置づけはとらえられなかった。

埋没土 褐灰色の爽雑物の少ない緻密な土で埋没す

る。壁際でわずかに上がるが水平に近い堆積状況を

示す。炭化物や焼土などは含まれない。最上位には

厚さ 4cmほどの、一次堆積に近いと思われるAs-Bが

堆積している。

確認最大壁高及び壁の状況 50cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

る。

VV  I t=£Jv u 
I I l 

｀口〗
し叫□□ u 

''2 

第 3節古代の遺構と遺物

床面の状況及び床下施設等 壁際がやや高くなる。

貼り床はない。

鼈 東壁南端近くを壁外にU字形に掘り込んで燃焼

部を作り、細長く煙道を延ばす。灰黄褐色粘質土で

小さな袖が作られている。この粘土中にはスサ材と

思われる炭化物が含まれる部分がある。燃焼部は長

さ60cm、幅32cmほどの隅丸長方形状で、手前側の住

居壁の延長線上が最も良く焼けている。燃焼部の奥

に礫があり、支脚的な役割を果たしていたものと思

われる。

重複なし。

遺物と出土状況 出土遺物数はごく少ない。竃内お

よび竃前部に小片が散在する。羽釜、土釜、高台付

境があるが、土釜以外は竃の埋没土から出土したも

のである。また、北壁の西寄りから円盤状の礫が出

土している。機能等はわからないが、 7号住居でも

相同の位置で類似した礫の出土がある。

その他平安時代 (10世紀後葉）

＼ニロァ；

こ 4 

゜
I. 4 10cm 

第105図 10号住居の出土遺物

115 



第 3章検出された遺構と遺物

|)> 5

l

 

ヽ

ぽ［o

D

[

 

。三
40 

A
`
 

三 ー ＝三J
マ＇

L 40 3：麟三二二］

10号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(10YR5/1)2層によく類似すが、 2

層よりさらに央雑物が少なく、密になる。砂

粒・黄橙色 ・黄橙色粒(0.5~1mm)をごく少鼠

含む。粘性・しまり強い。

2褐灰色土(lOYRS/1)粘質土、微細な砂粒(0.5

~1 • 2mm前後） ・黄橙色粒(0.5~1• 2mm)を少

鼠含む。粘性・しまり強い。

3褐灰色土(10YR4/l)砂粒(0.5~2• 3mm)・黄褐

色粒(0.5~1mm前後）をやや多く含む。微細な

黄橙色粒(0.5~1mm)をこく少量含む。粘性 ・

しまりやや強い。

4にぶい黄橙色土 (10YR7/3)浅間B軽石の堆

積層（ほぼ純層に近い）粘性・しまり弱い。

5にぶい黄橙色土(lOYR6/4)砂粒 (0.5~1mm)

を多く含む。明黄褐色粒(0.5~2・3mm)を多量

に含む。粘性 ・しまり弱い。
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10号住居鼈 C-C' D-D'

1灰黄褐色土(lOYRS/2)焼土含まず炭化物粒わずかに含む。しま

りやや弱く、粘性弱い。

2灰黄褐色粘質土(10YR4/2)焼土塊及び炭化物粒を含む（炭化物

はスサ材）。しまり弱く、粘性やや強い。

3橙色土(5YR7/6)焼土層（竃煙道の天井部か）

4黒褐色土(5YR2/l)炭化物が主体（火床に堆積した物）。灰と焼

土わずかに含む。

4'4層と同じ。ただし焼土含まない。

5焼土。

6灰黄褐色粘質土(10YR4/2)焼土わずかに含む。炭化物粒やや多

く含む。 2層よりしまりがない。粘性やや強い。

7褐灰色土(7.5YR6/l)灰層。

8灰褐色土(7.5YR4/2)焼土・炭化物含まない。しまり強く、粘性

やや弱い。固くしまっている。

9灰黄褐色粘質土(lOYR6/2)焼土・炭化物をわずかに含む。灰を

多く含む。しまりない。粘性やや弱い。フカフカしている。

10暗灰黄色土(2.5Y5/2)焼土粒を少量含む。しまり強く粘性弱。

11褐灰色土(lOYR6/l)焼土含まない。しまり強く粘性弱い。

L040.20m 

゜
I : 40 lm 

第106図 10号住居
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第 3節古代の遺構と遺物

11号住居（第107・llO図 PL35•36• 140• 141 遺物観察表P.368)

位置 A6区4M,4N-l,2グリッド

形状 計測値上は、わずかに南北に長い横長長方形

になるが、方形の平面形を基本とするものとみてよ

いだろう。東壁北部と西壁北部は試掘トレンチ及び

他住居の埋没土中に当たるため明確にとらえること

ができなかった。西部で12号住居、東部で33号住居、

南部で28号住居を切る。南辺の両隅は比較的丸みを

持つ。東壁と北壁が直線的であるのに対し、西壁と

南壁はやや蛇行する。

規模長辺 3.30m 短辺 3.10m 面積 11.42m'

方位 N-85°-E 

柱穴 4本。 1-2:1.4m 2-3: 1.6m 3-4: 1.7m 

4-1: 1.5m 

周溝なし。

貯蔵穴 南西隅にある土坑が貯蔵穴に相当するもの

と考えられる。直径72cm~74cm、深さ28cmほどの規

模で、ほぼ円形の平面形だが、西壁はやや直線的に

掘られる。底面は北側がやや高いが平面をなしてお

り、凹凸はほとんどない。上方に開く台形状の断面

形を示している。

埋没土床面は、多量の焼土粒と炭化物粒を含むシ

ルト質の灰色土で覆われている。埋没土の上位には

As-B層があり、その上位には部分的にAs-Kkの堆

積が見られる。

確認最大壁高及び壁の状況 60cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

る。

床面の状況及び床下施設等 ほぽ平らに仕上げられ

る。鼈前に長軸78cm、短軸64cmほどの土坑状の窪み

があり、この部分は床もやや窪んでいる。明確な貼

り床は認められない。

鼈 東壁の南端近くを、壁外にU字形に掘り込んで
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第107図 11号住居の出土遺物 (1)
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第 3章検出された遺構と遺物
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第108図 11号住居の出土遺物 (2)
。
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燃焼部を作り、さらに煙道を延ばす。袖は地山を掘

り残して短く作っており、左右に朝顔形埴輪を倒立

状態で設置して、焚き口を形成している。確認長1.2

m、焚き口幅33cm。灰白色の粘土を構築材としてお

り、埋没土に混じる灰白色粘土、黄灰色粘質土も竃

構築材の残痕であろう。

重複 33号住居、 28号住居、 12号住居より新しい。

遺物と出土状況 鼈からは用材とされていた朝顔形

第 3節古代の遺構と遺物

埴輪が出土した。埴輪片は鼈周辺にも散在する。他

の出土遺物数は多くないが、土器破片や礫が埋没土

中からの出土を含め、住居全体に散在している。坪、

塊類は、ほとんどが埋没土中からの出土である。土

錘も貯蔵穴内から 1点出土したほかは埋没土中で検

出されたものである。住居中央部に円礫等が 4個ま

とまり、貯蔵穴周辺にも礫がみられる。

その他平安時代（11世紀前半）
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11号住居 A-A' B-B' 

1灰層。

2黄灰色土（2.5Y5/l)少量の焼土粒を含む。砂質。

3灰色土(7.5Y5/l)多量の焼土粒と炭化物粒を含む。粒が細かい。

シルト質。しまり強い。

4灰オリーブ色土(7.5Y6/2)焼土粒と炭化物を含む。しまり強い。

シルト質。

F
 

F
 

5 4層塊と 6層塊の混土。

6黒色粘質土(7.5Y2/l)

7 As-B 

8粕川テフラ

9黒褐色土(2.5YR3/2)As-B塊・灰白色シルト質土塊を多量に含

む。

G
 

G' 

11号住居柱穴貯蔵穴床下土坑 F-F'G-G' 

1褐灰土(10YR6/l)焼土粒・灰白色粘土粒を含む。やや粘質。

2灰層の塊と 5層の混土。

3褐灰色土（7.5YR5/l)焼土粒・炭化物粒を少量含む。粘質。

4褐灰色土塊と灰層塊の混土。

5褐灰色土(7.5YR5/l)少量の焼土粒と炭化物粒と灰白色粘土粒

を含む。

6褐灰色土（7.5YR5/l)焼土粒(1~2cm)と灰層の塊を含む。

7褐灰色土(10YR4/l)多量の炭化物粒と灰白色粘土粒を含む。

8褐灰色土(10YR4/l)炭化物粒・焼土粒(2~3mm)を多量に含む。

9灰黄褐色土(lOYR6/2)多量の炭化物粒・白色粘土粒・焼土粒を

含む。

。
1 : 80 4m 

L吋O.!Om

第109図 11号住居
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第 3章検出された遺構と遺物
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11号住居鼈 C-C' D-D'

1灰層。

2灰黄褐色土(lOYR5/2)焼土粒を多量に含む。崩落土層。

3焼土(1cm)、灰(0.5cmほど）の互層。

4灰層。

5焼土塊崩落土層。

6灰白色粘土塊(5Y8/2)崩落土層。

7黄灰色土（2.5Y6/l)焼土粒と炭化物粒を含む。粘質。固くしま

っている。

8灰白色土(10YR7/1)シルト質。こく少量の焼土粒を含む。

9灰白色土(lOYR7/1)シルト 質。焼土塊を多量に含む。

10灰黄色土(2.5Y6/2)焼土粒 ・塊(0.5~10皿）を多量に含む。

11灰黄色土(2.5Y6/2)灰白色土粒・焼土粒と少鼠の炭化物粒を含。

12浅黄色土(2.5Y7/3)灰白色粒を多量に含み、固くしまっている。

少量の焼土粒を含む。

11号住居鼈 E-E'

1焼土粒 ・炭化物粘土含む、黒褐色土。

2焼土粒を含む、灰褐色土。

3灰層。

4灰と焼土の混土。

。
1 : 40 lm 

第110図 11号住居寵

12号住居 （第lll•ll2図 PL37 • 141~143 遺物観察表 P.369•370)

位置 A6区4N,40-2,3グリッド

形状 南北に長い横長長方形の平面形を呈する。 北

部がやや広くなる。北東隅はやや丸みを持って屈曲

し、他の隅部はトレンチ及び切り合いにより不明確。

規模長辺 4.92m 短辺 3.00~3.50m 面積

15.26m' 

方位 N-86°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 炭化物を含む灰黄褐色土、灰白色土粒を含

む灰オリーブ色土で埋まる。

確認最大壁高及び壁の状況 35cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

120 

る。

床面の状況及び床下施設等 南半がやや低い。掘り

方では中央やや東寄りに土坑状の窪みがある。長径

78cm、短径68cmのやや東西に長い楕円形で、深さは

12cmほど。

寵 明確ではない。東壁南部に焼土及び灰白色粘土



塊や灰が見られ、ここが竃に当たるものと考えられ

るが11号住居に切られて形状は全く分からない。掘

り方では長軸80cm、短軸70cm、深さ7.5cmほどの東西

に長い楕円形の窪みがみられる。

重複 11号住居より古い。

+ - -―J9 | -

第 3節古代の遺構と遺物

遺物と出土状況 全体に散在する。南壁寄りにやや

まとまる傾向がある。壁際から点々と小型の坪が出

土している。

その他 平安時代 (10世紀後葉）

5

2

0

,

0

1

3

 

2
 

．

．

 

2
 8

 
2

2

 

ー

令

3
2
6
4
2
0

2

0

0

R

2

1

 

1

8

 

3

0

1

 

3
b
 

3
 

2
 

汐

＆
 

゜

11住

` <̀(I 

吋

E

O

l
'
6
£
"
1
 

冒 三『 二o□ 上

， し40.!0m

12号住居 A-A' 

1焼土。

2灰層。

3灰白色粘土塊（lOYRS/2)

4灰と灰白色粘土の互層。

5焼土粒 ・灰白色粘土粒(10~20mm)の混土。

6灰白色粘土塊。

12号住居 B-B' 

1灰黄褐色土焼土・炭化物粒を含む。

2褐色土

3灰黄褐色土焼土 ・炭化物粒を含む。

4褐灰色土焼土 ・炭化物粒を含む。

5灰黄褐色土

12号住居床下土坑 c-C' 

l灰オリープ色土(5Y6/2)灰白色土(lOYRS/2)粒

を含む。

2灰黄褐色土(10YR5/2)炭化物粒を含む。

゜
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第111図 12号住居と出土遺物（ 1)
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第3章検出された遺構と遺物
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第 3節古代の遺構と遺物

14号住居（第113•114図 PL37·143 遺物観察表 P .370)

位置 A6区4M,4N-4~6グリッド

形状南北に長い横長長方形の平面形を呈している。

南西隅部は5号住居に切られるため、形状をとらえら

れないが、他の各隅はやや丸みを帯びて屈曲してい

る。北壁東部には東西方向に長い張り出しをもつ。

この張り出し部は住居本体の床面と段差をもたずに

連続している。張り出し部の西壁は、住居の壁から

ほぼ直角におれ曲がって北へ延び、北壁はやや膨ら

みを持って弧状に住居壁へつながる。張り出し部の

東壁は西壁の半分ほどの長さしかないため、張り出

し部の東では住居の幅が広くなり、壁が食い違うよ

うな印象を与えている。

規模長辺 5.24m 短辺 3.53m 張出幅1.2m

同奥行き 0.7m 

方位 N-2° -W 

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 遺構としては認められない。竃右手に当た

る南東隅部がやや窪んでおり、この部分が貯蔵穴と

相当する機能を有していたのかもしれない。

埋没土 細砂、黄褐色粒子を少量含む灰白色土で埋

まる。下層には炭化物の細粒を少量含む。

確認最大壁高及び壁の状況 25.5cm。わずかに上方

に開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立

する。

床面の状況及び床下施設等 ほぼ平らに仕上げられ

る。北に向かってわずかに下がる。南東隅部はやや

窪む。

鼈 東壁南部に、壁外にU字形に掘り込んで燃焼部

が作られている。煙道は明確にはとらえられない。

袖は認められない。褐灰色のシルト質土で埋まって

いる。底部には炭化物が比較的厚く堆積する。底部

の焼土面もよく焼けてしまっている。燃焼部右側の

壁上部は崩されたように比較的なだらかな斜面をな

していて、左側壁部が直立するのと際だった差異を

見せている。周辺には礫が散在するが、構造を留め

てはいない。

重複 5号住居より古い。

遺物と出土状況 出土遺物数はごく少ない。鼈周辺

と住居中央部北西寄りに点在するのみで、埋没土か

らの出土も少ない。坪•:l宛と羽釜がある。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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第113図 14号住居の出土遺物
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第 3章検出された遺構と遺物
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14号住居 A-A' B-B' 

l灰黄褐色土(lOYR6/2)砂粒・黄褐色粒(0.5~2• 3mm)をやや多く

含む。粘性 ・しまり弱い。

2灰色土(7.5Y6/1)0.5mm以下の微細な砂粒・黄褐色粒を少量含む

(3層よりさらに少ない）。粘性 ・しまり非常に強い。

3灰白色土(2.5Y7/l)砂粒・黄褐色粒・炭化物(0.5~1• 2mm)を少 i,'

量含む。粘性しまり強い。
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14号住居鼈 C-C' D-D'

1灰黄褐色土（10YR6/2)焼土塊 ・炭化物をやや多く含む。

2褐灰色土(10YR6/l)塊。

3黒褐色土(5YR2/2)炭化物の積層、焼土わずかに含む。灰層がラ

ミナ状に含まれる。

4明赤褐色土(2.5YR5/6)焼土塊、炭化物粒わずかに含む。とても

固い。しまり強く、粘性弱い。

5橙色土(5YR6/6)シルト質土が焼けたもの。焼土塊わずかに含

む。灰は少量含まれ、炭はラミナ状に含まれている。しまりな

く、粘性わずかにあり。

6褐灰色土(7.5YR6/l)シルト質土。焼土炭化物粒少量含む。灰塊

をわずかに含む。 7層よりしまりがなく、弱い粘性が 7層より

ある。

7褐灰色土(lOYR6/l)シルト質土、焼土及び炭化物粒をわずかに

含む。灰は含まない。しまりあり、粘性弱い。

8灰褐色土(7.5YR5/2)シルト質土。しまり強く、粘性弱。

。
I : 40 lm 

第114図 14号住居
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15号住居（第115図 PL38・40・140 遺物観察表P.370) 

位置 A6区4K,4L-5,6グリッド

形状 南北に長い縦長の長方形だが、東西壁の中央

部がやや括れるようにせばまり、南壁は北壁よりや

や広くなる。各隅は比較的丸みを持たない。

規模長辺 3.60m 短辺 2.56~2.90m 面積

9.88m' 

方位 N-1°-W 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 上面を著しく削平されるため、埋没土はご

く薄い。灰白色土で埋まる。床面近くで部分的に炭

化物を多く含む層がみられる。

確認最大壁高及び壁の状況 5 cm。上部をほとんど
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削平されるため、明確ではない。

床面の状況及び床下施設等 ほぼ平らに仕上げられ

る。貼り床はない。

竃 北壁東寄りに作られる。壁を半円形に掘り込ん

で燃焼部を作る。燃焼部下面のみを確認したにとど

まる。幅は32cm。鼈の前には炭化物や灰が広がって

いる。左手前に礫があるが、鼈との関係は分からな

い。

重複 16号住居より古い。

遺物と出土状況 鼈前部にのみ認められる。量は少

ない。

その他平安時代 (10世紀前葉）
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15号住居 A-A' B-B' 

1灰白色土(10YR7/1)砂粒(0.5~2・3mm)・黄褐色粒

(0.5~1 ・2mm)を若干含む。床面間近に厚さ10mmほ

どの炭化物を多く含む層の堆積が、若干部分的に

みられる。粘性・しまりやや強い。

15号住居鼈 C-C' D-D'

1灰黄褐色土(lOYRS/2)焼土・炭化物(1~2mm)を若干含む。粘性

・しまり強い。

2褐灰色土(lOYR4/l)炭化物を多く含む。粘性・しまりやや弱い。

3灰黄褐色土（10YR6/2)砂礫・黄褐色粒・焼土等(0.5~1• 2mm) 

を若千含む。粘性・しまりやや強い。

4灰黄褐色土(lOYRS/2)炭化物・焼土の塊を一部に含む。

ロー~' 1 ぷ
0 I : 4 10cm 

第115図 15号住居と出土遺物
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16号住居（第116·117図 PL38•143 遺物観察表 P.370)

位置 A6区4K,4L-5,6グリッド

形状 南北にやや長い横長長方形の平面形を呈する。

規模長辺 3.20m 短辺 2.38m 面積 7.26m'

方位 N-90'-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 上面を削平されるため、埋没土は薄い。焼

土粒、炭化物粒を少量含む褐灰色土で埋まる。

確認最大壁高及び壁の状況 11cm。上部を削平され

るため、明確ではない。

床面の状況及び床下施設等 ほぽ平らに仕上げられ

る。貼り床はない。

ー一ー／ 1 -
8̀
 

46'.  

3 { O ° 

叫

三6

吋 15住

゜
l : 80 

吋

吋易
百

4m 

16号住居 A-A' 

1褐灰色土(10YR6/l)砂粒・茶褐色粒(0.5~1• 2mm)を少量含む。

焼土 ・炭化物の粒を若干含む。粘性・しまりやや強い。

鼈 東壁の南寄りを半円形に掘り込んで燃焼部を作

る。煙道は分からない。袖はないが、右袖部に相当

する位置に角礫があり、袖石の可能性がある。左に

も円礫があるが、これはやや離れており、竃の構造

材とは認めがたい。確認長60cm、燃焼部幅64cm。燃

焼部の奥に炭化物のまとまった層がある。埋没土に

は構築材に用いられたと考えられる明青灰色粘土塊

が混じている。

重複 15号住居より新しい。

遺物と出土状況 出土遺物数は少ない。竃内及びそ

の周辺と住居北半部に散在する。

その他平安時代 (10世紀前葉）
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16号住居竃 B-B'C-C'

1 黒褐色土（10YR3/ l) 炭化物の層をベースとし、焼土粒 •砂礫（2

~5皿）を若干含む。粘性 ・しまり弱い。

2褐灰色土(lOYR4/l)焼土粒(0.5~1・2mm)を若干含む。炭化物を

多く含む。粘性・しまり弱い。

3明青灰色土(5BG7 /1)粘土塊。焼土粒若干混入。粘性・しまり

やや強い。

4灰黄褐色土(10YR6/2)焼土粒・明青灰色粘土粒(0.5~2mm)を若

干含む。粘性 ・しまり 6層と同程度。

5灰黄褐色土(10YR6/2)ベースとなるのは灰黄褐色土であるが、

明青灰色粘質土塊 ・炭化物・焼土塊などが多量に混入する。粘

性・しまり弱い。

6 黄灰色土 (2.5Y6/ l) 砂礫・焼土粒 (0 .5~2 •3mm) 、炭化物 (0 .5~1

mm)を若干含む。粘性・しまりやや弱い。

7褐灰色土(10YR6/l)炭化物 ・焼土を多量に混入する。粘性 ・し

まりやや強い。

第116図 16号住居
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第117図 16号住居の出土遺物

17号住居（第118図 PL38・39・143 遺物観察表P.370)

位置 A6区4K,4L-6~8グリッド

形状 計測値上ではわずかに南北に長い横長長方形

ないし東壁がわずかに長い台形状の平面形を示して

いるが、ほぼ方形の平面形を基本とするものと考え

てよいものと思われる。北西隅は土坑状の攪乱に切

られるため形状をとらえられないが、他の各隅はほ

とんど丸みを持たずに屈曲する。

規模長辺 3.60m 短辺 3.40m 面積 13.36m'

方位 N-96° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。鼈前には、 75cmX65cm、

深さ 10cmほどのゆがんだ円形の平面形を呈する土坑

があるが、埋没土には焼土、炭化物が含まれておら

ず、土層断面では鼈由来の焼土層を切ることが観察

されている。直接住居や竃に関係するものではない

だろう。

埋没土 砂粒、黄褐色土粒、赤褐色土粒を少量含む

褐灰色土で埋まる。残存壁高が低いため、ほぽ単層

で埋没しているが、北壁部では焼土粒や炭化物粒を

少量含む褐灰色土が流れ込むように堆積する状態が

みられる。

確認最大壁萬及び壁の状況 12cm。上部を削平され

るため明確にとらえられないが、わずかに上方に開

きながら、やや丸みを持って立ち上がる。北壁部で

は上方への開き方が他よりやや大きい。

床面の状況及び床下施設等 中央付近から北西方向

に、わずかながら段差を持って低くなっている。貼

り床はない。

鼈 東壁中央よりやや南寄りを、壁外に1.5mほどの

奥行きを持つ三角形に掘り込んで燃焼部を作り、煙

道を延ばしている。燃焼部は壁をコの字状に掘り込

んでいて、煙道部はここから段差を持って掘られて

いる。袖は認められないが、右袖に当たるかと思わ

れる位置に亜角礫がある。燃焼部右側の壁上部は崩

されたように比較的なだらかな斜面をなしていて、

左側壁部が上部まで直立するのと際だった差異を見

せている。埋没土中には構築材に用いられたと考え

られる灰黄色土、明青灰色粘質土が混じる。燃焼部

奥にはしっかりした焼土層が形成されており、手前

側に炭化物の集中層がある。鼈前の埋没土中から甕

の破片がまとまって出土している。

重複なし。

遺物と出土状況 出土遺物数は少ない。埋没土中で

あるが、竃前に甕片がまとまる。竃右手、北壁東寄

り、南西隅近くの床面から境が出土している。北壁

際と南西隅出土の塊はほぼ完形であった。

その他平安時代 (10世紀前葉）
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17号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(10YR6/l)砂粒 ・黄褐色粒 ・赤褐色粒(0.5~2• 3mm)を

こく少量含む。粘性 ・しまり強い。

2褐灰色土(lOYR4/l)砂粒・焼土粒・炭化物(1~3mm)を少量(3層

よりやや多く）含む。粘性 ・しまり強い。 (3層より強い）

3 褐灰色土 (10YR5/l) 微細な黄褐色粒 • 砂粒 (1mm以下）をこく少

量含む。粘性・しまり 5層と同程度。 (5層より爽雑物少ない）

4炭化物層。

5褐灰色土(10YR5/l)砂粒 ・焼土粒(0.5~l• 2mm)を少量含む。粘

性・しまり 1層よりやや強い。

17号住居鼈 C-C' D-D'

1橙色土(2.5YR6/6)焼土層。

2灰色土(5Y6/l)砂粒・黄褐色粒・焼土粒(0.5~l• 2mm)を若干含。

3褐灰色土(10YR4/l)炭化物層。

4明青灰色土(5BG7/l)粘質土。砂粒 ・炭化物(0.5~2• 3mm)をや

や多く含む。

5褐灰色土（塊）（10YR5/l)炭化物 ・焼土粒を少載含む。

6灰黄色土(2.5Y7/2)黄褐色粒(0.5~3mm)を若干含む。粘性 ・し

まりやや強い。

7黄灰色土（2.5Y6/l)明青灰色粘土塊(1mm前後）を若干含む。

8灰黄褐色土（塊）（10YR6/2)炭化物 ・砂粒 ・焼土(0.5~2• 3mm)を

少量含む。

9 褐灰色土 (10YR5/ l) 黄褐色粒 • 砂粒 (0 . 5~l • 2mm)を少旦含む。

10褐灰色土(10YR5/l)焼土粒をこく少量含む。

11灰黄褐色土（10YR5/2)砂粒 ・黄褐色粒(1~3mm)、明青灰色粘土

粒(2~3mm)を少量含む。

12にぶい黄褐色土 (10YR5/3) 黄褐色砂粒・焼土粒・炭化物 (0 .5~2 •

3mm)を少量含む。粘性 ・しまり弱い。

こ グ

こ／ク•
2 三。
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第118図 17号住居と出土遺物
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18号住居（第119図 PL39 遺物観察表P.371)

位置 A6区4K-7,8グリッド

形状 全体に上部の削平が著しく、形状を明確にと

らえることができないが、南北に長いゆがんだ横長

長方形の平面形を呈するものと考えられる。各隅は

丸みを持ち、隅丸長方形に近いものだろう。

規模長辺 2.74m 短辺1.94m 面積 5.64m'

方位 N-101°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 床面は、ごく少量の焼土粒を含み、シルト

をやや多く含む褐灰色土で覆われている。

確認最大壁嵩及び壁の状況 4 cm。削平が著しく、

詳細は把握できない。
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18号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(10YR6/l)非常に均質な土でシルトをやや多く含む。

焼土粒(1~2呵）を ごく 少量含む。 粘性・しまりやや強い。

18号住居鼈 C-C' D-D'

1黒褐色土(10YR3/l)炭化物の層。焼土粒を若干含む。

2褐灰色粘質土(lOYRS/1)焼土・ 黄褐色粒 (0.5~1・2皿）をやや

多く含む。粘性・し まりやや弱い。

第 3節古代の遺構と遺物

床面の状況及び床下施設等 北辺がやや低くなるが

ほぽ平らに仕上げられる。貼り床はない。

鼈 燃焼部底面のみを確認したにとどまる。東壁南

端近くを、壁外に半円形に掘り込んで燃焼部を作っ

ている。煙道、袖は分からない。底面には炭化物が

堆積し、その上に乗っている褐灰色粘質土が構造材

として用いられたものだろうか。

重複なし。

遺物と出土状況 ごく少ない。床面に接して出土し

た遺物はない。埋没土から土師器、須恵器の細片が

出土している。

その他平安時代 (10世紀代）

＼こ、
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0 1 : 4 10cm 

第119図 18号住居と出土遺物
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19号住居（第120・121図 PL39・143 遺物観察表P.371)

位置 A6区4],4K-8,9グリッド

形状 南北に長い長方形の平面形を呈する。西壁が

東壁よりわずかに短い。北東隅に鼈が作られる。他

の各隅はやや丸みを持って屈曲している。東西両壁

は直線的だが、南壁はややふくらむ。

規模長辺 5.80m 短辺 3.54m 面積 20.11m'

方位 N-94° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 壁際は炭化物を少景含む褐灰色土が堆積す

るが、西壁部のみ黒褐色土が見られる。床面中央は

少量の焼土とわずかな炭化物を含む褐灰色土で覆わ

れる。

確認最大壁高及び壁の状況 25cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立す

る。

床面の状況及ぴ床下施設等 ほぼ平らに仕上げられ

る。貼り床はない。

鼈 北東隅の壁を北東方向にU字形に掘り込んで燃

焼部を作っている。煙道は分からない。燃焼部幅

1.05m、確認長1.5mほどの大きさで、燃焼部右壁に

構造材と考えられる角礫、円礫が見られる。埋没土

には焼土、炭化物の混入は少なく、粘質土も見られ

ない。

重複 46号住居より新しい。

遺物と出土状況 鼈内及びその周辺に甕、羽釜の破

片がまとまるが、他は小片が全体に散在する。

その他平安時代 (10世紀後葉）

ふ
吋

03 

ふ

-f __!L_. ~（〇 ゜
＆！ 

つ`

゜
‘8 

吋

<(| 

B' "' 

叶

口／犀／犀／旅瞥旅冒／／／冑 ：010m 

19号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(lOYR4/l)炭化物が少量含まれる。しまりは強く、粘

性はやや強い。

2黒褐色土（10YR3/l)炭化物・焼土を少量含む。しまりは強く、

粘性はやや強い。

3褐灰色土(10YR4/l)炭化物をごく少量・焼土を少量含む。地山

シルトが少量混入。しまりは強く、粘性はやや強い。

4褐灰色土(lOYR4/l)炭化物・焼土をごく 少量含む。しまりは強く、

粘性は弱い。全体に植物の根による鉄の凝集が著しく、灰黄褐

色を呈する。

5灰黄褐色土ClOYR4/2)炭化物・焼土を少量含む。しまりは強く、

粘性は弱い。

。
1 : 80 4m 

第120図 19号住居
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19号住居竃 C-C' D-D'

1灰黄褐色土(lOYR4/2)炭化物・焼土を少量含む。白色シルト粒

(5~8mm)が少量混入する。しまりは強く、粘性は軟らかい。

2にぶい黄褐色土(10YR4/3)炭化物・焼土をご く少量含む。地山

の砂質が混入する。しまりは強く、粘性は弱い。

3灰黄褐色土(10YR4/2)炭化物・焼土を少量含む。白色シルト粒

(5~8mm)を少量混入する。しまりは強く、粘性は弱い。

4灰黄褐色土(lOYR4/2)炭化物・焼土を少量含み、褐灰色シルト

粒を少量含む。しまりは強く、粘性は弱い。

5黒褐色土(10YR3/l)炭化物 ・炭を多量に含み、焼土 ・シルト粒

を少量含む。しまりは弱く、粘性は弱い。
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第121図 19号住居寵と出土遺物
(1~7) 

20号住居（第122・123図 PL40・143 遺物観察表P.371)

位置 A6区4H,4l-7,8グリッド

形状 南北に長い隅丸長方形の平面形を呈する。東

辺の両端に竃がある。東壁南端の竃（竃 2) が最終

的に使用されていたものと考え られるので、横長の

形態とみてよいだろう。西辺の両隅は丸みを持って

いる。南壁は直線的だが、他の三辺はわずかながら

蛇行する。

規模 長辺 3.42m 短辺 2.84m

方位 N-97°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

-r1-47 

埋没土住居中央に炭化物や焼土粒を少量含むシル

卜質の灰黄褐色土がわずかに盛り上がるよ うに堆積

し、その上面を炭化物の薄い層が覆う。この上位に

は灰褐色粘質土が堆積し、壁際の床面から住居全体

を覆う。

確認最大壁高及び壁の状況 9.5cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

る。
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床面の状況及び床下施設等 北西方向にわずかに下

がる。中央部はやや盛り上がる。貼り床はない。

鼈 東壁の両端に各 1基作られている。南端の竃（竃

1) は東壁北端を東側に向かって90cmほどV字状に

掘り込んで燃焼部と煙道を作っている。燃焼部右壁

が住居南壁の延長上にある。内側幅73cm。燃焼部中

央の底面が溝状に窪み、炭化物層で埋まる。埋没土

は全体に焼土や炭化物を多く含む。燃焼部内に円筒

埴輪片、形象埴輪片があり、本遺跡の他例から見て

鼈の構造材として用いられていたものと思われる。

東壁北端の竃（鼈 2) は北東隅に幅40cm、長さ45cm

ほどの楕円形の掘り込みを作って燃焼部とし、北壁

の東端を北に向かって掘り込んで短い煙道を作る。

煙道の右壁が住居東壁の延長上にあるが、主軸はや

や東に振れる。燃焼部から30cmほどの煙道を経て径

28cmほどの煙道口に達する。全体の平面形は瓢形を

呈することになる。埋没土には焼土、炭化物を多く

含む。燃焼部内から羽釜片、小型の皿状土器と羽口

が出土している。羽口は立った状態にあり、竃の構

造材であった可能性がある。

重複 47号住居より新しい。

遺物と 出土状況 竃内に多く、他は全体に甕を中心

とする破片が散在するが住居中央部には見られな

い。竃 1からは土器類は出土せず、埴輪のみである。

その他平安時代（11世紀前半）
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20号住居 A-A' B-B' 

1灰黄褐色土(10YR6/2)2層よりやや明るい色調を呈し、 2層よ

りややシルトがかった土。炭化物 ・焼土粒(0.5~1• 3mm)を少量

含む。

2灰黄褐色土(lOYRS/2)砂礫・黄褐色粒(1~3mm)をやや多く、炭

化物(1~3mm)を若干含む。粘性 ・しまりやや強い。(3層よりや

や弱い）

3褐灰色粘質土(10YR6/l)砂礫・黄褐色粒(0.5~2・3mm)を少量含

む。粘性 ・しまり非常に強い。

゜
I : 80 4m 

第122図 20号住居
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20号住居鼈 1 C-C' D-D' 

1黒褐色土(lOYR3/l)炭化物を多く含む。

2灰黄褐色土(lOYR5/2)砂粒 ・焼土粒を若干含む。

3灰黄褐色土(10YR5/2)焼土塊(1~15mm)をやや多く含む。粘性・

しまり強い。（鼈煙道部）

4粘土塊。

5褐灰色土(lOYR4/l)砂礫 ・小石(0.5~2• 3mm)、焼土塊(1~5mm)

を若干、炭化物塊(1~4mm)を少品含む。粘性 ・しまりやや強。

6灰黄褐色土(10YR5/2)焼土塊(0.5~5mm)・炭化物塊(2~5mm程

度）を若干含む。粘性 ・しまりやや強い (5層よりやや強い）。

7褐灰色粘質土(lOYR5/l)砂礫 ・小石（0.5~l• 2mm)、焼土粒（2.

3mm)をやや多く含む。粘性 ・しまり強い。

8灰褐色土(10YR6/2)焼土粒 ・炭化物を多屈に、砂粒 ・黄褐色粒

(0.5~2 • 3mm)をやや多く含む。

―̀ ] 00m 

叫

I : 40 lm 

20号住居鼈 2 E-E' F-F' 

1にぶい黄褐色土(10YR5/3)微細な砂粒(lmm以下）を極少皇含。

2黒褐色土(lOYR3/2)炭化物層。

3灰黄褐色土(10YR5/2)炭化物 ・焼土塊を多位に含む。

4褐灰色土(lOYR5/l)焼土粒(0.5~3mm)・炭化物(1~3mm)などを

若干含む。

5黒褐色土（10YR3/l)炭化物を多飢に含み、粘性・しまりやや弱。

6黒褐色土(lOYR3/l)焼土粒 ・炭化物を多く含む。粘性 ・しまり

やや弱い。

7褐灰色粘質土(10YR6/l)焼土粒・黄褐色粒(0.5~2• 3mm)を少

位含む。粘性 ・しまりやや強い。
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21 号住居（第124図 PL40 •41 ・ 143 遺物観察表 P.371) 

位置 A6区4G-8グリッド

形状 東西に長い縦長隅丸長方形の平面形を呈する。

各隅はやや丸みを持って屈曲する。北壁は直線的だ

が、東壁はややふくらみ、南壁と西壁はわずかに蛇

行する。

規模長辺 3.16m 短辺 2.29m 面積 6.98m'

方位 N-90° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 南北の壁際には焼土、炭化物粒を含む灰黄

褐色粘質土が見られる。主体的には炭化物や焼土を

少量含む褐灰色土が床面を覆う。

確認最大壁高及び壁の状況 12.5cm。南壁部は崩れ

て不明瞭。残存部はわずかに上方に開くが、やや丸

みを持って立ち上がり、ほぽ直立する。

床面の状況及び床下施設等 東南部がやや低くな

る。貼り床はない。

鼈 東壁南寄りに壁を北方向にU字形に掘り込んで

燃焼部を作っている。煙道は分からない。燃焼部幅

0.4m、確認長0.8mほどの大きさで、燃焼部内円礫

が見られるが構造材であるかどうか分からない。埋

没土は焼土、炭化物を含む灰黄褐色土。

重複 22号住居より新しい。

遺物と出土状況 出土遺物数は少ない。甕、境類の

破片が住居東半に散在する。

その他 平安時代 (10世紀前葉）
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21号住居鼈 C-C' D-D'

1灰黄褐色土(lOYR6/2)炭化物 ・焼土 ・砂粒 ・黄褐色粒(0.5~2.

3mm)を多旦に含む。粘性 ・しまりやや弱い。

21号住居 A-A' B-B' 

1灰黄褐色粘質土(lOYR4/2)炭化物粒 ・焼土(0.5

~2 • 3mm)を少量含む。粘性・しまり 2層よりさ

らに強い。

2灰黄褐色粘質土OOYR6/2)砂粒 ・焼土粒(0.5

~2 • 3mm)、黄褐色粒 ・炭化物(0.5~1mm)をやや

多く含む。粘性 ・しまりやや強い。

3褐灰色土(lOYR4/l)炭化物 ・焼土粒やや多く含

む。粘性 ・しまりやや弱い。

4 褐灰色土(lOYR5/ l ) 炭化物 ・ 焼土粒 • 砂粒 (0.5

~5mm)を少量含む。粘性・しまり 5層より強い。

5灰黄褐色粘質土(lOYR5/2)炭化物・焼土粒（l

~3mm)を少鼠含む。粘性 ・しまり強い。
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第124図 21号住居と出土遺物
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22号住居

（第125・126図 PL41 ・ 143•144 遺物観察表P.371)

位置 A6区4F,4G-7,8グリッド

形状 ややゆがむがほぽ方形の平面形を呈する。南

東隅は丸みが少なくやや鋭角に屈曲する。

規模長辺 2.58m 短辺 2.56m 面積 6.33m'

方位 N-91°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土焼土、炭化物や明青灰色粘土粒を含む灰色

土で一様に埋まる。

確認最大壁高及び壁の状況 29cm。やや丸みを持っ

て立ち上がり、わずかに上方に開く。

床面の状況及び床下施設等 住居中央部がわずかに

ul 

ー
吋

21住

| l B' |-R  D 

吋
B B' 

翫言疇瓢疇L・3990m 

D 

゜
1 : 80 4m 

22号住居 A-A' B-B' 

1 灰色土 (10Y5/ l) 炭化物・焼土 (1~2mm)• 砂粒 (0.5~1 • 2mm)を

若干、明青灰色粘土粒(1~2mm)をごく少量含む。粘性・しまり

やや強い。

22号住居鼈 C-C' D-D'

1灰黄褐色土(10YR5/2)炭化物を多量に、焼土粒(1~3mm)をやや

多く含む（煙道部）。粘性・しまりやや弱い。

2 黒褐色土(lOYR3/l) 炭化物を多量に含み、焼土 (0.5~2•3mm) を

やや多く含む。粘性・しまり弱い。

3灰白色土(5Y7/2)ベースとなるのは灰白色土であるが、明青灰

白粘土塊(1~20mm)をやや多く、炭化物・焼土粒(0.5~2• 3mm) 
を若干含む。粘性・しまり 1層よりかなり強い。

4灰黄褐色土(10YR5/2)砂粒・焼土(1~5mm)をやや多く含む。

5黒褐色土(lOYR3/l)炭化物層、焼土(1~10mm)を若干含む。

第125図

第 3節古代の遺構と遺物

高くなるがほぼ平らに仕上げられる。貼り床はない。

鼈 東壁の北部を半円形に掘り込んで燃焼部を作り

細長く煙道を延ばす。袖はない。確認長1.74mで、

壁から lmほどの所で直径25cmほどの煙道口に至

る。燃焼部幅50cm。埋没土には構築材に用いられたと

考えられる明青灰色粘土塊が見られ、鼈前にこの粘

土が帯状塊として残り、底面にもこれが見られる。

重複 21号住居より古い。

遺物と出土状況 出土遺物数は多くない。鼈内に完

形の坪、壊や坪片、甕片があり、他は壁際に小さく

まとまる。

その他平安時代 (10世紀前葉）
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L・39.90m 

6褐灰色土(lOYR6/l)砂粒・小石・黄褐色粒(0.5~l• 2mm)を多量

に、明青灰色粘土塊(0.5~5mm)をやや多く含む。

7明青灰色土(5BG7/l)粘土塊。

8灰白色土(2.5Y7/l)ベースとなるのは灰白色土であるが、明灰

青色粘土塊(1~30mm)を多量に含む。

9焼土。

10灰黄褐色土(lOYR4/2) 炭化物 ・焼土粒(1~2mm)• 砂粒 (0 .5~1mm I 

前後）をごく少量含む。粘性・しまりやや弱い。

11灰白色土(2.5Y7/l)炭化物粒(1mm以下）を少量、青灰白色粘土の

粒(1~10mm)をやや多く含む。粘性・しまりやや強い。

12灰黄色土(2.5Y6/2)砂粒・焼土粒(1mm以下）をやや多く含む。粘

性、しまりかなり弱い。

13灰黄褐色土(lOYR6/2) 炭化物 ・焼土粒 •砂粒 (1~2mm)をやや多

く含む。粘性 ・しまり 11• 12層より強い。

22号住居
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(7 • 8) 第126図 22号住居の出土遺物 (I~6) 

23号住居（第127図 PL41·42• 144 遺物観察表P.372)

位置 A6区4E,4F-3~5グリッド

形状 上面の削平が著しく、南を旧河道に切られる

こと、鼈が不明瞭であることなどから全体の形状を

確定することができない。残存する埋没土の範囲か

らみると、南北に長いゆがんだ長方形に近い形面形

を呈するものと思われる。東壁北寄り部分に鼈を想

定すれば横長長方形となる。東壁は比較的直線的に

延びるが、北壁と西壁は蛇行している。南壁は旧河

道に切られている。西壁の中央近くと想定される部

分には、幅1.2m、奥行き38cmほどのコの字状の張り

出しがある。張り出し部の床面は住居本体の床面と

段差なく連続している。類似した張り出しは14号住

居の北壁部にもみられる。

規模 南北確認長 5.6m 東西最大長 3.lm 

方位 N-82° -E 

柱穴 なし。南東部に33cmX24cm、深さ 18.5cmほど

のピットがあるが、他に組み合う施設はなく、柱穴

であるかどうか確認できない。

周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 炭化物粒や焼土粒をわずかに含む褐灰色粘

質土で埋まる。

確認最大壁萬及び壁の状況 3.5cm。上面の削平によ

り詳細な観察はできない。

136 

床面の状況及び床下施設等 南の旧河道寄りが低く

なるがほぽ平坦に仕上げられる。貼り床は認められ

ない。

鼈 東壁北端近くに、壁外に向けてU字形に掘り込

んだ部分があり、この部分から甕片が出土している。

これを一応竃と考えておくが、明瞭な焼土や炭化物

層などが認められず、構造をとらえることもできな

かったため、確定できない。本遺跡の他の住居の例

からみて、東壁南寄りの、旧河道に切られた部分に

竃があった可能性もなしとしない。

重複 旧河道より古い。下層畠遺構の上に乗る。

遺物と出土状況 竃想定位置から甕片が出土してい

る。南西隅部には底部に円孔を有する須恵器甕の胴

下半部片とほぽ完形の坪が出土し、周囲に円礫や角

礫がまとまってみられるが、構造の有無をとらえる

ことはできなかった。また、西壁北寄り部分でも長

円形の礫と土器破片が小さくまとまる。他は全体に

小破片が散在する。

その他平安時代 (10世紀前葉）
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23号住居 A-A' B-B' 

1灰黄褐色粘質土(lOYRS/2)砂粒(0.5~l• 2mm)・同大の炭化物・

焼土粒などをごく少量含む。粘性・しまり強い。
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第127図 23号住居と出土遺物
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24号住居（第128~130図 PL42・144・ 145遺物観察表P.372)

位置 A6区4E,4F-9,10グリッド

形状 南北にやや長い横長長方形の平面形を呈す

る。各隅はわずかに丸みを持って屈曲するが、南東

隅は鼈の右手で小さく屈曲した後に、隅切り状に角

度をかえている。

規模 長辺 3.24m 短辺 2.58m 面積 9.52m'

方位 N-104° -E 

柱穴 ・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 細砂をごく少量含む灰白色土で埋まってい

る。壁際も灰白色土で埋まるが、黄褐色粒が少量混

入する。

確認最大壁高及び壁の状況 20cm。わずかに上方に

開くが、丸み持たずに立ち上がり、ほぽ直立する。

床面の状況 東南方向にやや下がるが、ほぼ平らに

仕上げられる。貼り床はない。

鼈 東壁の南端近くを壁外にコの字状に掘り込んで

燃焼部の東端と煙道を延ばす。燃焼部の主体は住居

内に置かれ、地山を掘り残した袖がこれを囲むよう

に作られている。確認長2.2m、燃焼部幅34cm。煙道

干s;-10

は住居外に細長く延びる。煙道の底部に貼られたよ

うな状態で、土釜の口縁から胴部上半にかけての破

片が出土している。

重複 43号住居より新しい。 25号住居と接するが、

確認面では直接切り合わず、土層断面は新旧関係を

確認することができない。出土土器の様相からみる

と、 24号住居の方がやや新しいもののように見受け

られる。

遺物と出土状況 竃内及びその周辺に甕類の大型破

片がまとまり 、坪もみられる。住居内に坪類を中心

とする土器片と円礫、亜角礫が散在しているが、住

居中央部にはほとんどなく、やや壁際にかけての出

土が多い。

その他平安時代 (10世紀後葉）

— 叫
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吋
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24号住居 A-A' B-B' 

1灰白色土(2.5YR7/1)黄褐色粒を少量含む。

2灰白色土(5Y7/l)4lmm前後の微細な砂粒

をごく少黛含む。

3灰白色土(5Y8/1)6層よりさ らに白っぼく

明るい色調を呈し、ef,0.5~2• 3mmの黄褐色

粒、砂礫などをごく少量含む。

4褐灰色土(10YR4/1)炭化物がラミナ状に

互層に堆積する。焼土粒をやや多く含む。

5灰黄褐色土(2.5Y6/2)が1mm以下～2・3mmの

砂粒 ・黄褐色粒を少量含む。

6灰黄褐色土(2.5Y7/2)が1~5mmの砂礫をご

く少量含む。

゜
I : 80 4m 

第128図 24号住居
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第 3節古代の遺構と遺物
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第 3章 検出された遺構と遺物
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第130図

25号住居（第131図

位置

形状

A6区4E,4F-8,9グリッド

東西に長い縦長長方形の平面形を呈する。各

隅はわずかに丸みを持って屈曲する。

規模

方位

長辺 2.42m 

N-97°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴

PL42-43・145 遺物観察表P.372-373)

短辺

なし。

埋没土 細砂と黄褐色粒をごく少量含む灰色土で埋

まる。

確認最大壁高及ぴ壁の状況

G
 

2.14m 

o| 

面積 5.39m' 

32cm。わずかに上方に

開くが、丸み持たずに立ち上がり、ほぽ直立する。

床面の状況 東南方向にやや下がるがほぽ平らに仕

24号住居鼈 C-C' D-D'F-F'G-G'

1黒褐色土(lOYR3/l)炭化物・焼土を多量に含む。

2灰黄褐色土(10YR5/2)が1~10mmの炭化物・焼土粒を

やや多く含む。粘性 ・しまりやや強い。

3灰黄褐色土(lOYR4/2)が1~10mmの焼土・炭化物を多

旦に含む。

4にぶい黄橙色土(lOYR6/3)</,2~10mmの焼土粒、</,0.5

~1mm前後の炭化物を若干含む。

5褐灰色土(10YR6/l)</,0.5~2• 3mmの赤褐色・黄褐色

粒、が0.5~1• 2mmの炭化物を少量含む。

6橙色土(7.5Y7/6)焼土をベースとする黒褐色土・灰

褐色土の塊を若干含む。

7灰黄褐色土(2.5 Y 7 /2) </, 0. 5~1・2mmの砂礫・炭化物・

焼土をやや多く含む。

8褐灰色土(10YR6/l)きめの細かい土をベースとし

</,1~2mmの砂礫・炭化物をごく少最含む。

9暗灰黄褐色土(2.5Y4/2) </,0.5~2 • 3mmの砂礫・炭化

物・焼土粒を少量含む。

10黒褐色土(10YR3/l)が1~10mmの焼土塊を炭化物塊

と交互にまだら状に含む。

11にぶい褐色土(7.5Y5/3)非常にきめの細かい土をベ

ースと し、 </,0.5~1• 2mmの砂礫を少量含む。

12暗黄褐色土(2.5Y5/3)が1~5mm前後の焼土塊・炭化

材を交互にまだら状に含む。

13黄灰色土（2.5Y4/l)が1~5mm前後の焼土塊・炭化材

を交互にまだら状に含む。

14灰白色砂質土(2.5Y7/l)焼土細粒を少量含む。

15褐灰色粘土(lOYR5/l)多量の焼土小塊（が1~2mm)を

含む。

16褐灰色粘上(10YR5/l)焼土粒を少量含む。

17黄灰色土（2.5Y5/l)焼土粒・炭化物を多量に含む。

18黄灰色土(2.5Y6/l)焼土粒・褐灰色粘土(10YR5/l)

塊(</,3~5mm)を含む。

19焼土塊

゜
I : 40 lm 

24号住居鼈

鼈 東壁の中央よりやや北を掘り込んで煙道を立ち

上げる。燃焼部は住居内に置かれ、明青灰色粘土で

袖を作っている。確認長l.lm、燃焼部幅54cm。

重複 24与住居と接する。土層断面では新旧関係が

明確ではないが、出土土器の様相は24号住居の方が

やや新しいように見受けられる。

遺物と出土状況 鼈内及びその周辺に大型破片がま

とまるが、他は住居東半部に散在する。

上げられる。貼り床はない。
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第 3節古代の遺構と遺物
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25号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(10YR4/l)炭化物を多量に含む。

2灰黄褐色土(10YR6/2)</,0.5~5mmの焼土・黒褐色粒・炭化物を少

量含む。

3灰色土(5Y 6/1) </,lmm以下の砂粒 ・黄褐色粒をごく少撮含む。

4灰白色土(7.5Y7 /1) </,lmm以下の砂粒．． 黄褐色粒を微量含む。

5褐灰色土(lOYR6/l)</,lmm以下の砂粒・黄褐色粒を少量含む。

25号 住居鼈 C-C' D-D'

1褐灰色土(lOYR6/l)</, 0. 5~2・3mmの焼土 ・明青灰色粘土を少量

含む。

2黒褐色土(lOYR3/l)炭化物、 </,1~5mmの焼土粒を多量に含む。

3灰黄褐色土(2.5Y6/2)</,1~3mmの炭化物 ・焼土粒を若干含む。

4灰色土 (10YR6/l)</,1~10mmの明青灰色粘土塊を多量に含む。

砂．5~lmm前後の砂粒・焼土粒をごく少量含む。粘性・しまりや

や強い。

5黄灰色土(2.5Y5/l)がImm以下の砂粒 ・黄褐色粒をごく少量含む。

6灰黄褐色土（10YR6/2)</, 0. 5~2 • 3mmの焼土 ・黄褐色粒を少量含

む。

7褐灰色土(10YR4/l)が1~2mmの黄橙色粒を少呈含む。

8灰白色土(10YR7/1) </, 0. 5~1 • 2mmの砂粒・黄褐色粒を少量含。

9灰色土(5Y5/l)が1~3mmの青灰色粘土粒を少量含む。 </,1~2mm

の明黄褐色粘土を若干含む。粘性・しまりやや強い。

10明青灰色土(5BG7/l)粘土層。

11灰黄褐色土(10YR6/2)青灰色粘土塊を若干含む。粘性 ・しまり

13層と同程度。

12褐灰色土(IOYR5/l)が1~5mmの砂粒を若干含む。

13褐灰色土(IOYR6/l)</, 0. 5~5mmの明青灰色粘土粒を少量含む。

</,Imm以下の焼上・砂粒をごく少鼠含む。が1mm以下の炭化物を若

干含む。粘性 ・しまり 4層よりやや弱い。
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第131図 25号住居と出土遺物
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第 3章検出された遺構と遺物

27号住居（第132・133図 PL43•145 遺物観察表 P.373) 

位置 A6区4I,4J -7,8グリッド

形状 南壁が不明瞭なため確定できないが、ほぼ方

形の平面形と思われる。北西隅部は丸みを持って屈

曲する。

規模南北 3.18m 東西 3.12m 面積 9.67m'

方位 N-2°-E （竃 1) N-45° -E （竃 2)

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 ー北部のみの観察だが、炭化物、焼土粒を含

む灰黄褐色土で埋まる。

確認最大壁高及び壁の状況 23cm。残存部ではわず

かに上方に開くが、やや丸みを持って立ち上がり、

ほぼ直立する。

床面の状況及び床下施設等 南がやや低くなる。貼

り床はない。

鼈北壁東寄り（竃 1) と北東隅（鼈 2)の2か所

に作られている。竃 1は壁を東方向に掘り込んで燃

焼部と煙道を作る。袖に当たる位置に礫があって、

石組の焚き口を持っていたものと考えられる。確認

長95cmで、袖石の内側幅40cm、壁から62cmの位置で
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＋
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27号住居 A-A' 

l灰黄褐色土(10YR6/2)砂粒・黄褐色粒・灰白色粒(1~3mm)をごく

少塁含み、炭化物 ・焼土粒(0.5~l• 2mm)を若干含む。粘性、し

まり強い。

＼ 

.,  

干―7

直径18cmほどの煙道口を確認している。煙道はわず

かに上方に開くが、ほぼ垂直に立ち上がって煙道口

に至る。燃焼部内側はよく焼けている。鼈 2は北東

隅部の壁を北東方向に掘り込んで燃焼部の半ばと煙

道を作っている。袖はなく、石の使用もない。確認

長1.45mで燃焼部幅約50cm、壁から70cmの位置で直

径18cmほどの煙道口を確認している。燃焼部と煙道

は段差を持つが、煙道はなだらかに立ち上がって煙

道口に至る。竃 1と比べて燃焼部内の焼け方は弱い。

重複 47号住居より新しい。

遺物と出土状況 出土遺物数は少ない。竃内及び周

辺に集中する。

その他平安時代 (10世紀中葉）

口`

゜
I : 80 4m 

゜
1 : 4 10cm 

第132図 27号住居と出土遺物
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27号住居鼈 1 B-B'C-C' 

1灰黄褐色土（10YR5/2)炭化物・焼土を多量に含む。

2 黄灰色土 (2.5Y5/l) 砂粒·炭化物・焼土 (0.5~2• 3mm)を少量含。

3黄灰色土（2.5Y4/1)焼土塊(1~20mm)を多く含み、炭化物(1~15

mm)を少量含む。

4褐灰色土(lOYR5/l)焼土(1~3mm)を若干含む。

5褐灰色土(lOYR6/l)砂粒・焼土(1~2mm)を若干含む。

6にぶい黄橙色土(10YR6/3)砂礫・小石・黄褐色粒(0.5~2• 3mm) 

を若干含む。

7橙色土(5YR7/6)焼土塊・炭化物を含む。

埋没土 竃周辺の部分的な観察にとどまるが灰白色

粘土粒、焼土粒を含むシルト質の灰黄色土で埋まる。

確認最大壁高及ぴ壁の状況 28cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

る。

床面の状況及び床下施設等 ほぼ平らに仕上げられ

る。貼り床はない。

吋

冒疇／010m 

27号住居鼈 2 D-D'E-E' 

l焼土。

2褐灰色土(lOYR5/l)焼土粒(0.5~1・2mm)を多量に含み、砂粒．

黄褐色粒(0.5~3mm)をごく少量含む。粘性・しまりやや強い(4

層よりやや弱い）。炭化材がやや多く混入する。

3灰黄褐色土(lOYR6/2)灰白色粒(0.5~1mm)をやや多く含み、黄

褐色粒(1~2mm)を少量、炭化物を極微星含む。粘性・しまり 4

層より強い。

4褐灰色土(10YR6/l)焼土粒(0.5~2• 3mm)をやや多く含み砂粒・

炭化物(0.5~1• 2mm)を少量含む。粘性・しまりやや強い。

吋

。
I : 40 lm 

第133図 27号住居竃

28号住居（第134図 PL44・145 遺物観察表P.373) 

位置 A6区4M,4N-1,2グリッド

形状 東西に長い縦長長方形と思われるが、南西部

は調査区外となり、北壁は大きく 11号住居に切られ

るため全体の形状を把握できない。

規模東西確認長 4.2m 南北推定長 3.0m

方位 N-90° -E （竃）

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。 鼈 東壁南寄りの壁をV字形に掘り込んで、燃焼部

の半ばと煙道を作っている。確認長1.9m、燃焼部幅

58cm。左袖部には角礫があるが、右袖部にはみられ

ず、地山をわずかに掘り残したかのような小さな張

り出しがある。壁から1.5mほど外に直径24cmほどの

煙道口がある。竃前に 1辺80cmほどの方形の土坑が

掘られており、埋没土には焼土塊、灰白色粘土と炭

化物片を多量に含む。
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第 3章検出された遺構と遺物

重複 11号住居より古い。

遺物と出土状況 竃内に大型の破片があるが、住居

全体に小片が散在する。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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28号 住居竃 A-A'B-B'

1焼土。

2灰層。

3灰白色土（2.5Y7/l)焼土粒を含む。

4黒褐色土(2.5Y3/2)焼土粒・炭化物粒を多く含む。

5暗灰黄色土(2.5Y5/2)白色土粒・焼土粒(5mm)を多量に含む。

6褐灰色土(lOYRS/1)焼土塊（1cmほど）を含む。

7黄灰色土（2.5Y5/l)灰白色粘土小粒を多量に含む。

8黄灰色シルト質土(2.5Y5/l)小塊・焼土小塊・灰白色粘土小塊

の混土。

9黄灰色土(2.5Y5/l)焼土粒・灰白色粘土粒・炭化物粒(5~10mm)

を多く含む。

10灰白色粘土塊(5Y8/2)

11焼土塊。

12黄灰色土(2.5Y6/l)焼土粒・灰白色粘土粒・炭化物粒を含む。

13黄灰色土(2.5Y6/l)少量の焼土粒を含む。

14褐灰色土(10YR4/l)焼土粒 ・炭化物粒 ・白色土粒を多く含む。

15住居覆土上層。

16黄灰色土（2.5Y6/l)少量の焼土粒を含む。シルト質。

28号住居床下土坑 C-C' 

1褐灰色土(10YR6/l)焼土塊(20~30mm)・灰白色粘土小塊(5~10

mm)・炭化物片(10~20mm)を多量に含む。やや粘質。
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第134図 28号住居と出土遺物
(4~8) 
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29号住居（第135•136図 PL44-45~145 遺物観察表 P.373)

位置 A6区4K,4L-10,llグリッド

形状 わずかに南北に長い横長の長方形だが、北辺

がやや短いため、北西隅はくびれながら開きぎみに

屈曲する。他の隅はわずかな丸みを持って屈曲する。

規模長辺 3.5m 短辺 2.9~3.lm 面積 10.

67m2 

方位 N-88° -E 

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 鼈右手に当たる南東隅部にある。長軸63cm、

短軸50cmほどのゆがんだ楕円形の平面形を呈し、床

面からの深さは25cmほどある。底面はほぼ平らで炭

化物などを含む黒褐色土で埋まる。

埋没土 炭化物粒、焼土粒をごく少量含む褐灰色土

で埋まる。北壁近くには炭化物粒をやや多く含み、

やや暗い色調の褐灰色土が堆積する。

確認最大壁高及び壁の状況 13.5cm。わずかに上方

に開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立

第 3節古代の遺構と遺物

する。

床面の状況及び床下施設等 ほぼ平らに仕上げられ

るが南西部がやや高い。貼り床はない。

鼈 東壁の南部を壁外に掘り込んで、燃焼部の一部

を作り、煙道を延ばしている。燃焼部の主体は住居

内におかれ、明青灰色の粘土で構築している。右袖

部ではこの粘土が良く残っている。一方、左袖は明

確にとらえられなかった。焚き口部の前には、 1辺

30cmほどの隅丸方形の浅い窪みが作られている。確

認長1.32m、袖部内側幅37cm。壁から70cmほど外で

煙道が立ち上がる。

重複なし。

遺物と出土状況 出土遺物数はごく少ない。貯蔵穴

内から埃が出土しているほかは、北東隅近くに小片

があるだけである。土錘は埋没土中からの出土であ

る。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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29号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(10YR4/l)炭化物粒(0.5~1mm)を少量含む。粘性 ・し

まり 2層と同様。

2褐灰色土(10YR6/l)砂粒・焼土・炭化物(0.5~5mm)の粒を少量、

黄灰色土塊をごく少量含む。粘性・しまり強い。

29号住居貯蔵穴 D-D' 

1黒褐色土(2.5Y3/2)炭化物(1~2mm)・白色土粒を少量含む。粘

性強く、堆積は緻密である。

2黒褐色土(2.5Y3/2)炭化物(1~2mm)・白色（灰白色）土粒を少量、

黄灰色土粒(0.5~2mm)を多量に含む。粘性やや強く、堆積は緻

密である。

3黄灰色土（2.5Y4/1)黄灰色土粒・灰白色土粒(1~2mm)を少量含

む。粘性弱く、堆積は緻密である。

1 : 80 4 m O 1 : 4 10cm 
I I i 

(1) 

第135図 29号住居と出土遺物
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c
 

“瓢疇冒□990m 

29号住居鼈 C-C'

1橙色土(2.5YR7/6)焼土。

2灰黄褐色土(lOYR5/2)砂粒(1mm以下）を ごく少量、焼土粒(lmm

前後）をやや多く、炭化物(0.5~1• 2mm)をご く少量含む。粘性

・し まりやや強い。

3黒色土(5Y2/l)炭化物層（純層に近い）。焼土粒(0.5~1mm)を少

量、砂粒(1mm以下）を若干含む。粘性・しまり弱い。

4黄灰色土(2.5Y6/l)明青灰色粘質土塊(0.5以下～15mm)を少量、

焼土塊(1~3mm)を若干、炭化物(0.5~l• 2mm)をごく少量、黄褐

色粒・赤褐色粒 (0.5~2•3mm）（焼土ではない）を ごふ少量含む。

粘性・ しま りやや強い。

5明青灰色土(5BG7/l)粘上をベースとし、灰色土塊がやや混入

する。（竃袖部）

0 1 : 40 1 m 

第136図 29号住居寵

30号住居（第137図 PL45• 145• 146 遺物観察表P.373)

位置 A6区4K,4L-50,lグリッド

形状 南北に長い横長長方形の平面形を呈するもの

と考えられる。北西隅は30号住居に切られるため、

形状を確認できない。また、南西隅もわずかだが調

査区外となって、南西隅部が把握できない。南壁の

西部は上部が削られて正確には把握できない。北東

隅はやや丸みを持って屈曲する。南東隅は、貯蔵穴

を囲むように小さく屈曲した後に、隅切り状に角度

をかえて南壁に接続している。

規模長辺 4.14m 短辺 2.69m 面積 11.67m2

方位 N-93° -E 

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 鼈右手に当たる、東南隅部にある。東壁は

この貯蔵穴を囲むように小さな屈曲部をもつ。貯蔵

穴は 1辺50cmほどの隅丸方形の平面形で、深さは10

cmほどと浅く、底面は皿状に窪んでいて、平坦では

ない。炭化物粒や焼土粒を含む灰黄褐色土で埋まっ

ており、土器片が多く出土している。

確認最大壁高及び壁の状況 23cm。確認部分では、

わずかに上方に開くが、やや丸みを持って立ち上が

り、ほぽ直立する。

床面の状況及び床下施設等 北東方向に向かってや

146 

や下がるが、ほぼ平坦に仕上げられている。貼り床

はない。

鼈 東壁の南端近くを、壁外にU字形に掘り込んで、

燃焼部の半ばを作り、煙道を延ばしている。燃焼部

中央に支石、右袖部に袖石が残っている。左袖部近

くにも亜角礫があって、これも袖石と思われるが、

左右ともに明確な袖は見いだせない。確認長1.4m、

燃焼部幅57cm。

重複 31号住居より古い。

遺物と出土状況 竃内から貯蔵穴上面にかけて甕片

がまとまって出土している。他の破片は住居内に散

在するが、住居北半には少なく、特に北西四半には

埋没土を含め全く出土しない。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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2m上言讐~970m
30号住居 A-A' 

1褐灰色土焼土粒を含む。

2褐色土焼土粒をわずかに含む。

3灰黄褐色土 焼土粒・炭化物粒を含む。

30号住居前土坑 D-D' 

1灰黄褐色土(10YR5/2)炭化物粒を含む。

2灰黄褐色土(lOYR5/2)焼土粒、褐灰色シルト質土地山塊(10

~20皿l)を含む。

3灰黄褐色土(10YR5/2)焼土粒、灰白色土粒を含む。

30号 住居竃 B-B'C-C'

1褐灰色土(10YR4/l)少量の焼土粒を含む。

2灰白色土(10YR7/1) 

3褐灰色土(10YR5/l)焼土粒・炭化物粒を含む。

4橙色土(7.5YR6/6)焼土塊。

5褐灰色土(lOYR4/l)多量の炭化物を含む。

6褐灰色土(10YR4/l)焼土小塊(5~30mm)を含む。

7灰黄褐色土(lOYR4/2)焼土粒を含む、フカフカしている。

8黒褐色粘土(7.5YR3/2)

9灰白色土の互層(10YR8/l~7/1)シルト質。
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Lc39.90m 
5 V r 1'1もl¥n 
10褐灰色土(lOYR4/l)焼土粒、多量の灰を含む。

11灰層。

12黒褐色土(lOYR3/l)焼土塊・炭化物粒をやや多く含む。比較的

フカフカ。粘性強く、しまりやや弱い。

13褐灰色土（7.5YR5/l)4層より焼土多い。粘性・しまりやや弱。

14橙色土(7.5YR6/8)焼土塊を多く含む。炭化物無し。粒やや密。

粘性はなく、しまりやや弱い。

15褐色土(7.5YR4/3)焼土塊・炭化物粒を多く含む。全体的に軟ら

かい。粒やや粗、灰を塊状に含む。粘性・しまりやや弱い。

16褐灰色土(7.5YR5/l)焼土塊・炭化物粒を少量含む(1層く4層

く2層）。シルト質。粘性・しまりやや弱い。

17褐灰色土(7.5YR5/l)4層に似ている、 4層より粘性なし。

18褐灰色土(lOYR6/l)シルト質土。焼土 ・炭化物粒含まない。粘

性弱く、しまりやや強い。

19褐色土（10YR4/4)焼土粒をわずかに含む。シルト質。粘性弱く、

しまりやや強い。

20褐色上(lOYR4/4)焼土粒・炭化物粒をやや含む(1層より多）。

粒やや密。粘性やや強く、しまりやや弱い。
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第137図 30号住居と出土遺物 ゜
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31号住居（第138・139図 PL45・46・146 遺物観察表P.374)

位置 A6区4L,4M-1,2グリッド

形状 東西に長く、東壁がやや短いため、北壁が傾

斜する。横長の台形状の平面形を呈する。

南壁の両隅はやや丸みを持って屈曲し、北西隅もさ

ほど極端には鋭角化しない。

規模長辺 3.78m 短辺 3.10• 2.68m 面積

11.45m' 

方位 N-1° -W 

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 南東隅にある 。 東西76cm、•南北64cm、床面

からの深さ34cmほどの規模で、楕円形に近い隅丸長

方形の平面形を呈する。

埋没土 炭化物粒や焼土粒を含む灰黄色土で埋ま

る。壁際の埋没土には炭化物塊が混入する。上位の

埋没土には多量の灰白色土粒が含まれる。

確認最大壁高及び壁の状況 23.5cm。わずかに上方

に開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立

する。

床面の状況及び床下施設等 東側がやや低くなる。

掘り方では竃前が窪み、南東四半の中央もやや窪む。

鼈 北壁の東端を半円形に掘り込み、北から15°ほど

ー
、
―

OI 
吋

B
 

東に振った方向に煙道を延ばしている。燃焼部幅は

76cm、奥行きも75cmほどあり、手前がやや細く張り

だした円形の掘り込みとなっている。煙道寄りに支

脚かと考えられる礫がと らえられる。掘り方では確

認した煙道の西にほぽ平行するようにもう 1本の煙

道状の溝が掘られている。また、燃焼部中央寄りや

や手前に小ピットがあって炭化物と焼土の混土で埋

まり、西側煙道の基部や先端近くにもピットがある。

鼈手前部は大きく緩やかに窪み、この中に長径84cm、

短径42cmほどのゆがんだ楕円形の掘り込みがある。

重複 30号住居を切る。

遺物と出土状況 竃内に集中する他は住居内全体に

小破片が散在する。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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31号住居鼈 C-C' D-D'

1灰層と焼土塊。

2黒褐色土（10YR3/l)焼土粒・炭化物粒を含む。

3褐灰色土(10YR4/l)焼土粒を含む。

4褐灰色土(lOYR4/l)焼土塊・焼土塊を多量に含む。

5焼土小塊と褐灰色土(lOYR6/l)塊の混土。

6黄灰色土(2.5Y5/l)焼土粒 (5mmほど）を含む。 7焼土塊。

8黄灰色土(2.5Y5/l)焼土塊（10mmほど）と少磁の焼土粒を含む。

9黄灰色土(2.5Y5/l)焼上塊 ・炭化物粒（10mmほど）を含む。

10暗灰黄色土(2.5Y5/2)やや粘質。

11黄灰色土(2.5Y5/l)シルト質。央雑物含まない。

12黄灰色土（2.5Y6/l)焼土塊 ・灰白色粘土粒(10~20mm)を含む。

13褐灰色土(7.5YR6/l)灰白色粘土塊 ・焼土粒を少量含む。
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14黄灰色土(2.5Y6/l)シルト質。焼土粒(2~5mm)を含む。

15黄灰色上（2.5Y6/l)シルト質。焼土粒少量含む。

16褐灰色土(lOYR4/l)白色土粒を少絨含む。

17炭化物粒と灰、焼土の混土。

18灰黄褐色土(lOYR5/2)焼土粒をごく少鼠含む。

19灰白色土(10YR7/1)焼土粒・炭化物粒を少旦含む。

20住居覆土最上層。

31号住掘り方 E-E'

1灰黄褐色土(lOYR4/2)焼土塊（20~30mm)・灰白色土塊(5~10

mm)を多鼠に含む。

2焼土。

3灰黄褐色土(10YR4/2)焼土粒 ．灰白色粘土小塊を含む。

くこ＞
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第139図 31号住居寵と出土遺物
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第3章検出された遺構と遺物

32号住居（第140因 PL46)

位置 A6区4J,4K-48グリッド

形状西部は調査区域外に当たり、南部は 1号住居

に切られ、北東隅はトレンチに切られるため、全体

の形状を推すことも困難である。北壁はわずかにふ

くらみを持つが、東壁は短い範囲ではあるが直線的

に延びるらしい。焼失住居と思われ、床上に炭化物

粒や炭化材が見られる。

規模 東西確認長 3.28m 南北確認長 1.64m 

方位 N-75°-E （北壁）

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 上面を削平されごく薄いが、炭化物や炭化

物粒、焼土粒を含む黒褐色土が床面を覆う。埋没土

上層は炭化物粒、焼土粒を含まない暗褐色土である。

確認最大壁高及び壁の状況 3.5cm。上面の削平が著

しく観察できない。

床面の状況及び床下施設等 比較的平らに仕上げら

れる。貼り床される。掘り方では窪みが各所に見ら

れ、細かい凹凸も多い。

寵確認できない。

重複 1号住居より古い。

遺物と出土状況 出土遺物数は少ない。確認部分全

体に破片が点在する。 1号住居との接点に近い埋没

土中から鉄器片が出土している。

その他不明

／三49

苓
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吋

32号住居 A-A' B-B' 

1黒褐色土(10YR2/l)炭化物粒及び材をやや多 く・焼土粒を少量

含む。粒粗く粘性あり、 2層よりしまりなくややフカフカ。

2暗褐色土(10YR3/3)炭化物 ・焼土含まない。粒やや密で粘性あ

り。しまりやや弱い。

吋
B 炭化材 2 ] 2 1 B' 
".'' ' '.  

゜
I : 80 4m 

L・40.!0m 

第140図 32号住居

33号住居（第141・142図 PL46・47・146遺物観察表P.374)

位置 A6区4L,4M-2,3グリッド

形状 南北に長い縦長の長方形の平面形を呈してい

る。西壁南部と南壁の大部分を11号住居に切られる

ため、南西部が失われている。他の三隅はわずかに

丸みを持って屈曲する。

規模長辺 3.24m 短辺 2.74m 

方位 N-2°-E 

150 

柱穴・周溝なし。



貯蔵穴 東壁中央寄りやや北にある。直径60cmほど

の円形の平面形を呈し、床面からの深さ 40cmほど。

底面はほぼ平らに作られていて、上方にやや丸みを

持って開くコの字状の断面形を示している。埋没土

の下位はしまりのない灰色土、暗灰黄色土などが混

じり合い、部分的に炭化物が含まれる。上位は少量

の炭化物を含む黄灰色土で埋まる。壁際の住居埋没

土は貯蔵穴の上位埋没土の上に堆積するため、少な

くとも住居を放棄した時点では、既にこの貯蔵穴は

使用されていなかったものと考えられる。

埋没土 壁際はごく少量の焼土粒を含むシルト質の

灰白色土で埋まる。床面の中央では炭化物粒、焼土

粒が比較的多く含まれる。

確認最大壁高及ぴ壁の状況 19.5cm。東壁、北壁は

わずかに上方に開くが、ほぼ垂直に立ち上がる。西

南隅部から西壁にかけては立ち上がりが不明瞭とな

第 3節古代の遺構と遺物

床面の状況及び床下施設等 床は西北方向にわずか

に下がるが、ほぽ平らに仕上げられる。貼り床はな

い。

る。

鼈 北壁東端をV字形に掘り込んで燃焼部の半ばと

煙道を作っている。確認長1.34m。燃焼部は長さ84

cm、幅67cmほどの楕円形の浅い窪みで、明確な袖は

見られないが、右袖部では小さな突起状に地山が掘

り残されている。掘り方では燃焼部の手前部分が深

く掘り込まれ、炭化物粒、焼土粒、灰白色粘土の混

土で埋まる。埋没土にも灰白色粘土粒、白色粘土粒

が混入しており、これらの粘土が鼈の構築材として

用いられていたものであろう。

重複 11号住居より古い。

遺物と 出土状況 鼈内から羽釜、貯蔵穴内から小型

の坪が出土し、東壁際の中央やや南寄りから甕片や

礫がまとまって出土している。

その他 平安時代 (10世紀後葉）
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33号住居 A-A' B-B' 

1暗灰黄色土(2.5Y4/2)しまりなくボソボソしている。

2黄灰色土(2.5Y5/l)灰色土塊を少星含む。しまりない。

3灰色土（7.5Y6/l)黒色粘土塊(5mm)・炭化物粒を含む。

4暗灰黄色土(2.5Y5/2)少量の炭化物粒・塊を含む。

5灰白色土(10YR7/1)しまりのあるシルト質。こ く少量の焼土粒

を含む。

6灰白色土(lOYR7/1)しまりのあるシルト質。焼土粒と炭化物粒

を含む。

7黒褐色土(lOYR3/l)塊。

8灰黄色土(2.5Y6/2)シルト質。少呈の焼土粒を含む。

゜
1 : 80 4m 

第141図 33号住居
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叶 Q| 
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゜
I : 40 lm 

叫 叶

D
 

D' 

L•39 .90m 

33号住居鼈 C-C' D-D'

l炭化物粒（10~20mm)・焼土粒(10~20mm)・灰白色粘土(10~20mm)

の混土。

2焼けた面。

3黄灰色土（2.5Y5/l)炭化物粒 ・焼土粒を多黛に含む。

4黄灰色土（2.5Y6/l)粘質。ご く少鼠の焼土粒を含む。

5焼土粒 ・灰白色粘土粒の混土。

6灰色土(5Y5/l)炭化物粒 ・焼土粒を多駄に含む。上面に灰層が

ある部分がある。

7焼土粒 ・灰 ・炭化物の混土。

8灰色土(5Y5/l)灰白色粘質土粒を含む。

9黄灰色土（2.5Y6/l)灰白色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含む。

10灰黄褐色土(lOYRS/2)灰白色粘土粒を多く含む。しまり良し。

こ Hソ
／

0 1 : 4 10cm 

第142図 33号住居寵と出土遺物

34号住居（第143図 PL47•146)

位置 A6区4P-4, 5グリッド

形状 調査区界近くにあって、南東隅部のみを検出

し調査したものであるため、全体の形状は分からな

い。北壁はふくらみを持つが、東壁は直線的で、隅

部はあまり丸みを持たずに屈曲する。

規模北壁確認長 l.lm 東壁確認長 1.2m 

方位 N-2°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 確認できない。

確認最大壁高及び壁の状況 20cm。部分的な所見だ

が、わずかに上方に開くが、やや丸みを持って立ち

上がり、ほぽ直立する。

152 

床面の状況及び床下施設等 ほぽ平らに仕上げられ

る。貼り床はない。

鼈 東壁の南調査限界近くにある張り出しが竃に相

当するものと思われるが、明確ではない。

重複なし。

遺物と出土状況細片 4点のみが出土した。

その他平安時代
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土
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I : 80 4m 

第143図 34号住居

35号住居 （第144図 PL47 遺物観察表P.374)

位置 A6区4I,4J -1,2グリッド

形状 南壁が最も長く、西壁が最も短い。東西壁は

中央でわずかに曲がり、幅を狭めて北壁にとりつく

が、東壁が長いために東がやや開いたゆがんだ台形

状の平面形を呈する。

規模 長辺 2.4m 短辺1.7m 面積 4.33m'

方位 N-20° -W（東壁）

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

確認最大壁高及び壁の状況 21cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立す

る。

床面の状況及び床下施設等 北西隅がやや下がる

が、ほぼ平らに仕上げられる。

鼈なし。

重複 なし。

遺物と出土状況 埋没土の比較的高い位置に土器片

が含まれる。

その他 竃 ・炉などの施設がな く、通常の住居とは

異なる。平安時代 (10世紀中葉）
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゜
I : 4 10cm 

第144図 35号住居と出土遺物

153 



第 3章検出された遺構と遺物

36号住居（第145・146図 PL47•48~146 遺物観察表 P . 374)

位置 A6区4K,4L-2,3グリッド

形状 わずかに東西に長い隅丸方形の平面形を呈す

る。北東隅部から東壁北半にかけてを54号土坑に切

られている。他の三隅は丸みを持って屈曲する。北

壁と西壁はわずかなふくらみを持っている。

規模長辺 3.32m 短辺 2.94m 面積 9.80m'

方位 N-13° -W 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 灰白色土粒や炭化物粒を含む黄灰色土で埋

まる。北壁際には央雑物のほとんどない黄灰色土が

見られる。

確認最大壁高及び壁の状況 17cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

る。

床面の状況及び床下施設等 緩やかに波打ち、北壁

際がやや下がっている。貼り床はない。

鼈 北壁の東端近くをC字形に掘り込んで燃焼部の

半ばを作り、さらに煙道を延ばしている。燃焼部は

壁内外にまたがり、内側幅48cm、長さ54cmほどの隅

丸長方形状に掘られていて、小さな段差をもって煙

道部に続く。壁から80cmほど外側に直径20cmほどの

煙道口が認められている。煙道奥部の壁は、丸みを

持って立ち上がっている。左袖部は地山を突起状に

掘り残したかにみえ、袖石かと思われる礫も出土し

ているが構造を留めるものではないようだ。埋没土

中にも粘土は少ない。この礫の前から、塊が逆位で

出土している。右袖部は確認できなかった。

重複 54号土坑より古い。

遺物と出土状況 出土点数は埋没土中のものを含め

てもごく少ないのだが、完形ないしそれに近い状態

の坪、塊が目立っている。竃内からは、土器小片が

少量出土したのみだが、竃前から壊が完形で出土し

ている。また、南壁の中央部壁際からも坪、境が完

形ないしほぼ完形の状態で 3点並ぶように出土して

いる。北東隅部には角礫があった。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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村

54 

吋＼坑

吋 c1:I

B冒疇冒疇：980m 

吋

36号住居 A-A' 

1黄灰色土(2.5Y6/l)灰白色土(2.5Y7/l)粒、小塊・炭化物粒を

含む。

2黄灰色土(2.5Y4/1)央雑物ほとんどない。

3黄灰色土(2.5Y5/l)炭化物粒・暗灰黄色土粒(2.5Y5/2)を含む。

゜
I : 80 4m 

第145図 36号住居
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叫 吋

◎ 
～＋→ ‘`‘‘ / 1̂l¥ 36号住居鼈 C-C' D-D'

1黄灰色土(2.5Y6/l)焼土小塊(5~10mm)を多

量に含む。

2灰と焼土小塊の混土。

D 乙＾＼＼ D' 忙＼寧 ／ク、 ーで一ト 3焼土塊。

54 凸鸞； こ）］＼
4灰層。

坑
5黄灰色土(2.5Y5/l)焼土粒 ・炭化物片を多く

含む。

6黄灰色土（2.5Y4/1)粘質。焼土粒を多く含む。

7黄灰色土(2.5Y5/l)やや粘質。炭化物粒 ・焼

土粒を少撮含む。

8黄灰色土(2.5Y6/l)シルト質。炭化物粒・焼

叫 o| 土粒を少量含む。

D ? i i A ? 6 D' 

゜
1 : 40 lm 

で こ ロ＠
口
⑨

0 I : 40 10cm 

第146図 36号住居寵と出土遺物
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37号住居（第147図

位置

形状

遺物観察表P.374)

A6区4P,4Q-5グリッド

調査区界にあって、東北隅のみを検出したた

め、全体の形状は分からない。隅部はやや丸みを持

って屈曲している。

確認最大壁高及び壁の状況

床面の状況及び床下施設等

凸がある。

11cm。

調査範囲内でもやや凹

鼈 確認できない。

重複 なし。

規模

方位

北壁確認長 0.65m 東壁確認長 1.34m 遺物と出土状況 細片 2片が出土しているのみであ

N-r-w （東壁） る。

柱穴・周溝・貯蔵穴 確認できない。 その他 平安時代 (10世紀前葉）

：
＼
 

ー、― ＼こ戸／ク

゜
I : 80 4m 

゜
1 : 4 10cm 

第147図

38号住居（第148図 PL48•147 遺物観察表 P.374)

位置

形状

37号住居と出土遺物

A6区4D,4E-6,7グリッド

西部の大半が調査区外に当たる。東部のみの

調査となったため、全体の形状を把握することがで

きなかった。東壁はややふくらみを持ち、中央寄り

やや北でわずかに角度を変えて、やや開き気味に、

丸みを持ちながら北壁と接続する。南の隅部はわず

かな丸みを持って屈曲し、やや内側にくびれる傾向

がみられる南壁と接続する。本遺跡の他の住居の例

からみて、横長の長方形ないし方形の平面形を呈す

るものと考えられるだろう。

規模

方位

東壁長 3.90m 

N-97° -E （竃）

柱穴・周溝・貯蔵穴

東西確認長

なし。

埋没土

1.60m 

砂礫、炭化物、焼土などを多量に含む灰色

土の単層で埋まる。

確認最大壁高及び壁の状況 12.7cm。わずかに上方

する。

床面の状況及び床下施設等 床面はやや凹凸があっ

て、中央部がやや高く、特に北部がやや低くなって

いる。貼り床はない。

鼈 東壁の南端近くを壁外に細長いU字状に掘り込

んで燃焼部と煙道を作っている。確認長1.3m、燃焼

部幅39cmで、燃焼部から煙道へは段差をもたず、な

だらかに上がっている。埋没土には灰黄色ないし灰

黄褐色の粘質土がみられ、

重複

遺物と出土状況

出土している。

その他

これは構築材の残痕と思

われる。燃焼部中央には支脚に用いられたと思われ

る棒状の礫が立てられている。左右とも袖は認めら

れない。右袖部がやや破壊の度が高いものと思われ

る。

44号住居より新しい。

鼈内と周辺から羽釜、境の破片が

平安時代 (10世紀中葉）

に開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立
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38号住居 A-A' 

l灰色土(5Y5/1)砂礫 ・炭化物・焼土を多最に含む。

粘性 ・しまりやや強い。

，， 1 

゜
1 : 40 lm 

＼三'

(i)4 

38号住居鼈 B-B'C-C'

1灰黄褐色土(lOYR6/2)粘質。炭化物粒を含む。

2焼土 ・灰黄褐色粘土粒(10YR4/2)・灰を含む。

3灰・焼土粒を含む。

4灰黄褐色土(10YR6/2)灰 ・焼土粒を含む。

5焼土。

6褐灰色土(lOYR6/l)焼土粒 ・灰黄褐色粘土粒（lOYR

4/2)を含む。

7暗灰黄褐色土(2.5Y5/2)砂質。

8暗灰黄褐色土(2.SY4/2)砂質土、鉄分の凝集が著し

い。粘性弱く、堆積はもろい。

9暗灰黄褐色土(2.SY4/2)焼土・炭化物(1~5mm)を少

量含む。粘性弱く、堆積はやや緻密である。

10暗灰黄褐色土(2.SY4/2)黒色灰を多鼠に含む。堆積

はもろい。

11灰黄色粘質土塊 下半が火を受け硬化している。

鼈部材。

12黒褐色土(2.5Y3/2)焼土・灰（黒色）を多最に含み、

灰黄色土塊（11)を含む。粘性やや強く堆積はもろい。

13暗灰黄褐色土(2.SY4/2)粘性の強い灰黄色 (2.SY

6/2) (5~1mm)を少量含む。粘性弱く、堆積は硬い。

14暗灰黄褐色土(2.SY4/2)焼土を多量に含む。堆積は

もろい。

15暗灰黄褐色土(2.SY4/2)焼土・炭化物(1~2mm)をご

く少量含む。粘性弱く、堆積は緻密である。

5
 

。
I : 4 10cm 

第148図 38号住居と出土遺物
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39号住居（第149・150囮 PL48・49・147遺物観察表P.375)

位置 A6区4F, 4 G -11, 12グリッド

形状 試掘トレンチに切られており、北東隅部のみ

の調査となったため、全体の形状を把握することが

できない。東壁はややふくらみ、北東隅でやや丸み

を持って屈曲して北壁と接続する。長方形ないし方

形の平面形であろう。

規模東壁確認長 2.90m 北壁確認長 1.40m 

方位 N-101° -E （鼈）

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

確認最大壁高及び壁の状況 24.4cm。わずかに上方

に開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立

する。

床面の状況及び床下施設等 やや凹凸があり、北壁

付近が低くなる。貼り床はない。試掘トレンチ中で

土坑が検出されており、この住居に伴う床下土坑と

判断されている。

鼈 東壁の南端をコの字状に掘り込んで燃焼部の半

ばを作り、煙道を延ばす。確認長1.15m、燃焼部幅

は60cmほどと推定される。燃焼部と煙道の境界は段

差をもつ。

重複 40号住居より新しい。

遺物と出土状況鼈内に甕、坪がある。埋没土から

甕、坪や灰釉陶器片が比較的多く出土している。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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39号住居鼈 A-A'B-B'

1灰。

2焼土。

3灰と焼土粒。

4黄灰色土(2.5Y6/l)焼土粒、焼土塊(20~50mm)と灰を含む。

5黄灰色土(2.5Y5/l)焼土粒・炭化物粒を多量に含む。

6黄灰色土(2.5Y6/l)砂質。焼土粒(1~2mm)を含む。

7黄灰色土（2.5Y6/l)砂質。炭化物粒をごく少量含む。

第149図 39号住居 。
I : 40 lm 

158 



第 3節古代の遺構と遺物

ヽ〗、

1 、8

． こ

1 : 4 10cm 

第150図 39号住居の出土遺物

40号住居（第151図 PL49 遺物観察表P.375)

位置 A6区4F,4G-11,12グリッド

形状 わずかに南北に長い、縦長の隅丸長方形の平

面形を呈する。南西隅が調査区境界に当たって失わ

れ、 39号住居にも切られている。このため、南西隅

の状況は把握できないが、西壁の方が東壁よりやや

短いようだ。鼈右手に当たる南東隅部は円弧状に張

り出している。北壁の両隅はやや丸みを持って屈曲

する。

規模長辺 2.6m 短辺 2.5m

方位 N-96° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 南半は炭化物粒や明緑色の粘土を多く含む

黄灰色土で埋まり、北半は灰白色砂塊を含む黄灰色

土で埋まる。南半にみられる粘土は鼈用材と同様の

もので、竃の崩壊にともなって混入したものかと考

えられる。

確認最大壁高及び壁の状況 24cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立す

る。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぼ平らに仕上げられる。貼り床はない。

鼈 東壁の中央よりやや南寄りを壁外に半円形に掘

り込んで燃焼部の半ばを作っている。煙道は分から

ない。左袖部ははっきりしないが、右袖部は地山を

小さな突起状に掘り残している。燃焼部は長径77cm、

短径50cmほどのゆがんだ楕円形ないし卵形で、壁端

より住居側に長径45cm、短径35cm、深さ15cmほどの
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ピット状の掘り込みを伴っている。確認長1.15m、

燃焼部幅は60cmほどと推定される。埋没土には構築

材に用いられたと考えられる明緑灰色粘土が混入す

る。

重複 39号住居より古い。

f2 

叫

一
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叫

9麟麟疇：000m 

遺物と出土状況埋没土中を含めても出土遺物量は

ごく少ない。竃内に甕の小片があり、他は住居中央

部に細片が散在するのみである。

その他平安時代 (10世紀前葉）

40号住居 A-A' 

1黄灰色土(2.5Y5/l)炭化物粒・明緑灰色粘土ClOGY8/l,30~50 

mm)を多く含む。

2黄灰色土（2.5Y5/l)、灰白色砂塊(5Y7/1)を含む。

3黄灰色土（2.5Y6/l)焼土粒を少量含む。

4褐灰色土 (10YR6/l)炭化物片、明緑灰色粘土塊(lOGY8/l,40 

~50mm)を多最に含む。

5褐灰色土(lOYR6/l)炭化物粒を含む。鉄分の沈着が著しい。

。
I : 80 4m 

叫 叫

叫吋

疇 CL4000m 

40号住居鼈 B-B'C-C'

1灰黄褐色土(lOYR5/2)炭化物 ・焼土(0.5~2• 3mm)を若干含む。

2黒褐色土(10YR3/2)炭化物を大量に、焼土をやや多く含む。

3橙色土(2.5YR7/6)黒褐色粒(1~3mm)を少星含む。

4暗灰黄色土(2.5Y5/2)砂質。焼土粒と多量の炭化物粒を含む。

5明緑灰色粘土(lOGYS/1) 

6灰黄色土(2.5Y6/2)砂質。炭化物粒を多量に含む。

7灰黄色土(2.5Y6/2)砂質。焼土粒・炭化物粒 ・明緑灰色(lOGY

8/1)粘土粒を含む。

。
I : 40 lm 

)□□＼l 

0 I : 4 10cm 

第151図 40号住居と出土遺物
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41号住居 （第152図 PL49 遺物観察表P.375)

位置 A6区4E,4F-12,13グリッド

形状 わずかに東西に長いが、ほぼ方形の平面形を

呈する。

規模 長辺 2.lm 短辺1.9m 面積 4.77m' 

方位 N-95° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 上面を削平されているため、詳細な観察は

できない。床面上にはごく少量の焼土粒を含む黄灰

色土が堆積する。

-―ーー＇卜—· 吋

B
一

吋

第3節古代の遺構と遺物

確認最大壁高及び壁の状況 5cm。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぼ平らに仕上げられる。貼り床はない。

鼈 東壁の南端を掘り込んで燃焼部を作り煙道を延

ばすが、掘り方底面近くを検出したのみであるため

詳細は観察できない。

重複 なし。

遺物と出土状況 小片が住居南半部に点在する。

その他平安時代 (10世紀中葉）

吋

言亨ロ

） 二 ｀ ‘‘2 

B' I饂
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゜
I : 4 10cm 

吋

旦＿． I.且

言 L・40.00m

41号住居 A-A' B-B' 

1黄灰色土（2.5Y6/l)ごく少星の焼土粒を含む。

゜
I : 80 4m 

第152図 41号住居と出土遺物

42号住居 （第153図 PL50 遺物観察表P.375) 

位置 A6区4G-13グリッド

形状 北部の大半が調査区外となり、西部は溝状の

攪乱に切られる。南東隅部のみの調査となったため、

全体の形状は分からない。

規模 南壁確認長 2.36m 東壁確認長 0.84m

方位 N-92° -E （南壁）

柱穴・周溝・貯蔵穴 確認できない。

確認最大壁高及び壁の状況 19cm。上面を削平され

ているため詳細な観察はできない。丸みを持って立

ち上がり、やや上方に開く。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが、

ほぼ平らに仕上げられる。貼り床はない。

鼈確認できない。

重複 なし。

遺物と出土状況埋没土中から小形の坪片が出土し

たのみである。

その他平安時代か
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第153図 42号住居と出土遺物

43号住居（第154•155図 PL50•147 遺物観察表 P.375)

位置 A6区4E-9,10グリッド

形状 南北に長い横長長方形の平面形を呈する。南

西隅を24号住居に切られる。他の三隅はやや丸みを

持って屈曲し、特に東南隅は丸みが強い。

規模長辺 3.50m 短辺 2.90m 面積 12.74m' 

方位 N-107°-E 

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 南東隅部にある土坑が貯蔵穴に相当するも

のと思われる。東西90cm、南北70cmほどの隅丸長方

形の平面形を呈し、深さは最大でも7.5cmほどと浅

し％

埋没土 主体的には炭化物粒や焼土粒を含む灰色土

で埋まる。

確認最大壁高及ぴ壁の状況 6.6cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

干§-10

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぼ平らに仕上げられる。わずかに北方向に下がる。

貼り床はないが、鼈前には長径77cm、短径70cm、深

さ23cmの床下土坑がある。

鼈 東壁の中央南寄りをV字形に掘り込んで燃焼部

を作り煙道を延ばす。袖はないが、掘り方では住居

壁と左右それぞれの接点部分に小ピットがある。確

認長58cm、燃焼部幅38cm。

重複 24号住居より古い。

遺物と出土状況 全体に小片が散在する。

その他 平安時代 (11世紀前葉）

る。
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第154図 43号住居の出土遺物
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43号住居 B-B' 

1灰色土(5Y6/l)灰白色(5Y8/2)砂質土を含む。

2灰色土(5Y6/l)炭化物粒・焼土粒 ・灰白色(5Y8/2)砂小塊を含。

3灰オリーブ色土(5Y6/2)炭化物粒 ・焼土粒を少旦含む。

43号住居鼈 C-C'

1暗灰黄色土(2.5Y5/2)焼土・炭化材塊（1~3mm)を

少量含む。

2灰黄色土(2.5Y6/2)黄橙色土塊 ・炭化材 ・焼土

(0.5~2 • 3mm)をやや多く含む。

3黄灰色土(2.5Y6/l)炭化物粒 ・灰を多量に含む。

4灰白色土(2.5Y7/l)焼土粒を多輩に含む。

5灰黄色砂質土(2.5Y7/2)焼土粒を含む。

6黄灰色土(2.5Y6/l)焼土粒 ・炭化物 ・灰白色(5Y

8/2)砂質土小塊を多く含む。

第155図 43号住居

44号住居 （第156図 PL50)

位置 A6区4C,4D-6,7グリッド

形状 東部の大半を旧河道に切られる。また、鼈も

確認されていないため、全体の形状を把握すること

はできない。北西隅部はやや鋭角で、北壁が南壁に

比して北に傾く。これからみると、西壁より東壁の

方がやや短いものであったものとの推測が可能であ

る。南西隅はやや丸みを持ちながらもほぽ直角に屈

曲するため、ゆがんだ台形状の平面形であった可能

性が考えられるだろう。

規模 南北長 3.2m

方位 N-6'-E （西壁）

柱穴 ・周溝・貯蔵穴 確認できない。

確認最大壁高及び壁の状況 21cm。

埋没土 黄褐色土粒、砂粒、炭化物を若干含む灰色

土で埋没する。床面直上の埋没土はほぼフラットな

堆積状況を示している。

壁の状況 わずかに上方に開くが、やや丸みを持っ

て立ち上がり、ほぽ直立する。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぽ平らに仕上げられる。中央部はごくわずかだが、

ふくらむように高くなり、特に北壁部では周溝状に

ややくぼむかと思われるが、遺構として明確にとら

えるには至らなかった。貼り床はない。

鼈確認できない。

重複 38号住居より古い。旧河道より古い。

遺物と出土状況 北東隅部と中央部から土器小片が

出土しているのみである。

その他 平安時代か
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44号住居 A-A' 

1不明。

2灰色土(lOY6/l)黄褐色粒(1~2mm)をやや多 く含む。

3 灰色土 (7.5Y6/ l) 黄褐色粒 •砂粒 (0.5~1 ・ 2mm) を少鼠含み、炭

化物を若干含む。

゜
1 : 80 4m 

第156図 44号住居

45号住居（第157図 PL50 遺物観察表P.375) 

位置 A6区4N-ll,12グリッド

形状 下層にある畠遺構の調査時に設定したセクシ

ョンベルト上にかかったものである。鼈の下底部分

と床面のごく一部を検出したのみにとどまったた

め、全体の形状を把握することはできなかった。床

面の残存状況から見ると、竃が東壁にあり、この右

手がすぐに東南隅部に当たるものと思われる。この

部分で東壁がやや丸みを持って屈曲し、南壁に接続

するものらしい。本遺跡の他の住居の例からみて、

方形ないし長方形の平面形を呈するものであろうと

推測される。

規模 南北確認長 1.60m 東西確認長 0. 70m 

方位 N-90° -E （鼈）

柱穴・周溝・貯蔵穴 確認できない。

確認最大壁高及び壁の状況 1 cm。壁の状況は観察

できなかった。

鼈 基底部のみを検出しているため、詳細を把握す

ることはできなかった。東壁の南寄りにあたると思

われる部分を、壁外にU字形に掘り込んで燃焼部を

作ったものらしい。この部分では土器片がやや集中

して出土しているが、構造材等は全く検出できなか

とどまる。

その他平安時代 (10世紀前葉）

、匹二三］

0 1 :80 2m 

。
I : 4 10cm 

第157図 45号住居と出土遺物

った。

重複 旧河道より古い。

遺物と出土状況 鼈内およびその前面に相当すると

思われる部分から小片がまとまって出土しているに
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46号住居 （第158図 PL50・51 遺物観察表P.375)

位置 A6区4K,4L-9,10グリッド

形状 北西ー南東方向に長い横長長方形。各壁はや

やふくらみを持ち、隅部はあまり丸みを持たずに屈

曲する。

規模 長辺 3.10m 短辺 2.56m 面積 9.52m'

方位 N-48°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 北西壁部は砂礫をごく少量含む黄灰色土が

床面を直接覆う 、他の 3方の壁際には青灰色粘質土

や炭化物、焼土を含む褐灰色土が堆積する。

確認最大壁高及び壁の状況 8.5cm。わずかに上方に

開くが、ほぼ垂直に立ち上がる。

床面の状況及び床下施設等 中央部が低く壁際がや

第 3節古代の遺構と遺物

や高くなる。長軸方向では、南東部が段差をもって

低くなる。貼り 床はない。竃前に長軸80cm、短軸56

cm、深さ 18cmほどのハート形に似た不整形の窪みが

ある。貯蔵穴かとも思われるが、内部からの出土遺

物はなく 、確定できない。

鼈 北東壁の南東寄りをゆがんだU字形に掘り込ん

で燃焼部を作る。袖はない。確認長88cm、燃焼部幅

60cm。中央に溝状の窪みがある。埋没土には青灰色

粘土塊が混じ、これが構築材とされていたものだろ

う。

重複 19号住居より古い。

遺物と出土状況 遺物数はごく少ない。竃前部の窪

みと竃との間に破片がまとまる。

その他 奈良時代 (8世紀後半）
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46号住居 A-A' B-B' 

1褐灰色土(lOYRS/1)青灰色粘質土 ・炭化物 ・焼土(0.5~1・2mm)

を若干含む。

2褐灰色土(10YR4/l)砂礫 ・焼土粒(0.5~1• 2mm)を少量含む。

3不明。

4黄灰色土(2.5Y6/l)lmm以下の青灰色粘質土を少戯含む。

5灰色土(5Y6/l)焼土 ・炭化物(0.5~2• 3mm)を少量含む。

6灰黄褐色土(lOYR6/2)炭化物 ・焼土粒(0.5~1・2mm)をやや多 く

含む。

7灰色土(5Y6/l)炭化物をやや多く含む。

8黄灰色土(2.5Y6/l)砂礫(0.5~1• 2mm)をこく 少最含む。

46号住居鼈 C-C' D-D'

1褐灰色土(10YR4/l)0. 5mm以下の砂礫 ・炭化物を少星含む。

2 灰黄褐色土 OOYRS/2) 炭化物 ・ 焼土粒 (0.5~1 ・ 2mm)• 青灰色粘

土塊(0.5~3• 4mm)を少量含む。

3黒色土 (SY2/1)炭化物をベースとし、 青灰色粘土塊(0.5~10

mm)・焼土塊(1~5mm)をやや多く含む。

4褐灰色土(lOYR6/l)青灰色粘土塊(0.5~2• 3mm)を斑状にやや

多く含む。

5明青灰色粘質土塊(5B7/l)

□ □三□／
0 1 : 4 10cm 

第158図 46号住居と出土遺物
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第 3章検出された遺構と遺物

47号住居（第159・160図 PL51・147 遺物観察表P.375)

位置 A6区4I,4J-7,8グリッド

形状 南北に長い縦長長方形。鼈左手にあたる南東

隅部に、東壁を延長する形で幅56cm、奥行き20cmほ

どの張り出しがある。各隅はやや丸みをもって屈曲

する。

規模長辺 2.8m 短辺1.94m 面積 6.47m'

方位 N-151°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

確認最大壁高及び壁の状況 12cm。丸みを持って立

ち上がり上方に開く。南壁はほぽ垂直に立ち上がる。

床面の状況及び床下施設等 緩やかに波打ちながら

南壁から北壁に向かって低くなる。貼り床はない。
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47号住居 A-A' B-B' 

1灰黄褐色土(10YR6/2)焼土粒や炭化物粒等をほとんど含まない。

非常に均質な粘質土。

47号住居鼈 C-C' D-D'

1灰黄褐色土OOYR6/2)粒・爽雑物をほとんど含まない。非常に

均質な粘質土。粘性・しまり 8層と同程度。

2灰層。

3黒褐色土(10YR3/l)砂粒 ・焼土粒・炭化物粒(1~5mm)を少量含

む。粘性 ・しまり 8層と同程度。

4褐灰色土(lOYR6/l)青灰色粘土塊(1~2mm)・焼土(0.5~1・2mm)

をやや多く含む。

-fl-47 

鼈 南壁の西寄りを半円形に掘り込んで燃焼部の半

ばを作る。袖はない。確認長92cm、燃焼部幅50cm。

埋没土には構築材に用いられたと考えられる青灰色

粘土塊が多く含まれる。

重複 20号・ 27号住居より古い。

遺物と出土状況 竃内から竃右手の南西隅部にかけ

て破片が集中する。

その他奈良時代 (8世紀後半）
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5黒色土(5Y2/l)炭化物層、赤橙色焼土粒(1mm以下）をごく少量

含む。粘性・しまりやや弱い。

6灰色土(5Y4/1)焼土・橙色土・黄褐色土・炭化物粒(0.5~1• 2 

mm前後）を斑状にそれぞれ多 く含む。粘性・しまりは 8層に比べ

てやや弱い。

7褐灰色土(10YR6/l)青灰色粘土・焼土粒C0.5~1mm前後）をごく

少量含む。粘性 ・しまりともに強い (8層と同程度）。

8灰白色土OOYR7/1) 焼土粒•青灰色粘土塊(0.5~2 • 3mm)を斑状

に多量に含む。粘性 ・しま りともに強い。

9焼土混入。特に緻密。

10焼土塊。

第159図 47号住居
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第160図 47号住居の出土遺物

48号住居（第161図 PL51)

位置 A6区4P,4Q-6,7グリッド

形状 調査区際で鼈の下底部分と床面のごく一部を

検出したものである。全体の形状を把握することは

できない。東壁に竃を持つものと推測されるため、

本遺跡の他の住居の例からみて、方形ないし長方形

の平面形であろう。

方位 N-73° -E （竃）

柱穴・周溝・貯蔵穴 確認できない。

確認最大壁高及び壁の状況 6.5cm。

寵 東壁を壁外にコの字形に掘り込んで燃焼部を作

り、短い煙道を付したものと思われるが、詳細な構

造は分からない。

重複なし。

遺物と出土状況 なし。

その他 時期不明、平安時代か。

＼ 

- ----

｀ 
。

I : 80 4m 

第161図 48号住居
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第 3章検出された遺構と遺物

49号住居（第162図 PL51•52)

位置 A6区4C,4D-44,45グリッド

形状 東西に長い縦長の隅丸長方形の平面形を呈す

る。南壁は北壁よりやや短くなっており、東壁に作

られた鼈の左右で壁がやや食い違っている。各隅は

丸みを持って屈曲しているが、特に南西隅は丸みが

強し）。

規模長辺 3.2m 短辺1.8m 面積 6.52m'

方位 N-86°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 褐灰色土を主体とし、これに灰褐色土、黄

褐色ローム塊が混じた層で埋没する。一部に床面に

接して灰白色粘土や黒褐色土塊を混じた灰色土が見

られる。

確認最大壁高及び壁の状況 17cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ちあがる。西壁はやや

なだらかな立ち上がりを示す。

ヽ

B
 

Q;1 

,_!6000  

゜

B' 

c
r
 

吋吋
B 2 I .  I 2 B' 

―瓢言言董□，90m

I : 80 

49号住居 A-A' B-B' 

1灰色土 灰白色粘質土・黒褐色土の各塊の混土。

2褐灰色土 褐灰色土に灰褐色土・黄褐色ローム塊の入り混じっ

た層。一括埋土（鼈前にローム塊多い）。

3灰褐色土 灰層を含んだ層。粘性・しまりあり。

4褐灰色土 灰褐色粘質土に鉄分沈着見られる。

5褐色土 As-Bのような砂粒混土。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぽ平らに仕上げられている。北西側がやや低くな

り、南東側とわずかながら段差を持っている。貼り

床はない。

竃 東壁の南寄りを、壁外にU字形に掘り込んで燃

焼部を作り、煙道を延ばす。明確な袖は認められな

いが、左袖部では小さな突起状に地山が削り残され

ている。確認長1.0m、燃焼部幅40cm。埋没土には構

築材に用いられたと考えられる灰白色の粘土が見ら

れる。

重複なし。

遺物と出土状況 鼈内及び住居東半部を中心に土器

片が散在するが、すべて細片である。竃内出土土器

を除いて、他の土器は比較的上層の埋没土からの出

土である。

その他平安時代 (11世紀前半）

可＿ u| 

可 o|
D
 

”L-39 90m 

D' 

゜
l : 40 lm 

4m 

49号住居鼈 C-C' D-D'

1にぶい黄褐色土 灰白色粘土と灰黄褐色土の混土。

2黄灰色 灰色及び黒褐色の灰が互層に入る。

3褐色土 灰白色粘土小塊・焼土 ・灰混じる。

4暗灰黄色土 ローム小塊（10~20mm)まだらに含む。

5焼土塊

6灰黄色 灰白色粘土に焼土粒・褐色土塊含む。天井崩落土。

7灰黄褐色土

第162図 49号住居
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第 3節 古代の遺構と遺物

50号1主居（第163~165図 PL52・147・ 148遺物観察表P.376)

位置

形状

A6区4D,4E-42,43グリッド

東西に長い縦長長方形の平面形を呈する。南

西隅がわずかながら調査区外となるが、他の三隅は

やや丸みをもって屈曲する。竃先端部を69号住居に

切られる。

規模

方位

長辺

埋没土

4.36m 

N-90° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴

短辺

なし。

3.36m 

主体的には炭化物をほとんど含まない暗褐

色土で埋まるが、部分的に細かい炭化物粒を多く含

む暗褐色～黒褐色土が見られる。焼土粒や炭化物は

埋没土の中位から上位に多くみられる。

る。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

確認最大壁高及び壁の状況 42cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

ほぽ平らに仕上げられている。北壁際には、わずか

ながら段差を持って高くなる部分がある。貼り床は

ないものと判断された。鼈前部には直径70cmほどの

ゆがんだ不整円形の平面形を呈する浅い窪みと、

長軸55cm、短軸45cmの楕円形の平面形を呈し、 18cm

ほどの深さを持つ土坑がある。 これらの土坑は、 こ
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l : 40 lm 

4m 

50号住居 A-A' B-B' 

1黒褐色土 灰・炭化物を全体に含み焼土塊を含む。床下ピット。

2黄褐色土 黄白色シルト ・灰色シルト塊を含む。床下ピット。

3褐灰色土 黄白色土小塊、焼土・炭化物を含む。 2層との境界

に灰色粘質土が薄く堆積する。床面。

4褐灰色土 3層に似るが、混入物少なく、炭粒わずかに含む。

5褐灰色土 3層と同質。

第163図

6暗褐色砂質壌土(lOYR3/3)

7暗褐色シルト質壌土(lOYR3/3)炭化物はほとんど含まな

い。 (3~5mm)の地山を含む(9層より多い）。

8暗褐色土（10YR3/4)地山を多く含む。

9暗褐色シルト質壌土 (10YR3/3)炭化物粒(1~3mm)・地

山塊 (3~5mm)を含む。

10 8層と 13層の中間的な様相。細かい炭化物粒を多く含み、

黒みが強い。

11炭化物の層状集中。

12黄灰色シルト質埴壌土（地山）の塊。

13黒褐色土(lOYR2/3)黒褐色土をベースに炭化物 ・焼土 ・

地山が混入。

14 13層中に地山の崩れた塊を含む。

15 13層中に地山の小塊多く含む。

16 13層中に黒色土塊を多く含む。

17 13層中に焼土を多く含む。

18 13層中に炭化物を特に多く含む。

19 13層中に細かい焼土粒を多く含む。

20 10層に近い。焼土粒を含む。

50号住居
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第 3章検出された遺構と遺物

の住居に伴う床下土坑かと思われる。しかし、埋没

土中には青灰色粘土塊が混入している。この粘土は

79号住居の床面上に広がる粘土と同質であり、これ

らの土坑が79居住居に付属する可能性もある。

鼈 東壁の南寄りをU字形に掘り込んで燃焼部を作

るが、先端と煙道部は69号住居に切られる。左袖は

はっきりしないが、右袖は地山を削り残している。

確認長0.8m、燃焼部幅50cm。

、3

。-」只、り
、
3

H

ド
八
バ
／

・
 

D
一

o| o| 

冒二□□980m

50号住居鼈 C-C' D-D'

1暗褐色土灰 ・焼土粒混じり。

2橙色土焼土塊主体。褐色土、灰、炭含む。

3黄褐色土塊

4褐灰色土 灰黄色土小塊 ・暗褐色土小塊混じり、焼土 ・炭粒含

む。砂質気味。

重複 69号住居より古い。 79号住居より新しい。

遺物と 出土状況 鼈内及び周辺に比較的大きな土器

破片がある。竃燃焼部底面からは円筒埴輪破片が内

面を上にして出土しており、構造の一部を成したも

のと考えられる。小片は住居全体に散在するが、図

示可能個体はない。南西四半は出土量自体がごく少

ない。被熱した整形角礫も出土した。

その他平安時代 (10世紀中葉）

上 ~F
F
 

麟 L3 960m

F' 

0 I : 40 lm 

50号住居鼈前ピット F-F' 

1黒褐色土 灰層に焼土粒が混じり、黄白色シルト縞状に入る。

2不明。

3黒褐色土 灰層が1mm前後の厚さで互層に堆積。

4黒褐色土焼土粒、灰まじり。

＼ 

〖ー

ニゞピジ9:

尺三己兄
6
 こ。

゜
I : 4 10cm 

第164図 50号住居寵と出土遺物 (1)
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第 3節古代の遺構と遺物

゜
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：ご、 10 I 
□□ ] 

I I 

0 
こ cm¥

(13) 

¥
 

0 I : 4 10cm 

第165図 50号住居の出土遺物 (2)
(7~12 • 14~16) 
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51 号住居（第166~168屈 PL52 •54•148 遺物観察表 P .376•377)

位置 A6区4A,B-43・A~C-44グリッド

形状 南北に長い横長長方形の平面形を呈する。南

壁が北壁よりやや長く、また西壁とやや開き気味に

接続する。南東隅部は貯蔵穴を囲むようにわずかな

がら張り出す。他の三隅はわずかに丸みをもって屈

曲する。

規模長辺 5.00m 短辺 3.64m 面積 17.46m'

方位 N-82° -E 

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 竃右手に当たる南東隅部にある（貯蔵穴

1)。北西隅部にも遺物を伴う土坑（貯蔵穴 2)があ

り、これも貯蔵穴としての機能を持ったものであろ

う。貯蔵穴 2は貼り床下にあり、最終使用時には埋

まった状態であったらしい。貯蔵穴 1は直径90cmほ

ど、床面からの深さ25cmほどの規模で、円形の平面

形を呈するが、竃側は直線的に掘られている。埋没

土には焼土や炭化物、粘土などを部分的に含む。底

面は皿状で、竃側に小さな段差を持っている。貯蔵

穴 2は直径60cmほど、深さ33cmほどの規模で、円形

の平面形を呈する。底面は平坦で、逆台形状の断面

形を呈している。坑底から亜角礫と坪の破片が出土

している。

埋没土 暗オリーブ褐色の砂質壌土を主体として、

これに炭化物、焼土、暗褐色土、灰白色土などの塊

が入り混じる、乱れた土で埋まっている。この層の

直上には、特に住居中央部から南部分に広がって、

ほぼ水平に炭化物や焼土の集中する層が見られ、一

部では比較的厚い堆積を示している。炭化物は材と

して認定できるものはなく、小塊ないし細片として

認められた。焼土も、堅く焼き締まったものが多い

ものの、小塊が主体をなしている。ともに、一見し

て現地性のものではないことは明らかであった。埋

没の比較的早い段階で、住居窪地を掘り直す等の人

工が加えられ、炭化物の廃棄等が行われたもののよ

うだ。

確認最大壁高及び壁の状況 52cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

第 3節古代の遺構と遺物

る。

床面の状況及び床下施設等 わずかに波打つような

凹凸があるが、ほぼ平らに仕上げられる。灰褐色粘

質土で貼り床される。北壁近くの掘り方はほぽ水平

だが、それ以南は徐々に深く掘り込まれ、中央やや

南寄りの、竃前に当たる部分には、土坑状の掘り込

みが 5基あって、西側の 2基は切り合うように掘ら

れている。この掘り込みの埋没土中には炭化物や焼

土、粘土などを含むものがあり、竃の作り替えに際

して掘り込まれた可能性が考えられる。

鼈 東壁の南寄りに 2基が重複している。南側の鼈

（竃 1)が新しく、住居の最終使用時に伴うものであ

る。粘土で住居内に燃焼部を構築し、壁外に細長く

掘り込んだ煙道を延ばしている。袖は茶褐色の粘質

土を主体的な用材としたもので、燃焼部の構築には

埋没土に混ずる黄褐色、青灰色、灰白色の粘土が用

いられたものと見られる。また、竃の前には青灰色

粘土の面的な分布があるが、鼈と直接的に関係する

ものかどうか分からない。焚き口相当部に対向する

小ピットがあるが、袖石などは見られない。燃焼部

と煙道との接続はなだらかだが、煙道は途中で段差

を持っている。確認長2.24m、燃焼部幅50cm。

南側の鼈 2も構造的には相同であるものと思われ

るが、鼈 1に切られ、燃焼部や袖はほとんど残って

いない。左袖部には地山を突起状に掘り残したかと

思われる残痕がある。煙道部は現代の耕作溝に切ら

れていて、この底面で赤変した焼土面を確認したの

みであった。燃焼部は貼り床下の窪みとして確認さ

れた。浅い窪みであるが、この中には炭化物、焼土

や灰が堆積していた。確認長1.7m。燃焼部の手前に

は東西80cm、南北50cmの楕円形の平面形を呈する窪

みがあり、この東端部に直径30cm、深さ30cmほどの

規模で円形の平面形を呈する土坑が掘られている。
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この土坑の埋没土には、比較的大きな炭化物の集中

部や多量の灰を含む部分がある。

重複 76号住居、 68号土坑より古い。

遺物と出土状況住居全体に土器破片が散在してい

る。しかし、竃 lの左袖部にほぼ完形の高台付境な

どがあるほかは、竃周辺には遺物の出土が比較的少

ない。図示した資料には坪、境類が多いが、これも

竃周辺からの出土土器が少ないことによるものだろ

う。西壁の南寄りに集中する傾向があるが、これは

埋没土中位の炭化物層の分布域外にあたり、先に想

定した掘り直し等によって、失われた土器があった

ものと考えられれる。また、北壁部にも小さな土器

片のまとまりがあるが、ここでは上位から流れ込ん

だような破片の出土状況が見られた。土器以外では

住居北半の中央付近は、管状土錘が 4点まとまって

出土している。

その他平安時代 (10世紀中葉）

u| ul 
l-n 

F
、

＼で

UI 叶

E
 

＼マ

E' 

冒

51号住居鼈 C-C'

1黄褐色粘土

2青灰色粘土

3焼土

4壌土（2.5Y3/3)やや粘性があり、径10~15mmの焼土塊を含む。

5砂壌土(2.5Y4/3)径3~5mmの焼土粒を含み、灰白色粘土を斑状

に含む。

6粘質土(lOYR5/6)焼土塊を多 く含む。

7埴壌土(lOYR7/3)下底部は焼けて赤変する。

8埴壌土(lOYR4/4)焼土塊を含む。

9砂壌土(2.5Y3/3)径3~5mmの焼土粒と、灰白色粘土を含む。

10砂壌土（2.5Y3/3)9より炭化物・焼土が少ない。

51号住居鼈 D-D'

1褐色土(10YR4/6)焼土塊と

粘土塊を斑状に含む。

2黄褐色土(10YR5/6)焼土塊

と粘土塊を斑状に含む。

3にぶい黄褐色土(lOYR7/3) 

天井部の残存。

11砂壌土（2.5Y3/3)10層に黒褐色土を混ぜ乱れる。

12シルト質壌土(2.5Y6/4)炭化物・焼土を含む。

51号住居竃 F-F'

lやや濁った焼土と灰の混土。

2 1層が根によ って攪乱を受けた土。

3シルト (2.5Y4/4)焼土粒を多 く含み、灰を縞状に

含む。

4シルト (2.5Y4/3)焼土・ 炭化物を多 く含む。

5粘土（2.5Y6/3)

6シルト (2.5Y5/3)76号住居の貼り床下にあたる。

。
1 : 40 lm 

第167図 51号住居寵
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52号住居（第169~171図 PL54-148・149遺物観察表P.377-378)

位置

形状

A6区4B,4C-41,42グリッド

隅丸方形。北壁は中央部でやや内側にくびれ、

北東隅は比較的丸みが少ない。

規模

方位

長辺 2.96m 

N-98° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴

短辺 2.90m 面積 9.67m' 

なし。 認長1.5m、燃焼部幅50cm。壁から68cm外まで燃焼部

埋没土 床面直上には焼土、炭化物、白色シルトを

含む灰褐色～褐灰色土が薄く堆積する。

は灰黄褐色土が一気に堆積している。

確認最大壁高及び壁の状況

る。

床面の状況及び床下施設等

竃

その上位に

27cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立す

わずかに凹凸があるが

ほぽ平らに仕上げられる。貼り床はない。

東壁の南端を東に向けてU字形に掘り込んで燃

焼部を作り、細長く煙道を延ばす。壁から袖はない

が右袖部に礫が認められる。

奥寄りに支脚と見られる礫が立位で認められる。確

ヅ．

B
 

また、燃焼部中央やや

一
。、
12 16 。9 20 
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吋
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L=39.90m 

52号住居 A-A' 

1灰褐色土灰、 シルト互層塊。

2灰褐色土焼上塊をまだらに含む。灰白色小塊が点在する。

が掘られ、

口がある。埋没土には構築材に用いられたと考えら

れる青灰色粘土が見られる。

重複

さらに30cmほど外に直径20cmほどの煙道

53号・ 54号住居、 92号土坑、 99号土坑より新

しい。 96号土坑より古い。

遺物と出土状況

その他

鼈内及び竃周辺に大型破片が集中

する。竃右手の南壁際には羽釜 2個体分のまとまり

があり、左手には土釜片がまとまる。他は全体に小

片が散在し、坪、境、土錘などが見られる。埋没土

から鉄製品の釘、刀子片、穿孔、整形のある須恵器

片、墨書土器片なども出土している。

平安時代 (10世紀中葉）

F
 

｀ F
 

F' 

疇 L=39.SOm 

。
I : 40 lm 

3灰褐色土 灰褐色土と黄白色シルトの混土。ややラミナ状に見

える。焼上、炭粒含む。

4灰褐色土細砂、シルト互層塊。

5灰黄褐色土焼土粒を含む。

6灰褐色土 5層に似るが、やや白っぽい。

52号住居 B-B' 

1褐灰色土 2層とは色調がやや異なる。

2灰褐色土 焼土・炭粒 ・白色シルトを含む。

3にぶい黄橙色土 シルト質。洪水砂。地山。

4灰黄褐色土 灰白色粒 ・炭粒 ・焼土粒を含む。土器片を上層に

多く含む。洪水による一括埋土。

゜
I : 80 4m 

第169図 52号住居
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ロニ上。

D' 

L =39.SOm 

52号住居鼈 C-C' E-E'

1青色シルト やや砂質土。

2にぶい橙色土 焼土塊 • 青灰色粘土塊 ・ 灰などの混じり。

3にぶい橙色土 焼土小塊主体。青灰色粘土小塊の混土。

4灰色 灰層。細かな草の灰のような物を含む。フワフワした層。

5黒褐色土焼土粒を含む灰層。

6橙色土 灰色シルト質粘土の焼土化した層。（天井崩落土）

7青灰色粘土塊 灰褐色土塊混じり。

8灰黄褐色土 黄白色シルト塊を含む。

9にぶい黄橙色土 青灰色粘土塊主体。黄褐色シルト塊との混土。

1 0暗褐色土焼土粒 ・ 炭粒 • 青灰色粘土小塊が点在する。

11灰褐色土 央雑物少なく、僅かに黄白色粒を含む。

12暗褐色土焼土粒・炭粒を僅かに含む。

52号住居竃 D-D'

1にぶい褐色土 焼土小塊、灰白色シルト塊の混土。

2褐色土焼土小塊を含む。

3灰層。

I : 40 lm 
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第170図 52号住居寵と出土遺物（ 1)
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第171図 52号住居の出土遺物 (2)
(14~23) 
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53号住居（第172~174図 PL55•149•150 遺物観察表 P . 378) 

位置 A6区4A,4B-41,42グリッド

形状 東西に長い縦長長方形の平面形を呈する。南

壁の東部を69号土坑と94号土坑に、北壁の東部を70

号土坑に切られている。さらに北西隅は52号住居に

切られる。このため、北壁は北東隅を除いてはっき

りしない。確認できる隅部はやや丸みをもって屈曲

する。中央部がややくびれるように狭くなるため、

東壁の方が西壁よりやや長い形状であった可能性も

ある。

なお、この住居東壁の北延長上にも完形の境類が

まとまった出土を見せていて、調査時点ではこれら

の土器も本住居に伴う可能性が考えられた。このた

め、この土器の出土範囲を含む方形の平面形状も想

定されたが、確実に本住居に伴う土器と、これらの
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土器との間に時期差があること、想定された方形の

平面形状では竃と壁との接合に不自然さがあること

などから、先の土器類については別の住居に帰属す

るものとして、整理段階で新たに106号住居を建てる

こととした。

規模長辺 4.06m 短辺 2.74m

方位 N-70° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 青灰色粘土塊や焼土、炭化物を含む褐灰色

53号住居 A-A' B-B' 

1灰褐色土 青灰色粘土塊を含む。土質密。粘性強い。

2暗灰色土 灰色と黄白色のそれぞれ粘性の強い土が、互層に踏

み締められる（貼り床）。

3暗褐色土 焼土小塊。青灰色粒含む。僅かに炭粒を含む。

4灰褐色土 青灰色粘土小塊をまだらに多く含む。焼土小塊 ・炭

化物を含む。粘性強い。

4'にぶい灰黄褐色土 青灰色粘土小塊をまだらに含む。

4’'にぶい灰黄褐色土 青灰色粘土塊主体。焼土化塊、灰褐色土塊

の混土。粘性強く、しまり強い。

5褐色土焼土粒僅かに含む。

6黒褐色土 灰・炭を多量に含む。焼土粒含み、サクサクした層。

゜
1 : 80 4m 

第172図 53号住居
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土で埋没している。青灰色粘土は埋没土中に比較的

多く含まれているが、鼈においては灰白色の粘土が

構築材の主体とされていて、青灰色の粘土は最終使

用面以下にあって、作り替え以前の竃の構築材に想

定されている。

確認最大壁高及び壁の状況 11cm。東西の壁は比較

的残りが良い。わずかに上方に開くが、やや丸みを

持って立ち上がり、ほぼ直立する。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぽ平らに仕上げられる。北部は粘性の強い灰色土

と黄白色土の薄い互層が締め固められて貼り床とさ

れている。

鼈 東壁のほぽ中央をU字形に掘り込んで燃焼部の

半ばを作り、細長く煙道を延ばす。左袖部は地山を

短く削り残して住居内に張り出させている。右袖部

は69号土坑に切られて失われている。確認長2.48m、

燃焼部は長1.25m、幅60cmほどの楕円形の平面形を

呈する皿状の窪みで、わずかな段差をもって煙道に

続く。煙道は幅30cmほどの幅で燃焼部に取り付き、

、U ul 

D
 

D' 

二

幅15cmほどにせばまって、燃焼部端から1.23mほど

の長さに延びている。埋没土には構築材に用いられ

たと考えられる灰白色粘土が見られる。また、使用

面下に青灰色粘土の塊や焼土塊がまとまってみられ

る部分があり、この青灰色粘土を用いて作られた竃

が灰白色粘土を用いる鼈に作り直されたものではな

いかと想定される。

重複 69号 ・ 70号 • 94号土坑、 52号 • 54号住居より

古い。 106号住居より新しい。北隅を 1号炉に切られ

ている。

遺物と出土状況 住居中央部をのぞいて、土器破片

が比較的多く出土している。形状をうかがうことの

できる大きな破片も多い。中でも鼈を中心に、住居

の東半部分に多くの土器破片がみられ、特に竃左手

では完形ないしそれに近い状態の塊がまとまって出

土している。また、竃内からは甕の大型破片が出土

した。

その他平安時代 (10世紀前葉）

53号住居鼈 C-C' D-D'

1青灰色粘土塊主体であるが、焼土塊、褐灰色粘土塊の混土。（使

用面下層、鼈構築材で作り替えの可能性が考えられる）

2灰白色灰層

3暗灰褐色土灰層に、焼土塊、細砂が混じる。

4灰黄色土焼土塊を多く含む。

5鈍い褐色土焼土塊主体。

6灰色土焼土粒を僅かに含む。灰層 ？

7灰黄色土 灰白色粘土小塊粒を含み、僅かに焼土、炭粒を含む。

8灰白色粘土主体。

9にぶい灰黄色土 11層に焼土、炭粒を含む。

10灰黄色土 灰白色粘土塊を多く含み、僅かに焼土、炭粒を含む。

11にぶい灰黄色土 灰白色粒(cf,5mm)が点在する。粘性強い。

12灰白色 灰白色粘土粒、炭化物、焼土粒が乱れた状態で入る。

叫 o| 

゜
1 : 40 lm 

第173図53号住居寵
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第174図 53号住居の出土遺物
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第 3章検出された遺構と遺物

54号住居（第175・176図 PL55・150 遺物観察表P.378)

位置 A6区4A,4B-42グリッド

形状 東壁と南壁の一部を検出したにとどまるため、

全体の形状は分からない。東壁の南寄りに竃を持つ

ものとすれば、本遺跡の他の住居の例からみて、南

北に長い横長長方形である可能性が高いものと考え

られる。当初は83号住居と同一の住居と考え、二つ

の竃を持つものと想定していた。

規模 東壁確認長 2.66m 東西確認長 2.2m

方位 N-80° -E （竃）

柱穴・周溝なし。

貯蔵穴 竃右手にあたる南東隅部にある。長径62cm、

短径48cmの楕円形の平面形を呈する。

確認最大壁萬及び壁の状況 22.5cm。確認できる部

分は少ない。わずかに上方に開くが、やや丸みを持

って立ち上がり、ほぼ直立する。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があり、

北に向かってやや下るが、ほぼ平らに仕上げられる。

貼り床はない。

窟 上部の削平が激しく、詳細な構造はわからない

ヽ 王、43

吋

＼ f— 
G 

°'1 

吋

゜
1 : 80 4m 

54号住居竃 A-A'B-B'

1くすんだ灰褐色土 青灰色粘土小塊、焼土粒、炭粒を含み、フ

カフクした層。

2暗灰褐色土焼土粒、褐色土小塊を含む。

3赤褐色土焼土粒、灰を含む。やや砂質。

4赤褐色土 焼土塊主体。灰層、灰褐色土混じり 。

5灰褐色土 青灰色粘土小塊、焼土、炭粒を僅かに含む。張り有。

6灰褐色土 焼土粒、青灰色土小塊を含む。

7灰褐色土焼土塊を多く含む。

8灰褐色土 青灰色粘土小塊を含み、焼土、炭粒を僅かに含む。

9茶褐色土 爽雑物少ない。鉄分沈着あり。

10灰色土 褐色土小塊 ・焼土塊含む。

83住

が、東壁の南寄りを壁外に半円形に掘り込んでおり、

これで燃焼部の半ばを作ったものだろう。左袖はな

いが、右袖は地山をわずかに削り残して短く突出さ

せ、割れた円礫を袖石としている。煙道は確認でき

ない。確認長1.5m、燃焼部幅24cm。埋没土には構築

材に用いられた青灰色粘土が見られる。掘り方から、

住居内の燃焼部をとりまくようにこれが残ってい

る。

重複 52号住居より古い。 53号・ 83号・ 106号住居よ

り新しい。

遺物と出土状況遺物数は少ない。鼈内、貯蔵穴内

のほか、北東隅近くにまとまる。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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第175図 54号住居
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第176図 54号住居の出土遺物

83号住居（第177図 PL55•56 遺物観察表 P.378)

位置 A6区4B-42,43グリッド

形状 竃部のみを確認した。当初は54号住居と同一

の住居と想定したが、 54号住居にほぼ全体を切られ

た状態にある。このため、全体の形状を想定するこ

とも困難である。

方位 N-17° -E （竃）

柱穴・周溝・貯蔵穴 確認できない。

鼈 住居全体の形状が把握できないため確定できな

いが、北壁の東寄りに相当する部分に位置するもの

と思われる。壁を細長いU字形に掘り込んで燃焼部

を作り、煙道を延ばす。燃焼部と煙道は小さな段を

持って接続し、燃焼部端から55cmの所で煙道口に立

ち上がる。確認長1.45m、燃焼部幅25cm、煙道口の

直径14cm。埋没土には構築材に用いられたと考えら

れる灰白色粘土塊が見られる。

重複 52号・ 54号住居より古い。

遺物と出土状況遺物数は少ない。竃の燃焼部内か

ら竃前部にかけて比較的大型の土釜胴部破片が出土

している。

その他平安時代 (10世紀代）
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83号住居鼈 C-C' D-D'

lくすんだ灰黄褐色土 砂質土 ・焼土粒 ・褐色土含む。 サクサク

した陪。

2くすんだ灰黄褐色土 砂質土僅かに褐色土小塊 ・炭含む。サク

サクした層。

3灰黄褐色土 灰白色塊 ・焼土 ・炭 ・灰入り混じる。

4くすんだ橙色土 焼土塊は 5層より細かいが屈は多い。

5くすんだ橙色土 焼土塊・ 灰白色土塊混じる。 細砂まじ り。

6赤褐色土焼土塊。

7褐色土 8層より 央雑物少ない。

8褐色土 土質密。焼土・ 炭粒 ・黄白色粒含む。

9灰層。

。
I : 40 lm 

。
I : 4 10cm 

第177図 83号住居と出土遺物

55号住居 （第178図 PL56・ 150 遺物観察表P.379)

位置 A6区4B,4C-40,41グリ ッド

形状 東壁がややふく らみを持っため、計測値の上

では東西がやや長いが、ほぽ方形の平面形を基本と

するものと考えられる。南西隅部は調査区外となる

ため把握できないが、東壁の南北両隅は丸みをもっ

て屈曲する。東南隅はやや開き気味で、西壁が東壁

よりやや長くなるのかもしれない。北西隅は丸みが

少ない。

規模長辺 3.16m 短辺 3.10m

方位 N-114°-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 壁際には青灰色粘土や灰白色土塊を含むシ

ルト質のにぶい黄橙色土が堆積する。住居中央部は

青灰色粘土塊を多く含み、土器片が混入する灰黄褐

色土に覆われる。青灰色粘土は鼈構築材に用いられ

ているものである。

確認最大壁高及ぴ壁の状況 13cm。北壁はなだらか

に立ち上がり 、明瞭な壁がとらえられない。東壁で

はわずかに上方に開くが、やや丸みを持って立ち上

がり、ほぽ直立する。

184 

床面の状況及び床下施設等 細かい凹凸があり、全

体にやや波打つ。貼り床はない。

鼈 東壁の南寄りをU字形に掘り込んで燃焼部を作

る。袖はない。確認長0.7m、燃焼部幅42cm。埋没土

には構築材に用いられたと考え られる青灰色粘土が

見られる。

重複 86号土坑より古い。 80号住居より新しい。

遺物と出土状況住居内全体に土器破片が散在する

が、数量は多くなく、器形をうかがうことのできる

資料も少ない。鼈の周辺に少なく、西寄りにやや多

い傾向がある。管状土錘は北西隅部の床面近くから

と埋没土から出土している。

その他平安時代 (10世紀中葉）
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55号住居 A-A' B-B' 

1灰褐色土 焼土・炭粒含む。うすく灰層あり。

2灰褐色土焼土 ・炭粒含む。粘性強い。

3灰黄褐色土焼土粒・炭粒を僅かに含み、青灰白

色土粒を含む。

4灰黄褐色土 焼土粒・炭粒を含み、青灰白色土粒

涅じる。
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55号住居鼈 C-C' D-D'

1灰白色粘質土褐色粘土小塊混じり。

2炭化物層。

3暗褐色土 焼土塊 ・灰層塊との混土。

4褐色土 焼土粒僅かに含む。しまり弱い。

5橙色土土層。天井崩落土。

6にぶい黄褐色土 灰白色シルト・焼土塊 ・茶色土塊入

り混じる。

7くすんだ黄褐色土 黄灰色粘上小塊 ・炭粒混じる。

8くすんだ黄褐色土 焼土 ・炭粒僅かに含む。攪乱土？

9褐色土 焼土小塊多鼠に含む。灰褐色土との混土。

10褐色土 焼土小塊 ・炭粒含む。しまり弱い攪乱土。

11褐灰色土 青灰色土に黄橙色土 ・褐色粘質土塊が混じ

る。粘性 ・しまりあり。

12褐色上 上質均質。やや粘性・しまりあり。

13褐灰色土 シルト質。やや灰色で粘性あり。土質均質。

14褐灰色土 シルト質。焼土粒をわずかに含む。
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第 3章検出された遺構と遺物

56号住居（第179~181固 PL56•57·150・ 151遺物観察表P.379)

位置 A6区3Y,4A-40,41グリッド

形状 方形。隅部はやや丸みをもって屈曲する。

規模長辺 2.54m 短辺 54m 面積 7.33m'

方位 N-89'-E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 灰白色土の小塊と焼土粒、炭化物粒をわず

かに含むシルト質の灰黄褐色土で埋まる。

確認最大壁高及び壁の状況 26cm。わずかに上方に

開くがやや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立する。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぼ平らに仕上げられる。南西隅には南北70cm、東

西50cmの大きさの楕円形の平面形を呈する床下土坑

がある。床面からの深さは34 cmほどある。鼈とこの

床下土坑を弧状に繋ぐラインで南壁際がやや低くな

り、この部分には灰褐色土による貼り床が見られる。

また、北壁の下端から12cmの位置から、西壁の北部

と平行するように南北に掘られた溝状の窪みがある。

最大幅12cm、長さ1.2m、深さ 5cmほどで、間仕切り

的な機能を持つものかと考えられる。

鼈 東壁の南端近くをU字形に掘り込んで燃焼部を

作り煙道を延ばす。袖はない。確認長1.45m、燃焼

部は長70cm、幅46cmの長円形で小さな段差をもって

煙道へと続く。埋没土には構築材に用いられたと考

えられる黄灰色粘質土や青灰色、黄白色粘土の小塊

が見られる。

重複 57号住居、 78号住居より新しい。

遺物と出土状況 竃とその周辺に集中するほか、住

居全体に破片が散在する。鉄生産関連遺物が埋没土

中から出土している。

その他 平安時代 (10世紀中葉）
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56号住居 A-A' B-B' 

1灰褐色土 粘性強い、やや黄白色土混じり。

2黒褐色 灰層、黄灰色シルトと互層に堆積。

3灰褐色土 炭粒 ・黄白色シルト含む。

4灰黄褐色土 灰白色土小塊混じる。焼土粒僅かに含む。

5にぶい黄橙色土 焼土・炭粒まじる。サラサラしている。

6灰白色土 シルト質、鉄分沈着あり。土質均質（洪水層？）

56号住居間仕切り H-H' 

1黄白色シルト

2暗灰褐色土 黄白色粘質土 ・焼土粒を含む。しまりややあり。

3褐灰色土

7にぶい黄橙色土質。

4 • 5 • 6は全体にシルト質。

56号住居床下土坑 I -I' 

1暗灰褐色土 黄白色粘質土、焼土粒を含む。しまりあり。

2灰褐色土 混じりはよく見ると灰褐色土や黄白色シルトの小塊

が入り混じっている。ややしまり・粘性あり。

第179図 56号住居
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56号住居鼈 C-C' D-D' E-E'

1灰褐色土 黄白色粘土小塊（鼈天井構築材）を含む。焼土 ・炭粒

僅かに含む。

2灰褐色土 黄白色粘土塊・柱や焼土塊 ・粒がマダラに入るが、

全体になじんだ土質でサクサクしている。

3黄灰色土 粘質土の塊（鼈構築材の崩落）。

4灰褐色土 焼土 ・炭粒を僅かに含み、黄灰色粘土小塊を含む。

5橙色焼土主体。

6褐色土 シルト質。僅かに焼土粒 ．灰白色土粒を含む。

7灰黄褐色土 粘土の乾いたような滑らかな土。焼土粒僅かに含。

8にぶい橙色 青灰色粘土小塊と焼土塊の混土。

9黒灰色土 やや青みのある灰と黒色灰と焼土の混土。しまり弱。

10灰層。
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第180図 56号住居竃と出土遺物（ 1)
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第 3節古代の遺構と遺物

57号住居（第182•183図 PL57・151 遺物観察表P.379)

位置 A6区3X,3Y-40,41グリッド

形状 東西に長い縦長長方形の平面形を呈する。西

壁は56号住居に切られているため把握できない。北

壁はふくらんでいて、丸みを持って東壁へとつなが

る。西北隅部も丸みを持つようである。南壁は直線

的に延びていて、あまり丸みを持たずに東壁へと屈

曲する。

規模長辺 3.34m 短辺 2.20m

方位 N-94° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土焼土や炭化物粒をわずかに含む均質な、に

ぶい黄橙色土で一気に埋まる。洪水起源の堆積土と

思われる。

確認最大壁高及び壁の状況 14cm。わずかに上方に

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す

る。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぽ平らに仕上げられている。竃前から住居東半の

広い範囲には炭化物や焼土が広がっている。焼土、

炭化物を少量含む暗褐色～灰褐色土で床面が貼られ

る。下底近くには褐灰色土と灰白色土の薄い互層が

見られる。

鼈 東壁の南寄りを壁外にU字形に掘り込んで燃焼

部を作り、細長く煙道を延ばす。燃焼部は住居外に

ある。住居壁との接点に当たる両袖部には比較的大

ぶりの円礫が立てられ、燃焼部中央やや奥寄りには

支脚として用いられたとみられる円礫が立てられて

いる。確認長1.3m、焚き口幅20cm。埋没土中には構

築材に用いられたと考えられる灰褐色、灰白色の粘

土が見られる。
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吋 叶

｀雪誓言疇冒□，80m

57号住居 A-A' B-B' 

1にぶい黄橙色土 土質均質。焼土・炭粒僅かに含む（洪水層？）

2灰黄白色砂質シルト（地山）

3灰褐色土 灰褐色土と、灰白色土互層に堆積（床面）。

4褐灰色土（やや黄色）炭粒・焼土粒・僅かに含み、 2層地山小塊

混じる。

5灰褐色土 土質均質。焼土・炭粒僅かに含む。

6暗褐色土 焼土粒混じり、炭・灰が層のように見える。

2~6は貼り床土

゜
1 : 80 4m 

第182図 57号住居
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第 3章検出された遺構と遺物

重複 56号住居より古い。 71号住居、78号住居より

新しい。

遺物と出土状況 直接鼈内から出土した遺物は土器

細片 1点のみであるが、竃周辺や住居全体に破片が

散在する。 北壁際中央近くでは棒状礫がまとまって

出土している。管状土錘は埋没土中からの出土であ

る。

その他 平安時代 (10世紀中葉）

可 ol 

D
 

54 659"5 

D冒員員瓢LD3980m 

叶

O
I
 

冒疇□1 : 40 lm 

57号住居竃 C-C' D-D'E-E'

1褐色土焼土小塊 ・灰 ・炭混じり 。灰層。

2灰黄色土 焼土塊・灰褐色小塊混じり。

3橙色焼土塊主体。

4灰黄褐色土 粘土小塊主体 ・焼土粒僅かに含む。

5灰黄褐色土焼土塊混じる。

6灰褐色土 黄白色シルト小塊 ・炭粒 ・焼土粒僅かに含む。

7灰黄色土焼土小塊 ・灰褐色小塊僅かに見られる。

8明褐灰色土 灰白色塊 ・焼土塊 ・粒含む。（天井構築土）

9灰黄褐色シルト 焼土 ・炭粒僅かに含む。（洪水砂？）

10浅黄色土 シルト・細砂 ・僅かに焼土粒含む。

11暗褐色土軽石粒 ・炭粒少量含む。

2 • 3 • 4全体に地山シルト主体、焼けの弱い焼土見られる。

爪
6

詞 T

． 
｀一． の

0 I : 2 2.5cm 
1 | | 

(6) 

4
 

゜
1 : 4 10cm 

第183図 57号住居寵と出土遺物
(I~5) 
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58号住居（第184-185図 PL57・・58・151 遺物観察表P.379) 

位置 A6区4A,4B-38,39グリッド

形状 南部が調査区外に当たるため、全体の形状を

確定することができない。北壁は中央近くを部分的

に2号炉に切られているが、両隅部は確認でき、規

模も確定できる。東壁は南端部が調査区外となるが、

鼈の位置から見て、その半ば以上を確認できたもの

と考えられる。本遺跡の他住居の形態から見て、南

北に長い横長長方形の平面形を呈するものと思われ

る。

規模東壁確認長 4.00m 北壁長 3.10m

方位 N-98° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴 なし。

埋没土 壁際に壁の崩落土と見られる、灰白色のシ

ルトや砂粒を含む灰黄色土がわずかに堆積する他

は、灰白色シルト塊と灰褐色土塊が混入する灰黄色

土で埋没している。

確認最大壁高及ぴ壁の状況 17cm。わずかに上方に

第 3節古代の遺構と遺物

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぽ直立す

る。

床面の状況及ぴ床下施設等 わずかに凹凸がある

が、ほぼ平らに仕上げられている。貼り床はない。

鼈 東壁の南寄りにあたると思われる部分を、壁外

に半円形に掘り込んで燃焼部の一部を作っている。

煙道は確認できない。両袖部は地山を短く突出させ

て掘り残しているが、袖石などは見られない。確認

長0.84m、燃焼部は長65cm、幅58cmの楕円形の浅い

掘り込みをなし、一部壁外にかかるが主体は壁内に

置かれている。埋没土には構築材に用いられたと考

えられる褐色の粘土が見られる。

重複 2号炉より古い。

遺物と出土状況遺物数はごく少なく、図示した甕

と坪以外には土器小片や円礫などが少量、竃内及び

その周辺と東壁際にに散在するにとどまる。

その他平安時代 (10世紀前葉）
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4m 

58号住居 A-A' B-B' 

1灰褐色土 粘性強くシルト質土。土質均質。

2灰黄色上 灰白色シルト・細砂含む。壁崩落土。

3灰黄色土 灰白色シルト小塊・灰褐色土小塊が点々と見られる。

58号住居鼈 C-C' D-D'

1褐色土 粘性非常に強く、固くしまる。鼈構築土。

2褐色土 灰・焼土塊混じり 。褐色粘土主体、天井崩落土。

3灰黄褐色土 灰黄色シルト 4層に 2層の褐色土塊混じる。

4灰黄褐色土 住居埋土と同じ。

第184図 58号住居
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第 3章検出された遺構と遺物

ニ

0 1:4 10cm 

第185図 58号住居の出土遺物

60号住居（第186図 PL58・59・151 遺物観察表P.380)

位置 A6区3X,3Y-37~39グリッド

形状 四隅をそれぞれ土坑に切られ、中央部には鉄

生産関連遺構が造られている。調査時点ではこれら

の土坑や鉄生産関連遺構も含めて60号住居としてと

らえていたが、炭化物や遺物の出土層位、接合関係

等の検討から、本住居廃絶後に、埋没途中の窪地を

利用して鉄生産関連遺構がつくられたものと判断

し、四隅の土坑も本住居を切るものとした。

土坑に切られるため、各隅部の形状は把握できな

ぃ。ほぽ方形の平面形を呈したものと思われるが、

南北辺が長く、西壁が東壁に比してやや短いため、

北壁が傾いて、北西隅は鈍角に開く。南壁部は残存

壁高がごく低く、あまり明瞭にとらえられない。

規模長辺 4.71m 短辺 4.lm

方位 N-93° -E 

柱穴・周溝なし。

埋没土遺構確認時点で多量の炭化物や焼土が出土

している。住居中央部は焼土や炭化物を含む灰黄褐

色土が堆積する。しかし、これらは鉄生産関連遺構

に関連する堆積土と考えられ、これを除くと本住居

本来の堆積土の状況を把握することができない。壁

近くにわずかに炭化物を含むシルト質のにぶい黄橙

色土が堆積しており、これがわずかに本来の堆積状

況を示すものと考えられる。

192 

確認最大壁高及び壁の状況 5cm。上面の削平が著

しく、壁面の観察はできない。部分的にはわずかに

上方に開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ

直立する様相が見られる。

床面の状況及び床下施設等 焼土や炭化物が少なく

なり、灰白色土に変化する面を本住居の床面として

とらえた。わずかに凹凸があるがほぼ平らに仕上げ

られている。貼り床がある。

鼈 東壁の南寄りを細長く掘り込んで燃焼部の一

部を造り、煙道をのばしている。燃焼部は奥部が壁

外にわずかに張り出すが、主体は住居壁内に置かれ

ている。確認長0.57m、燃焼部幅35cm。埋没土には

構築材に用いられたと考えられる灰黄白色の粘土が

塊状に見られる。袖は認められないが、燃焼部内と

円筒埴輪片が出土していて、本遺跡の他の例から見

て、焚き口部に設置されていたものであろう。煙道

部からも、比較的大きな円筒埴輪片が出土していて、

構造材に用いられたものと見られる。

重複 83号 •84号 •85号 •97号土坑より古い。 60岩

住居上層には鉄生産関連と考えられる遺構がある。

遺物と出土状況 竃内及び竃周辺と住居中央北寄り

に破片が散在している。

その他平安時代 (10世紀前葉）



第 3節古代の遺構と遺物
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60号住居鼈 C-C' D-D'E-E'

1灰褐色粘質土塊主体 ボソボソした層。

2褐灰色土 焼土 ・炭粒含む。シルト質。

3灰黄褐色土 灰黄色シルト塊・焼土小塊混じり。（天井崩落土）

文 ： 
ロロロニど

4黒褐色土 灰 ・炭化物主体・焼土塊 ．灰黄白色土塊混じる。ボ

ソボソした層。

5褐色土焼土粒・炭粒混じり。灰黄白土塊混じる。

6褐色土焼土粒 ・炭粒混じり。灰黄白色土粒含む。

゜
I : 4 10cm 

第186図 60号住居と出土遺物
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第 3章 検出された遺構と遺物

61 号住居（第187•188図

位置

形状

A6区3W,3X-39,40グリッド

中央部を大きな攪乱に切られているため、北

東隅部と南西隅のごく一部を確認したのみに留まる

ため、全体の形状を確定することができない。北東

隅は大きく張り出すように丸みを持ち、東壁中央部

が窪むような形状を示す。南西隅は強い屈曲は示さ

ず、丸みを持っているように見える。南北にやや長

い横長隅丸長方形ないし横長長方形を基本とする平

面形状と考えられる。

規模

方位

南北推定長

N-84° -E 

柱穴・周溝・貯蔵穴

PL59•152 

3.84m 

なし。

埋没土 灰白色の粘質土混じりのシルト層状の土で

埋まっている。

確認最大壁嵩及び壁の状況

遺物観察表P.380)

東西推定長 3.7m 

12cm。わずかに上方に

る。

床面の状況及び床下施設等 わずかに凹凸があるが

ほぽ平らに仕上げられる。貼り床はない。

鼈 東壁の南寄りを壁外に半円形に堀り込んで、燃

焼部の半ばを作っている。煙道は確認できない。左

袖部は地山をわずかに突起状に削り残したかに見え

るが、壁のライン自体が大きくゆがむため、明確で

はない。確認長0.62m、燃焼部幅46cm。埋没土には

構築材に用いられたと考えられる青灰色粘土が見ら

れる。

重複 81号住居より新しい。

遺物と出土状況

ているほか、北壁から北東隅部にかけて土器破片等

が点在している。管状土錘は北壁中央部際の床面近

くから出土したものである。

その他

鼈内から坪、羽釜片などが出土し

平安時代 (10世紀後葉）

開くが、やや丸みを持って立ち上がり、ほぼ直立す
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61号住居 A-A' B-B' E-E' 

1ボソボソとした土壌。植物根等によるもの。軟らかい。

2 3層と同様の層の中に白色の粘土粒が混入する。

3 4層と同様であるが固く引き締まっている。

4灰白色と鉄分色の混入土、シルト層状の土。

第187図

194 

61号住居鼈 C-C' D-D'

1灰青色の粘土まじりの褐色土。

1'粘土（青灰色）。

2炭の多い土（灰土）。

3焼土の混じった粘土。

4焼土の混入が 6層より多い。

5灰褐色土。

6灰色粘土粒、炭化物、焼土の混じり。

61号住居
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